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ＲＵＬＥ１・チャンスは逃さないこと













　空を見上げても、星ひとつ見いだせない。

　足を止めてそんなことを思っていると、すれ違う人と肩がぶつかって視線を戻した。

「はぁ……」

　もう何度目かわからない溜ため息いきをつく。数えきれないネオンが視界いっぱいに映り込み、それがやけに幻想的で、現実を忘れてしまいそうになる。

　その眩まばゆい世界から再び目を背け、今度は俯うつむくようにして、手にある携帯の画面に視線を落とした。ピンク色ベースの可愛かわいらしいサイトページ。そこに書かれている内容を、改めて確認する。

　時給五千円から一万円……。十八歳から二十九歳までで、時間は夜八時から、か。年齢は今、二十四歳だからセーフ。っていうか、時給一万円ってなんなの？　どれだけのサービスが求められるのか、未知なだけに恐ろしい……。そもそも、キャバクラとクラブってどういう違いがあるの？　え。ニュークラブとかいうのもある！　全然わかんない。

　眉をひそめてディスプレイに顔を近づけつつ、首を捻ひねる。

　立ち止まった先にあるビルの電光案内板に、サイトと同じ店名を見つけては空を仰ぎ、また携帯を睨にらむ――の、繰り返し。

　店先まで来たのに、ここから一歩がなかなか踏み出せない。

　だって、接客っていう接客なんて未経験だし、男の人を相手にするのもたぶん向いてるとは言えない。

　この期ごに及んで、一線を越えたくないという欠片かけらばかりの抵抗が……。いや、でも、喉から手が出るほど、お金が欲しいのは事実……。

　延々と、ひとり心の中でせめぎ合っていると、突然背後から低く凛りんとした声が飛んできた。

「そんなとこにいつまでも突っ立ってたら、いいように流されるぞ」

　バッと身を翻ひるがえし、その声の主を確認する。そこには、想像以上に上背のある男性が、私を無表情で見下ろしていた。

　さっき空を見上げたときのように、大きく顔を上向きにさせる。すると、彼のスクエアフレームのメガネ越しに、目が合った。

　マットなシルバーのテンプルと、上半分だけがふちで囲まれた、ハーフリムというデザインのメガネ。それは、清潔感と上品な印象を与えるけれど、同時にクールにも感じて、自然と背筋が伸びた。メガネのせいだけじゃなくて、きちっとしたスーツ姿と、涼しい目元をした彼自身にも原因があるのだ、とも思う。

　よく見ると、凛り々りしい眉に、鼻筋が通った端正な顔立ち。黒く艶つやのある髪。それと同じ、深い色の瞳。そして皺しわのないスーツに、曲がることなく締めたネクタイという姿には、気品が感じられる。それは、夜の繁華街には不釣り合いの、真ま面じ目めそうな出で立ちだった。

　私は不意に声をかけられたことも手伝って、なにも言えずに目を丸くした。

　彼は表情をひとつも変えずに言う。

「働くなら、支払調書を発行してくれる店にしておけよ」

「へっ……!?」

　し、支払……なんだって？

　咄とっ嗟さのことに、いまだにまともな声が出ない。頭の中は疑問符だらけ。

　だけど、それをどう言葉にしようかと悩む暇も与えられぬまま、彼が私に背を向けて歩きだす。

「まっ、待って……っ！」

　追い込まれた私は、思わず彼の背中を追いかけて手を伸ばし、スラリとしたほどよい肉づきの腕にしがみついた。まるで、お父さんに縋すがりつく子どものようなことをしている自分に、ハッと我に返るものの、今さらあとには引けない。

「こ、この業界の方ですよね？　少しだけ、話を聞かせてもらえませんか？」

　高級そうなしっかりとした生地のスーツに、シンプルなメガネ。それと、ちょっと冷たく感じる目。

　夜の街に不釣り合いとも思ったけれど、このあたりにいるわけだし。

　綺き麗れいな格好に、この落ち着いた佇たたずまい。案外〝そういう〟店に従事している人なのかも。

　私は、そう勝手に断定して考えた。

　店内に入っちゃったら、なにかあったときに困る。外ここなら逃げ道はいくらでもあるし！　率先して働きたいわけじゃないけれど、内容を少しだけでも知ることができたら……。この人の涼しい目に睨みを利かされるのは怖いけど、でも！

　心を決め、グッと顔を上げる。目に映った彼は、想像通りの……いや、想像以上の冷ややかな瞳を私に向けていた。

　――ああ。勢いで行動しちゃダメだって、今までの人生経験で何度もわかっていたはずなのに。どうして私って、それを繰り返してしまうんだろう。でも、自己嫌悪したって時間は巻き戻せない。ここまで来たら、あとは突っ走るだけだ。

「正直、こういうお仕事って抵抗あるっていうか！　でも、時給はやっぱり魅力的ですし……と言いつつ、できれば、もう少し時給低くてもいいから、普通のお仕事がいいんですけどっ」

　私はなにを口走っているんだろう。

　キャバクラで働くのか、働かないのか。この人が関係あるとしたら、それだけだろう。なのに、『普通の仕事がいい』とか。彼はハローワークの人でもないのに、そんなこと言ってどうするの？

　せっかく上げた顔が徐々に下がっていき、ついには彼の目を見られなくなる。かろうじて掴つかんでいたスーツの袖も、軽く振りほどかれてしまった。

「……君はなにを勘違いしてるんだ？　私は黒服になった覚えは一度もない」

「え？」

「ついでに言うと、就職先の紹介だって私の管轄外だ」

　そう言われてしまえば、返す言葉もない。

　だけど、この人。さっき掴んだときに確信したけれど、上質なスーツ着てるし。顔つきとか話し方とか、〝いい仕事してる人〟なんだろうなって思うし。

「あの！　失礼を承知でお伺うかがいしますが、接客こういう仕事じゃなくて、事務とかで……少しでもお給料のいい受け入れ先とか、ご存知ないですか!?」

「はぁ？」

　心の底から邪険にするような彼の反応に、肩を窄すぼめる。けれど、引くに引けなくて、言い訳がましく口を尖とがらせた。

「だ、だって！　じゃあ、なんでわざわざ私に声をかけてくれたんですか？　ちょっとは気にかけてくれた……とかじゃないんですか？」

　私って、なんて図々しいんだろう。そう頭をよぎるけど、今の自分は崖っぷちなわけだし、どうにでもなれ。

　眉間に深い皺を作っても、目の前の綺麗な顔立ちの人は綺麗なままだ。むしろ、綺麗だからこそ、しかめっ面も迫力がある。

　それでも、切羽詰まった私はもう一度彼の腕に手を伸ばし、きゅっと軽く掴んだ。

「私、有あり川かわ沙さ枝えです！　いろいろあって職を失って……だけど、すぐにでもお金が必要になっちゃったので！　少しでも割のいい仕事に就きたいんです！」

　片手で彼を拘束したまま、バッグに入っていた履歴書を突き出し、息継ぎもせずに勢い任せに言い終える。彼はそんな私を瞬まばたきもせずに見下ろすと、履歴書を一いち瞥べつした。そして、形のいい薄い唇をほんの少し開く。

「俺には関係ない。おとなしく実家にでも帰って相談しろ。親はいるんだろ」

　彼は、淡々と言って再び私の手と履歴書を避けると、スーツの皺を気にするように軽く払い始めた。そんな動作を見ると、いくらなんでも惨みじめになってくる。

　私は俯きながら、消え入るような声でひとりごとのようにぼやいた。

「……家うち、裕福じゃないんです。それに、同居を始めた兄夫婦に子どもも生まれて、今、幸せなんです。そんなとこに私が出戻ったら水差しちゃうし、そもそもこんな理由で帰りづらい……」

「はっ。馬鹿がつくお人ひと好よしだな」

　深刻な悩みを、軽く鼻で笑われて捨て台詞ぜりふを言われる。その態度が、逆に意地でも涙なんか見せないで食らいついてやる！という、私の闘争心に火をつけた。

　スタスタと歩きだした彼の後ろを、考えもなしにひたすらついていく。ふたつ目の路地を右に曲がると同時にピタッと足を止められ、危うく衝突しそうになった。

　どうにか目前の背中に触れずに堪こらえると、至近距離で振り返った彼が、静かに怒りを滲にじませた。

「いい加減にしろ。どこまでついてくる気だ」

「い、行けるとこまで……！」

　私の答えに深い溜め息をついた彼は、さっきとは少し違って、困惑したように目を細めた。額に右手を当てて目をしばらく閉じ、そのまま静止している。

　私が窺うかがうように上目で彼の動向を見つめていると、彼はその体勢のまま、小さく口を動かした。

「試験採用だ」

「はい？」

　まったく想像もしなかった単語が飛び出してきて、間抜けな声を上げてしまう。彼はそんな声に笑いもせず、目を開くと私を冷静に見ながら説明を始めた。

「別に、特別高い給与ではないと思うが、それでもいいならうちで試験採用してみてもいい」

「あ、あの、『うち』って……どんな職場で――」

「税理士事務所をやってる」

「ぜっ……!?」

　税理士!?　この人、そういう仕事してる人なの!?

　真顔で嘘うそをついて、うるさい私を追っぱらおうとでもしてるのかも……と、一瞬頭をよぎった。それこそ、私を騙だましたまま、いかがわしい店にスタッフとして連れていこうとしているんじゃないか、なんて。

『税理士事務所』の単語に絶句した私に、彼はそれ以上なにも言わず、ただ黙って試すような視線を注いでくる。

　私は、心を少し落ち着かせてから、彼をもう一度よく見た。

　第一印象って意外に当たるものだし、この人に気品を感じた勘は間違ってないはず。

　自分の直感を信じて、おそるおそる返答する。

「……ほ、本当に……いいんですか？」

　だけど、やっぱりほんの少し、疑いの目を向けてしまう。すると、思いきり面倒くさそうな顔で、嫌味交じりに言われた。

「一般事務の経験はあるんだろ。まぁ、新たに覚えることがほとんどだろうが、そのしつこさなら、少々のことでは音を上げたりしないよな。すぐに辞められても困る」

　なんで私の職歴を……！

　驚いて目を剥むいたけど、冷静に考えれば、さっき勢いで履歴書を見せつけたのは自分だということに気づく。

　普通、あんなふうに経歴や個人情報を簡単に晒さらすだなんて言語道断、と反省するところ。けれど、今回に限っては結果オーライと思うことにしよう。

「辞めません……！　どれだけ冷たくされたって、掴んだチャンスは逃しませんよ！」

　安定した仕事に就ける！　とりあえずは生活していける！

　不意に決まった就職に、暑苦しく熱意を伝えて彼の手を取った。

「ちっ。本当、面倒なやつに当たったな……」

　自分の世界に入りかけた私の耳に、ボソリと小さな声が届いた気がして聞き返す。

「え？　なにか言いました？」

「明日、八時半にここに来い。服装はスーツ。化粧は……もう少し控えめで。以上」

　彼は手早く内ポケットから名刺を取り出し、それを私に押しつける。そして、人の顔をジロジロと見ては、フイッと顔を逸らして淡々と言い放つと、颯さっ爽そうと人混みに紛れて行ってしまった。

「化粧、控えめって……」

　彼の背中が見えなくなった方向を見つめ、頬を膨らませてひとこと漏もらす。

　確かに、今日はそういう店に行く心づもりでいたから、化粧は濃いめだけど！　普段はこんなじゃないんだから！

　そんな言い訳を心中でしながら、視線を手元の名刺に移した。

「東海林しょうじ税理士事務所……東海林 充みつる」

　煌こう々こうと光るネオンの下で、彼の名前を口にする。

　私はその名刺を握りしめたまま、意気込むように前を向いた。







ＲＵＬＥ２・がむしゃらに働くこと













　翌朝。私は地味なリクルートスーツを纏まとい、約束の時間に事務所を訪れた。もちろん、化粧は薄めで。

　名刺の情報だけで難なく辿たどり着けたのは、オフィス街の大通りに面した立派なビルだったから。

　迷うことなく十階建てのそのビルに到着し、二階にある〝東海林税理士事務所〟の出入口の前で立ち止まる。

　このドアを開ければ、きっと昨日の人――東海林さんがいる。

　それだけのことなのに、急に緊張してきて、なかなか手をドアノブに伸ばせない。

　……よし。いざ！

「おはようございます。お約束されてる方ですか？」

　心を決めたときに横から声をかけられ、再び手を引っ込める。肩を上げて振り向くと、そこには東海林さんよりも若い男の人が、人懐こい笑顔を浮かべていた。

　短髪で、健康的な色の肌と、引きしまった身体つき。くっきりとした二ふた重えで少し垂れ目。その目が子犬のような印象を与えているのか、初対面でもどこか安心できる。

　けれど、堂々と『採用された者です』とはさすがに言えなかった。

「あっ。その、約束っていうか……お世話になろうとしてるといいますか……」

　だって、どう説明すればいいのかわからない。『昨日繁華街で拾ってもらった』だなんて、馬鹿げた説明するわけにもいかない。きっと、この人もここの社員だろうから、印象よくしておかないと！

「あの、こちらの東海林さんという方に試験採用していただけまして！　有川沙枝と申します。よろしくお願いします！」

　慌てた私は、仕切り直すように満面の笑みでガバッと勢いよくお辞儀をする。

「え？　そうなの？　あ……と、本ほん田だ祥しょう吾ごです。よろしく」

　ニコリと微ほほ笑えむ本田さんは、第一印象の通り、爽やかで話しやすい雰囲気の人だ。昨日の東海林さんの取っつきにくさのあとだから、余計にそう感じてしまったのかもしれない。

「時間もないし、とりあえず入りましょうか」

　本田さんがそう言って私の前に出ると、先ほどまで私が躊ちゅう躇ちょしていたドアを簡単に開け放つ。

　税理士事務所ってどんなところなのか、とか、どんな人がどのくらいの人数いるのだろう、とか。そういうことを、再び考えては緊張してしまう。

　本田さんの背中で視界がほぼ遮られ、まだほとんど事務所内の情報が得られない。ドキドキしながら、その場に直立不動の状態で待機する。

「おはようございます。ドアの前に立ってたので連れてきましたよ。彼女、新しいスタッフなんですよね？」

　本田さんは話しながら、右側の自席らしきデスクに向かっていく。いよいよ、私の前方は視界良好になり、事務所の景観が窺えた。

　一番初めに目に入ったのは、真正面に並ぶ大きな窓。そして、その窓を背にして椅子にかけているのが、東海林さんだった。

「正式に契約するかは未定。使えるのか、まだわからないからな」

　私と目も合わさず、手元の書類に視線を落としながら口にする言葉は、昨日と同じく淡々としたもの。

　この人って、普段からこういう感じなんだ。昨日は、得体の知れない私が煩わずらわしくて、冷ややかな態度を取っていたのかも……なんて思ったりもしたんだけど。どうやらそうじゃないみたい。

　改めて、〝東海林 充〟という人は冷淡タイプだということを認識すると、気を取り直して足を進めた。

「おはようございます。今日から、よろしくお願いいたします」

　嫌味な言葉に負けずに深々と頭を下げ挨拶をするも、なかなか反応が返ってこない。ゆっくりと頭を上げ、チラッと東海林さんを窺う。見ると、私の存在なんか気にも留めない様子で、頻しきりにデスクの上の紙を見比べては難しい顔をしていた。

　いやいやいや！　仕事が大事なのはわかるけど、新人私のこともちょっとは気にしましょうよ！

　あり得ないほどのドライな対応に茫ぼう然ぜんと立っていると、後方からガチャリとドアの開く音がする。反射的に振り向くと、やや恰かっ幅ぷくのいい年配の男性が入室してきた。その人は、私を見てニコッと目尻に皺を寄せる。それから、本田さんとは逆側のデスクに向かい、今度は陽気に笑った。

「充くん、祥吾くん、おはようさん。今日もなんとか遅刻せずに済んだなぁ。ははっ」

　ちょっとお腹の出ている、丸いメガネをかけた、いい人そうなオジサン。身長は、百五十五センチの私よりも、十センチくらい高い。

　デスクにバッグを置いて、椅子に腰を下ろすところを見ると、この人も社員なんだろうか。……だけど、本田さんはともかく、所長である東海林さんを『充くん』と呼ぶこのオジサンは、いったい何者なんだろう？

　つい凝視していたら、オジサンと再び目が合った。

「初めて見る顔だ。もしかして、新しい事務員さんかい？」

「えっ、あ、あの」

　たぶん、そういう話だったとは思うんだけど……。

　昨日の記憶を辿れば、そのはずだ。でも、さっきの東海林さんの態度を考えると、拒否されているのかもしれない。

　そう思う私は、オジサンの質問にはっきりとしたことが答えられなかった。戸惑っている私をよそに、ようやくまともに顔を上げた東海林さんが口を開く。

「一応、そういうことです。求人出す前に見つかって、手間が省けましたよ。まぁ、彼女次第で、その手間はかかることになるかもしれませんが」

　うわぁ。東海林さんって本当にシビア……。税理士ってこういう人が多いんだろうか。いや、でも、ここにいる本田さんと、このオジサンはそういう感じじゃない。

　きっと、東海林さんが、特別厳しい人なんだ。

「まあまあ。出勤初日から、そんな怯おびえさせることを言うんじゃないよ。ねぇ？」

「え。あ、はは……」

　オジサンがフォローしてくれたけれど、目の前には顔色ひとつ変えない冷徹上司がいるわけで。

　どう反応すればいいのか判断できずに、とりあえず愛あい想そ笑いをしておく。

「私は三み浦うらという者です。もう六十超えてるのに、図々しく働かせてもらってるんだ」

「えっ。六十歳を超えてらっしゃるんですか？」

　まだ五十代前半から半ばくらいかと思った！　髪もそれほど白くなってないし、声も若々しいし。還暦過ぎてるだなんて、本当にそんな感じがしない！

　驚いて思わず声を上げると、三浦さんがニコニコと屈くっ託たくない笑顔で気さくに話をしてくれる。

「優し～い所長でね。まぁ、お慈悲で置いてもらってるようなものだけどね」

　三浦さんは、わざとらしく東海林さんを『優しい』って強調して言ったけど……それ、きっとここにいるメンバーの中では、三浦さんしか言えないことだと思う。

　またもや返答に困っていると、本田さんがノートパソコンを開きながら笑った。

「また、そんな。三浦さんは、東海林さんが絶大な信頼を寄せてる大きな存在じゃないですか」

　そんなふうに笑い合えるふたりの空気は、和わ気き藹あい々あいとしていて自然と頬が緩む。

　そのとき、そんな和やかな空気を一変させるひと声が、正面から飛んできた。

「雑談はその辺で。もう業務時間だ」

　次の瞬間、ピタリと笑い声を止めたふたりを窺うと、すでに仕事モードに切り替わっていた。切り替えがすごいと感嘆していたら、東海林さんが人差し指を本田さんのほうへ向ける。

「有川のデスクはあっち。都度、仕事を回す。――その前に」

　示された方向には、本田さんの席の隣に空いたデスクがひとつ。本当のことを言うと、さっきチラッと部屋を見回したときに、たぶんあそこが私の席かな？とは思っていた。

　予想通りだった、とデスクに視線を注いだままの私に構うことなく、東海林さんは話を続ける。

「うちでの規則を三つ、伝えておく。一度しか言わない」

　三つの規則？

　改めてそう言われると緊張が走る。口元を引き結び、気を引きしめて東海林さんと向き合った。

　どんな規則だろう？　あまりに厳し過ぎたら、それを守りきれなくてクビなんてことにもなるかもしれない。しかも、上司はクールなこの人。ものすごく細かくて、難しい内容だったりして……。

　一気に不安になってゴクリと喉を鳴らし、再度、東海林さんを見る。パチッと視線がぶつかると、彼はさらりと三つの規則を口にした。

「所内外問わず、交わした約束は厳守すること。ミスは隠さないこと。仕事に私情を挟まないこと。以上」

「えっ……あ、は、はい！」

　構え過ぎていたせいか、予想ほど難題とは思えない規則に拍子抜けする。

　約束厳守に、ミスは隠さないこと。最後が、私情を挟まないこと、か。それなら私でも大丈夫そう！　……三番目は、ちょっと気をつけておこうかな。私、すぐに感情的になりそうだし。

　ひとりで小さく頷うなずき、早速与えられた席へと移動する。

　すでにパソコンに向き合っている本田さんに「よろしくお願いします」と改めて挨拶をすると、彼も「よろしくね」と、また笑顔を向けてくれた。

　席に着いて改めて見ると、私のデスクの上にもパソコンが一台設置されている。その電源をおそるおそる入れ、画面に意識を集中させた。そのとき、突然デスクの隅で、ドサッという重量感のある音がして肩を上げた。

　目を大きくして顔を上げると、東海林さんがメガネを光らせ、私を見下ろしている。

「これ。全部ファイリング」

「は、はい」

「それが終わったら、こっちの帳簿入力。そのパソコンについては本田に聞いて」

　東海林さんは一ミリも笑ったりせず、本当に必要事項だけを口にした。さらには、質問させる間も与えずに、こう続ける。

「事務経験があるなら、教えなくてもこの程度は容易にできるだろ？」

　あっさりと突き放す言葉を発し終えると、帳簿の束をデスクにバサッと置いて、席に戻っていく。その素っ気ない背中を唖あ然ぜんとして見送りながら、なんとも言えない悶もん々もんとした思いが、私の胸の中にふつふつと湧いてくる。

　……ほんっとーに優しくない。いや、昨日のやり取りで冷たいのはわかっていたけど、それにしてもだ。さっき三浦さんが、優しいとか言っていたけれど、あれは本当にジョークにしかならないな。

　私は東海林さんの機械的な態度にモヤモヤとしながら、こっそりとパソコン越しに彼を盗み見る。その変わらぬ東海林さんの涼し気な顔に、心の中で悪態をついて舌を出した。




　朝に渡された仕事をなんとかこなし、夕陽が射し込む事務所内を観察する。

　広さはだいたい、十五、六坪。だけど、三浦さんの席の後方に応接室があるし、隅には給湯スペースもあるから、事務所全体で二十坪そこそこというところか。

　腰から天井までの大きな窓に、背を向けるように設置されている東海林さんのデスクには、主の姿が見えない。昼前に外回りに出た彼は、まだ戻ってきていなかった。

　東海林さんのデスクは、事務所の中で一番広くて大きい。でも、そのデスクのスペースがほとんど埋もれて見えなくなるくらいに、机上は乱雑だ。

　……まぁ、それだけ仕事が山積みなんだろうけど。

　それ以外に、今日一日仕事をしていてなんとなくわかったことは、喫煙者はいないということと、昼休みは基本、自由だということ。あとは、外回りの仕事が多いということ。

　もちろん、税理士三人のうち、誰かひとりは事務所に残るようにスケジュールが組まれているようで、私がひとりで留守番しなければならないということはなかった。

　私は、今朝、東海林さんに渡された仕事の他に、三浦さんや本田さんの仕事の手伝いも、できる範囲でさせてもらっていた。

　少し前までは、家具や生活用品の製造・販売をしているメーカーで一般事務として勤めていた。そのときも、ファイリングやデータの集計、来客応対や郵便物の仕分けなどが主な仕事内容だったから、今日に活いかせて助かった。欲を言うなら、経理経験があれば、ここでもう少し役立ったかもしれない。

　なんて、そんなことを言っていても仕方がないから、できることをやるしかない。一心不乱に働いて、今の私が置かれている状況を打破しないと。

「有川さん、お疲れさま。定時だよ」

「えっ。もうそんな時間ですか？」

　本田さんに言われて、かけ時計を見上げると、午後五時過ぎ。あっという間に時間が過ぎていたことに驚く。

　手元の帳簿とパソコンとの睨めっこに夢中で、時間を全然気にしてなかった！

「その量を、一日で全部終わらせるのは無理だから。続きはまた明日お願いします。大丈夫。急ぎのものはないから」

　愛くるしい目元の本田さんに、ニコッと微笑みかけられ、思わず頬を染めてしまう。

　優しいなぁ。それに、可愛らしくもあり、カッコイイ。こんな人が上司なら、仕事も捗るってものだけど……。

　そこまで考えてから、私はジトッとした視線を窓際に向ける。

　不在中の所長のデスク。あの人も、本田さんの爪の垢あか程度でいいから優しさとかあれば、もうちょっと気持ち的に違うのに。

　心の中で盛大に溜め息をつき、表向きは笑顔を作る。

「あの、でも、東海林さんがまだ……」

「ああ。東海林さんは、当分戻らないと思う。それに、有川さんを定時で帰すようにって指示されてるから」

「あ、そうなんですか」

　それを聞き、定時になっても東海林さんは戻らないのだとわかると、急に肩の力が抜けた。

　本田さんに、書類やパソコンの管理方法を教えてもらいながら後片づけをし、席を立とうとしたときに、ふと気がつく。

　そういえば、三浦さんも本田さんも、まだ全然帰る気配がない。

　そんなふたりの様子に、私だけ意気揚々と帰っていいものなのかと、立ち上がるタイミングを掴めずにいた。すると、デスク上の電話が鳴り響く。

「あ、私出ます」

　ふたりは仕事をしているし、電話は今日一日で何度か取って応対はしているから、どうにかなるはず。

　私は率先して受話器に手をかけ、よそ行きの声を出す。

「はい。東海林税理士事務所です」

　そうは言っても、やっぱりまだ緊張する。

　顧客の名前なんか当然覚えちゃいないし、具体的内容を話し始められたらまったくわけがわからない。でも、ある程度用件を聞いて繋つなげられたら、少しでも本田さんたちの仕事が捗るはず。

　そう信じて呼吸を整えながら電話口の応答を待つと、思いも寄らない相手に、整えた呼吸も一気に乱れてしまった。

『有川か。君は時計が見えないのか？　定時過ぎてるだろうが』

「しょっ……！」

『早く上がれ。許可してない残業は、手当てなんかつけないぞ』

「す、すみません」

　ブツッとせわしなく通話が切られ、ツーッという無機質な音が受話器から聞こえる。カチャリと静かに受話器を戻すと、本田さんが不思議そうな顔でこっちを見ていた。

「どうかした？　変な電話？」

「えっ、いえ。そういうのじゃなくて」

「充くんだろ？　さしずめ、『早く帰れ。残業代出さないぞ』ってところかな」

　私と本田さんの会話に割って入ってきた三浦さんの言うことが、見事に当たっていて感嘆の声を漏らしてしまう。

「すごい！　まったくその通りです」

「はは。やっぱり。そういう性格だからねぇ、彼は。でも本当だ。もう二十分も過ぎてる。早く帰りなさい」

「あ、すみません。じゃあ、お先に失礼します」

　目尻を下げ、穏やかに笑う三浦さんに後押しされた私は、早々に事務所を出た。

　階段を下りながら、三浦さんは東海林さんとどんな間柄なんだろう？と、今朝も疑問に思ったことを再び考える。

　まさか、親子ではないだろうし。親戚？　それとも、仕事上で昔から関係があったりしたのかな？　うーん。そもそも東海林さんって何歳くらいなんだろう？　落ち着いている分、実年齢よりも年上に見えてるっていう可能性もある。かといって、直接本人になんて怖くて聞けない……。『それが仕事に関係あるのか？』とかバッサリ返されそう。

　混雑している街の中を歩きながら、氷のように冷たいであろう東海林さんの反応を想像しては身震いする。

　ダメだ。思考を変えよう。それにしても、忙しいんだな、税理士って。三浦さんも本田さんも、仕事終わりそうもなかったし。東海林さんに至っては、まだ事務所に戻れないだなんて。

　茜あかね色をしたアスファルトをぼんやり見つめ、事務所の光景を思い出す。仕事が残っていても自分だけが先に帰ることに、ちょっと罪悪感を抱きつつ、『でも、今の自分じゃできることは限られてるから』と思うことにした。

　悶々とした気分で歩いていると、コンビニの看板が目に入り、立ち止まる。

「バイト……探そう」

　人混みの中でぽつりと漏らし、自然と溜め息が出る。そして、暗い気持ちに陥った。

　コンビニに入店し、右へ曲がって、雑誌コーナーで立ち止まる。

　事務所の決まりには、仕事のかけもちについてはなにも触れられていなかった。

　いいよね？　迷惑かけなかったら大丈夫だよね。

　肯定するように自分に言い聞かせ、求人情報誌をパラパラと捲めくる。すると、バッグの中に入れていた携帯が鳴った。

　私は、あえてそれを無視し、マナーモードに切り替える。それからすぐに、手にしていた情報誌をレジに持っていった。

　会計を済ませて外に出ると、さっきよりも夕陽が赤く染まっている。眩まぶしい太陽から逃げるように背を向け、長く伸びる影だけを見つめて黙々と家路を辿った。

　赤信号で足止めされてしまったときに、思わず心の声が口から出る。

「三百万……。こうなった以上、どうにかしないと……」




　鬱うつ々うつとした気持ちのまま歩いていたけれど、無意識ながらに、ちゃんと地下鉄にも乗って自宅に着いていた。

　ワンルームの部屋に足を踏み入れると、どっと疲れが出たのか、その場に座り込んでしまう。カサッというレジ袋の音に目を向け、コンビニで買った求人情報誌を手に取った。しかし、中身もそこそこしか見ぬうちに、今度はバッグへ手を伸ばす。

「やっぱり、ラッキーだったよね、私」

　バッグから取り出したのは、今日、東海林さんがくれた仮社員の契約書の控え。

　まだパート扱いだけど、本採用になったら一般事務と同じくらいの給料がもらえるみたい。福利厚生もきちんとしてる。あのまま普通に就職活動してたって、すぐに決まるかどうかなんて、このご時世じゃわからなかったわけだから。

　キャバクラみたいに、時給五千円とまでは到底いかないけど、あれはやっぱり抵抗あったし。普通にバイトするより、今の事務所のほうが断然手取りとかいいし。

　……うん。社内の人はいい人だし。雇い主は……ちょっとクセがあるけど、全然許容範囲内だ。

「ていうか、せめてそのくらい、いいことないとね。じゃないと、このままじゃ割に合わないよ、私の人生！」

　ひとりきりの部屋でわざと明るく振る舞い、立ち上がる。

　壁にかけてあるカレンダーを見た私は、七月はまだ一週間残っているにもかかわらず、それを思いきり破り捨てた。

　今年の七月は、人生最大、最悪の月。

　私は先々月の五月で、丸三年勤めていた会社を退職した。

　別に、前職場の待遇に不満があったわけでも、上司や同僚と不仲だったわけでもない。どちらかといえば平穏に過ごせていたし、給料は高いわけじゃなかったけれど生活もできていたから、辞める理由なんてなかった。

　それなのに、退職を決めた理由――。それは、元彼の卓たく也やだ。

　二年ほど付き合った卓也とは、友人主催の飲み会で知り合って、数回会うようになってから恋人同士になった。同どう棲せいはしていなかったけど、ちょくちょく私のアパートに泊まりに来たりして、普通の交際をしていた。

　二十八歳になった卓也が、ある日突然、『一念発起して起業することにした』と言ってきたのが事の発端。その新しい会社で、事務として手伝ってほしいと頭を下げられ、悩んだ末に退職したというわけだ。

　で、どうなったかというと、起業前にひとこと、【探さないでくれ】っていうメールだけが来て……。

「まさか、お金を持って、行方ゆくえをくらますなんてね……」

　くしゃくしゃに丸めて放った足元のカレンダーに視線を落とし、自じ嘲ちょう気味に鼻で笑った。

　私の貯金額は微々たるものだった。だから、卓也が持っていったお金は、私のお金だったわけではない。

　それなら、ただ彼氏が失踪しただけで、私が困ることなんかないだろうってところだけど、話にはまだ続きがあって……。

　卓也が闇金から借り入れする際に、勝手に私を連帯保証人にしていたというオチだ。

「はぁ……。本当に信じらんない」

　現実から目を背けたくてカレンダーを引っ剥ぱがしたけど、知らない番号からの着信履歴の山は、その逃げたい現実を突きつけてくる。

　それでも、三百万ってところが返済しきれない額じゃない気がして、かろうじて気力が残っている。

　もしかして、それを見越して、卓也は三百万っていう額にしたんじゃ……。

「あぁ、もう！」

　苛いら立だちに任せ、足元に転がるカレンダーを蹴り飛ばす。

　……わかってる。私にも非はあるって。そんな卓也を選んだのは私だし、信じて会社辞めたのだって私がしたことだし。

　だいたい、学生の頃から仲のいい友達とか、母親には常々言われていたことだ。

　――『お人好し』だって。

　苛々としたまま乱暴にベッドに横たわり、天井を見つめる。

　そんなこと言われたって。困っている人が目の前にいて、しかもそれが親しい人だったら、やっぱり手助けしたいって思っちゃう。それで喜んでくれたら、すごくうれしくなるし。信じるより疑え、なんていうのも悲しいんじゃないかなって思うし……。

　まぁ、それがお人好しなわけで、損するタイプってやつなんだろうけど。

「もー、わかんないっ」

　ゴロン！と今度はうつ伏せに転がり、枕に向かって大きな声を出す。目を閉じていると、ふと、昨日の彼が瞼まぶたの裏に浮かんだ。

　そういえば、東海林さんにも言われたんだった。『お人好し』って……。

　枕を抱きかかえてそれを思い出すと、いたたまれない気持ちになる。

　まさか、出会って数分の人に、長年一緒にいる人に言われてきたことと同じ言葉を簡単に言われちゃうなんて。しかも、あの人！　『お人好し』だけならまだしも、『馬鹿』ってつけてた！　思い出した！　ちょっとひどくない!?

　ムカッとして勢いよく身体を起こす。そして、さっき放置していた求人情報誌を拾い上げた。

　たった三百万ぽっちで、私の人生潰されたりなんかするもんか！

　妙な意気込みで誌面を睨みつけ、定時後に働けそうな求人に片っ端から印をつけ始める。

　なにかにとりつかれたように雑誌を捲り続け、気づけば夕飯も食べずにそのまま寝落ちしていた。







ＲＵＬＥ３・パワハラは許さないこと













　あれから約一週間。私は大きなミスをすることもなく、必死で仕事を覚えながら日々精進していた。

　その間に変わったことといえば、無事に定時後の勤務バイト先が決まったということだ。

　それは、バイト雇用で入った宅配集荷センターの仕事。シフト制の週四、五日。多少、体力を要する内容だけど、昼間の仕事は身体を使わないからなんとかやっていけるだろう。

　もちろん、この件は東海林さんには報告していない。

　税理士事務所ここでの試用期間は一ヵ月の約束。だから、一ヵ月間ドジを踏んだり、東海林さんの機嫌を損ねたりしなければ、正規採用してもらえるはず。そのために、バイトの件も決して気づかれないようにしなくちゃ。

　まぁ、基本は午後七時から始まるバイトだし、こっちには影響も出ないと思うからバレることなんてないとは思うけど。

　これからかけもちをするんだ、と気合いを入れ直したところに、本田さんがやってきた。

「有川さん。試算表って聞いたことある？」

「言葉を聞いたことはありますが、実際に見たりしたことはないです」

「そう。でもすぐ慣れると思うから、ちょっと覚えてみて。貸方と借方の合計金額は必ず一致するから、間違いに気づきやすいし」

　本田さんは真横で丁寧に説明しながら、私のパソコンを弄いじる。指導してくれるのが本田さんで本当によかった。

　だって、これが東海林さんなら辛しん辣らつな言葉の鞭むちを浴びせられてる。それを想像するだけで憂鬱になる。

「……って、こんな感じなんだけど。どう？　要領掴めた？」

「はい。お忙しいのに、丁寧に教えてくださってありがとうございます」

「なにかあったら遠慮なく聞いて」

　去り際の気遣いのひとことと同時に、フッと目を細めて笑いかけられる。優しくされると、不思議とやる気に繋がる私は単純だ。

　心の底から、東海林さんじゃなくてよかったと思い、試算表と向き合った。




　数時間後。私は、本田さんに渡された仕事と、東海林さんから預かっていた仕事を終わらせていた。

「東海林さん。確認をお願いしたいのですが」

「自分で何度確認した？」

　私が差し出した書類を一瞥するなり、目も合わさずに質問される。

「え。あ、二回だけ……ですけど」

　その冷たい雰囲気に一瞬怯ひるみ、たどたどしく返答する。私の答えは合格と見なされたのか、東海林さんは無言で書類を受け取り、それをすでに山のように重なっている資料の上にポンと置いた。

　私は、放置された書類をムッとして横目で見る。そして、ふと視界を広げてみた。

　一日中事務所にいた、約一週間。東海林さんのデスクをよく目にしているけれど、一向に綺麗になる気配がない。初めに見たときから悪化もしていないんだけど、改善もされていない。

　もしかして、ある程度の仕事を終わらせたら、それと同じ量の仕事が舞い込んできてるからとか、そういう原理？

「東海林さんのデスク……もう少し整せい頓とんされてもいい気が……」

　差し出がましいとは思ったけど、つい、ぽろりと口に出してしまった。

　すると東海林さんの反応は、恥ずかしそうにするでも怒るでもなく、あっさりとしたものだった。

「君に言われなくても、時間があればそうしてる」

「あ……。そ、そうですよね。わ、私、コーヒーでも淹いれてきます」

　凍いてつくような目で言われ、私は外出中の三浦さんの席をそそくさと通過して、給湯スペースへ逃げ込んだ。

　思わず意見しちゃったけど、内心怒ってなかったかな？　でも、あれじゃあ効率悪そうにしか見えなくて、つい……。

　いや、この件には、もう触れないようにしよう。

　そう心に決めて、気持ちを切り替える。

　東海林さんのカップは白だったよね。本田さんにも淹れてあげようっと。

　本田さんの、どこかの地域のゆるキャラカップにくすっと笑いを零こぼしながら、コーヒーを準備していると、後方では東海林さんが本田さんに声をかけていた。私は、それを何気なく耳にしながら手を動かす。

「本田。この間渡した中の、消費税課税事業者届出書はできてるか？」

「あっ……。いえ、時間がかかりそうな他のものから手をつけてて、まだ……」

　雲行きが怪しくなりそうな会話に、耳を大きくする。

　ポットに手をかけたときに、東海林さんの口から信じられない言葉が飛び出して耳を疑った。

「君は、ちゃんと頭を使って仕事してるのか？」

　小馬鹿にしたような口調ではないものの、真面目にそんなことを言っているから余計に驚かされる。危うく、東海林さんのカップを手から滑らせるところだった。

　あまりに衝撃的な言葉に、コーヒーのことなんか頭からすっ飛んで、ふたりを凝視する。東海林さんは椅子にかけたままで、本田さんは条件反射なのか、その場に立ち上がっていた。

　給湯スペースから盗み見るように、東海林さんを窺う。彼は、特に激高している様子もないけれど、逆にそのいつも通りの冷静な態度に、モヤモヤとしてしまう。

「あの、すみません。至急取りかかります」

「私は、頼んだ仕事を早く、かつ正確にこなせる人間なら、本田でも誰でもいいんだ」

　なっ、ちょっと……！　いくらなんでも……！

　本田さんの言葉尻にかかるくらいの速さで返した東海林さんの言葉が、心底信じられない。

　気まずい空気にもかかわらず、思わず姿を現した私に先に気づいたのは、本田さん。目が合うと、『いいから』といったようなニュアンスの視線を向けられる。

　だけど、もう我が慢まんできない。

「『誰でもいい』だなんて！」

　本田さんの制止も聞かずに、私は東海林さんに食ってかかった。

　真正面から向き合うように詰め寄ったけれど、それでも彼は冷静さを失うことはない。それどころか、私のほうを一度も見ずに、デスク上の書類を優雅に拾い上げる有様だ。

「会社経営はビジネスだ。少なくとも、私は慈善事業でやってはいない。メリットのない社員を置いておくわけないだろ」

　そこまで堂々と言いきられると、なにを言っても無駄なのではと一瞬考えてしまう。

　そうかといって、ここまで出しゃばっておきながら、すごすごと尻しっ尾ぽを巻いて逃げられない！

　目をつり上げ、東海林さんのデスクの前に立っていると、彼は伏し目がちのまま口を開いた。

「たとえば、空腹が満たされるなら食事はなんでもいいし、寝られるならどこだっていい。それと同じことだ。仕事も弊害なくできていれば、自分のデスクテリトリーが多少乱雑でも気にならない」

　淡々とたとえを並べられた私は、ぽかんと口を開けた。

　まさか、ここでさっきの私のひとことを引き合いに出されるとは……。

　茫然自失してしまったけれど、そのひとことで、プチンとなにかが切れる音がした。

「……撤回してください」

「有川さん！」

　さすがに穏やかではない空気になったからか、低い声で反抗する私を、本田さんが止めに入る。

　でもすみません、本田さん。もはや、本田さんだけの問題じゃなく、私の問題になりつつあるんで！　止めても無駄です！

　すでに覚悟を決めている私は、本田さんの声を聞き流し、東海林さんのデスクにダンッと両手をついて抗議する。

「いくら所長とはいえ、『誰でもいい』だなんて、許される発言じゃないです！」

　東海林さんって、仕事はできるのかもしれないけど、ちょっと冷血過ぎる！

　暴走した私は、たった一週間だけど常々感じていた不満を爆発させる。

「人間、美お味いしいものを楽しく食べたら元気が出るし、あったかい部屋でふかふかの布団で眠ったほうが休まります。仕事だって、ある程度整頓されてたほうが、効率もよくなるんじゃないんですか？　社員だって、本田さんだからこそできることだってあるはずです！」

　まさか、本当に血の通ってないバケモノじゃあるまいし、そのくらいのことはわかるでしょ!?

　一度本心を言い始めたら、私の口は留まることを知らない。

「できる上司は、部下のいいところを見つけて、伸ばしてあげられる人だと思いますけど！」

　バン！と音をたて、もう一度デスクに手をつき直し、身を乗り出しながら熱弁する。

　言いたいことをすべてぶちまけた私は、気づけば肩で息をしていた。

　東海林さんは、スラリと長い指で、手にしていた書類をバサッとデスクに放る。そして、メガネ越しにゆっくりと私を見上げた。真正面から向けられるブレない瞳に、不覚にも負けてしまいそうになる。

　私は目を背けたい気持ちをグッと堪え、睨み返す。すると、向こうはキィと椅子を引いて立ち上がり、何事もなかったかのような態度で開口した。

「クライアントとの約束の時間だ。戻りは夕方の予定だから」

　椅子の背もたれにかかっていたスーツの上着を腕に抱え、黒いバッグを手にして颯爽と事務所を去っていく。拍子抜けした私は、その後ろ姿を唖然として見送った。

　なに、この肩透かし感……。私のひとり相撲ずもうじゃない！　思ったことを全部吐き出したはずなのに、ものすごく消化不良なんですけど！

　鎮火の兆しを見せない私の中の火が、ゆらゆらと静かに燃え続けている。

「……本田さん」

「え？」

「少し早いですが、気分転換にお昼にさせてもらってもいいですか？」

「う、うん。もう三浦さんも戻る予定だし、大丈夫だけど……」

　本田さんの了承を得ると、自席につかつかと戻ってバッグを手にし、ペコッと頭を下げる。あまりの苛立ちに、鬼のような形相になってしまう。こんな顔を本田さんになんか見せられない、と顔もまともに上げず、口早に言った。

「すみません。じゃあ、ちょっと出かけてきます」

　そうして事務所を出た直後、私は階段を駆け下りた。




　もしも、あの場に三浦さんがいたなら、ちょっと違う結果になっていたと思う。だけど、現実には三浦さんはいなくて、あんなことになってしまった。

　――そして。

「いらっしゃいませ。おひとり様でよろしいですか？」

「あっ、は、はい」

　そのせいで、私は今、こそこそと顔を隠しながら喫茶店に入店している。

「お決まりになりましたら、お呼びください」

　窓際の席に通された私は、なるべく顔をその窓に向けながら、小声で「はい」と返す。手にしたメニューよりも、カウンター席に意識を集中させた。

　そう。私が気にしているのは、そこに座る東海林さん。休憩時間を利用して、無謀にも東海林さんのあとをつけてきたのだ。

　だって、部下にあんな態度取って、眉ひとつ動かさず、平然としている上司の仕事ぶりってどんなものなんだって思ってしまって。怒りの勢いで、あとのことは考えずに飛び出してきてしまった。

　こっそりとアイスコーヒーをオーダーし終えると、頬ほお杖づえをついている手で顔を隠し、東海林さんを窺った。

　事務所では、自分のデスクからいつでも見える位置に東海林さんはいるけれど、こんなふうにジッと観察することはない。

　改めて見ると、思った以上に広い背中をしていて、しっかりとした身体つきだ。背も高いし、悔しいけれどスーツ姿は決まっている。軽く後ろに流している黒髪も清潔感があり、さらに顔も整っていて、仕事のできるいい男という感じだ。

　いや、でも、中身が〝あれ〟だもん。あんな失礼なことを平気で言っちゃうんだから、もしかしたら、お客さんクライアントも不快な思いをしているかもしれない。

　まるで監査にでも入った気持ちで、東海林さんの動向を窺う。すると、カウンターの奥からひと仕事終えた雰囲気で、年配の男性がやってきた。

「東海林さん。足を運んでいただいたのに、お待たせしてしまって本当に申し訳ない」

　そう声をかけたのは、きっとこの店のマスターだ。

　その白しら髪が頭の小柄なマスターは、茶色のエプロンが似合っていて笑顔も柔らかく、ほっこりと人を和ませる。

　マスターが軽く頭を下げると、東海林さんはスッと席を立って一礼する。

「いえ、お気になさらないでください。お客様が最優先でしょう。私はまだ時間に余裕もありますから」

　東海林さんの挨拶を横目で見て、『そんな気遣いもできるんじゃん』なんて、心の中で嫌味ったらしく突っ込んだ。

「どうぞ、かけてください。コーヒーでいいですか？　朝あさ美み、コーヒー頼む」

　東海林さんがカウンター席に再び座ると、コーヒーを頼まれた『朝美』という女の子が、すぐにコーヒーを用意し、ふたりの元にやってきた。

『朝美』と名前で呼ばれていたところを見ると、親族なのかな。女の子の年齢的には私よりも年下に見えるし、お孫さんかもしれない。そういえば、店内に案内してくれたのも、あの子だった。

　少し茶色がかった髪を、後頭部の高めの位置で結んでいる。やや短めの前髪の下にはパッチリとした大きな黒目。見た目から明るい印象の彼女は、東海林さんに満面の笑顔でコーヒーを差し出した。

「どうぞ。まだ祖父には敵かないませんけど、お口に合えばうれしいです」

　ニコッと愛らしく目を細める朝美ちゃんに、同性のはずなのにドキリとする。

　やっぱり可愛い子だなぁ。きっと、あのマスターも自慢の孫なんだろうなぁ。あんな子に微笑まれたら、いくら冷血の東海林さんでも悪い気はしないんじゃ……？

　そんな下世話なところまで考えが及んだけれど、東海林さんはどこまでいっても東海林さんだったらしい。鼻の下を伸ばすどころか、朝美ちゃんのとびきりの笑顔が、まったく目に入っていない様子だ。

「まだ、東海林さんのところにお世話になり始めて間もないのに。まさか、こんなに頻繁に来ていただけるなんて思っていませんでした。すみませんねぇ」

「いえ。普通のことですよ。それに、ここのコーヒーは懐かしい味がするんですよ」

　何気ない会話だったけれど、今の東海林さんに違和感を覚えた。

　単調な声の中に、微かすかに感情が含まれていたというか。あの起伏のない話し方は、いつも極寒レベルに冷たいとしか感じなかったのに。不思議。

「前にお願いしていた方は、あまり顔を合わせることもなくて。私の顔を見れば、パソコン買って会計ソフト導入したらどうだとかばかりで……」

　ああ、そうなんだ。前まで、別の税理士に担当してもらってたんだ。その人との相性が合わなかったのかな？

　だけど、その次が情もない東海林さんって。マスター、貧乏くじ引き過ぎだよ。

　同情にも似た思いでマスターを見ると、悲し気に笑う顔が余計に胸を軋きしませた。

「もちろん、わかってますよ。この世の中、それが当たり前なんだろう、と。だけど正直、そこまで時間や心の余裕がないんですよ。それに、年寄りだから頭も固いしね」

『情けない』とでも言うような、淋さみしい笑顔で話すマスターに、さらに心が痛くなる。

　私、まだ全然この業界の話はわかってない。でも、こっちの気持ちもまったく汲くみ取ってくれなくて、一方的に『今はこれが当たり前』と言われ続けたら、辛くなっちゃうよね。そうかといって、私が解決してあげられることもないだろうし……。なんだかすごく、もどかしい。

　手元のアイスコーヒーに視線を落とし、やり場のない思いに憤いきどおる。

「おかしな話です」

　すると、東海林さんが、突然そんなことを口にした。

　私は、その先にどんな言葉を続けるのか、さっきの事務所での件が記憶に新し過ぎて一抹の不安を覚える。左手を添えたグラスが汗をかいているように、私の顔からも汗が流れそう。

　ハラハラとしながら、事の行方に意識を集中させる。

「商売をされてるあなたが一番にするべきことは、お客にサービスを提供することです。会計ソフトがどうとかは、二番目以降でいいんですよ」

　東海林さんは、まるでプレゼンのように淡々と言葉を並べているけれど、その内容はストンと胸に落ちてきた。

　わかりやすいとかそういうのではなく、もっとなにか違う感覚。

　ここ一週間見てきた東海林さんには感じることがなかった、〝情〟だ。

「しかし、もちろん商売に経理は必須です。その手伝いをするというのが、私たち税理士のすべきこと。無理なら無理だと、私たちを頼っていいんです」

　もし、その言葉をさっきまでの自分が言われたなら、やっぱりどこか怒られている気分にでもなっていたかもしれない。だけど今、東海林さんが真しん摯しにお客さんと向き合う姿を見たあとだからなのか、理不尽な厳しさは感じない。

　もしかして、この人は自分の信念を貫く人で、よくも悪くも正直なのかもしれない。

　その場の状況を見て冷静に分析した結果、〝正しい〟と思ったことを歯に衣きぬ着せぬ物言いで伝えてしまうために、マイナスに感じさせるのかも。

「そのために、私たち税理士が存在してるんですから」

　まっすぐな東海林さんの声は、悔しいけれど、きっとこの先、ずっと記憶に残るものになる。そう心のどこかで確信した。

「そんなふうに言ってもらったことはなかったから……。ありがとうございます。今後ともぜひ、よろしくお願いいたします」

　心から救われたような、安あん堵どした顔で頭を深く下げるマスターを見て、私もできる範囲で仕事を頑張ろうと決意する。

　私は東海林さんたちのように、顧客と密に触れ合うことはないだろう。でも、デスクワークの仕事の先に、こんなふうに誰かが繋がっているとわかったから。

　熱くなった胸を少しでも冷まそうと、一気にアイスコーヒーを喉に流し込む。同じくコーヒーに口をつけていた東海林さんを見て、マスターは微笑んでいた。その笑顔が私の目に焼きつく。

「今度の税理士さんが、東海林さんでよかった」

　……そうなんだ。『東海林さんでよかった』って思うんだ。

　いや。今や私の上司なわけだから、そんなふうに言ってもらえることは、すごく鼻が高いことなんだろうけど。

　微妙な気持ちでズズッとアイスコーヒーを飲み干し、ここに来た理由を思い出す。

　性格が悪い上司の揚げ足を取る勢いで追ってきたのに……。なんだか急に、ばつが悪くなってきた。

　気づかれる前にさっさと退散しようと、そーっと席を立つ。古い木製の椅子が、ギィッと音を上げてしまって、思わず息を止めた。

　だ……大丈夫。こっちを振り向く様子はないし。このまま、お金を素早く払って行けばバレないよね。

　息をひそめて伝票に手を伸ばした瞬間、ガタッと東海林さんが立ち上がる。咄嗟に隠れなきゃと判断して、急いで席に座って顔を背けた。

「ごちそうさまでした。会計をお願いします」

　東海林さんの声に、バクバクとうるさく胸が騒ぐ。

「いえいえ。お代は結構ですから」

「コーヒー一杯とはいえ、経費がかかってますよ。きっちり商売してください」

　東海林さんの言葉が嫌味に聞こえないのは、きっと、さっきのことで私の中の印象が変わったからだ。

　東海林さんって、優しい言葉をストレートに伝えることが苦手なのかも。

　新たな発見だと気を抜いていたときに、突然、東海林さんがくるりと身体を翻す。そして、さらりとひとことつけ足した。

「ああ。あと、あのテーブルの分も一緒に」

「いっ……！」

　いつから気づいてたんですかー!!

　窓側へ思いきり回れ右をして東海林さんに背を向けるも、ひしひしと背中に突き刺さるような視線を感じる。冷や汗を流している間に、東海林さんは私の分も一緒に支払いをし、マスターと挨拶を交わしていた。

　どのタイミングで立って、どんな言い訳をすればいいのか。それがまったくわからないままでいると、革靴の音がコツコツと近づいてくる。

「いつまでも席に居座るな。営業妨害だ」

「は……はい……」

　気まずいったらない。だけど、もう逃げだすことは不可能だ。

　降伏した私は、身を小さくしながら彼の背中を追って、喫茶店をあとにした。




「……気づいてたんですか」

　店を出て少し歩いたところで、私が先に口火を切った。

「探偵には向いてないな。事務所を出てすぐのあたりからバレバレだ」

　えぇっ。じゃあもう、初めからじゃない！　でも、どうしてすぐに指摘してこなかったんだろう？

　東海林さんの斜め後ろを歩きながら、小さく首を捻る。

「私に不満があったにしても、あとをつけてくるなんて馬鹿げてる。考えられないな。だいたい、あんなふうに、真っ向から抗議されたのも今までにない」

「え？」

「まあ、君が不快な思いになっていたのはわかっていた。でもまさか、あとを追ってくるなんて考えもしなかった。それでも、後ろから襲ってきたりはしないだろうし。なにが目的なのか、君を少し泳がせてみた」

「は、はぁ？」

　なんかよくわかんないんですけど。

　眉間に皺を寄せて、東海林さんの横顔を見上げる。でも、彼の顔が私に向くことはない。

　結局、東海林さんの言いたいことはわからないまま、無言になる。

「……で？　君の目的は達成できたのか？　その無計画さで」

　そう言って向けられた冷ややかな視線が痛くて、思わず目を逸らす。

　目的を達成したかどうかなんて、今となっては自分でもよくわからない。

　そんな会話を交わしながら歩いていると、交差点で突然、東海林さんが足を止めた。私も立ち止まり、顔を上げると、彼がまっすぐ向き合ってきた。

　メガネの奥に覗く切れ長の目が、ジッと私を見据えて捕える。

　たったそれだけなんだけれど、動けなくさせられる威力を感じて、瞬きもできずにいた。

「さっきの事務所でのことだけど。確かに、君の言うことも一理ある」

　なんだろう。この人の引力。

　引きずり込まれるような感覚に陥って、目も逸らせない。

「じゃ、私は次の約束があるから」

　東海林さんのペースにのまれ、硬直して返事もできずに突っ立っていた。彼は一方的に話し終えると、私を置き去りにして別方向へ足を向ける。

　喫茶店でついさっきまで見ていた、東海林さんの広くたくましい背中。その背中が今では、より大きく頼もしく見えるのは、どういった錯覚？

　言葉に言い表せない気持ちを抱え、東海林さんの後ろ姿を見つめる。

「ああ、有川」

「はっ、はい！」

　東海林さんは、三、四メートル歩き進めたところで振り返り、私の名を呼んだ。不意打ちで名前を口にされた私は、指先までピンと伸ばして慌てて返事をする。

　東海林さんの言動に、原因不明の動どう悸きがして落ち着かない。

「くれぐれも、休憩時間が終わるからと急いで、事故に遭わないように」

　東海林さんは、業務連絡のような体ていでそれだけ注意すると、人混みの中に消えていってしまった。




　東海林さんと別れてから、息を切らして事務所へと急ぐ。

「す、すみません！　今、戻りました！」

　時計を見ると、事務所を出てからギリギリ一時間以内。

　セーフだ！　よかった！

　ホッと息をついてデスク横にバッグを置くと、三浦さんと目が合って会え釈しゃくした。三浦さんの視線は、なにか意味を含んでいる気がして少し首を傾げる。

　そこに、カララ、とキャスターの音が近づいてきた。振り向くと隣の本田さんが椅子ごと移動してきて、小声で謝罪される。

「有川さん。さっきはごめんね……。あれは俺が悪いし、もう気にしないで」

「あ、いえ！　むしろ、口を挟んですみませんでした」

　気まずそうな顔で話しかけてきた本田さんだけど、私の心境はあのときほど波立ってはいない。それどころか、さっきまで微み塵じんも考えなかったことを思い立ち、本田さんに両手を合わせてお願いする。

「ところで本田さん。ちょっと、手伝ってほしいんですけど……」




　それから数時間後の、午後四時前。

　東海林さんを除く私たち三人は、時折、仕事上の会話を交わすだけで、黙々と仕事に勤いそしんでいた。

　そこに、東海林さんが出先からようやく戻ってくる。

「お疲れさま。不在中、変わったことは？」

「お疲れさまです。特になにもありませんでした。あと、今朝のお話の届出書です。確認をお願いできますか？」

　東海林さんが開口一番に聞いた質問に、本田さんが答えて席を立った。

　給湯スペースにいた私は、本田さんが書類を手渡すのを遠目で見ながらお茶を淹れる。東海林さんは書類を受け取り、真剣な面持ちで目を通しながらデスクに向かう。そのまま椅子に腰を下ろしたあとも書類だけを見つめる東海林さんに、私は緊張しながらお茶を差し出した。

「どうぞ」

　デスクに湯ゆ呑のみを置いても、東海林さんは手元に集中していて反応はない。こういうときに、返事がないことは想定済み。だけど、私はあえてその場に留まっていた。

　さすがに、いつまでも横にいる私の気配に気が散ったのか、東海林さんは眉根を寄せて顔を上げる。次の瞬間、目を大きく見開いた。

「これは、なんだ……？」

　東海林さんは茫然としながらそう漏らし、自分のデスクを見渡す。その驚いた様子を見て、私は心の中で小さく笑った。

　いつでも冷静でいるのかと本気で思ったりしたけれど、そんなことはない。東海林さんだって、びっくりしたりもするんだ。

　期待通りの反応に私は満足しつつ、控えめに口を開いた。

「やっぱり、少しくらい綺麗にしたほうがいいと思ったんです。お客さんの出入りもあるみたいですし」

　そう言って、東海林さんのデスクをもう一度見つめる。

　もしかしたら激高されるかもしれない。けれど、百パーセント間違ったことをしなければ受け入れてくれる可能性もあるって、昼間の東海林さんを見て感じたから。勝手だとはわかっていたけれど、東海林さんの反応を確かめたくて。

「あ、重要そうな書類は弄ってません。本田さんにいろいろ聞いて、少し見やすく取り出しやすいようにまとめただけです」

　あのあと、本田さんに心配そうな目を向けられながらも、私は東海林さんのデスクをほんの少し片づけさせてもらった。

　さすがに外出するときは、書類をデスクにそのまま放置ということはない。だけど他のものは、その辺の空いたファイルに簡単に挟んだり、デスクトレーに投げ入れたりするっていうお粗末なものだったから。

　私の行動は、彼の中ではまったく予想もしていなかったことらしい。

　それはそうだろう。普通、他人のものを勝手に触ったりなんてしないだろうし。それでも、私はこんな無茶をしても、東海林さんという人に近づいてみたくなった。

　東海林さんは、いまだに固まったまま。

　ようやく思い出したように、本田さんから受け取った書類をデスクに置くと、普段通りの落ち着いた雰囲気でお茶に手を伸ばした。

「心配しなくても、汚いデスクだったとはいえ、重要書類をその辺に投げておくほど私は抜けてない」

　ズッとお茶を口に含んだ東海林さんを、本田さんは目を丸くして見ている。三浦さんに至っては、微笑むような表情だ。

　東海林さんは湯呑から、デスク上のファイルに手をかける。その中身をパラパラと捲りながら、ボソッと呟つぶやいた。

「……まぁ、本田のアドバイスの上であれば信用はできる。書類を纏める能力は、私より上だろうからな」

　いつもよりも断然小さな声だったけど、静かな所内では全員の耳に届いたようだ。チラッと本田さんの反応を窺うと、驚いた顔をしたあとに、はにかんだ。

「でも、今後は勝手に触るな」

　和やかな空気を一変させるような冷たいひとことが、私に向けられる。

　東海林さんの厳しい口調には、もう怯まない。でも今回のことは、怒られても仕方がないことだ、と俯いた。

「……必要なときは、きちんと頼むことにする」

「は、はい！」

　再びボソッとつけ足された言葉に、勢いよく顔を上げる。

　東海林さんは、〝東海林さんのルール〟に乗っ取って仕事をしているだけ。

　そして、そのルールを理解するのに歩み寄ってみたら、意外に譲歩できるかもしれないって思えた。

　だからといって、言葉の選択はやっぱり少し問題だとは思うけど。

　そんなことを考える私の視線を華麗にスルーして、東海林さんは奥に座る本田さんに声をかける。

「ところで、本田。税理士の仕事で大事なことってなんだ？」

「えっ!?　あの……正確さと、スピード……だと」

　抜き打ちテストのように突然聞かれた本田さんは、背筋を伸ばし、慌てて答える。それを受けた東海林さんは、長い足を組んで頬杖をつき、書類を拾い上げた。

「ミスなく正確に――というのは当然だが、人間は完璧にはなれない。もちろん、それが理想的だが。私は、一番大事なものは、納期だと思っている」

　東海林さんを見る、本田さんの目が変わる。

　それは、信頼している人の言葉を吸収しようとするような、前向きなものに感じた。

「納期だけは修正が利かない。それを守らないと信用も得られない。そして、迷惑がかかるのは顧客だろう？」

「はい」

　なんていうのかな。世の中には、上司に理不尽に怒られたり、適当に使われたりする人なんてたくさんいるはず。そんな中、こんなふうにきちんと叱ってくれる上司のそばで働けるって、すごいことなのかもしれない。

　……まぁ、あくまで〝仕事上〟の東海林さんね。口が悪いのは、やっぱりどうかと思うけど！

　私はトレーを下げるため給湯スペースへ向かうと、三浦さんがこっそりと声をかけてきた。

「有川さん。会計士とか税理士っていうのは、結構どこも仕事を教えるっていうことをしないものなんだよ」

　突然言われたことに頭が回らなかったけれど、すぐに、本田さんが三浦さんに今日の事件を話したんだと察しがつく。

「そ……そんな感じなんですか？」

　だったら、みんなどうやって仕事してるの？

　東海林さんと本田さんを見つめて疑問に思うと、三浦さんもふたりを眺めながら続けた。

「まぁ、いろんなタイプがいるからね。教える手間が面倒っていう人とかね。私に昔ついてた上司は、教えることが苦手な人だったな」

　そうなんだ。じゃあ、東海林さんが特別おかしいわけじゃないの？　でも、本田さんに対して言ったことは……やっぱり嫌だな。

「でも、考えてごらん。充くんは、あんな性格で、言葉もちょっと冷たく感じるかもしれないけど、自分の仕事をあえて祥吾くんに振り分けてるんだよ」

「え？　それって……」

「そう。つまり、ミスや時間がかかることを知っていて、彼に経験させてるんだ」

　三浦さんの話を聞いて、感情的になってしまった自分が恥ずかしくなった。

　そうなんだ。あの人は、表現がいつも淡白なだけで、真意は決して冷淡なものではなく、相手を思ってのこと。

　それに気づくと、胸の奥になにか熱いものを感じた。同時に、ふと、東海林さんの声がポンと頭に浮かぶ。

　――『仕事に私情を挟まないこと』

「はっ。わ、わわ私、クビですかね？　今日、規則を思いっきり破っちゃっ――」

　三浦さんに縋るように言ったとき、前方から影が伸びてきたのに気づき、おそるおそる顔を上げる。

「そうだな。思いきり、規則破ったな」

　腕を組み、キラリとメガネを光らせて見下ろされると、完全に蛇へびに睨まれた蛙かえる状態。

　せっかくここまで順調に来てたのに、クビになるだなんて！　でも誰のせいでもなく自分のせいだし、どうすることもできない。

　がっくりと項うな垂だれると、頭上から降ってきた言葉に目を剥いた。

「今回は、〝休憩中の出来事〟だったから大目に見る。次はないぞ」

　……嘘。確かにあとをつけていったのは休憩中だったけど、ケンカ売っちゃったのは就業時間中だったのに。

　バッと再び視線を上げたときに、私の目に映った上司の顔。

　その彼の、一瞬見せた不敵な笑みが目に焼きついてしまっただなんて、信じ難いことが起きてしまった。







ＲＵＬＥ４・自分には素直になること













「有川さん、一週間後だっけ？　正式採用の予定日」

　仕事はまだまだ慣れたとまではお世辞にも言えないけれど、この事務所にはだいぶ慣れてきた。試用期間終了まで、残り僅わずかになった今日、本田さんが気の早いことを言う。

「正式に決まったら歓迎会しないとね」

「あっ、ありがとうございます！　でも、みんな忙しいでしょうし無理には……」

「ああ、うん。三浦さんは都合つけてくれると思うけど、東海林さんは、普段から参加率低いからなぁ」

　片手を顎あごに添えて、宙を見ながら本田さんが苦笑した。

　本田さんの話には、意外性を全然感じない。だって、東海林さんが社員と仲よくお酒を酌くみ交わす、なんて想像できないし。普段から堅苦しいような印象だと、そういう羽目を外す想像自体つかないっていうか。

「他の人がダメだったら、そのときは俺とふたりでしようか」

「えっ？」

　東海林さんのデスクを眺めていると、本田さんに耳打ちされて、つい驚いて声を上げてしまう。

「さ。仕事再開しよう」

　意味深な言葉に目を丸くしていると、本田さんはニコリと微笑んで自席に移動していった。

　なに、意識しちゃってるの！　深い意味なんかないよ。

　本田さんはいい人だから……優しい人だから！　ただ、それだけ！

「んんっ」とわざとらしい咳せき払いを小さくして、目の前の仕事に向き合う。

　相変わらず私にできることは限られていて、もっぱら伝票入力や書類整理。そういう事務仕事の手持ちがなくなれば、所内の整頓や清掃をする。

　今日、東海林さんはまっすぐお客さんのところへ行き、そのあと、事務所に来るらしい。今朝、まだ見ていなかったホワイトボードでそれを確認すると、もうひとつの予定に目がいった。

　あれ？　午後に東海林さんのお客さんが来るんだ。昨日、私が退勤するまでは空欄だった気がしたけど。

　キィと椅子から立って、来客予定表をチェックする。そして、来客名の欄に視線を落としたまま、首を傾げた。

　この店名、どこかで……。喫茶店〝和なごみ〟の……吉よし野の様？　個人名のほうはピンとこないから、店だけ知ってる感じかな。だけど、すぐに思い出せないのは、だいぶ昔に行ったところか、もしくは一度しか行ってないとか……ああっ！

　記憶が繋がったタイミングで、事務所のドアが開く。私は肩を大きく上げ、ファイルを勢いよく閉じた。見ると、東海林さんの姿が目の前にあって動揺してしまう。

「あ、わわっ……！　お、おはようございますっ」

　変な挨拶をした私は、言うまでもなく怪しいやつだ。

「その反応はなんだ？」

　僅かに眉根を寄せた東海林さんが一瞬、目を大きくした。その視線は東海林さんのデスクの奥側にある、私の胸丈までの観葉植物に向けられていると即座にわかった。なぜなら、あれは、昨日までそこにはなかったからだ。

「有川……君はまた余計なことを……。挙動不審は、あれが理由だな？」

「み、三浦さんには好評でしたよ？」

　メガネを光らせながら見下ろされ、反射的に身を竦すくめてしまう。その流れでつい、三浦さんの名前を出してしまうと、次に東海林さんの視線に射られたのは、当然三浦さんだった。

「邪魔になるような大きさでもないし、緑があると心が安らぐしなぁ。やっぱり年だからかな。充くんは、まだ若いからわからんかな」

　三浦さんが軽く笑って場を和ませてくれると、東海林さんは「はぁ」と力が抜けたような溜め息をついた。

「まったく……。で、あれの領収書は？　言っておくが、二度目からは自腹だぞ」

「あ。あれは、たまたま自宅にあったものなので」

　イラッとしている東海林さんに、両手を振って断る。

　特に植物を育てる趣味はないんだけど、卓也のことでいろいろあったときに、勢いで買っちゃったんだよね。深層心理で癒いやされたかったのかも。それで、緑で心が癒されるって本当なんだなぁと思ったり。

「ほら。東海林さんって、マイナスイオン必要そうだし……あっ」

　余計なことまで口に出し、しまった！と気づいても、あとの祭り。東海林さんの無言の圧力を感じつつ、これ以上なにを言っても墓穴を掘るだけだろうと口を噤つぐむ。

「充くんからは、緊張感がいつも漂ってるからなぁ。つまるところ、プラスイオンかな？　はははっ」

　そう。だから、あの観葉植物のマイナスイオンと相殺されてちょうどいい……なんて、そんなこと口が裂けても言えない。

　三浦さんの冗談に笑顔を浮かべ、東海林さんの反応を窺う。彼は、少しムスッとした顔をして席へ戻っていった。

「ほ、ほら！　事務所に入ってすぐ緑が目に入ると、お客さんにもなんとなく印象がいいような……？」

　本当は、こうしたら事務所だけでなく、東海林さんの印象が少しでも柔らかく感じられないかなぁ……なんて安易な思いつきで行動したんだけど。

「そのためだけに、これを運んでくる手間と費用のことまでは考えないのか？」

「あ、でも費用は別に！　手間だって、地下鉄ですぐ……」

「は？　この大きさのものを？　君がひとりで？」

「や！　朝は早めに出てきたので、遅刻はしてませんっ」

　怪け訝げんそうに聞かれ、両手をぶんぶんと大きく横に振って否定する。東海林さんは目を見開き、今度はゆっくりと伏せると、盛大な溜め息をついた。

「……いや、もういい。君と話してると疲れる……」

　東海林さんの呆あきれて匙さじを投げたような言い方に、『なんでですか』と食い下がりたかったけど、これ以上この話を続けても不利になりそうだから、やめておいた。

　その代わり、仕事の話を振って流れを変えようと試みる。

「あ、そういえば、午後にお約束してる吉野さんって、もしかしてこの間の？」

「ああ。『この間』のね」

　東海林さんの険を含んだ言い方に、結局は耳が痛い話になった……と後悔する。引きつった笑みを浮かべ、目を泳がせた。

「あ、その……。ついこの前伺ったのに、またお会いするんですね」

「いや。今日はマスターじゃない」

「え？」

「そんなことより、この書類とあっちのファイルの入力。それが終わったら、こっちの各顧客の伝票を整理して。試用期間ということを忘れないように」

　雇用の話題をちらつかせ、どーんと山積みで渡された仕事を目の前に、「……はい」と小さく返事をする。

　もちろん、仕事なんだから、こんなこと思っちゃいけないってわかってる。わかってるけど……鬼所長め。

　それにしても、『マスターじゃない』って、どういうことだろう？

　首を傾げつつ、両手いっぱいの書類を引き受け、自席へ戻る。ちらっと東海林さんに目を向けてみるものの、真相がわかるはずもない。

　私は山積みの書類に視線を落とし、頭を切り替える。東海林さんの奥にある緑をチラリと見て、マイナスイオンの力を感じ取ると仕事を始めた。




　お昼も終わり、お弁当を片づける。それから間もなくして、事務所のドアがノックされた。

「こんにちは」

　可愛らしい声の主が、控えめに顔を覗かせる。出入口に一番近い私は、すぐに席を立って客人を見ると、思わず「あ」と漏らしてしまう。

「吉野と申します。東海林さんと、お約束していまして」

　約束していた相手が、あの喫茶店のお孫さん……『朝美ちゃん』だったとわかった私は、びっくりし過ぎて案内が出遅れる。

「お待ちしてました。先日のコーヒー、美味しかったです。どうぞこちらへ」

　そこへ、横から現れ、鮮やかに彼女をエスコートする東海林さんにも驚いて、目を丸くする。

　えーっ！　今、爽やかに笑ってなかった？　東海林さんってあんなふうに笑えるんだ。いつも小馬鹿にした感じとか、高慢的な笑いなのに。

　呆あっ気けに取られたまま、ふたりの背中を見つめていると、パーテーションの奥に入る直前、東海林さんにチラッと目を向けられた。

　はっ。お茶だ！

　視線の意図を汲み取り、慌てて給湯スペースへ滑り込む。お茶を用意して、向かい合って座るふたりの元へ向かった。

「どうぞ」

　彼女ひとりだけでここに来るだなんて、どうしたんだろう？

　営業スマイルを浮かべ、一方でそんな疑問を抱いていると、東海林さんが僅かに口角を上げて私を見た。

「ありがとう、有川さん」

「しっ、失礼します……」

　空気を読めず、その場に突っ立っていた私に、『戻れ』の意味を込めて放たれた言葉だ。その口調が、普段と比べて柔らかいのがまた怖い。

　そそくさと退散して自席に落ち着いたときに、ふと気づく。

　あれ？　そういえば、奥の応接室も空いているのに、なんでパーテーション越しのブースに案内したんだろう。

　事務所内には、奥に完全個室の応接室がある。その他に、今、東海林さんが使用しているスペースも接客用として用意があるけれど……そこは所内と同じ空間だから、多少会話も聞き取れてしまう。

　東海林さんに限って、そういうミスなんかしなさそうだし。謎だ。

　パソコンのキーボードに手を置いたまま、少し考えてみたけど理由がわからない。

　気にすることでもないかと仕事脳に切り替え、目の前にある書類の山を処理しようとキーを叩たたき始める。すると、時折聞こえる朝美ちゃんの笑い声がなんだか気になってしまって、思うように身が入らない。

　……東海林さんと話してて、あんなふうに楽しそうに笑うって、どんな会話してるんだろう。そもそも、彼女とビジネス関連の話をしたりするかな？　それともマスターの伝言かなにか？　東海林さんって、どんな相手にもビジネスライクに話を進めそうだと思ってたけれど、若い子相手だとやっぱり対応変わったりするのかな。じゃなきゃ、あんなふうに和やかな笑い声なんて聞こえなさそうだけど。

　そんなこんなで結局集中しきれないまま、約十五分ほど経過する。チラッと視線をブースに向けると、ちょうどふたりが姿を現した。

「お忙しい中、ありがとうございました。また、よろしくお願いします」

「いえ。私でよければいつでも。マスターによろしくお伝えください」

　朝美ちゃんは、なんだかうれしそうな顔で小さく会釈をし、帰っていった。

『また』って言ってたけど、また、朝美ちゃんが来るのかな？

　お茶を片づけながら、朝美ちゃんの言葉にどこか引っかかりを覚える。

　使用していたテーブルを拭ふきに向かう途中、席に戻った東海林さんをこっそりと盗み見た。だけど、その横顔はいつもとなんら変わりない。若い女の子と話したあとだからって、表情が緩んでいることもない。

　まぁ、それでこそ東海林さんだ。でも、朝美ちゃんはすごく満足そうな顔をしていた。それこそ恋する女の子のような……。

　そこまで無意識に想像を展開して、ハッとする。

　まさか、ねぇ？　だって、東海林さんと朝美ちゃんの年齢を知らないけど、結構年の差あるんじゃないの？　でも、今どきはそういうの気にしないのかな？

「でも、大人への憧あこがれってこともあるし……」

　若い子だったら、東海林さんみたいな、ちょっとひとクセありそうな大人の男が魅力的に思えたり？

　いやいや！　ただ単に、マスターの店のことで相談があったんだよ。

「うん。きっと、そうだって！」

「おい。そこに誰がいるっていうんだ？　君は、得体の知れないなにかと交信までできるのか？」

　ぬっとパーテーションから顔を覗かせてきたのは、今まさに私の頭の中にいたもうひとりの人物、東海林さん。

　私は慌てて手を素早く動かし、わざとらしいくらい満面の笑みを浮かべた。

「やっ、やだなぁ。真顔で冗談言わないでください」

「いや。有川なら、本気でそういうのできそうだから」

　……東海林さんって、私のことをどんな人間だと思ってるんだろう。

　うまい返しが見つからなくて、手を止めて固まっていると、東海林さんは「コピーしておいて」と数枚の書類を手渡して戻っていってしまった。




　朝美ちゃんの存在もすっかり忘れていた、五日後のこと。

　ダブルワークの疲労から寝坊して、節約のためのお弁当は作れなかった。だけど、本採用まで僅かともなれば、俄が然ぜん気合いも入るというもので。今は、元気いっぱいで湯呑を磨いている。

　手持ちの仕事がなくなった私は、東海林さんが外出中なのをいいことに、茶渋を懸命に落としていた。そこへ、本田さんが声をかけてくる。

「あれ？　いないと思ったら給湯スペースここだったの？」

「あ！　すみません。なにか仕事ありましたか？」

「あ、いや……。気づいたら、いないなぁと思っただけ」

　慌てて顔を上げると、本田さんは少し困った様子で笑った。

「お昼のあとに、仕事を渡せると思うから。そのときはお願いできる？」

「はい、もちろんです。できることでしたら！　そっか。もうそんな時間なんですね」

　数歩歩いて、隣の本田さんに近寄る。狭い給湯スペースでは、すれ違うのが難しいため、彼の肩越しに覗き込むようにして時計を確認した。そしてそのまま、本田さんを見上げて話しかける。

「あ、本田さんって、この辺のお店詳しいですか？　安くて、そこそこ美味しいお店を知ってたら、ぜひ教えてほしいんですけど」

　ニコッと笑いかけて反応を待つと、本田さんは少し赤い顔をして一歩後あと退ずさった。その反応に首を傾げると、ハッとしたように本田さんが答える。

「あっ、有川さん、今日お弁当じゃないの？」

　お弁当を作れなかった私は気持ちを切り替えて、いっそコンビニとかではなくて、どこかで食べようと決めていた。たまには外食もいいかと思いつつ、借金事情で奮発はできない。だから、安価でも味に定評のある店に行きたいなぁ、という私の我わが儘ままだ。

「そうなんですよ。思いきり寝坊しちゃいまして」

「そうなんだ……」

　ネットで調べるという方法も今はあるけれど、そんな時間ないし。身近な人のクチコミ以上に信用できるものって、ないだろうし。本田さんなら、なにかいい情報持ってそうだし！　なんとなくだけど！

　自分の失態を笑い飛ばす私に、少し間を空けてから本田さんはひとつ咳払いをした。そして、少し畏かしこまって言う。

「じゃあ、よかったら一緒に食べに行く……？」

「えっ……」

　そういう展開は、まったくもって予想していなかった。

　そのため、今度は私が反応に困って変な間を作ってしまう。すると本田さんは、いつものように柔らかく目を細めた。

「いや。ほら、前に迷惑かけたし。そのお詫わびっていうか、お礼。ずっと気になってたんだ」

　前って……あの、東海林さんとの一件のことだよね？　あれは私が勝手にしゃしゃり出ちゃっただけで、むしろ迷惑かけた形だったと思うんだけど……。

　そう思うと、素直に好意を受け取れない気がして、簡単に頷くことができない。かといって、この場をどんな言葉で返したら失礼がないんだろうかと頭を抱える。

　もたもたしている間に気を遣わせてしまったのか、本田さんがこう続ける。

「それに、有川さんとゆっくり話してみたいし。あ、案内する店の味は保証するよ」

　冗談めいたウインクを飛ばしながら言われると、つい吹き出してしまった。

　こんなに言ってくれてるし、ここは本田さんに甘えようかな。

「はい。じゃあ、ご一緒させてください」

　話が纏まると、本田さんは一層笑顔になる。彼が踵きびすを返し、席に戻るのを見て、残った湯呑に再び手を伸ばした。

　そのとき、事務所にノックの音が飛び込んできた。手が濡ぬれてしまっている私は、すぐに対応できずに出入口に目を向けるだけ。慌てたけれど、ちょうどその前を通りかかった本田さんが「どうぞ」と声をかけ、応対してくれてホッとした。

　キィッと遠慮がちに開かれたドアから見えた横顔に、目を見開いてしまう。

　そこには、紺のフレアスカートに白のブラウスを纏った朝美ちゃんが立っていた。

「吉野と申します。あの、東海林さんは……」

「あ、先日いらっしゃった方ですよね。申し訳ありません。東海林は、ただいま席を外しておりまして。失礼ですが、お約束は……？」

　本田さんが丁寧に伺うと、朝美ちゃんは恐縮したように、慌てて片手を横に振って謝った。

「すっ、すみません！　近くを通ったもので、私が勝手に……！　また、改めます！」

　そうして、朝美ちゃんは逃げるように帰っていってしまった。




　ほんの一瞬だけの来訪だったのに、なぜか朝美ちゃんのことが頭から離れない。

　それは、本田さんとの休憩中でも、どこか頭の隅に残ったまま。

「ここ、好きなパスタ選んで、サラダとドリンクがセットでついてきて八百円なんだ。量もあるし、味もいいんだよ」

　ニコニコ顔で先にメニュー表を手渡してくれた本田さんの声にハッとして、慌てて笑顔を取り繕う。

「そっ、そうなんですね！　どれにしようかな」

　メニューに視線を落として選ぶふりをしながら、思考をこの場に集中させるよう自分に言い聞かせる。

　せっかく美味しいものを久々に食べようとしてるんだから、変なこと考えないようにしなきゃ。

「決まった？」

「はっ。き、きのこの和風スパゲティで！」

　至近距離にいるから、そんなに気張った声を上げなくてもいいものを、つい慌てて大きな声で返してしまう。本田さんはそんな私に変な顔をすることなく、終始爽やかな笑顔で受け入れてくれた。

　事務所から近場のこの店は、歩いて五分程度のところ。店構えは派手ではなく、ちょっと入り組んだ路地にあるため、隠れ家的な店のように感じた。

　色のトーンが低めの木材がベースの店内は、シックで大人な雰囲気。席数は坪数のわりにちょっと多い、二十席あるかどうかというところ。今、私がいるのは窓側の席で、テーブルはあまり広いものではない。そのため、やや近く感じる本田さんの顔を正面に見据え、私は水を口に含んだ。

「仕事はどう？　やっていけそう？」

　本田さんが仕事中とは違い、リラックスしたように片手で頬杖をついて聞いてくる。前傾姿勢になるだけで、より顔が近くなる。その距離に、少し緊張した。

「正直、仕事内容は難し過ぎて、自信なんか全然ないんですけど。でも、頑張りたいとは思ってます」

　これは本当。いい後輩を演じようとかそういうのじゃなくて、単純に税理士という仕事に興味を抱いたから。

　私は資格もないし、知識もまるでないから、東海林さんや本田さんと同じように仕事はできない。けれど、近くで見て、手伝うことならできるのかなと思って。

　そんなふうに思ったきっかけは、やっぱりあのとき、〝和み〟のマスターへ真摯に対応した、東海林さんの仕事ぶりを垣間見たからだ。

「そっか。なら、よかった」

　本田さんが、フッと眉尻を下げてうれしそうに笑う。私もそれに応えるように笑顔を浮かべた。

「本当は、もっと適任の方がいるんでしょうけど。でも、本田さんに『よかった』って言ってもらえてうれしいです。ありがとうございます」

「いや……。その、俺は有川さんに残ってほしいなぁって……思ってたからさ」

「え？　なんでですか？　私、資格とかもないし……」

　思わずすぐに聞き返してしまったのは、そんなふうに言ってもらえるような理由が見当たらないからだ。私の質問に、本田さんはなぜか焦って、フイッとさりげなく顔を逸らす。それから水の入ったグラスを持ち、咳払いをしてゆっくりと口を開いた。

「新鮮、っていうか。ほら、この間の件とか、その他でも。東海林さん相手に、あんなふうに向かっていける人いなかったから」

「あ、あれはつい……。でも、それなら、三浦さんがいるじゃないですか？」

「んー。三浦さんとは、また立ち位置が違うっていうか……。三浦さんは年も上だし、なんだかんだ東海林さんが諭されてる感じだけど、有川さんはそうじゃないよね」

　確かに東海林さんに対して、からかうような冗談を言えるのは三浦さんしかあり得ない。

　本田さんの目には、私がどう映っているのかと軽く眉根を寄せて考える。すると、本田さんが思い出し笑いをしながら説明してくれた。

「有川さんは、東海林さんを怖がってないみたいだし。だからか、所長と事務員なんだけど、ときどき対等に渡り合ってるように見えたりして、頼もしいよ」

「えっ！　それはないです！　第一、対等になんか一度も見られてないですよ、絶対」

　いっつも、あの冷静な眼まな差ざしで私を見下ろして、呆れ口調っぽく淡々と返してる気がするし！

　今までの東海林さんを思い出し、再確認してひとりで頷く。

「……そうかな。俺は少し違って感じるんだけどな」

　本田さんは、ぽつりと呟くと、すぐにまた人懐こい雰囲気に戻る。

「そういえば、昼前に来た女の子。あの子、東海林さんに会いに来たのかなぁ」

　きっと、何気なく話題に出しただけのこと。でもそれは、どうしてか、さっきから私の頭の一部を占めていることだ。だから内心動揺してしまって、平然とできているか不安になってしまう。

　私は、極力大きなリアクションをしないように努めながら、ゆっくりと答える。

「え、と、そう言ってましたもんね。『東海林さんは？』って」

「ああ、うん。その用件がさ、単に会いに来ただけだったりして……って」

　そのなにか含むような言い方に、私の心はざわついた。

　……なんだろう、この感じ。

　モヤモヤとしている最中、本田さんは手にしたグラスを傾け、それを眺めながら続ける。

「東海林さんって、モテそうだよね。顔はいいし、真面目で仕事はできるし。ちょっとクールかもしれないけど。……女の子って、そういうのがよかったりするんじゃない？」

　突然、グラスから私に視線を移されてドキリとする。

　確かに、東海林さんと初めて会ったとき、男の人なのに綺麗だって見とれるほど端整な顔立ちをしていると思った。それに、仕事では信頼されてるんだろうし、モテる要素は多い。

　でも、今はなんか素直に認めたくない。

「どうでしょうね？　東海林さんの言動は、クールっていうのを超えてるときがありますし」

「ああ。俺も初めは、『なんだと』ってカチンときてたりしたんだけど。東海林さんと付き合ううちに、徐々に慣れてきたっていうか、わかってきたっていうか」

　本田さんも、やっぱりそう感じた頃があったんだ。そうだよね。あんなふうに言われてまったく平気でなんかいられないよ、普通は。

　心の中で『うんうん』と納得して頷いていると、正面からの視線に気づいて顔を上げた。そこには、至極真面目な瞳で私を見つめている本田さんの顔があって、ドキリとしてしまう。

「何年か働いてる俺ですら、一度も食ってかかることなんてできなかったのに。この間、有川さんは庇かばってくれたから」

　その目や話し方は、今まで向けられていたものとは少し違う。

　柔らかさがなくて……逃がさないような眼差しだ。

　本田さんのギャップに戸惑っていると、彼は、そのままジッとガラス玉のような瞳を私に向け続ける。

「そんな強い女の子って、仕事以外で話したらどんな感じなのかなって思ったんだ」

　強いとか、よくわからないけど。ただ、あのときはムッときちゃって。あそこまで堂々と胸の内を口にする人、初めてで驚いて……つい、反抗しちゃったんだよね。

　本田さんから目を逸らせずにいると、彼はその瞳を深い色に変える。

「普段から気が強いとか、そういうわけじゃないんだね。でも、そういうところが俺にはすごい魅力的」

「……あの、あ、ありがとうございます」

　そう答えるのが精いっぱい。

　お礼を口にするのに便乗して、大きく頭を下げた。それによって、ようやく本田さんの視線から逃れることができたと、テーブルを見ながらホッとする。

　そこに料理が運ばれてきて、微妙な空気から抜け出すことができた。




　ランチの会計は、しばらく食い下がったけれど、結局本田さんのごちそうになってしまった。

　事務所に戻ると、正面のデスクには、休憩前にはなかった主の姿があった。

「お疲れさまです、東海林さん。先ほど外出中に、吉野さんが見えましたよ」

　本田さんは、開口一番に来客の件を伝え、デスクに着く。私は、それを受けた東海林さんの反応をこっそりと後ろから窺った。

　すると、意外にも、東海林さんが少し驚いた声を漏らす。

「吉野さん？」

「はい。つい最近、事務所に来ていた女の子でしたけど」

「……約束はしてなかったはずだが」

　東海林さんは、手帳を開いて不思議そうに首を傾げる。

「ええ。なんだか、たまたま近くを通りかかったみたいで」

　本田さんの補足に納得をしたのか、東海林さんは顔を上げて手帳を閉じると、仕事を再開しながら言った。

「そう。今度また同じようなことがあって、なにか相談事がありそうなら、私の携帯を教えても構わないから」

　本田さんは特になにも感じない様子で、「はい」とだけ答えて話は終わっていたけれど、私は東海林さんの対応に驚いて固まっていた。

　朝美ちゃんに携帯番号を？　マスターならわかるけど、朝美ちゃんにまで？

　そもそも、どんな話の内容で朝美ちゃんがひとりでここに来たのかがわからないから、なんとも言えない。だけど、やっぱりなんか、朝美ちゃんの待遇が他とは違う気がする。

　ジッと東海林さんを見つめていると、あからさまな視線に嫌でも気づいたのか、メガネを押し上げながら視線をこちらに向けられる。一瞬目が合ってしまって、〝マズイ〟と肩を小さく上げたところに、運よく電話が鳴った。受話器を取った東海林さんからさりげなく目を逸らし、自席に戻る。それから、遠くで東海林さんの電話応対の声を聞きつつ、気まずい気持ちをごまかすようにデスクの上に書類を広げた。

　気にしないようにしようと思った矢先、ギッと音をたてて東海林さんが椅子から立つ。その音に、反射で背筋が伸びた。

　さっき、不自然なほどの視線を東海林さんに向けていたから、なにか言われるのかもしれない。

　どうしよう。『朝美ちゃんは特別なんですか？』とか、聞けるわけがない。

　ひとりで狼狽うろたえていると、予想に反して、東海林さんは事務所全体に向けて言った。

「すまないが、ほんの少し出てくる」

　彼は手早く必要な書類をかき集め、バッグに入れると出口に向かう。それを追うように、本田さんも席を立った。

「あ、僕もクライアントとの約束の時間なので、そろそろ」

　いまだに動揺していた私はなにも言えず、その様子をただ目で追う。代わりに三浦さんが、穏やかな口調で送り出した。

「私は今日一日、所な内かだから、事務所は任せて。ふたりとも気をつけて」

　ふたりが揃そろって事務所を出ていくと、ホッと息をついて静かに仕事を始める。

　数分経ったときに、向かい側に座っている三浦さんが沈黙を破った。

「気になる？　充くんのことが」

　まさか、そんな質問を投げかけられるだなんて想像もしていない。思わず、ビクッとして、持っていたペンを床に落としてしまった。

　これじゃ、『気になってるんです』って言ってるようなものじゃない！

　カァッと顔を赤くした私の反応に、三浦さんはおかしそうに笑い声を零した。

　あからさまに動揺してしまったわけだから、今さら『なにがですか？』なんていうのは白々しい。

　この場をどう対処すべきか考えあぐねていると、三浦さんは私の心を見透かしたように話し始める。

「あの吉野さんって子。私の予想だと、彼女は充くんにとって、ちょっと特別なんだろうな」

　特別って……。どういう意味合いの〝特別〟なんだろう。

　そう疑問に思いつつ、今までの東海林さんの対応を思い返し、『やっぱり』なんて納得してしまう。

「で？　気になるかい？」

　うぅ。三浦さんの意地悪。

　ニヤニヤと、わざと私を試すように、もう一度同じ質問を投げかけてくる。

　私は観念して、ボソボソと小さく口を動かした。

「う……。す、少しだけ……ですけど」

　だって、あの東海林さんの〝特別〟って。冷静沈着で、感情に流されないような彼が、どんな経緯で彼女を特別視するのか、純粋に気になっただけ！　そうそう、それだけなわけで、別にそれ以上の思いがあるわけじゃ……。

　心の中でブツブツと言い訳を並べていると、三浦さんは東海林さんのデスクを遠く見つめながら、ゆっくりと語り始める。

「彼のご両親も、昔は商売を営んでいたそうだよ。喫茶店ではなく、洋食店のようだったけどね」

　三浦さんの話は、〝朝美ちゃんが特別〟という理由には結びつかなくて首を捻ったものの、その意外な内容に食いついてしまった。

　偏見と言われるかもしれないけれど、東海林さんの雰囲気や職業からは、ご両親もお堅い職種かと想像していたから。それが、まさか私の中では対極に当たりそうな〝洋食店〟って聞いて、目を大きくしてしまった。

　私の吃きっ驚きょうした様子をチラリと見て、三浦さんは続ける。

「充くんが中学生くらいのときに、経営不振になってきて……店を畳むしかなかったと聞いたことがある」

「そ、そうなんですか……」

　お店は今、存在しないんだ。それはきっと、大変だったんだろうな。ご両親も、もちろん東海林さんも。

「彼は生活が苦しくても、両親が協力しながら盛り立ててる店が好きだった、と一度零していたことがあってね。だから、店を手放したときには、ご両親と同じように悲しい気持ちになったんだろうね」

　それは、さっき以上に意外な話。

　東海林さんって淡泊だから、なにに対してもそうだというイメージしかない。だから、今の彼も昔の彼も、ドライなのだと勝手に思い込んでいた。

　クールな彼ならば、悲しみに暮れる時間があるのなら一日でも早く立ち直り、現実を見ていそうだとさえ思った。

　……でも、よく考えたら、そんな機械みたいな人間なんていないよね。

　東海林さんという人を、勝手に自分の中で造り上げていたことに反省して俯く。三浦さんは、そんな私に、より優しい声色で話してくれた。

「自分が安定した職に就けば、また店を構えられる資金を作れるかもしれない。経営や税についての知識も、そのときに役立つかもしれない。そんな思いから、公務員になったのはいいが、当の両親はもう、そのつもりはなかったらしい」

　三浦さんが話す人物は、失礼だけど、本当に東海林さんなの？って思うくらい別人のように聞こえる。

　だって、そんな熱い一面を持っている人だなんて。

　それからもう、私の頭の中は、東海林さんでいっぱいだ。

　私の記憶の中の彼は、やっぱりいつでも冷静で、感情なんか表に出さない。口調も淡々としていて、やることなすことすべて理論立ったもの。三浦さんや本田さんのように、ニコリと笑いかけてもらったことなんて一度も……。

　そこまで考えてハッとする。

　……笑顔は見たことがある。一方的に、だけど。

　この間、朝美ちゃんに向けていた微笑みを思い出した。

　あんな穏やかな表情ができるなら、少しくらい事務所でも見せてくれてもいいのに。そうしたら、少し感じ方も変わって、冷徹な上司だなんて思わなかったのに。

『もうちょっと、優しくしてくれても』と胸中で口を尖らせながら、ふと、出会ったときのことが思い返された。

　本当に冷たい人間だったら、そもそもあんな場所にいた私に声をかけてないんじゃない……？

　そんなことに、今さら気づいて口元を手で押さえる。

　同情なのかなんなのか、はっきりとした理由はわからない。でも、きっと、あの人の中に確かに存在する優しさで、私は今ここにいるんだ。

　そう思うと、東海林さんに対して、言葉で言い表せない不思議な感情が溢あふれる。

　そんな中、三浦さんはさらに、東海林さんについて聞かせてくれた。

「彼は、次第にいろんなことを考えていったんだろう。それから、会計士を経て、この税理士事務所を立ち上げた。ちなみに、私が充くんと出会ったのは国税庁だけどね」

　懐かしむように目尻に皺を寄せて話す三浦さんに、「えっ」と思わず声を漏らす。

　国税庁!?　よくわからないけど、エリートみたいなものなんじゃ……。

　でも、どうしてわざわざ小規模な仕事へ転職していったんだろう。

「団体行動が性に合わなかったり……？」

　うっかり声に出してしまって、ハッと口を噤んだ。でも、しっかりと三浦さんには届いてしまっていたらしい。私を見て微笑んでいるのが、その証拠だ。

　苦笑いを浮かべて困っていると、三浦さんがとんでもないことを言いだした。

「この先は、いつか有川さんが本人に聞いてみたらいい」

「えっ、ええ!?　そんなことっ……」

　できるわけないっ。そんなタイミング皆無だし、百歩譲って質問したとしても、それこそ冷たい対応されるのがオチ！

　青い顔でぶんぶんと勢いよく首を横に振ると、三浦さんはおかしそうに笑う。

「いや。有川さんは、教えてもらえる可能性はあると思うよ」

　ぽつりと意味深な言葉を口にされ、ぽかんと呆ほうけてしまう。

　三浦さんは視線を自身のデスクに移し、老眼鏡を手に取って、さらにわけのわからないことを言う。

「これは私の勘だけど、君もまた、彼の特別だと思うからね」

　そのひとりごとのような言葉に、もう一度聞き返すことはできなかった。

　でも、今、確かに言ったよね……？　私も東海林さんの〝特別〟？　まさか、そんな。そうだとして、どんな扱いとして？

　茫然としている私を置いて、三浦さんはすでに仕事に戻っていた。

　その姿を正面からジッと見つめていたけれど、三浦さんはそれ以上なにも言わず、ただ手を動かすだけ。渋々、私も頭を切り替え、仕事に戻ろうとマウスに手を置く。すると、思い出したように三浦さんが口を開いた。

「ああ、そうだ。ちなみに、吉野さんという子が特別っていうのは、昔の彼の環境と似ているからだよ。商売してる家の家族、というね」

　……そっか。自分と少し境遇が似てるからってことだったのか。

　三浦さんの補足に、胸のつかえが取れたあと、我に返る。

　いや！　別に、特別という理由が明確になったからって、私には関係ないし！

　グッとマウスを握り、必要以上にパソコンの画面に顔を近づける。どれだけ試算表を見つめたって、全然頭は切り替わっていない。

　ていうか、私が東海林さんの特別って、なに……？

　そうして今度は別件が胸に引っかかったまま、時間だけが過ぎていった。




「ああ。ステープラの針の予備、切らしたままだったな」

　あれから一週間後の水曜日。

　書類をステープラで何度か空止めする音をさせ、東海林さんがボソリと言った。

「備品なら、昨日、ひと通り補充しておきましたよ」

　東海林さんのひとりごとに、私は備品を収納している棚へ向かい、ステープラの針の箱を手にして渡した。

「注文しても間に合わなさそうなものだけを近くのお店で。すみません。領収書を渡し忘れてました。今、持ってきます」

　基本、必要な備品は大抵月に一度、ネットでまとめて仕入れると教えてもらっていた。その仕事は事務員……要するに、今は私の仕事だ。

　最近慣れてきて、注文品目や個数を把握したはいいけれど、前任者の見落としなのか細々としたものが切れていた。送料のこともあるし、安値の店を見つけて買い足した。そのとき、東海林さんは不在で、三浦さんに許可をもらったんだよね。

　正当な理由の上での買い物だから、大丈夫だとは思う。だけど、東海林さんのメガネ越しの視線が痛い。

　どんな言葉が飛び出してくるのか、領収書を手渡し、ビクビクと待つ。すると、東海林さんは無言でステープラに針をセットし、ガチャッと一部の書類を綴とじた。そして私を見上げる。

　まっすぐで、静かに力を放つような目は、東海林さん独特のもの。その、どこか自信に満ち溢れている視線に、何度もドキリとさせられてしまう。

　濃褐色の虹こう彩さいに吸い込まれるような感覚の中、必死に目を逸らさずに体勢を維持していると、彼の唇が小さく開く。

「印鑑、持ってきてるか？」

「え……？　は、はい。ありますけど」

「中身確認して、問題なければ署名捺なつ印いんして」

　そう言って、今しがた綴じた紙をこちらに差し出す。両手で受け取り、紙面に目を落とすと、【雇用契約書】と書かれていた。私は目を剥いて、東海林さんを凝視する。

　まさか、このタイミングで渡されるとは思っていなかった。

「あっ、ありがとうございます！」

　すでに仕事に戻っているその横顔に、私は深く頭を下げる。

「引き続き、規則は守って仕事をすること。有川はスレスレのところがあるからな」

　ストレートに指摘されて、項垂れたまま顔を上げられない。

　確かに、たったひと月の中で、所長である東海林さんに対してケンカ腰になったりしたし……。常識ではあまり考えられないよね。

　行き過ぎた行動を反省していると、頭越しに言われたことに思わず顔を上げる。

「まぁでも、予想外に気が利いてるとこもあって助かる」

　東海林さんは、長い指先でステープラを少し遊ばせて、それをデスクにしまった。

「……『予想外』は余計だと思うんですけど」

　そして、こんなことをいちいち口にしてしまう私も、反省が足りてないな。

　頭の隅でそう思いつつも、東海林さんに『助かる』だなんて言われたことに、正直少し舞い上がった。

「本当、減らず口は初めからだな」

　東海林さんは、手のひらを広げるようにしてメガネを押し上げながら、フッと鼻で笑った。

　彼は、本田さんのように爽やかな笑顔を、決して私に見せない。だけど、その皮肉めいた笑いでも、一瞬の〝隙〟が感じられる。

　その隙が、私の中で東海林さんの存在を、大きくさせているのかもしれない。




「有川さん。今日、無事契約できたみたいだし、今度は飲みに行かなきゃね」

　お昼前に、バッグを手に持ちながら本田さんがそう言ってくれた。

「詳しいことは改めて。お昼のあと、お客さんのところに直行してくるね」

「あ、はい。いってらっしゃい」

　本田さんを見送った直後、出入口のドアをノックされる。反射的にすぐ立ち上がり、ドアを開けると、年配の男性が立っていた。

「ああ、こんにちは！　お待ちしてましたよ」

　明るい声を上げて席を立ったのは三浦さん。

　三浦さんのお客さんが来る予定なんて知らなかった。急きゅう遽きょ決まったのかな？

　そわそわと様子を窺うと、三浦さんは私に「お茶を頼めるかい？」と言って、応接室へと向かう。私は「はい」と答えて、その足で給湯スペースへ向かった。

　お茶、お茶……と頭で繰り返しながら、湯呑と急須を用意する。茶葉を入れて、いざ、お湯を注ごうと思ったときに異変に気づく。両手でポットに触れてみると、残念ながらまったく温かさを感じない。

　えっ！　ポットの電源が入ってない！　私、入れ忘れたっけ!?

　仕方ない、と棚からやかんを取り出して、コンロで火にかけることにした。

　強火にかけられているやかんを、急せく気持ちでジッと見つめる。蒸気が沸いたのを見て、手早くお茶を淹れた。

　応接室にお茶を運ぶと、すでに話が盛り上がっている様子で、特に私のことなんか気にも留められていなかった。

　静かに応接室をあとにして、給湯スペースに戻り、蒸気が出ているやかんを見て思い立つ。

　そうだ。ついでだし、自分のお茶も淹れよう。三浦さんも話が長くなりそうだったし、デスクでお弁当食べても大丈夫そうだよね。応接室からは、パソコンで手元が死角になってるし。

　そう考えて自分のカップを出そうとしたときに、隣に並ぶシンプルな白いカップが目に入る。

　そういえば、東海林さんもまだ所内にいるんだよね。お昼食べに行かないのかな？　いつもお弁当じゃないし。でも、お茶くらい、ついでに淹れてあげたほうがいいかな。

　少し迷った結果、とりあえず断られても淹れたほうがいいだろうと思って、カップをふたつ並べた。そして、やかんを手にして注ごうとした、そのとき。

「有川」

「わっ……！」

　手元に集中していて、間近に来ていた東海林さんに気づかなかった。突然声をかけられて驚倒した。その拍子に、やかんの口からこぼれ出た熱湯が、容よう赦しゃなく自分の足にかかってしまう。

「……つっ!!」

　沸かしてから多少時間が経っていたとはいえ、あまりの熱さにまともに声も出せなかった。歯を食いしばって、喉の奥で痛みを口にする。一瞬のことだけど、相当な痛みに頭が真っ白になって、まったく動けない。

「馬鹿か！　なにしてる！　やかんを置いて、さっさと冷やせ！」

　東海林さんがすぐに私の手からやかんを奪うと、それを乱暴に戻し、水を勢いよく出す。

「で、でも……」

　シンクは一般的な高さ。私は背が低いから、踏み台でもなければ足を冷やすことは困難だ。しかも、ヤケドした膝ひざがヒリヒリとしていて簡単に動けそうもない。

　冷や汗を流していると、突然、身体がふわっと宙に浮いた。息が止まるほど驚いている私をよそに、東海林さんは私を持ち上げたまま耳元で指示を出す。

「ゆっくりと膝を曲げて。下へ手たに脱いだりせず、そのまま冷やせ」

「は、はい……」

　痛みを堪え、冷水に膝をさらす。徐々に膝の感覚がなくなり、今度は別の箇所に意識がいって、動悸が走る。

　ちょ、ちょっと待って。いつまでこの体勢？　いや、こうしてくれなきゃ冷やせないんだけど……でも！

　後ろから腰に回されている腕。背中に感じる東海林さんの熱。

　私の肩上の高さに東海林さんの頭があって、顔を動かすことなんか絶対できない。

　勢いよく流れる水音のほうが大きいはずなのに、どうしても東海林さんの息遣いが気になってしまう。お互いに無言なのが、また落ち着かない。

　私は、この雰囲気が気まずくて、どうでもいいことを咄嗟に口走る。

「お、重い……ですよね？」

　シンクのふちにほんの少し片膝を乗せて、体重はかけているつもりだけど、両足は床から浮いているわけだし。東海林さんに負担がないとは考えられない。

　チラッと顔色を窺うと、微動だにしない東海林さんが真横で冷静に答える。

「そりゃ、軽くはないだろ」

　そ、そうだよね！　いや、でも、そこは嘘でも『大丈夫』とか、気にしなくてもいいような返しをください！　恥ずかしい！　……って、そんな話題を振ったのは紛れもなく自分自身なんだけど！

　私は顔を赤くしたり、青くしたり。最後は頭こうべを垂れて、後悔する。自爆して撃沈していると、耳元で低い声を出される。

「でも、女性の中では軽いんじゃないか？　第一、今はそんなこと気にしてる場合じゃないだろう？」

　……本当にこの人は、基本、正直者なんだな。きっと、私があまりに重かったら、『少し痩やせたら』とか、平気で言うのかもしれない。

　チラッと目だけを動かし、もう一度、東海林さんを見てみる。

　近過ぎてわからないけれど、たぶん、私の膝のヤケドに視線を向けているみたい。

「本当、君には、出会ってからずっと振り回されっ放しだ」

　グサッと刺さる言葉を吐かれ、項垂れる。でも、冷静になって考えてみると、彼はなにを考えているのかわからない人だと思っていたけれど、裏表がなくてわかりやすい人なのかもしれない。

　それが、なんだか今の私には好印象で、急に緊張が緩む。

「……そういえば、どうして東海林さんは以前、吉野さんを応接室へと案内しなかったんですか？」

　私は、東海林さんと同じように自分の膝に目を向け、ぽつりと聞いてみた。

「は？　君はまた、なにを急に」

　さすがに驚いたのか、東海林さんは視線を上げ、私を見た。すぐそばで見られると私は顔を動かせない。膝の水しぶきだけを見つめ、答える。

「急に、思い出したんです」

　特に気の利いた会話も思いつかなかったし、無言で抱えられていると、また変な緊張をしてしまいそうだった。だから、脈絡のない質問でも、とりあえず思い浮かんだことから話しかけてみようと思って言ってみた。

　すると、答えに悩む様子もなく、東海林さんはすぐに回答する。

「極力、女性とふたりきりになるときは、個室に入ることは避けている。吉野さん彼女がどうというわけじゃない。電車では両手を上げて乗る――それと同じ、単なる自己防衛のひとつだ」

　そういうことだったんだ。くだらないこととはわかっていながらも、なんか気になっていたからすっきりした。

「なるほど。セクハラ対策ですか」

「まさか、この状況を訴えようと？」

「私は、恩を仇あだで返すような性格はしてませ……っ！」

　考えてもいなかったことを言われ、うっかり東海林さんの顔を見て反論してしまう。

　ハッと気づいたときにはもう遅い。今までにない至近距離で東海林さんと目が合い、口がまったく動かなくなってしまった。

　私が少し顔を近づければ、メガネと接触しそうなくらいに近い距離。

　その事実が頭を掠かすめただけで私の頬は上気し、心臓が騒ぎだす。

「……あまり動くな」

　でも、東海林さんはまったく狼ろう狽ばいする素振りすら見せない。結局、自分だけが振り回されているんだと悟った。

　――悔しい。

　この言葉が当てはまっているのか、わからない。けれど、それが一番、今の心境に近い気がした。

　私はフイッと視線を逸らし、口を尖らせるように小声で漏らす。

「……ありがとう、ございます」

　そのあとも、東海林さんは最後まで取り乱すこともなく、私を支えてくれていた。




「足、大丈夫？　途中まで送ろうか？」

　定時を回って帰ろうとしたときに、本田さんが私の膝を見て心配そうな顔をした。

　幸い、すぐに冷やしたおかげか、そんなに傷もひどくない。病院にかかるほどの見た目でもないけれど、さすがに痛みは残っている。だからといって、送ってもらうだなんて考えられない。

「あ、いえ。大丈夫ですから」

「でも、途中で歩けなくなっても大変じゃない？　俺、頑張ればもう少しで上がれるから」

　本田さんに丁重にお断りするも、なかなか引き下がってくれない。

「有川さんの家って、どっち方面？」

「有川。労災の手続きがわからなければ、私に遠慮なく聞くように」

　本田さんのペースに困惑していると、東海林さんの声が割って入ってくる。私は、東海林さんに言われた内容に目を大きくして、慌てて答えた。

「え！　いえ、いいです！　労災とか考えてませんし！」

　なんか面倒そうだし、迷惑かけそうだし。詳しくはわからないけれど、労災ってそんなイメージだ。初めから、そんなこと考えていない。

　しかし、東海林さんは私をまっすぐ見て、さらに続けた。

「労災事故を隠して健康保険を使うのは、違法行為になる」

「そんな大げさな……。大丈夫です。私、病院に行くつもりはないですから。ほら、歩けますし」

　わざとらしいほどの笑顔を浮かべ、何歩か事務所内を歩いてみせる。納得したかと東海林さんの顔色を窺うと、疑うような目を向けられていた。

「あとで『やっぱり』となるほうが面倒だ。他の人間に頼るくらいなら、責任者でもある私のところに先に来い」

　ここで痛みを顔に出しちゃ面倒だ。

　そう思い、ニッと口角を不自然なくらいに上げる。

「なにを、そんなムキになって言ってるんですか。平気ですってば！」

　ジョーク交じりに言うと、珍しく向こうが先に目を逸らした。そして、ほんの一瞬、本田さんを見た東海林さんは、すぐにデスクに視線を落とす。

「……とにかく、なにかあったときには、私に真っ先に報告すること」

　その声が、いつもよりも小さく低めに聞こえたのは気のせいだろうか。

「あ、はい……」

　なんとなく、私も小さな声で返事をする。

「本田さん、本当に私、歩けますから」

「あ……う、うん」

　もう一度本田さんに丁寧に断ると、彼は東海林さんにチラリと視線を向けて短く答えた。今度はあっさり聞き入れたのは、私が東海林さんに平気だと何度も抗議したのを目まの当たりにしていたからかもしれない。

　理由はともかく、この場をやり過ごせたとホッとして、私は事務所をあとにした。




　午後八時からは、かけもちのバイトをどうにかこなす。

　主に荷物をコンテナに仕分けしたりする契約だけど、今日は思うように足を動かせないから伝票管理に変更してもらった。

　さすがに入って早々、欠勤しちゃうと印象はよくないから、勇気を出して相談してよかった。

　夜の時間帯だからか、スタッフは最低人数。そんな中、ぽつんとひとりでデスクに向かって仕事をする。カサカサと伝票をひたすら仕分けしていると、昼間の仕事にも似ていて、事務所にいる錯覚を起こしそうだ。

　自分の足に視線を落とすと、鮮明に今日の出来事が蘇よみがえる。

　私、東海林さんに抱き上げられたんだよな……。

　改めてそう認識した瞬間に、なぜか顔が熱くなる。

　クールな東海林さんが、突然の事故とはいえ、まさかあんなことをするとは思わなかった。いや、冷静だからこそ、すぐに処置が必要ってことでしてくれたのかな。

　半日経っているけれど、膝の痛み同様、まだ身体に東海林さんの感触が残ってる。

　……でも、こんなふうに思い出すのは私だけだ。東海林さんは、動揺すらしていなかったし、飄ひょう々ひょうとしていた。

　そっと膝に手を添えて、痺しびれる痛みに目を細める。

　だけど、痛みは膝だけじゃないような……。

　無意識に脳裏に浮かぶ東海林さんに、『まさか』と自分に言い聞かせ、頭を横に振る。

　結局、バイトを終えて家に帰ったあとも、膝の痛みと共に否が応でも思い出される東海林さんに、ひと晩中思考を支配されていた気がする。




　翌朝は、ギリギリお弁当を作れる時間に起床した。

　昨日はバイトもあったから、疲れてぐっすりと眠れるはずだったのに。

　寝不足なのは、あの人の存在がいつまでも私を覚かく醒せいさせていたからだ。

「よかった。昨日より、赤みが引いてる気がする」

　ひとりの部屋でぽつりと漏らし、膝に薬を塗る。

　痛みも昨日よりは緩和しているけれど、一応早めに家を出よう。

　そうしてローヒールをあえて選び、いつもより約十五分早く出発した。

　歩く分には支障はない。走るとどうかはわからないけれど、急がなくてもいいように早く出たわけだから、その心配は無用だ。

　地下鉄の窓に映るスーツ姿の自分を眺めると、膝丈のスカートからチラチラと包帯が見える。

　どうせ内勤だし、そんなに目立つほどでもないか。

　そんなことを考えている間に、事務所のビルに着いてしまった。腕時計を見ると、家を早く出た分だけ早く到着している。

　二階の事務所の窓を外から見上げた。

　遅刻するよりは、早めに着いたほうがよかったよね。でも、東海林さんは来てるかな？　来てないと事務所がまだ開いてないだろうし。

　私はいつも二番目。東海林さんが一番に事務所にいて、私が着いたときには、仕事を今から始めるという感じだ。

　だから、私の通常の出社時間とそんなに差異はなさそうだけど……どうなのかな。

　片手を手すりに乗せ、階段に片足をかける。いつもよりもやや、ゆっくりと上っていくと、上階から人の気配がした。

　話し声？　東海林さんだとしたら、朝はひとりだろうし、そもそも声が女の人。二階には、うちの事務所の他にも小さなオフィスがいくつかあるけれど、朝は誰にも会ったことないし。

　不思議に思いながら、自然と息をひそめ、静かに階段を上る。残り五段くらいのところで、二階のフロアが見えた。

　目に飛び込んできたのは、驚きのツーショット。

「東海林さん。これ、よかったら。うちで人気あるサンドイッチなんですけど……」

　そう言って、東海林さんにオシャレな英字の包み紙で包装されたものを差し出す人は、朝美ちゃんだ。

　事務所のドアの前で向き合うふたりを見て、思わず隠れるように背を向け、しゃがみ込む。咄嗟に勢いよく膝を曲げたせいで、緩和されていた痛みがまた再発してしまった。両手で口元を押さえて堪え、心臓を落ち着かせる。

「あの……誤解しないでほしいんです。決して、店のことを口実にしてたわけではないんです」

　ドクドクと騒ぐ心臓の音に交ざって、背後から朝美ちゃんの声が聞こえる。その会話の内容に、一層心音が速まった。

　この流れって……紛れもなく、告白だよね？

　彼女が東海林さんに好意を抱いていそうだということは、すでに気づいていたことだ。それなのに、なぜかこの場を冷静に傍観することができずにいる。

　東海林さんは、今どんな顔をしているの？　さっき見たときには、差し出されていたものを受け取っていなかったけど、それはもう受け取った？

　気になり始めたら止まらず、振り返りたい衝動を必死に抑え、目をきつく閉じる。

「ちゃんと真剣に考えてるんです。でも、私、東海林さんが……」

　積極的な朝美ちゃんに、なぜか自分の緊張が極限になる。

　朝美ちゃんはハキハキしていて、若くて可愛い。そんな子に告白されたら、東海林さんだって、悪い気はしないんじゃない？

　まるで自分が告白したような心持ちで、東海林さんの反応を息をのんで待つ。

　朝美ちゃんの言葉が詰まったあと、少しの静寂が訪れ、それから数秒後。

　ついに、彼の声が聞こえた。

「悪いけど、こんなことのためだけなら、ここにはもう来ないでほしい。こっちも暇じゃないんでね」

　バッサリと通常通り返す東海林さんに、思わず呆気に取られて振り返る。

　もし、私があんなこと言われたら。傷つくし、しばらく立ち直れないし、なにもかも自信をなくしてしまいそう。

　立ち上がって再びふたりを見ると、朝美ちゃんは茫然としたまま固まっていた。それにもかかわらず、特にフォローの言葉を探そうともしない東海林さんは、身を翻して事務所のドアに鍵を挿そうとする。その気遣いの欠片もない行動に、私の理性はとうとう吹き飛んだ。

　信じられない！　気持ちに応えられなくても、もっと相手を思いやる言葉はいくらでもあるはずなのに！

「懲こりない人ですね！　だから、どうしてそんな言い方しかできないんですか！」

　タンタンッと残りの階段を駆け上がり、無我夢中で東海林さんを問いつめる。

　東海林さんは目を一瞬大きくしていたけれど、数回の瞬きのあとに、いつもの無表情に戻った。

「彼女がどんな気持ちになるのかわかってて、そういうことをっ」

「……同情ですか？　だったらそれ、余計にムカつきます」

　一方的に感情を剥き出しにして東海林さんを責め立てて、背後の朝美ちゃんの存在をすっかり置き去りにしていた。彼女は静かに言うと、私を睨むように一瞥し、階段を駆け下りていってしまう。

「ちょ、ちょっと待って！」

　同情なんてつもりじゃなかったけれど、彼女に誤解を与えてしまったのなら謝らなきゃ！

　東海林さんを放ったまま、必死で朝美ちゃんの背中を追う。

　ヤケドのことなんかすっかり忘れて走り、通りの角を曲がったところで朝美ちゃんの腕を捕まえる。初めこそ振りほどこうとした朝美ちゃんだけど、私の握力と執念に観念したのか抵抗をやめた。

「あ、あのね……？」

　とりあえず追って捕まえたはいいけれど、なにを言えばいいんだろう!?

　こんなとき、自分の後先考えない行動に、改めて気づかされてしまう。

「その、同情とか、そういうつもりはなかったんだけど……。単にあの人……東海林さんに、ムカッときちゃったっていうか」

　しどろもどろで弁解するも、朝美ちゃんは無言のまま。

「や、なんか、あの人って、他人に興味がないのか知らないけど、ちょっと言葉に問題が……」

「知ってます」

「え？」

　私が朝美ちゃんの腕をスルッと解放すると、彼女はその腕を軽く擦さすって仏頂面で答える。

「知ってますよ。東海林さんって、仕事以外興味なさそうだったし。私のこと、個人的に見てなんかいなかったし」

　朝美ちゃんは視線をアスファルトに落とし、一度も私を見ることなくスタスタと事務所から遠のいていく。それを慌てて追いかけると、彼女は、歩きながら次々と言葉を重ねた。

「だから、狡ずるいのはわかっていたけど、仕事に絡ませて近づいたんです」

　それはきっと、ずっと誰かに聞いてほしかった本音なのかもしれない。

　朝美ちゃんの背中を見つめてそう感じる。すると、ピタッと足を止めた彼女が、弱々しい声で言った。

「そうしたら、少しでも私を見てくれる時間が増えるかと思って。誰にも関心がないなら、それはそれで公平だし、別にいいと思ってたのに……」

　白状するような言葉に、私はなにも言えず、ただ聞いているだけだった。

　気の利いたことのひとつも言えない。自分も大した恋愛なんてしてこなかったし、東海林さんみたいな男の人の攻略なんて、全然できない。朝美ちゃんのほうが、よっぽど効果的な行動をしてたと思うくらいだ。

　朝美ちゃんの積極的な言動を思い返しながら、自分と比べる。

　自分の想いを伝えるべく接触していた朝美ちゃんが、ちょっと羨うらやましい。私には、東海林さんに対して、そんなふうにぶつかっていくことができないから。

　……ん？　ちょっと待って。〝羨ましい〟？　なんで？

　おかしな方向に考えが及び、思考を一時停止したのと同時に、視線を感じて顔を上げる。すると、ずっと俯きがちだった朝美ちゃんが、なにか言いたげな目をこちらに向けていた。そうして、狼狽する私に言い放つ。

「そんな東海林さんが、うちの店に来たときに一度だけ、他人あなたの名前を出したから」

　……は？　東海林さんが私を話題に出したって……まさか、そんなこと。

「いや……。でもそれって、たまたまなんじゃ？　特別な感情なんてあるはずないし」

「それでも、私なんかよりもずっと、あなたのほうが彼の中で存在感があるってことですよ。……悔しいけど」

　軽く唇を噛かんでいる彼女を目の当たりにしてしまうと、それ以上なにも言えなくなって閉口した。

　朝美ちゃんの言うことを肯定したわけじゃない。でも、さっきと同じように、今、私がなにか言っても彼女を傷つけるだけかもしれないから。

「……包帯、取れかかってますよ」

「あ……。本当だ。夢中になってたから全然気づかなかった」

　言葉に詰まっていた私に、朝美ちゃんが膝を指してぶっきらぼうに言う。

　膝を見ると、緩くなった包帯が今にもほどけてしまいそうになっていて、苦笑しながら腰を曲げた。ぐるっと適当に巻き直していると、呆れ声が降ってくる。

「足を怪け我がしてるのに、こんなことで全力疾走するなんて」

『馬鹿みたい』とでも言いたげな口調に、明るく笑って返した。

「中途半端なままって嫌だなぁって思うから。手が届くところにいるなら、思いきって追いかけたほうが気が済む性分っていうか」

　乾いた笑いと共に思い出しているのは、卓也のこと。

　別にもう未練なんてこれっぽっちもないけれど、文句のひとつでも言ってから別れたかった。今なら、それに加え、一発殴ってしまうかもしれない。

　そうしたら、もう少しすっきりした気持ちでこれからの生活を送れると思う。

「……私が覚えたらいいのかな、って思ったんです。経理について。前に、東海林さんとおじいちゃんが話してた、会計ソフトのこととか」

　包帯を巻き終え、身体を起こそうとしたとき、急に朝美ちゃんがそんな話を始めた。目を丸くして見上げると、彼女は遠くを見つめながら続ける。

「手伝いは好きだし、それでお店の役に立つなら……。おじいちゃんがパソコン無理でも、私なら覚えられるだろうし」

　ひとりごとのようなその話に、どこか迷いを感じた気がして、私はふと、思ったことをそのまま口にする。

「……でも、それをマスターは本当に望んでるんですか？」

　その指摘に、今度は朝美ちゃんが目を見開いた。そして、首をゆっくりと横に振って力なく笑い、肩を落とす。

「私の中途半端な気持ちが、おじいちゃんには伝わっていたのかもしれないですね。店を継ぐ覚悟はまだないだろうって言われて」

「それは、中途半端だから任せられないっていうことじゃなくて、あなたが大切な存在だから、人生を自由に選んでほしいってことですよね。きっと」

　そう言うと、朝美ちゃんの大きな目が、さらに大きくなった。

　だって、どこの親も祖父母も、そうなんじゃないかな。選択肢として考えてくれるのはうれしいけれど、本当にやりたいことを見つけてほしいと願うものなんじゃないかって思う。

　そこまで考えると、三浦さんの話を思い出す。

　東海林さんのご両親も、そういう気持ちがあって、お店を再建しなかったのかもしれないな……なんて。

「そうかもしれないですね。でも、私がこれからいろいろと考えた先に、残ったものがあのお店なら。やっぱり私は、おじいちゃんのあとを継ぎたいと思いました」

　吹っ切れた顔で言う朝美ちゃんが眩しい。

　それは朝陽のせいなんかじゃなく、紛れもなく彼女自身が光を放っている。偉そうな御託を並べながらも、私にはそんな目標がまだ見つかっていないから、余計に彼女が輝いて見えた。

「そのときは、補佐しかできませんけど、私もサポートさせてもらいたいです」

「いえ。その頃には、ある程度のことは自分でできるようにしてますから」

　即答されてしまうと、信念もなにも持っていない自分が情けなくなる。

「そう、ですよね……」

　がっくりと項垂れ、足元を見つめながら消え入る声で漏らす。

　私が努力している分、朝美ちゃんだって同じように成長していそうだもの。

　不ふ甲が斐いない思いで俯いていると、目の前のカサッという音にゆっくりと顔を上げた。

「あなたは、たまにコーヒーでも飲みに来てください。……東海林さんと一緒に」

　さっきのサンドイッチを私に差し出しながら、彼女は静かに笑った。

「『お節介で、うるさい新人に手を焼いている』……そう言っていた東海林さんのぼやきの意味が、よーくわかりましたよ」




　急いで引き返した私は、事務所の出入口前でゴクリと唾を飲み、ひとつ息をついた。

　時刻は午前九時過ぎ。規則では八時半出社なのに、三十分以上の遅刻。さらに、またもや私情を挟んだ上の遅刻だから、もう言い逃れはできない。

　……クビ、決定。

　戦力外通告されることがわかっていて、平気な心情でこのドアを開けることなんてできない。

　でも、ここを通過しなければ、なにも話は進まない。

　勇気を振り絞ってドアノブを静かに回し、おそるおそる顔を覗かせた。

　普段から静かな所内だ。いくらそっとドアを開いたところで、全員に気づかれるのは承知の上。それでも、足音さえもなるべく立てないようにと気をつける。しかし案の定、一斉に注目され、なにから口にしていいのかわからなくなる。

「あ、あのぅ……」

「有川。こっちへ」

　三浦さんと本田さんに見守られる中、東海林さんに応接室へ促される。私は肩身の狭い思いで、身体を小さくしながら東海林さんに続き、入室した。

　五坪弱ありそうなその応接室内で、東海林さんは上座の席に腰を下ろす。長い足を組み、その上で手を重ね合わせると、メガネを光らせた。

「座って」

　そう言われても、素直に座れるような心境じゃない。

「あの、せっかく契約していただいたばかりなのに……。私、また感情任せに……」

　俯きがちにぽつぽつと零し、チラッと上目で正面の東海林さんを窺った。すると、肘ひじかけに右肘をつき、「ふぅ」と東海林さんらしからぬ気け怠だるそうな息をつかれる。

「あれは勤務時間外」

「え。あ、で、でも、結局遅刻を……」

「〝外回り〟からの出社」

「へ？」

　思わずアホみたいな声を出して、ぽかんと口を開けた。東海林さんは、頬杖をついて目を伏せている。そして、少し間を置いたあとに開口した。

「ついさっき、吉野さんから電話があった」

　まったくもって、意味がわからない。

　私は石にでもなったように、瞬きもせずにその場で固まる。その姿を、目を開けた東海林さんは呆れ顔で見てきた。

「吉野さんから、『有川に仕事上の相談を聞いてもらった』と報告を受けた」

「し、仕事上の……って」

　頭の中が混乱していて、ひとつも理解できずにいると、東海林さんが私を鋭い視線で拘束する。

「彼女から、将来のことを『一度まっさらにして考え直す』と言われた。どうしてわかったんだ？　マスターは、彼女が店を継ぐことを望んでいないって」

　全身が動かない私は、どうにか口だけ動かす。

「え？　いや……なんとなく」

「なんとなく？　そんな不確かなまま、彼女に？」

「だって、マスターが、朝美ちゃんを大事にしてそうだということは確信があったから……。あ！　でも、断定した言い方はしてないつもりですよ？」

　無理やり朝美ちゃんを説き伏せたと思われるのは心外だと、慌てて補足する。そんな私を見て、東海林さんは珍しく唖然としていた。

　あの、いつだって冷静で顔色を変えない東海林さんが――。

「俺の口からじゃ、マスターの気持ちをうまく伝えられなかったんだろうな」

　彼が視線を落としてボソッと呟いた言葉は、私の心を揺るがせた。

　初めは、相手の気持ちは二の次っていう、ただ冷酷な性格だと思ってた。だけど、本当はそうじゃなくて、不器用なだけかもしれない。

　もしかして東海林さんって、冷静沈着がゆえにちょっと無神経なところがあるっていうこと、自分なりにわかってる……？

　今の言葉に、自嘲を含んでいると感じた私は、東海林さんを大きな目で見つめた。彼は私の視線に気づかず、スッと立ち上がる。そして、ゆっくり近づいてきた。

「しかし、昨日の今日のその足で、よくあの勢いで走っていったもんだ」

　すると突然、東海林さんが目の前に跪ひざまずき、私の膝に手を伸ばす。

「えっ」

「ああ。よくはなっているようだが、やっぱりまだ痛そうだな」

　まさか、東海林さんの旋毛つむじを見る日が来るなんて……！

　不器用な私が自分で結んだ包帯は、どうやらまた緩んでいたらしい。東海林さんはその節くれ立った指で、器用に包帯をスルリとほどく。

　上司に！　しかも、この東海林さんに！　こんな下僕みたいなこと、させるわけにはいかない！

「あわわわ！　あの、自分でっ」

「〝和み〟の経理は、俺たちがやればいいことだ」

　私の抵抗を制止するように、急に東海林さんが口にした。

『俺〝たち〟』というフレーズが、なんだかすごく温かく感じて、東海林さんの手を遠慮するのを忘れてしまう。

「依頼される限り、全力でサポートする。たとえ、それが依頼主本人ではなく、家族だとしても。それが俺のポリシーで、俺たちのやるべき仕事だ」

　その言葉に、私も含まれてるって思っていいのかな。

　朝美ちゃんには冗談交じりで『コーヒーだけ飲みに来て』と言われたけれど。でも、やっぱり、私なりに〝和み〟の手助けをしたい。今では、事務所や東海林さんの手伝いができたらいいなと純粋に思う。

　気づけば綺麗に巻き直されている包帯に感心していると、立ち上がった東海林さんとの距離に心臓を跳ねさせた。

「それ、吉野さんから？」

「あっ、はい……」

　手荷物をデスクに置く猶予も与えられず、応接室に来た。そのため、さっき朝美ちゃんから受け取ったサンドイッチの存在を、こともあろうか初めに受け取り拒否をした東海林さんに見つかってしまった。

「俺に罪はあっても、食べ物にはないしな。有川がそれを受け取ってくれて、よかったよ」

　小さく「フ」と自虐的な笑いを漏らし、東海林さんは出口へ足を向ける。私はその言葉に、呼び止めるように尋ねてしまった。

「もしかして、あの態度はわざと……？」

　朝美ちゃんに微塵も期待させないように、ああいう言い方を選んだの？

　目でそう訴えかけると、東海林さんはほんの一瞬目を大きくさせ、すぐに淡々とした調子で答えた。

「別に。なにも考えずに言ったことだ。ただ、こういうことは、変に期待させると余計な案件が増えて面倒だからな」

『余計』とか『面倒』とか。そういう単語、少し前までは東海林さんの口から聞こえたら、いい気持ちでは受け取れなかった。だけど、今はそう感じない。他人を思う言葉に変換されて聞こえてきた。

「尾行したり、走って追いかけたり。無鉄砲なだけだと思っていたけど、どうやら今では、俺も有川のそういうところは嫌いじゃないらしい」

　彼はポケットに手を入れ、横目で私を見ると、僅かに口元を緩めてそう言った。

　不意に微笑を浮かべた横顔が、私の心を掻かき乱す。

「面倒かけたな」

　その言葉は、『ありがとう』に聞こえた。

「あの」

「なに？」

　どうなってるの、私。こんなことを思うなんて――。

「私……東海林さんが、気になるみたいです」

　でも、朝美ちゃんを見て、自分も素直になってみようって思えたんだ。
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　ずーんと暗い空気を背負って、デスクに頬を預ける。

　遅刻したせいか、お昼までの時間が普段よりも短く感じ、いつもなら得した気分になっているはず。それにもかかわらず、浮かない気持ちでいる理由。

　それは、さっきの応接室の一件にある。

「どうしたの？　具合悪い？」

　ぬっと視界に入ってきたのは、本田さん。私は慌てて飛び起き、明るく振る舞って否定した。

「あ、違うんです。ちょっと、その、眠気が！」

「そうなんだ。でも、今朝の遅刻はお咎とがめなしだったんでしょ？　東海林さんは時間に厳しい人なのにラッキーだったね。足の怪我があるからかな？」

　本田さんに何気なく視線を足元に送られて、パッと膝を隠すように手を置いた。

「あ、はは。そうなんですか、ねぇ？」

　なんとなく、東海林さんに巻き直してもらった包帯が気恥ずかしくなってしまった。応接室での出来事だったから、私と東海林さんしか知り得ないことなのに。

「あ、本田さんも今日はお弁当なんですね」

　目を泳がせた先に、本田さんのデスク上のお弁当が目に入る。

「そう。っていっても、コンビニのだけどね。今朝、来る途中で買ってきた」

　本田さんは、生しょう姜が焼き弁当のパッケージを見せて、はにかむ。私は笑顔を返しながら席を立った。

「それじゃ、お茶でも淹れましょうか？」

「本当？　ありがとう」

　給湯スペースへ向かう途中、三浦さんのデスクを横切る際にも、お弁当が用意されているのを見つける。

「よかったら、三浦さんもお茶いかがですか？」

「ああ。ありがとう。充くんは？　今日の昼はどうするんだい？」

　三浦さんは、東海林さんを気にして問いかけた。すると、東海林さんは手を止めて三浦さんに顔を向ける。

「ちょっと、急ぎで仕上げたいものがあるので、外に出る暇はなさそうです」

「だけど、少しくらい胃に入れとかんと身体に悪いぞー。若いからって高を括くくってちゃダメだぞ」

「……時間見つけて食べに行きますよ」

　三浦さんの忠告に、少し困惑した様子で返す東海林さんの姿は、やっぱりどこか特別だ。前にも聞いたけれど、三浦さんとの関係が長いからだろう。それと、なんだかんだ、きちんと年上の人を敬うような姿勢は持っているんだと再認識する。

「あ！」

　三浦さんの小言に顔を背けた東海林さんを見て、ふと閃ひらめいた。

　所内に私の声が通ると、全員が一斉に振り向く。私はその注目の中、自席へそそくさと戻った。

「あの、迷惑じゃなければ……これを食べてもらえませんか？」

　バッグから手製のお弁当を取り出して、おずおずと東海林さんに差し出す。

「えーと、今朝たまたま通りかかったところで、美味しそうなサンドイッチを見つけて。つい、衝動買い……してしまいまして」

　無言の東海林さんへ、わざとらしい言い訳をだらだらと並べる。

　だって、朝美ちゃんのサンドイッチを、私がまた渡すのはおかしな話だし。

　三浦さんや本田さんがいる手前、サンドイッチの詳細は口にできないし、口実で『衝動買い』したことにしたけれど。

　東海林さんもまた、そういう事情を汲んでくれるはず。

「夜には傷んでしまうかもしれないですし。そうなると、捨てるのはもったいないし。かといって、そんなに食べられないので。食べてくださると助かるんですが」

　それは嘘なんかじゃない、本当の気持ち。けれど、ここまで東海林さんがひとことも発さない上、手も出してくれないから困ってしまう。

「あ。もしかして、味の心配してます？　一応これでも自炊歴長いので、変なものは入ってないですよ」

　間を埋めるように、次々と言葉を重ねる。しかし、肝心の東海林さんは私を見上げるだけ。一向に口を開いてくれなくて、気持ちが折れそうになる。

「『助かる』って言ってるくらいだし、充くん、受け取ったら？」

　そこで三浦さんが助け舟を出してくれ、ようやく東海林さんが反応を示した。

「……じゃあ」

　たったひとこと発すると、東海林さんは私の手からお弁当を受け取った。

　内心ホッとしたのはいいけれど、今さら気恥ずかしくなってきて、視線をどこに定めていいのかわからなくなる。

「全員が事務所で昼を食べてるなんて、珍しいなぁ」

「そうですね。あ、そうだ。有川さんの歓迎会を開きませんか？　近いうち、みなさんの都合を教えてください」

　そこに再び三浦さんが話を振り、さらに本田さんも乗っかってくれて助けられる。

「おお、いいね。スケジュール確認して、近々教えるよ。な？　充くん」

「私は決まった期日を教えてくれればいい。参加できたらするから」

　本田さんの提案に三浦さんは好意的に返してくれたけれど、東海林さんは、やっぱり東海林さんという反応だ。

　まぁでも、そういう答え、なんとなく想像できていたけど。

　そのはずなのに、落胆した気持ちが確かに存在していて、やっぱり私は、東海林さんのことが気になるのだと自覚する羽目になる。同時に、今朝言われたことを再び思い出して、また溜め息が出そうになった。

　――『就業時間中に、そういうことを二度と言うな』

　あのとき、応接室で最後に言われたのはそんなセリフ。

　彼は、そういう歯に衣着せぬ物言いをする人だと承知の上だったとはいえ、さすがに多少のショックは受けた。……いや、結構な打撃だった。

　それは、三浦さんの『特別』発言や、朝美ちゃんに聞いた話から、どこかでいい答えを期待していたんだろう。そう思うと、自うぬ惚ぼれていた自分が恥ずかしい。

　だいたい、朝美ちゃんの話だって、東海林さんが一度私の名前を出したっていうだけで、その内容は『ひどい新人が来た』とかそういうものだったわけだし。

　それを、いつの間にか都合よく解釈してしまった自分が馬鹿だった。

　お茶を淹れて順番に配っていき、東海林さんのところで、こっそりとデスクの上を見る。隅に置かれている自分のお弁当箱に、きゅうっと胸が締めつけられた。

　……私、なんて厄介な人にハマりかけてるんだろう。

　だけど、走りだした感情を簡単に止めることはできなくて、意識しないようにしようとすればするほどに、彼への関心は大きくなる。

　単に冷たい上司という認識のままだったなら、こんな気持ちにはならなかった。ごく稀まれに垣間見る、彼なりの優しさに触れてしまったせいだ。

　その〝素〟に近づいてみたい、という好奇心と欲望。それと、単純に裏表のなさそうな彼に、一方的に心を許してしまっているのかもしれない。

　私は朝美ちゃんからもらった〝和み〟のサンドイッチを頬張りながら、冷静に今の自分をそう分析した。

　自分の仕事をどうにか定時内に終え、帰り支度を始める。

　今日もこれからバイト。出勤時間までまだ余裕があるけれど、事務所にだらだらと長居していたら変に思われるし、なにより東海林さんに勘づかれそうだ。

　今は姿の見えない東海林さんのデスクを横目で見て、素早く身支度を整えた。

「ね。有川さんって、今日の夜の予定は？」

　デスクまわりの整頓を終え、出口に向かうと、後ろから声をかけられた。

　本田さんはここのところ、前にも増して話しかけてくれる。

　初めは、新人だから気にかけてくれているんだと思っていた。でも最近は、それ以上の好意があったりして……？と感じることもある。

「えっ……と。ちょっと今日は……」

「あ、もしかして、デートだった……？」

　東海林さんに加え、三浦さんもいないから、本田さんは堂々と誘ってくる。

　好かれることはうれしいけれど、この微妙な空気の対応は難題だ。

　特別な好きという感情だとしたら、その気持ちを受け取れないことを態度で示さなければ、相手に逆に失礼だと思うし……。でも、はっきりと告白されたわけでもないのに、勝手な解釈で行動するわけにはいかない。

「い、いえ！　そんな相手いないですから！　その、友達と約束していて」

　最善の対処法がわからないまま、ぐるぐると思考を巡らせ、苦し紛れにありきたりな嘘をつく。良心が痛むところだけど、本当に今日は予定もあるし、ひとまず話を落ち着かせたい。

「そうか……残念」

　申し訳ない気持ちで何度も頭を下げると、本田さんは「また今度ね」と笑う。

　私は罪悪感にも似た気持ちで本田さんに挨拶をし、事務所を出る。ドアが完全に閉まったのを後ろ手と音で確認して、無意識に「はぁ」と息をついていた。

「出入口でそんな溜め息をつかれると、事務所の印象が悪くなりそうだ」

「えっ……！　あ、す、すみません！　つい」

　足元しか見てなくて、全然気がつかなかった！

　勢いよく横の人影を見上げると、外から戻ってきた東海林さんが憮ぶ然ぜんたる表情をして立っていた。私は慌てて出入口前を避けて、直立状態で向き合う。

「あ、あの、お疲れさまです」

　失態を見られていた動揺を隠せないまま、しどろもどろになる。東海林さんは一歩も動かず、私ではなく、事務所の出入口を見ていた。そして、耳を疑うような言葉を口にする。

「……本田は、ずいぶんと君が気に入ってるようだな。この前も、怪我を相当心配していたし」

　東海林さんの発言に、一瞬思考が止まってしまう。

「そういうのじゃ……ないと思いますけど」

　私が自信なさげに、ごにょごにょと答えると、東海林さんは腕を組み、目を細めて質問する。

「歓迎会を近日開く予定と言っていたのに、それ以外で君を誘う理由は？」

　まさか、本田さんとの会話が聞こえていたなんて。だけど、それ以上にびっくりしたのは、東海林さんが、そんな内容を口にしたことだ。

　さらに、その質問は的を射ている気がして、答えが思い浮かばない。

　すると、東海林さんはフイッと顔を逸らすように身体を背けた。

「まぁ、それを断って急いで帰る様子だと、よほど大事な約束があるみたいだな。引き留めて悪かった」

　東海林さんの真意はわからないけど、なんだか誤解をされている気がして、思わず彼の背中に言葉を放つ。

「今朝、東海林さんに言ったことは、嘘でも冗談でもないですから！」

　……なにを言ってるんだ、私は。

　振り向く東海林さんの目が大きくなったのを見て、すぐに後悔した。

　またこれで、私のイメージはマイナスだ。同日に、一度ならず二度までも私情を挟んだことを言うなんて。

　ジッと東海林さんに見下ろされ、指一本動かせない。

　でも、固まっているのは東海林さんも一緒。私を近距離で見下ろしたまま、なにも言わないから、勇気を出して私が口火を切った。

「き、勤務時間外の発言ですもん」

　この期に及んで、さらに可愛くない発言しかできない。だけど、強気のふりでもしていないと、立っていられない。

　どんな言葉が飛び出してくるのかと、ビクビクと構える。

　覚悟を決めてグッと顔を上げると、東海林さんがメガネのブリッジを右手の中指で押し上げた。それから、目を伏せて低く静かな声で言われる。

「君の働きぶりは評価する。でも、あまり羽目を外した発言は控えるように」

　そして、東海林さんは一度も私と目を合わせることなく、事務所へ戻っていってしまった。




　午後十一時過ぎ。バイトも終えて、ようやく一日が終わったとホッとひと息つく。

　帰る途中で二十四時間営業のスーパーに立ち寄り、明日の食材を買う。あとは、まっすぐ家に向かうだけ。

　エコバッグをぶら下げ、まだ煌々と光る看板の間を縫うように夜道を歩いていく。ダイニングバーやカラオケのネオンを横目で見ると、今でもあの日を思い出す。

　東海林さんと出会った夜のことを。

　あれって、今思えば、ものすごい奇跡みたいなものだよね。たまたま通りすがった東海林さんが、気まぐれで声をかけてくれて……。

　回想しながら足を止め、アスファルトの一点を見つめる。

　でも、気まぐれでここまでしてくれるわけない。きっと……いや、絶対、これは東海林さんの優しさ。素っ気ない言葉の裏に隠されている温かさだ。

　……なんて、ただの同情かもしれないけど。

「はぁ」と肩を落として溜め息をつき、とぼとぼと歩き始める。すると、右側からカラン、というドアチャイムの音がして、なんとなく目を向けた。

　そこは、しゃれた佇まいのバーで、ドアを開けて出てきたのはひとりの男性だった。

　スーツを着た長身の男性は頭を垂れ、少し足元がふらついた様子でこちら側に歩いてくる。

　明日が平日でも飲みに行く人は行くんだな、なんて思っている間に、その男性は私の立つ路上に出てきた。無意識にその人を観察していると、俯いていた顔が不意にこっちを向く。

　そのメガネの形に見覚えがある。……というか、よくよく見たら、スーツも、その目も顔も、知っている。

「しょ、東海林さん!?」

　信じられない気持ちから、思わず道端で大きな声を上げてしまった。

　なんで！　まさか、こんなところで！

　茫然と口を開けていると、驚いている私のほうが異常なのかというくらいに、彼の反応は至って冷静なものだった。

「……有川」

　そうして、驚いた目を向けるわけでもなく、私の名前をいつも通りに発音した。

　仕事中は、ピンと背筋を伸ばしている東海林さんだけど、今はお酒が入っているせいか、少し気怠い様子で立っている。それでも、口調はいつもの調子だし、人を緊張させるオーラも健在だ。

「え、えぇと、お疲れさまです……」

　戸惑いながら、とりあえず挨拶を口にして頭を軽く下げる。姿勢を戻すと、東海林さんはこちらをずっと見ていて、どうにも気持ちが落ち着かない。

　そもそも、今日は朝だけでなく、帰るときまで一日微妙なやり取りをしたから、余計にばつが悪い。それに、こんな時間にスーツのままうろついていたら、怪しまれるかもしれない！

　そんな不安がよぎったけれど、冷静に思い返す。

　帰り際の本田さんとの会話が聞こえていたということは、私は友達と約束していたということになっているはず。それなら、この時間に外をうろついていても不自然ではないよね。

　自分の発言をおさらいして、かけもちのバイトのことは、とりあえずバレなさそうだとホッとする。

　あとはこの状況をどう打開して、ボロが出ないうちに家に帰るかだ。

　東海林さんは、相変わらず私を見るだけでなにも言わない。立ち去るわけでもなく、ただそうやって向き合われると困る一方だ。

「あ、あれなんですね。東海林さんも、ひとりで飲んだりされるんですね」

　引きつった笑顔で、さりげなく話題を振る。頭の中では、この場面をどう攻略すればいいのか、いっぱいいっぱい。

　そんな必死な言葉も、東海林さんはひとことで返し終えてしまう。

「いや。滅多に飲まない」

「えっ。あ、そうなんですか……」

　会話が終了してしまった気まずさの中、小さく首を傾げる。

　ん？　じゃあ、なんで今日は飲んでるんだろう？　接待とかあったのかな？

　そう思って確認するも、付近には知り合いらしき人影は見当たらない。

　もしかしたら、毎日仕事に追われて息抜きしたかったのかもしれないし。だったら、こんなとこで私に時間遣ってないで、少しでも早く帰って休んだほうがいいよね。

「足止めしてしまったみたいですみません。どうぞ帰宅して――」

「ちょうどいい。責任持って、付き合え」

　ペコペコと頭を下げて後退りする私の腕を、突然、東海林さんが握る。

「は？　責任って……」

　至近距離は初めてじゃないけれど、こんなふうに腕を掴まれたことはない。

　吃驚する私に構わず、東海林さんは腕を掴んだまま歩きだそうとする。

　い、いや、『責任持って』ってなに!?　ていうか、パッと見では素面しらふっぽく思ってたけど、よくよく観察したらちょっと目が据わってるかも！

　斜め後ろから東海林さんの横顔を凝視して判断できるのは、この状態でこれ以上は飲ませられないということ。

「しょ、東海林さん！　明日も通常運転ですよ？　もう、今日は帰られたほうが！」

「そうやって、俺に臆することなく意見する女性は君くらいだな。本当、迷惑な話だ」

　歩きながらチラリと目を向けて言われたことに、正直ほんの少し傷ついた。

　確かに、超新人で税理士についても素人しろうとのくせに、生意気ばっかり言って、可愛くない新入社員だとは思う。でも、気になっている相手に『迷惑』とはっきり面と向かって言われると……。

　それでも彼の、嘘をつかず、正直に口にしてくれるところに惹ひかれた節もある。

　惚れた弱みとでもいうものなのかな。ていうか、私、やっぱり惚れてるんだ。改めて自分の気持ちに直面すると、冷静でいられなくなりそう。

　私は、軽く頭を振ってこれ以上のことは考えないことにした。

「とっ、とりあえず、タクシー捕まえますよ！」

　車道側に向かって、空いている左手を高く上げる。すると、すぐにタクシーがハザードランプをつけて停まった。

「東海林さん！　タクシー停まりましたって！」

　私の腕を引いて、まだ歩いていこうとする東海林さんを制止するように、足に力を入れる。東海林さんはくるっと振り返り、タクシーに視線を向けた。

　よかった、と安堵するのも束つかの間ま、東海林さんはなぜか私の腕を、いまだにしっかりと掴んでいる。全神経が右腕に集中する中、東海林さんが後部座席に片足を乗せた。

　腕を解放されるタイミングは、ここのはず。ここで一礼して、挨拶したら、それで終わり。役目終了だ。

　しかし、ドクドクと騒ぐ心臓でその瞬間を見計らっていたのに、一向に掴まれている手は解放されない。

「……えぇっ!?」

　そこでさらに、予測していない展開に声が漏れてしまう。

　あろうことか、東海林さんはシートの奥へ移動する直前に、私を強引にタクシーに引き入れた。バタン、と閉まるドアの音も聞こえないくらい、頭の中は真っ白。これでもかと大きく見開いた目で、隣に座る東海林さんを凝視する。

　私の視線に応えるように、チラリと涼しい瞳を向けた東海林さんが、艶のある低音で囁ささやいた。

「……それじゃあ、付き合ってもらおうか」

　卒倒しそうな、この現実離れしたシチュエーション。

　まさか東海林さんが冗談を……言うわけない。けれど、それ以上に、こんなふうに強引に巻き込むようなこともするはずがない。

　それでも現実には、私を隣に座らせ、涼しい顔で車窓を眺めている。

　真っ暗な夜空の下、無言の私たちを乗せて走るタクシー。

　あれから、東海林さんは私に声もかけず、顔を向けることもなく、ただ外の景色を眺めていた。私はというと、隣の東海林さんが気になりながらも、直視するようなこともできず。彼と同じように、逆側の窓の外を横目で見ているだけ。

　暗い街並みをスイスイと流れていく景色は、いったいどのあたりを走っているのか、正直見当もつかない。だけど、乗車して東海林さんが運転手に行き先を告げていたから、方向はなんとなく理解していたつもり。

　……そう。私の家とは真逆の方向だ、と。

　大丈夫。隣に座る人は上司で、明日も顔を合わせるわけで。だったら、これ以上おかしなことにはならないはず。それに――。

　仄ほの暗ぐらい車内で、東海林さんの綺麗な横顔を見る。

　もしかしたら、かなり酔っているのかもしれない。

　動かず窓の外を眺めているのは、気持ちが悪いのを堪えているからだったりして、と心配してしまう。そうだとしたら、放っておけない。

　私は、おずおずと東海林さんに尋ねる。

「あの……具合とか、大丈夫ですか？」

「具合？　強いて言うなら、今日は一日中、気分はよくない」

「えっ。まだかかりますか？　東海林さんの家って。もうちょっと我慢してください！」

　受け答えはわりとはっきりしている。でも、その内容に慌ててしまう。

　車内でオロオロとしながら早く着くことを一心に願っていると、まもなくタクシーが路肩に停車した。やっと到着した、と思わず顔を綻ほころばせ、東海林さんを気遣いながら先に降車する。

　酔っていても具合が悪くても、東海林さんはきちんと支払いをしてスマートに降りてきた。私なんて、早く降りることばかりで、支払いのことなんてすっかり忘れていたのに。

　自己嫌悪しながらも、まずは具合の悪い東海林さんを優先しなければ、と気持ちを切り替える。けれど、タクシーから降り立った目前にそびえ立つマンションに、早速足を止めてしまった。

　十数階の高さがある高層マンション。外観は暗くてよく見えないけれど、オレンジ色の灯りが漏れる広い出入口の様子から、とても綺麗なマンションなのだということがわかる。

　ぽかんと立派なマンションを見上げている私を置いて、東海林さんはエントランスへ足を進める。その後ろ姿を眺めている間に、彼はオートロックを解錠していた。

　ここまで帰ってきたら、もう大丈夫だよね。酔っていても、全然私なんかよりしっかりしてるみたいだし。

　どうやら杞き憂ゆうだったようだ、と東海林さんの横顔を外から見ていると、エントランス越しに、はたと目が合う。深く頭を下げて踵を返したときに、自動ドアが開く音がして、つい足を止めてしまった。

　さっきまでエントランスホールにいたはずの彼が、私の目の前にやってくる。

「なにしてる。最後まで面倒見て付き合っていけよ」

　見下ろされながら低い声で言われ、困惑した私は何度も目を瞬しばたたかせる。

「なっ……！　最後まで……って言われても」

　なんか、やっぱり東海林さん、おかしい。

　彼の異変を再確認した矢先、再びがっしりと腕を拘束され、ずるずるとマンションに引きずり込まれてしまう。

　ロビーを抜け、エレベーターに乗り込む。上昇するエレベーター内でも腕は掴まれたままで、私の頭の中はパニックに陥っていた。

　まさか大きな声を出すわけにもいかない。いや、ここはそうすべきなの？　でも、相手が相手だし……。

　結局考えが纏まらず混乱しているうちに、あっという間にエレベーターが停まり、ドアが開く。パッと見上げると、示している階数は十。十階だ。

【１００７】というプレートの下に、【東海林】と書かれているところを見ると、この部屋が東海林さんの家で間違いない。表札にきちんと名前を表記しているあたり、真面目な性格なんだろうな、と頭の片隅で思った。

　こんなところに住んでるんだ、などと関心を示しながらも、置かれている状況にやっぱりそれどころじゃなくなる。なに食わぬ顔で玄関も解錠する東海林さんの横顔を見上げ、どうにも冷静になれない私は動揺しながら話しかけた。

「も、もう送り届けましたし、いいですよね？　大丈夫ですよね？　歩けますよね？　それじゃあ、私はこれで失礼し――」

「……『大丈夫』？　全然、大丈夫じゃない」

　ゆらりと私の顔に影を作り、ジッと濃い色の瞳を向けてくる。ゆっくりと東海林さんの右手が私の頬に触れ、心臓が口から出そうになった。

　帰るタイミングを必死で作ったにもかかわらず、その目にいとも容た易やすく阻止される。

「〝私情〟……か」

　ぽつりと呟いた彼の言葉に戸惑っていると、そのままグイッと玄関にまで引き入れられてしまった。

　不意打ちが続き過ぎて、こんなところまで来てしまったけれど、本当、この先どうなっちゃうの!?

　破裂しそうな心臓を片手で押さえ、向けられ続ける視線に耐え忍ぶ。

「ちょ、あの、東海林さ――」

「……水」

「えっ。み、水……？　って、だ、大丈夫ですか？」

　東海林さんはそう言うと、急に壁に背をもたせかけ、口元を片手で覆う。

　一転した様子に狼狽え、俯く彼の顔を覗き込んだ。

「すみません、おじゃましますね！」

　具合の悪そうな姿を目の当たりにすると、考えるよりも先に、身体が勝手に動く。

　急いで靴を脱いでリビングに向かい、対面キッチンを見つけてグラスを拝借した。それにミネラルウオーターを注ぎ、小走りで玄関へ戻る。

「冷蔵庫、開けちゃいました。水です。飲めますか？」

　ゆっくりと語りかけ、グラスを差し出す。東海林さんは少し間を置いてから、口を覆っていた大きな手でグラスを受け取った。

　彼は喉を鳴らして飲み干すと、ふらりとした足取りで廊下を歩きだす。その歩き方がなんだか頼りなくて、思わず背中を追って、東海林さんの左腕を自分の肩に回した。

　急に足元がふらつき始めたのは、自宅に着いて安心したからかな？　きっと横になりたいんだろうけど、ベッドルームがどこだかわかんない。

　行き先がわからないだけに、誘導することが叶かなわない。せめて、とバランスを取るように腕を支えていると、やはり酔っていてもそこは東海林さん。きちんとベッドルームへ入っていった。

　ドサッと勢いよくベッドに仰向けになった東海林さんを見下ろし、「ふー」と息をつき、汗を拭ぬぐう。

　スーツのままだけど……そればかりは私にはどうにもできない。メガネくらいは外してあげようかな。

　月明かりだけの薄暗い部屋で、そっと東海林さんの顔に両手を伸ばす。

　メガネのテンプルに人差し指が触れた瞬間、水を飲んでいたときからほとんど開いていなかった目が、ゆっくりと開いた。

　心臓が跳ね上がったけれど、どうにか声は我慢して、まるで〝だるまさんが転んだ〟のように動きを静止させる。

　東海林さんの目の焦点が合っていない気がした私は、きっとまたすぐに眠ると考えて、そのまま動かずにいた。すると、予想に反する出来事が私を襲う。

　焦点をゆっくり私に合わせられ、視線がぶつかる。刹那、メガネに伸ばしていた手を捕えられる。

「行くなよ」

　信じられないセリフに言葉を失う。そのまま手首を引かれ、ダブルベッドにバランスを崩してしまった。

　かろうじて東海林さんの上になることは逃れたものの、彼の真横にうつ伏せの状態になる。慌てて体勢を整えようと身を反転させると、いつの間にか東海林さんが私を組み敷いていた。

　両手を顔の横に置かれてしまって、逃げ場は完全にない。仄暗い室内で、ギシッと軋むスプリングの音が、より緊張感を増す。

　鈍く光る東海林さんの瞳に、まるで金縛りに遭ったような錯覚を起こしていた。

　目も逸らせぬまま、東海林さんの唇が静かに開くのをただ見つめる。

「今日は、ずいぶんと俺を翻ほん弄ろうしてくれたな……？」

　ほ、翻弄……？

　頭の中で聞き返すけれど、実際に声は出せない。

　普段見ることのできない位置から仰ぎ見る東海林さんに、あろうことか見入ってしまっていたのかもしれない。

　見上げていると、はらりと東海林さんの髪が流れ落ちてくる。いつもは軽く後ろに流している黒髪が、彼の顔を少し隠す。たったそれだけの変化が、すごく色気を増して感じ、胸がさらに高鳴った。

「いろいろと振り回されたおかげで、今日は集中力が半減した。しかも、仕事後でもこのザマ……」

　言葉を発するたびに動く喉仏。静寂な空間に、しっとりと響く声。

　すべてが私を刺激して、目の前の東海林さんの言動は、酔った勢いだということを忘れてしまいそうになる。

　恍こう惚こつとしている私の唇に、東海林さんの右手が触れた。

「有川。この責任をどう取るんだ？」

「そんなこと、言われて……も」

『逃さない』とでも言うように視線で拘束され、長く綺麗な人差し指は、イタズラに私の唇をなぞっていく。

　羞しゅう恥ち心と共に、快感にも似た感覚が、頭から爪先まで駆け巡る。

　完全に捕獲された私は、ゆっくりと東海林さんの顔が近づいてきているのがわかっていても抵抗できず、目を固く瞑つむった。その先を想像して……。

　しかし、次の瞬間。その想像とは違う展開に、私はすっかり素に戻る。

　なんと、東海林さんは頭を私の鎖骨に乗せ、スースーという寝息を立てている。

　稀にみる緊張場面のあとだからか、一気に力が抜け落ちた。そのせいで、上に乗っかっている東海林さんを退しりぞける力は残っていなかった。

　……はー。びっくりした……。

　心の中で呟き、今でも騒ぐ自分の心臓に苦笑する。

　完全に酔った産物だよね、これ……。でも、ちゃんと『有川』って言ってた。私っていう認識はあったんだ。だとしたら、『翻弄』とか『責任』って、どういう意味だったんだろう。

　暗い部屋に慣れてきた目で、高い天井をぼんやりと見つめて考える。

　どういう意味もなにも、仕事のことでしかあり得ないよね。生意気ばっかり言ってたから。

　そうこうしているうちに、瞼が落ちてきて、視界がぼやけていく。

　ああ。早く、東海林さんを起こさないように抜け出して、家に帰らなきゃ。お風呂も入りたいし……明日も朝から仕事……。

　しなければならないことを頭では懸命に考えて、命令を下しているのに、身体が言うことを聞かない。夜まで仕事していた疲れに負けてしまったのだ。

　そして、東海林さんの重みも忘れて、私はそのまま眠りに落ちてしまった。




　ブブブッ、と繰り返される振動で脳が少しずつ目覚めていく。

　なかなか開かない目のまま、手探りで携帯を探すのは毎日のこと。だけど今朝は、どれだけシーツに手を泳がせても携帯が見つからない。

　今度は逆の手を動かしてみると、トン、となにかにぶつかる感触がした。

　それは携帯じゃない、柔らかいもの。枕かと思えば、それよりも大きくて、引きしまった感触。それに、なんだか温かい。なんだろう、これ。

　不思議に思って何度かそれを手で擦り、ゆっくりと瞼を開き、視界を広げていく。

「ん……。えっ？　あっ、あぁっ！」

　寝起きの掠れ声にもかかわらず素っ頓狂な声を上げてしまったのは、触れているものの正体を思い出したからだ。飛び起きて、顔をおそるおそる確認する。

　これは、紛れもなく東海林さん……！　私、寝落ちしちゃったんだ！　っていうことは、ここは……。

　眼下に映るのは、いつの間にかスーツの上着を脱いでメガネを外し、静かに寝息を立てている東海林さん。おそれ多くも、東海林さんの身体に置いていた手をそっと離し、飛びのきたい衝動をどうにか堪えて小さく呼吸をした。

　部屋を見回すと、見覚えのない部屋。昨日は、部屋を冷静に観察できる状況じゃなかったから当然だ。

　六畳くらいの間取りに、今、自分がいる広いベッドと本棚が設置されている。

　まるで夢でも見ているように茫然としていると、隣に横たわっている東海林さんが寝返りをして目を静かに開く。その一部始終を見ていたけれど、今さら逃げることもできない。

　第一声は、なんて言えばいいの？　『おはようございます』？　『昨夜の行動はどういうつもりですか』とか？　いやいや、そんな突っ込んだ質問、怖くてできない。

　結局、私がひとことも発せずに硬直していると、彼は片腕でギッとベッドを沈ませ、半身を起こしながら目を細めた。そして、怪訝そうに眉をひそめて、愛想悪く言う。

「……誰だ？」

　だ……誰ってどういうこと!?　自分で拘束して帰してくれなかったくせに！

　呆気に取られてなにも返せずにいると、東海林さんはギシッとさらに深くベッドを沈ませ、脇に腰かける。サイドボードに視線を向け、なにやら探している様子だ。

　東海林さんの反応があんまり過ぎて、私はそのショックを引きずって、ベッドの上にちょこんと座ったまま。すると、探し物はサイドボードではなく、ベッドの下に落ちていたようで、東海林さんはなにか拾い上げた。

　皺になったワイシャツの背中を見つめていると、床から拾い上げたものはメガネだったのだとわかる。それを装着した東海林さんは、改めて私を振り返った。

「……有川!?」

　さすがの東海林さんも、この奇怪な状況に驚いた顔をした。

　そりゃそうでしょ。起きたら部下が同じベッドにいたんだから。しかも、『誰だ』とか聞くくらいなんだから、昨日のことは覚えてないんだろうし。だったら余計に、なんで私がここにいるんだって驚くよ。

　記憶が鮮明に残っている私こそ、東海林さんよりも冷静かもしれない。

　動きを止めてしまった東海林さんに、一応、お決まりの質問をしてみる。

「覚えてないんですか？」

「あー……。いや……断片的には……。そうか」

　時間をかけて、徐々になにかを思い出しているような東海林さんに、慌てて大事なところを補足する。

「かっ、勘違いしないでくださいねっ。なにもありません！　ふたりで寝落ちしちゃっただけです！」

　ズザッと後退り、勢い任せに言うと、東海林さんはホッとするでもなく、少し呆れた目を私に向ける。

「……別に、まだなにも言ってないだろう」

「だ、だって、私が襲ったとか思われるのは嫌なので！」

　顔を赤くし、俯いて大真面目に弁解すると、しんと静まり返る。

　まさか、本当に私が襲ったとでも思ってたんじゃ……。

　あまりに反応がなくて、チラッと東海林さんを窺った。ばちっと目が合うと、どうしていいかわからない。顔を真っ赤にし、あからさまに目を逸らしてしまう。

　ああ。いくら私がなにかを言ったって、東海林さんには非常識で迷惑な新人という認識が強いだろうから、疑われるのがオチだ……。

　そんなネガティブ思考に陥りかけたときだった。

　不意打ちの笑い声が、寝起きの私の耳に届く。空耳かと思うくらいの、「ふはっ」という、気の抜けた短い笑い声が。

　顔を勢いよく上げると、片手を額に当てながら、声を堪えるようにして東海林さんが笑っていた。

　私はまだ、夢の中にいるんだろうか？　それとも幻？

　狐きつねにつままれた心境で、片眉を上げて笑いを堪える東海林さんをぽかんと見る。彼は、呼吸を整えて口を開いた。

「君は、言動に一貫性がなくて本当に掴みづらいな。おかしな人間だ」

　こんな柔らかい表情と声色の東海林さんは、初めて見る。

　東海林さんって、こんなふうに穏やかな空気も持ってる人だったんだ。

　新発見にドキッとさせられ、さっきとは違う意味合いで頬を紅潮させてしまう。

「……だからか。振り回されるのは」

「え？」

「いや。こっちの話」

　どこか機嫌よく感じるのは、私の気のせい？

　レースのカーテンから射し込んでいる朝陽のように、清すが々すがしい雰囲気の東海林さんに、私のほうこそペースを乱される。昨日は逆に、夜の空のように深く力強い雰囲気の彼に引っ掻き回された。

　この人は、いったいどういう人なんだろう。

　仕事中は表情も変えず、近寄り難いクールな上司。それでいて、お酒が入ると上司のときとは違った強引さを見せる。それだけかと思えば、こうして完全オフのときは、目を奪われるような笑顔を曝さらけ出して……。

　そのギャップは反則だと、声を大にして言いたいくらい、別人だ。

　いつもはピリッとした緊張感を出しているのに、今いる東海林さんは、優しい雰囲気を纏っていた。

　想像を絶する東海林さんの爽やかな笑顔は、ギャップ云うん々ぬんよりも、ただ見とれてしまう。

　おもむろに立ち上がった東海林さんを、無意識に目で追う。

　カフスボタンを外しているだけなのに、朝陽が横顔を照らしているせいか、ものすごく眩しく目に映る。

　完全に意識を奪われていると、スヌーズ設定で再び振動を始める携帯に肩を上げた。携帯の居場所はバッグの中。どうりで、寝ぼけながら探っても見つからなかったわけだと苦笑する。

　携帯を取り、すぐにアラームを止めると、時刻を確認してハッと現実に戻った。

　アラーム設定はいつも午前六時。だけど、今は何度目かのスヌーズだったから、十五分は過ぎている。

　自宅からなら、たかだか十五分くらいのロスならなんともない。けれど、ここは自宅ではない。東海林さんの家だ。

　昨日の出来事はあまりに衝撃的なことが続き過ぎて、ここまでどれだけの時間を所要したのか、はっきりと覚えていない。わかっているのは、私の家はここから事務所を挟んで、ほぼ逆側に位置しているということだけだ。

　要するに、ここから事務所へ向かうにはまだ間に合うだろうけど、自宅に帰ってから出社するのはかなり厳しいということ。

　そこまで計算すると、悩みに悩んだ末に、再び顔を上げる。

「東海林さっ……わっ！」

　視界に入ったのは、上半身裸の東海林さんの背中。

　冷静に考えれば、さっきワイシャツのボタンを外し始めていたんだから、そういう可能性もあるってわかったかもしれないけれど。

「す、すみませんっ」

　遅刻せずに出社するにはどうしたらいいかと考えていた私は、着替えの最中ということまで考えが及ばなかった。ぐりん！と顔を横に背け、目を瞑る。

　東海林さんは、微塵も気にしていない様子で淡々と答えた。

「ああ。クセで、つい。シャワー浴びてくるけど、次、使ったら？」

「へっ？　あ、えぇと……すみません」

　本当は遠慮すべきだってわかってる。でも、昨日の夜のバイトのせいもあって、汗で肌が気持ち悪いし。なにより家に帰るには時間が足りない。

　スタスタと部屋を出ようとする東海林さんの背中に、図々しいついでに、と呼び止める。

「あのっ！　東海林さん！」

「なに？」

　気づけば、いつもの素っ気ない東海林さんに戻っていて、私は緊張状態に逆戻り。

「……なにか朝食を作るのに、キッチンをお借りしても……いいですか？」

　顔だけ半分振り返る東海林さんと目が合わないように、あえて足元に視線を落とし、小声でお願いする。明るい木目のフローリングを見つめていると、答えが返ってきた。

「あいにく、冷蔵庫はあっても材料はなにもない」

　……実は、それはもうすでに知ってます。

　心の中で、こっそりとそう返した。知っている理由は、昨日、東海林さんに水を渡すために冷蔵庫を開けたからだ。

「いえ……。昨日、私が買い物したものがありますので」

　私の言葉に、東海林さんはドアを開けながら背中越しに言った。

「どうぞ。好きなように」

　パタンとドアが閉まり、彼の姿が見えなくなると、ホッと息をつく。

　まるでジェットコースターに乗った気分。緩急激しくて、心臓が疲れてしまう。

　昨日から緊張し過ぎて肩凝りそう……。なんて言いながら、他上人司の家で爆睡できる私の神経の図太さったらない。

　ガクッと自分の無神経さに肩を落とすと、スカートが皺になっていることに気づく。

　皺は目立つけれど、どうしようもない。せめてもの救いは内勤だということだ。あとは来客の目をどうにかごまかすしかない。

　両手で撫なでるようにスカートの皺を伸ばすも、やはり大した効果はない。

　とにかくできる準備からしなくちゃと、ベッドから下りて部屋を出た。

　キョロキョロと不審者のような動きをしながら、リビングを目指す。

　昨日も歩いた廊下だけど、まるで初めて通る道のようでそわそわしてしまう。後ろからシャワーの水音が聞こえ、逃げるようにリビングへ足を踏み入れた。

　わあぁぁ！　すごいドクドクいってる、私の心臓。男の人に免疫がないわけじゃないけれど、相手が東海林さんってだけで通常の倍は心臓に負荷がかかる。

　女の人との過ごし方どころか、私生活がまったくもって想像できない人。だから、こんなことになるなんて思いもしなかったし、今もまだ信じられない。

　……いや。現実はただ寝落ちしただけで、なにもないんだけど。

　そうは言っても、キッチンに立って今朝までのことを回想すると、一気に赤面してしまう。

　――『行くなよ』

　違う。あれは、酔ってただけ。

　そんなこと百も承知なのに、思い出しただけでこんなにもドキドキする。というか、まだ鮮明に覚えている。あの、艶やかな声を――。

　……東海林さんって、どんな女性と、どんなふうに付き合ってきたのかな。

　それを想像するだけで、得も言われぬ敗北感を味わう。

　だって、なんかすごく美人で清せい楚そで頭脳明めい晰せきな女性が浮かんでくるし……。そんな女性が隣にいても、まったく違和感ないのが東海林さんだし。

　そう考えると、つくづく縁遠い人種かも、私と東海林さんって。というか、そもそも現在、彼女がいるかもしれないんじゃ？　だとしたら、私のこの状況、相当マズくない……？

　ガタッと廊下のほうから音が聞こえて、我に返る。

　でも、そうだとしても、今さらどうにもできないし。もう考えるのやめた！

　わざと音をたてて、エコバッグから食パンと卵を取り出すと、新品のように綺麗な調理台に置いた。

『材料はない』と断言されただけあって、本当になにもなさそうなキッチンは、ほとんど使用されていない感じだ。パッと見て唯一、塩と胡こ椒しょう、醤しょう油ゆ程度の調味料があるだけ。お米なんて置いてないみたい。

　ご飯を炊ければ、ついでにお昼のおにぎりくらいは作れるんだけど。……って、お米があったとしても、それは東海林さんのだった。

　この限られた条件の中で、できることなんてたかが知れている。「よし」とひとりキッチンで呟くと、フライパンに手を伸ばした。




　数分後、東海林さんがリビングに現れた。それも、先ほどと同じ、半裸状態で。

「どっ、どうして、ついでに上も着てきてくれないんですかっ」

　目のやり場に困り、背を向けたまま発すると、東海林さんは飄々と答える。

「ああ。また、つい。まぁ、俺の家だし」

「そりゃ……そうです、けど」

　たじろぐ私に追い打ちをかけるように、素肌に白いバスタオルを首からかけた姿で、東海林さんが真横までやってきた。逃げ場のないキッチンで、どうすることもできず、さらに深く俯く。

　なに、なになにー!?　なんで近寄ってくるの？　そして、なぜその場に立ち止まるの？　生意気な私に対する制裁？

　混乱した頭で背けていた視界の端に、なにかが入り込んできた。彼が私に差し出しているのだと気づいて、おそるおそる目だけ動かす。

「えっ……これ！」

　それは昨日、東海林さんに譲った、私のお弁当箱。

「確かに君が言っていた通り、変なものは入ってなかった」

　そのひとことは嫌味なのか、と不ふ貞て腐くされながら蓋ふたを開く。次の瞬間、思ってもみないお弁当箱の状態に目を丸くした。

「わざわざ……洗ってくれたんですか？　東海林さんが？」

　食べてくれてはいるだろうと思ったけれど、まさか綺麗に洗ってくれているとは思わなかった。

「マズかったら、そのまま返してたかもしれないけど」

「ひどっ……！　本当、どうして東海林さんはそういうことを」

「冗談。さすがに、毎日顔を合わせる部下にそんな真ま似ねはしない」

　……部下じゃなきゃするんですか。

　つらっとつけ足した東海林さんの横顔に、こっそりと心の中で突っ込んでしまう。

　だけど、半ば無理やり押しつけた、マズくはないけど美味しくもなかったかもしれないお弁当。それなのに、お弁当箱を洗ってくれたのは、驚きを隠せない。

　だって、違和感満載。今、目の前にいるオフの姿の東海林さんならまだしも、スーツ姿の彼が、あの給湯スペースでお弁当箱をちまちまと洗っていたなんて。おかしいというよりも、もはや怖い気さえする。

　お弁当箱を手にした私を放って、半裸状態だった東海林さんはいつの間にかリビングから出ていた。

　ホッとしたのも束の間。火にかけているフライパンを思い出し、慌てて意識を戻す。

　今、受け取ったお弁当箱を横目で見て、さっきまで迷っていたけれど、勇気を出すことに決めた。

　すると、タイミングよく東海林さんが再びリビングに現れる。見ると、ピンとしたワイシャツを纏い、メガネをかけたいつものクールな上司の姿だ。

　東海林さんは新聞を片手に、リビングの真ん中に置かれているブラウンのソファに腰を落ち着かせた。その背中に向かって声をかける。

「あの、コーヒーでも淹れましょうか？」

　小さな声でも、充分聞こえるくらいに静かなリビング。東海林さんは、ほんのちょっとだけ頭を動かし、少しの間のあと答えた。

「じゃあ、お願いする。右の棚にあるから」

　すぐに新聞に目を向け直した東海林さんに、さっきの〝勇気〟を出す。

「その……。朝食を一緒に、どうですか……？」

　材料もなければ使い勝手も慣れないところだから、本当にお粗末なものしか用意はできなかった。それを、東海林さんにも提供しようかということで悩んでいた。

　断られるだろうと思いながらも声をかけたのは、お弁当箱を綺麗に洗ってくれていたのが無む性しょうにうれしかったから。

　内心、かなり緊張して放った言葉。でも、きっと東海林さんは、予想しているような拒絶を示すのだろう、と心の片隅で覚悟をしておく。

「朝はいつもコーヒーだけで……。ああ、いや。やっぱりもらう」

「べ、別に、無理にとは言いませんけど」

　出だしの言葉で、『ほらね』と、もうひとりの自分が心の中で言った。けれど、それを覆す意外な反応に吃驚して、素直になれずに変な態度を取ってしまう。

　新聞をバサッとソファの隅に置き、立ち上がる東海林さんを直視できない。つい顔を逸らすと、彼はダイニングテーブルに移動しながら小さな溜め息をついた。

「可愛くないな。昨日の弁当が美味しかったから、『もらう』と言ったんだ」

　東海林さんが、ガタッと椅子を引きながら何気なく言ったことが信じられない。それは、背けていた顔を無意識に向けてしまうほどだ。

「お、美味しかった……？　嘘……」

「俺は、この世で嘘が一番嫌いだ」

　……確かに。東海林さんという人は、嘘をつくような人間じゃなさそう。

　でも、だからこそ驚いたし、反応にも困る。

「あっ。で、でも、今回のは本当、大したものじゃないですから！」

　忘れずに前置きをしてから、席に着いた東海林さんの前に、勝手に拝借したシンプルでオシャレな白い角皿を置いた。同じものを向かい側の席にも置き、キッチンに戻ってコーヒーをカップに注ぐ。

　すると、後方から、東海林さんのひとりごとが耳に届いた。

「実家にいた頃は、朝食は必ず出てきたな」

　用意した朝食を見つめる東海林さんの前に、コトッとカップを置いた。

「お料理されるご両親なんですもんね」

「君が、なぜそれを？」

　あ、しまった。

　もうひとつのカップを手にしたまま、天井を見るようにわざとらしく目を泳がす。

「……三浦さんだな」

「……すみません」

　私が根掘り葉掘り聞き出したわけではないけれど、一応、謝罪する。けれど、東海林さんは特に機嫌を損ねてはいないようだった。

　ホッとして、「失礼します」と彼の向かいに腰を下ろしたときに、東海林さんがカップを手にしながら口を開く。

「ひとりで暮らすようになってからは、そういう習慣はなくなった。両親共に料理の腕はあるというのにな。俺にはそういった才能はないらしい」

　フッと自嘲気味に笑う東海林さんに目を奪われる。私の視線に気づいた彼は、カップを置いて不思議そうに眉根を寄せた。

「なに？」

「あ、いえ。その、東海林さんが仕事中も、そうやって笑ってくれたらいいのに、と」

　口から零れた私の馬鹿正直な言葉に、東海林さんは目を丸くする。そして、呆れ顔で返された。

「……楽しくもないのに笑えるか。馬鹿じゃあるまいし」

「まぁ、それもそうですね」

　この仕事って、笑えるような楽しいものじゃないもんね。基本、ミスのないように眉間に皺を作るという仕事内容な気がするし。

　なんだか妙に納得してあっさり肯定すると、東海林さんは意外そうな顔をする。

「俺の言葉に反発しないこともあるんだな」

「なんですか、それ。反抗期の子どもじゃないんですから、考えもなく反発なんかしませんよ」

「そういうセリフ自体、俺に言えるってところがすごいな。今まで女だけでなく、男だって、俺に正面から向かってくる人間を思い出せないのに。本当、感心するよ」

　嫌味ではなく、どうやら心からそう思ったらしい。

　僅かに口の端を上げた東海林さんが、私が出した朝食に手をつけた。言葉に詰まった私も、それに倣って手を伸ばす。

　一枚の皿に乗っているのは、トーストとブロッコリー。トーストの上には目玉焼きを乗せてみた。

　キッチンに立ってから、トースターも見当たらなくて。フライパンでパンを焼いたものの、今度はバターやジャムもないことに気づいた。食べられないことはないけれど、そのまま食べるなんて味気ない。苦肉の策で、目玉焼きに、限られた調味料である塩胡椒をして、トーストに乗せることにした。ブロッコリーの味つけも塩のみだ。

　いつも美味しいものを口にしていそうな東海林さんが、そんな私の地味な朝食を口に運ぶなんて。こんな姿を見られるのは、あとにも先にもきっとない。

　羞恥と関心が入り交じった気持ちで、私は正面に座る東海林さんをさりげなく見つめる。彼は表情も変えず、なにを言うでもなく、ただ黙々と食べ進めてくれた。

　東海林さんの視線がこちらに向きそうな予感がして、慌ててごまかすように俯き、トーストを豪快に口に入れる。

「パン、どうやって焼けた？　うちにはトースターがないのに」

「え？　あ、フライパンで」

「フライパン……なるほど」

『その手があったか』とでも言うように、東海林さんは素直に感嘆する。

　そして、懐かしむような温かな瞳と共に、柔らかい表情へ変わっていくのを目の当たりにした。

「たまに食べると、美味しいものだな。誰かが用意してくれたものだから、なおさらかもしれない」

　職場では見せない、優しい顔つきだけでも息が止まるほど驚くことなのに。続けて言われた言葉に、さらに衝撃を受ける。

　こんなに素直な東海林さんって、初めてだ。

「そ、そういう人はいないんですか？」

　軽く錯乱した私は、気づいたらそんな大胆な質問を口走っていた。

　これじゃあ、まるで、東海林さんのプライベートを探っているかのようだ。

　自らの発言に後悔したけれど、東海林さんは嫌な顔もせず、淡々と答える。

「この年で父親に食事を頼むなんて、考えられないだろう？　母がいれば、また別なのかもしれないけどな」

　驚きょう愕がくの事実を耳にし、私の頭の回線はついにショートしてしまう。フォークに刺したブロッコリーをテーブルに落とし、瞬きもせずに固まってしまった。

「その反応は、マザコンとでも言いたいのか？」

「ちっ、違っ！　お母さん……ご健在だと思っていたので……」

　三浦さんの話を聞いて、勝手に今でもご両親は仲よく料理をしていると思い込んでいたから。それに、東海林さんの年齢はわからないけど、お母さんっていってもまだ若いんじゃないの？

　そうこうひとりで考えていて、私の食事はほとんど進んでいなかった。東海林さんはというと、いつの間にか朝食を平らげていて、先に席を立つ。

「ごちそうさま」

　食べる所作を見ても思ったことだけど、食器をキッチンに片す姿ですら、どこか品を感じてしまう。

　そんな東海林さんをボーッと目で追い、ハッと我に返った私は、行儀もなにもないくらいに急いで朝食を頬張った。コーヒーで流し込むような食べ方に自己嫌悪しながらも、小さく「ごちそうさまでした」と呟いて立ち上がる。

「片づけはいいから。シャワー、使わなくていいのか？」

「え。あ、でも」

　今さらだけど、やっぱり気が引けるというか……。

　遠慮するのが普通なんだろう。けれど、『シャワーを浴びに一度帰りたいので、遅刻させてください』なんて言えるわけがない。まして、時間に厳しい節のある東海林さんだから余計だ。そうかといって、汗くさいまま出社するのはどうしても避けたい。

　困っていると、東海林さんは、私の頭から爪先まで視線をゆっくり動かす。

「そのスーツ、皺だらけだな。替えは……あるわけないか。バスルームに入るときに廊下に出しておけ。トースターはないが、アイロンはある」

「えっ、えぇっ!?」

　トースターがなくて、アイロンがあるの!?　東海林さんがアイロンをかけるだなんて、お弁当箱を洗う姿よりも想像できないんですけど！　というか、そんなことさせられないし！

「いや！　東海林さんに、そこまでは」

「俺の事務所に、その皺の寄ったスーツで出社するっていうのか？」

　両手を突き出す仕草で思いきり遠慮したけれど、あっさりと切り返された言葉に返すセリフが見つからない。

　私は渋々、力なく手を下ろし、深く頭を下げる他なかった。

「お……お願いいたします……」

　ああ。なんて惨めで情けない……。女である私が、男の人に……しかも、上司にアイロンをかけさせるだなんて。

　項垂れるように落ち込んでいると、東海林さんは溜め息をついた。

「慣れてるから気にしなくていい。その代わり急げよ。時間ギリギリだ」

　言われて時計を確認すると、余裕なんて本当にない。

　私は恥を捨て、慌ててバスルームに飛び込んだ。




　ホームで電車を待ちながら、改めて、今着ているスーツを確認する。

　すると、前に立つ東海林さんが振り向いてメガネを押し上げる。

「なにか不満でも？」

「いいえ！　滅相もないです！」

　疑っていたわけじゃないけれど、東海林さんって本当にアイロンをかけることができるんだなぁ、と再確認していただけで。それと同時に、その姿をちょっと見てみたかったなぁ、なんて思ったり。

　そんなことを口にしたら、鋭利な視線が即座に突き刺さることだろう。

　私はわざとらしく咳払いをして、あたりを眺めた。

　朝のラッシュ時間だ。混雑していて当然。だけど、初めて利用する駅となると敏感になるのか、普段使う駅よりも人が多く感じられた。

　ベルの音のあと、電車がホームに到着する。この人の多さで無事に乗れるのかと不安になり、何気なくまわりを見回した。すると、すぐ後ろに小柄なおばあちゃんがいて、人混みに流されて怪我でもするんじゃないかと心配になる。

　乗降口が開くと、一層人の流れが激しくなる。自分のことだけでも大変なのに、私は、どうしても後ろのお年寄りが気になってしまった。

「あの！　私の前に、どうぞ！　押されて危ないので、私と一緒に乗りましょう」

　騒音の中、大きな声でそう説明し、一方的におばあちゃんの手を取る。相手は初め、驚いていたけれど、すぐに私の手を受け入れてくれた。

　混雑する車内にどうにか隙間を見つけ、先に車両へおばあちゃんを乗せる。続いて、自分も車両に片足を乗せたときだった。思いの外ほか、手前の乗客が奥に流れてくれなくて、身体がはじき出される。

　嘘！　このままじゃホームに転倒しちゃう……！

　スローモーションに感じていても、身体が後ろに傾いているのを止めることはできない。反動で上がった自分の右手を他人事のように眺め、次に来るであろう衝撃に備え、目を瞑った。――その瞬間。

　天に向かって伸ばしていた右腕が、大きく力強い手に掴まれる。瞬時に引き寄せられると、背中スレスレでドアが閉まった。

「……いちいち手間をかけさせるなよ」

　大きく響く心音で、その声の主を仰ぎ見る。それは、まわりの乗客よりも頭が半分出ている東海林さんだ。いまだに腕を掴む手も彼のもので、助けてくれたのは紛れもなく東海林さんなのだと認識する。

「す、すみません」

　なんとか体勢を整え、ひとりで立てるようになると、東海林さんは手を放した。

　たった一、二分のことなのに、彼に掴まれていた部分が熱を帯びている。

「あの、私のせいで危ない目に遭って……。ごめんなさいねぇ」

「あ、いえ。それより、どこか掴まるところありますか？　もし、よかったら私の腕に……わっ！」

　謝るおばあちゃんに自分の腕を差し出そうとした矢先、電車が大きく揺れる。身体が後方に傾きながらも、咄嗟におばあちゃんの肩を両手で支えた。しかし、そうすることで自分の荷重制御が利かなくなり、バランスを崩して再び倒れかけてしまう。

　混み合った車内で倒れたら、乗客に迷惑をかけてしまう。下手をすれば、怪我をさせてしまいかねない。

　だけど頭では冷静に考えられても、重力には逆らえない。

　目をギュッと閉じたとき、支えてくれる手の感触が背中に伝わってきた。

「この路線は、いつも大きく揺れるんだ。着くまで気を抜くな」

　上から降ってきた低い声に、目を大きくして振り向く。私の身体を支えてくれたのは、東海林さんの手だ。

「は、はい。すみません」

　こんな短時間で二度も助けられ、申し訳なくてそれしか言えない。

　迷惑ばかりかけてしまったと、素早く体勢を立て直す。

　けれど混雑が続いていたからか、目的の駅までずっと、東海林さんの大きな手が私をひっそりと守ってくれていた。




　降りる駅も偶然同じだったおばあちゃんには、別れ際に改めて「ありがとう」と言われる。

　本当は、私じゃなくて、東海林さんが助けてくれたようなものなのに。

　そう思いつつ、東海林さんの姿を探すと、我関せずといったように先を歩いていた。私はおばあちゃんに頭を下げ、急いで彼の背中を追いかける。

「東海林さんっ。歩くの速いですってば」

　声が届くところまで追いつくと、そのまま少しの距離を保った状態でついていく。

「なんで俺が、君に合わせなきゃならないんだ」

「そりゃ、そうですけど」

　そんなこと言っているけど、昨日は逆に、私を付き合わせたくせに。

　斜め後ろで口を小さく尖らせていると、事務所前の信号で足止めされた。無言のまま東海林さんと並んで待っていると、不意に左隣から声が聞こえてくる。

「あのままホームに転げ落ちてたら、頭でも打って、今度こそ病院だったかもな」

「え？　そんな大げさな……」

「足ヤケドも完治してないのに、他人の心配して無茶なことをするから」

　単なる嫌味かと思ったけど、私の心配をしてくれているのかな？

　そっと顔を上げてみると、東海林さんは心情の読めない顔をしている。彼はゆっくり首を回し、まっすぐ私を見つめた。

「まったく。お人好しもいいとこだ」

　東海林さんが言い終わるのと同時に、信号が青に変わる。すぐに歩き始めた彼の背中を数秒見つめ、今、言われた言葉を反はん芻すうした。

　前にも、同じことを言われた。あのときは、正直いい気持ちはしなかった。だけど、今のは……。

　東海林さんの本質を垣間見た私は、遠くなっていく背中が愛いとしく感じる。

　自分だって、お人好しな部分があるくせに。

　普段は食べない朝食に付き合ったり、『慣れてる』と言ってアイロンをかけたり、電車でずっと支えてくれていたり。

　本当に冷たい人は、そういうことなんかしないよね。

　横断歩道の真ん中で、東海林さんの足が遅まったことに気づく。どうしたのかと思っていると、横目で私のほうを見た。

　それは暗に、私の歩調を気にかけてくれているものだと直感した。さっき、私が『歩くのが速い』って文句を言ったから。

　そんな些さ細さいな気遣いに、どうしようもなく胸が締めつけられる。

　もう、素直に認めるしかない。

　東海林さんのことが、人として……男の人として好きなんだ。

「待ってくださいよ。本当、歩くのが速いですって」

　小走りで追いかけると、ほんの僅かに歩調を緩めてくれた東海林さんの隣を歩いていく。

　事務所のビルに着いて階段を上り、東海林さんが鍵を開ける。それを後ろで待っていると、後方から階段を駆け上ってくる足音が聞こえてきた。ガチャ、と東海林さんがドアを引き開けたときに、階段から姿を見せたのは本田さんだった。

「あ、おはようございます。本田さん」

　少し息が上がっている本田さんを不思議に思いながら、会釈をして挨拶する。しかし、本田さんは、私ではなく東海林さんを見ていた。

「……おはようございます」

「おはよう」

　本田さんの挨拶に、東海林さんはドアノブに手を添えたまま言葉を返し、事務所に足を踏み入れる。それを引き留めるように、本田さんが東海林さんに話しかけた。

「東海林さん、今日は少し遅いんじゃないですか？　いつも僕が出社したときには、とっくにデスクに着いてるのに」

　どこか突っかかるような言い方をする本田さんは、なんだかいつもと様子が違う。私ですらそう感じているのだから、東海林さんなら当然気づいているだろう。

　私は、本田さんの言動に疑問を抱きつつ、事の成り行きを窺った。

「今朝は、有川さんと一緒に……？」

　突然出された自分の名に、思わず目を大きくしてしまう。

　本田さんがなにを言いたいのかが、わからない。彼を凝視していると、東海林さんは狼狽えることなく、至って普段通りに淡々と答える。

「偶然、会っただけだけど？」

　なるほど、確かに。……まぁ、正確には『昨夜、偶然に』ですけどね。

　さらりと答える東海林さんの涼しい横顔に感心していると、本田さんがさらに驚く発言をした。

「そうだったとしても、東海林さんは誰かと並んで歩くことなんて、しないと思ってました」

　ええ!?　本田さん、いったいどうしたっていうの？　どうして今日は、そんなに挑発的なんだろう!?　前に、東海林さんが本田さんに対して失礼な発言をしたときには、そんなふうに感情を露あらわにすることなんてなかったのに！

　ハラハラとしながら、探るように本田さんを見る。そんな私の視線に構うことなく、本田さんは東海林さんから目を逸らさず対たい峙じしている。

　刺さるような視線を受けている、東海林さんはといえば……。

「ああ、そう」

　ポーカーフェイスを崩さぬまま、そんな短い返しをするだけで、まったく気にする素振りも見せずに事務所へ入っていってしまった。

　気まずい空気を感じているのは、きっと私と本田さんだけなんだろう。

　東海林さんって、鉄のハートの持ち主なの？　いや、単に鈍いだけ？

　この場をどう収拾していいのか見当もつかない私は、ただ本田さんに愛想笑いを浮かべるしかできなかった。




　今朝の微妙に気まずい出来事は、気のせいだったのかも。

　そう思ってしまうくらいに、仕事が始まってからの東海林さんと本田さんはいつも通り。気づけば、もう一日が終わる時間になっていた。

　定時を過ぎると、用事があるらしい三浦さんがバッグを持って一番に立ち上がる。片手を上げて、「お先にすまんね」とひとこと謝って帰宅していった。

　笑顔で三浦さんをデスクから見送ると、帰る前に、使用していた応接室を片づけなければと席を立つ。

　応接室に入り、湯呑を片づけてテーブルを拭く。そして、椅子を動かし、床のチェックを始めようかというときにドアが開いた。

　顔を上げると、本田さんが笑顔で立っている。

「なにか手伝うよ」

「いえ。本田さんもお忙しそうじゃないですか。今日も残業するんですよね？」

　本田さんが優しいのは初めからだったけれど、やっぱり最近、ちょっと特別な気がする。

「それに、こんなこと手伝わせたら、東海林さんにまたなにを言われるか」

　ふと、事務所にいるはずの東海林さんを思い出し、口元を手で隠して小声で言うと、本田さんは小さく笑った。

「いや。なんか、『ちょっと出る』って言って出ていったから、大丈夫だよ」

　それを聞いた私が、まだ小声で「そうなんですか？」と聞くと、本田さんは無言で首を縦に振る。不意に本田さんが真面目な顔つきに変わったのを見て、思わず手を止めてしまった。

「東海林さんの存在感は絶大だね」

　その言葉の意図が読めなくて返答に困っていると、本田さんは、さらに真剣な目を向けてくる。

「あのさ。俺、有川さんのこと、いいなって……思ってるんだけど」

「えっ……」

「彼氏、いないんだよね？　どうかな？」

　心のどこかで、好意を向けられていると感じていたのは事実だ。それでも、このタイミングで言われたことは不意打ちだ。心の準備をまったくしていなくて、答えは決まっているはずなのに、全然声が出なかった。

　正面に立つ本田さんに、まっすぐ視線をぶつけられる。だから余計に、緊張してしまって、伝える言葉が纏まらない。

　無言の時間も長くなり、不自然な空気になりかけたときに、本田さんが助け舟を出すように口を開いた。

「彼氏はいないって言ってたよね。じゃあ、好きな相手はいる？」

　具体的な質問で、こっちの返答の負担を軽くしてくれるあたり、やっぱり普段から気の利く優しい人なんだと改めて思う。そして、それに甘えるように、私は無言でゆっくりと頷いた。

　私の反応を見た本田さんは、一瞬驚いて目を大きくさせたけど、すぐに冷静な口調で続けた。

「それって、東海林さんだったり？」

　今朝、ちょっと思っていた。本田さんは私の気持ちに勘づいているのかもしれないって。ここで真っ先に東海林さんの名前を出されたことで、疑いが確信に変わる。

　私は、東海林さんのことが、たぶん好きだ。まだ自覚したばかりで、『たぶん』と保険をかけているけれど……。

　東海林さんの家でのことを思い返し、彼の屈託のない笑顔を頭に浮かべると、やっぱりこの想いは本物だ。

　それを察した本田さんは、少し傷ついた目をする。

　でも、嘘はつけない。傷つけたくないからと、この場を取り繕うのは同情や偽善でしかない。

　わかっているのに、『そうです』とはっきり宣言することも気が引けて、押し黙ってしまう。

　人のことなら身体が自然と動いたり、言いたいことをすんなり言えたりするのに。どうして自分のこととなると、うまくできないんだろう。

　卓也に対してもそう。言ってやりたかったことは山ほどあるはずなのに、なにひとつ言えなかった。まぁ、アイツの場合は、そういうタイミングを与えられる前に消えてしまったんだけど。

「告白は……した？」

　今は本田さんのことを考えなければならないのに、つい思考が脱線してしまった。

　ハッと我に返った私は、真剣な本田さんから目を泳がせ、ボソボソと答える。

「……したような、してないような」

「っていうことは、あんまりいい反応が返ってこなかったのかな」

　即座に返された言葉にへこんでしまう。

　そうなんだよね。相手にされてなかったんだよね。この応接室でした、告白もどきのとき……。

『二度と言うな』みたいなことまで言われて。だけど、はっきり拒否されたから、この気持ち、今なら引き返せるかもって思ったはずなのに――。

「じゃあ、まだ俺にもチャンスはあるよね」

　本田さんが、希望の光を灯した目を向けてくる。

　私はその目に抵抗を感じるよりも、彼の言葉が今思い浮かべたものと重なっていて驚いた。

　――『私にも、まだチャンスはあるかも』

　そう思うのに充分な出来事が、昨夜起きてしまったから。

「返事は急がないから。少し、考えてみてくれないかな？」

　本田さんに、自分を投影してしまう。そういう前向きな表情を、もしかしたら私も東海林さんの前でしているのかもしれない。

　それを思うと、急に恥ずかしくなった。

「あー。俺、夕メシでも買いに行ってくるかな！　すぐ戻ってくるから、留守番いい？」

「え？　あ、はい」

　慌てて応接室を出ていく本田さんは、どこか動揺しているように見受けられた。たぶん、私と同じで、急に恥ずかしくなったのだろう。私もひとりになって、正直ホッとした。

　でも、結局話は終わってないし、むしろ中途半端なままだから、また近いうちにこの続きをしなければならないんだよなぁ。

　冷静に考えてそれに気づくと、今度は深い溜め息が漏れた。

　湯呑を乗せたトレーをすっかり忘れ、悶々とした気持ちで応接室を出る。

「社内にプライベートを持ち込むなって言ってるだろ」

　誰もいるはずのない事務所から声がして、大きく飛び上がった。勢いよく顔を上げると、給湯スペースからカップを手にして出てくる東海林さんが、私のほうへ近づいてくる。彼は構えた私を横切って、そのままデスクに着いた。

「東海林さん、いつから戻ってきて……っていうか、さっきの聞いてたんですか!?」

「数分前にな。ちなみに、本田は一目散に事務所から出ていったから、俺の存在に気づいてなかっただろうな。それと、前にも言ったが、聞いてたんじゃなくて聞こえてきたんだ」

「だ、だからって」

　怒鳴られることもなく、ただ冷淡に正論を突きつけられると、自分に非があるとわかっていても言い訳を口にしたくなってしまう。

「聞かれて困るなら、よそでやればいいだろう」

　それすらも言わせてもらえず、バッサリ言い捨てられると、気持ちの行きどころがない。

　東海林さんは私の想いを知っているはずなのに、少しも動揺する素振りを見せない。それどころか、まったく興味のなさそうな言葉に、胸が押し潰されそうになる。

　初めは、それが東海林さんだし、同情で気を遣われるよりは、そのくらいのほうがさっぱりとしていていいとさえ思えた。そんなところに惹かれてしまったのは、私の勝手だったから。

　だから、昨日から今朝にかけての出来事も、彼のすべてに一喜一憂していたのも、私の勝手。こんなところで傷つくなんて、東海林さんにはまったく関係も責任もないことなのに……。

「聞かされたこっちのほうが迷惑だ」

　ストレートな言葉と歯に衣着せぬ言い方に、不覚にも心が折れてしまったらしい。

　制御する間もなく、スーッと頬をひと筋の滴しずくが伝った。それに自ら気づいたときには、東海林さんにも気づかれてしまって、咄嗟にその場から逃げだす。

　私の視界は事務所の出口だけを捉え、荷物も仕事も一切忘れ、一心不乱に駆けた。数十センチ先のドアノブへ伸ばした手が、横から出てきた大きな手に阻まれる。

　この手に、昨日の夜も今朝も掴まれた。

　たった二度の出来事。それなのに、腕にしっかりとその熱と感触が記憶されている。これだけのことで気持ちが掻き乱れ、瞬時に身体が熱くなることに改めて気づかされてしまった。

　そして、それを自覚した今、顔を上げることなんかできない。

　東海林さんは、俯いた私の手をしっかりと掴んだまま、戸惑った声を漏らす。

「なぜ、泣く……？」

　こっちこそ、『なんで引き留めたんですか』と聞き返したい。

　別に、私なんか逃げたって痛くも痒かゆくもないでしょ？　新しい社員を募集することは簡単だし、恋愛対象にだってなってないみたいだし。

　胸の中ではそんな言葉が次々と出るけれど、それを言ったら涙るい腺せんも決壊しそうで口を噤むしかない。

　なんとか絞り出した声で言ったのは、見え透いた嘘。

「……コンタクトが、ずれただけです」

「昨夜から一緒にいて、コンタクトをしてる様子は見受けられなかった」

　あっさりと嘘を見破られ、私は再び閉口する。右手を掴まれたまま、突き刺さる視線を浴び、さらに俯く。すると、東海林さんが苛立った声を出した。

「俺は、嘘は嫌いだと言ったはずだ」

　そのひとことに、私の中でなにかがプツンと切れる。

「……なんなんですか。じゃあ、どうすればいいんですか」

　東海林さんって、確かに間違ったことは口にしないかもしれないけれど、それはそれで勝手な気がして、不満を露わにしてしまう。

「好意を伝えて突き放されたのに、いきなり『責任取れ』って捕まえられて。その上、『行くな』なんて言われたら……その気になっちゃうじゃないですか」

　でも、言っている途中から、なんだかこれはただの〝女〟の感情論な気がして後悔し始める。

「あんなふうに、優しい目で『美味しい』とか言われたら、誰だって勘違いしちゃいますよ」

　それでも、もう止めることができなくて、ヤケになって胸に溜まっていたものを最後まで吐き出した。

「それが迷惑だと言うんなら、いっそ、本田さんのことを好きになりたい――」

「うるさい」

　ドン！という衝撃と共に、背中に痛みを感じる。

　不意のことで思わず顔を上げると、今まで見たことのない、怒りを浮かべた双そう眸ぼうが私を見下ろしていた。

　右手を掴む東海林さんの力が、さっきまでの比じゃない。その手は後ろの壁に縫いつけられ、逃げ場のない状況に追い込まれる。

　今まで、仕事上、不機嫌そうな東海林さんは何度か見てきた。でも、こんなふうに感情が溢れるような怒りには触れたことがなくて、戸惑いを隠せない。

　揺るがせた瞳を東海林さんに向けると、彼は目を細めて一層低い声を出した。

「――だから、ここは社内だと再三言ってんだろ。これ以上、公私混同させるなよ」

「はっ……？」

「俺を苛立たせるな」

　やや乱暴な手つきで身体を引き寄せられると、そのまま東海林さんの腕の中に閉じ込められる。それは決して優しい手ではなく、激情を感じさせるような強い力だった。

　もちろん、その腕から逃げることは叶うはずもない。

　いや、逃げようとも思わない。

　身長差はたぶん十五センチはあるだろう。そんな東海林さんに抱きしめられると、身体をすっぽりと覆われている気がする。

　痛みを感じさせるほど強く抱きしめる東海林さんの腕には、恐怖心よりも、高揚感を与えられる。

　どうしてこんなふうに抱きしめられているのか、全然わからない。

　されるがままでいると、東海林さんの腕が少し緩み、トサッと肩に頭を乗せられた。そして、くぐもった声が耳に届く。

「ああ、ちくしょう……」

「……東海林、さん？」

「お前のこと……面倒くさいはずなのに、なんで無視できないんだ」

　耳を疑うような心情を吐露され、驚倒する。

「怒ったり笑ったり……泣いたり……気にすれば、疲れるだけなのに」

　東海林さんは言い終えた途端、勢いよく顔を上げ、同時に私の両肩を壁に押しつけた。突然のその行動は、拒絶と思わせるようなものでもあって、私はまた浮上しかけた気持ちを撃ち落とされるのだ、と表情を曇らせる。

　東海林さんだって、言っていることとやっていることに一貫性がない。

　そう思って、恨めしい気持ちで眉根を寄せ、東海林さんを見上げる。すると、新たな一面に遭遇して目を丸くしてしまった。

「え……？　なんですか……？」

　なんで、そんな顔をしているの？

　呆気に取られてしまって、最後までそう聞くことができない。

　苛々している様子も珍しかった。けれど、それ以上に希少価値のある、照れているような、動揺した顔をしているから。

「な、なんでもない。ただ……」

　東海林さんは、あからさまに私から目を逸らし、メガネを手のひらで覆うようにしてボソボソと続けた。

「急に俺と同じ匂いがしたから……ちょっと不意打ちを食らった」

　まだほんのりと赤い頬で言われると、こっちまで赤面してしまう。

　そうだ。私、今朝は東海林さんの家でシャワーを浴びさせてもらったから。当然使ったものは東海林さんと一緒なわけで、香りも同じなんだ。そんなこと、今言われるまで意識もしなかった。

　それに気づかされると、まるで今も東海林さんに包まれている気がして、さらに身体が熱くなる。

　え？　でも、待って。この反応って……。

　口を閉ざした彼を、ジッと見る。

　東海林さんの鉄面が剥がれたと確信した私は、彼の手をメガネから引き剥がす。

　同じ香りで赤面するって、意識してくれてるっていうことだよね……？

　彼の素顔が露わになった瞬間、思わず口から出ていた。

「――好きです」

　私の告白を聞いて、東海林さんはメガネ越しに切れ長の目を一層大きくする。そして、口元を手で覆うと、顔を赤くした。

「……だから、そうやって、業務時間中に俺を翻弄するなと言っている」

　そのあと、彼の顔つきは再び別のものに変わる。

「まいったな」

　そう口にした彼は、降参というように眉を下げ、微かに笑った。そして今度は、仕事中の冷淡さとはまた違う、凛々しい面めん貌ぼうをしてみせる。

　そのクールさを残した強気な視線に捕われ、目が離せない。

「ここまで他人にペースを乱されるのは初めてだ」

　東海林さんの瞳に吸い込まれていると、腕を掴んでいたのは私のはずが、いつの間にか逆転されていた。

　彼の長い指が、私の手首を絡め取っていくのを傍観する。

　次の瞬間、視界が遮られ、東海林さんとの距離はなくなっていた。







ＲＵＬＥ６・嘘は気づかれないようにすること













　先週末の金曜日を思い出すたび、夢だったんじゃないかと疑ってしまう。

　あまりにも実感がなさ過ぎて、東海林さんに掴まれた手首を、もう片方の手で同じように握ってみる。自分で指を回しても、せいぜい中指の爪に届くのがやっと。東海林さんの手は、もっとずっと大きかった。

　力強く指を回され、握られて。彼の存在を誇示するように、私の手にはしっかりとした感覚が刻まれている。

　あのキスは、気持ちを受け止めてくれたのだと思っていいんだよね……？

　東海林さんは、掴みづらくて理解できない部分もあるけれど、本質的には正直な人間だと思ってる。騙したりすることはないと信じたい。

　これ以上、誰かに騙される人生なんて嫌だ。でも、それ以上に、人を疑うような人生はもっと嫌。

　出社する道のりは、ずっとそんなことを考えながら歩いていた。




　事務所に着くと、いつものように、すでに東海林さんの姿があった。

「はい。それでは本日の午後六時ですね。お伺いさせていただきます」

　デスクに着いている東海林さんは電話中だったため、静かに席に向かう。椅子に腰を下ろすと同時に、彼が受話器を置いた。

「お、おはようございます」

「ああ。おはよう」

　挨拶すると、まるでこの間のことなんかなかったように、素っ気ない返事が来た。いや、素っ気ないのが通常通りだけど、ちょっと、なにか期待してた。

　バッグをデスク横に置き、パソコンを起ち上げながら、窺うように彼をチラリと見る。けれど、まったく私のことなんか意識もしていない雰囲気で、就業時間前だというのに、仕事モードオン状態。そんな人に、仕事以外の内容で話しかけることなんかできるはずがない。

　今、思い出した。仕事中は私情を挟むなということは、私用の話は一切するなってことだ。

　じゃあ私は、いつなら彼にプライベートの話題を振ることができるの？　連絡先だって知らない。知っているのは、彼のマンションだけだ。

　とっくに起ち上がったパソコンを操作もせず、画面を見据えて考えていると、事務所に三浦さんと本田さんが続けて入ってきた。それがきっかけで我に返った私は、頭を軽く横に振る。

　今日は月曜日だけれど、夜は私の歓迎会が予定されていた。いつまでも東海林さんのことを考えていたら、仕事が終わらなくて残業になってしまう。

　それはダメだ、と仕事に集中するように意識を改めた。




　代わる代わる税理士の三人が出入りしている中、私は変わらず事務所に籠こもりきり。

　そうこうしている間に、定時目前だ。東海林さんは、今朝の電話のお客さんのためか、資料を纏めて外出の支度をしていた。

「有川さん。仕事、終わりそう？」

「あ、はい。大丈夫です」

　東海林さんを見ていた視界の間に、スッと入ってきたのは本田さん。ニコニコと優しく接してくれる彼とは、あの日、微妙な状態のまま別れていたんだった。

　金曜日は、本田さんが事務所に戻ってくる前に帰宅した。

　本当は、あの流れで先に帰るのはどうなんだろうと悩んでいたけれど、東海林さんに、『事務所には俺が残っているから帰っていい』と言われてしまって。冷静でいられなかった私は、それに反論する余裕もなく、逃げるように事務所をあとにした。

　正直言うと、本田さんのことよりも、東海林さんと唇を重ねたことの衝撃のほうが断然大きくて、逃げ帰るしかなかった。……ひどい人間だな、私。

　好意を向けてくれる本田さんに胸を痛めていると、ふと、彼の表情が僅かに強こわ張ばったのに気づく。

「……東海林さんは、たぶん参加できないって」

　私が沈黙した原因は、東海林さんの欠席だとでも思ったのだろう。本田さんは微妙な面持ちで、私の反応を窺っている。

「あ……そう、ですか」

　残念といえば残念ではあるけれど、元々そういう場に興味がなさそうだし。それに加え、今朝、仕事の電話も聞いていたから、ショックというほどではなかった。

　でも、本田さんは私の気持ちを知っているわけだから、東海林さんを気にしてしまうのも当然か、と納得する。

　気まずい空気になりかけ、本田さんがパッと表情を明るくした。

「じゃ、あと少し、頑張ろうか」

　定時まであと少しとはいえ、まだ仕事中。気持ちを切り替えた本田さんに笑顔を返すと、残りの仕事を終わらせるべくパソコンに向き合う。

「有川」

　気を引きしめ、キーボードに手を置いた瞬間に、名前を呼ばれて肩を上げた。

　今日、声をかけるのはもっぱら私のほうで、東海林さんから声なんかかけてもらっていない。そのせいか、やけに緊張してしまう。

　跳ねる心臓を必死で抑えながら、平静を装って返事をすると、バッグを手にした東海林さんが近づいてきた。

　就業中は、なにもないってわかっているはずなのに。ただ距離が近くなるだけで、こんなにも動揺してしまう。

　無駄に胸をドキドキとさせながら東海林さんを見上げると、突然手を差し出されて目を丸くした。

「えっ……？」

「直帰するから鍵を頼む。いつも、私と同じくらいに事務所に来てるのは有川だから」

　反射的に広げた手のひらに、チャリッと落とされたキー。その重みと共に、冷たい感触が手に伝わる。

　確かに、毎朝一番に来ているのは東海林さんで、二番目が私。だから、今日の帰りに私が鍵をかけ、明日少し早めに来れば丸く収まる話だということはすぐに理解した。

　こんな些細なことがうれしく感じるなんて、今の私は相当、恋愛脳になっている証拠だ。本田さんの視線を感じていても、見上げる首が痛くても、東海林さんを見つめ続けてしまうくらいに。

　けれど、東海林さんは私の視線にびくともせず、最後に、「それじゃ」とだけ口にして、振り向くことなく事務所を出ていってしまった。




　本田さんが予約してくれていた店は、まるでイタリアンレストランのような雰囲気の居酒屋だった。オシャレで、〝居酒屋〟というネーミングが当てはまらない。

　メニューを見ても、サラダひとつが凝った盛りつけだったり、女性に支持されそうな店だ。

　この間のランチの店もそうだったけれど、本田さんはこういうシックな雰囲気の店が好きなのかな？　ネクタイとかスーツとか、バッグとかペンとか、そういう小物も、オシャレに気を遣っていそうだし。それがまた似合う。

　そんな本田さんが席を立ち、乾杯の音頭を取る。三浦さんを含め、三人で和気藹々と歓迎会がスタートした。




　それから二時間経つ頃、三浦さんが携帯を手に席を外した。

　ふたりほどではないけれど、私もそれなりにお酒を飲んでほろ酔いだ。

　だけど、ここらでセーブしておかなくちゃ。明日も仕事だし、そのあとはバイトもあるから自制しなきゃ大変なことになりそう。

　そう思って水に手を伸ばしたときに、向かいの本田さんがコトッと空になったグラスを置いた。彼は片手で頬杖をつき、前まえ屈かがみになる。

「このお店、二時間の予約なんだ。ラストオーダーでなにか飲む？」

「あ、いえ。私はもう……」

「できればあと一軒、一緒に行けたらいいなぁと思ってるんだけど……どう？」

「え？　あー、えぇと……」

　どうしよう。今日は予定ないってことはすでに伝えているし、断る口実が見つからない。三浦さんも一緒なら……って思うけど、携帯を持って長い時間離席しているところを見ると、もう帰らなくちゃならないのかもしれない。

　そこに、席を外していた三浦さんが陽気に戻ってきて、内心ホッとする。本田さんとの話を中断し、三浦さんに話しかけた。

「三浦さん。もうすぐラストオーダーの時間らしいですよ」

「お、そうか。でも、私はもういいかな」

　携帯を内ポケットにしまいながら答える三浦さんの雰囲気に、おそらく二軒目はないだろうと予想する。

　三浦さんが不参加となると……ますますどうしよう。でも、昨日の話が途中だから、きちんと伝えなくちゃ。それはわかっているんだけど、ふたりで飲みに行くっていうことには抵抗が……。

　三浦さんと本田さんが会話を楽しんでいる間、ひとりで悶々と考え込んでいると、あっという間に時間が来てしまった。

　会計は、さっき席を外していた際に、三浦さんが支払ってくれていたらしい。店を出たあとに、本田さんが三浦さんに食い下がっていた。

「有川さんは歓迎される側でしたけど、僕は違いますから！　……あ。細かいのがない。ちょっと両替してもらってくるんで、待っててくださいね！」

　年配の人に対して、無理やりお金を返すのも逆に失礼なのかと困っている私をよそに、本田さんは素早く店内に戻っていく。

「あの、やっぱり私も……」

「大丈夫、大丈夫。そのくらいは、充くんが給料をちゃんとくれてるよ。有川さんこそ、主役だったんだし」

「それは、そうかもしれないですけど……」

「そうだなぁ……。ああ、じゃあ、さっき余計なこと言っちゃったから、その詫び料とでも思ってもらおうかな」

「余計なこと？」

　三浦さんの意味不明な説得に首を傾げていると、本田さんが店から戻ってくる。

「三浦さん、これ。受け取ってくださいね」

「律儀だなぁ。ま、今日のところは君の顔を立てて、もらっておこうか」

　本田さんが差し出したお金を苦笑しながら受け取り、三浦さんは「お先に」と言って去ってしまった。

「私のお金は、結局受け取ってくれませんでした」

　申し訳ない思いで身を竦めると、本田さんはポンッと肩に手を置いた。

「いや。有川さんは、今日は好意に甘えていいと思うよ」

　本田さんと目が合ってしまって、〝このあと〟の流れをどうするかと困惑する。しかも、酔っているせいなのか、本田さんがいつもよりもやや強引に出てくる。

「近くにいい店があるんだ。まだ終電に間に合うでしょ？」

　流されちゃいけないとわかっているんだけど、ここぞというときにうまく立ち回れない。どうするのが正解なのかと悩んでいると、答えが出ぬ間に本田さんが失笑する。

「そんなに警戒しないで。……って言っても、無理か」

　困ったように頭を掻く本田さんを見て、自然と口から出る。

「あの、私やっぱり、東海林さんが好きなんです」

　意を決した言葉を、本田さんは真正面から受け止め、こう言った。

「それでも今はいいよ。俺は、チャンスを見つければ遠慮なくいくし」

　東海林さんと付き合っているという、絶対的な自信なんてない。明確な言葉を言われた覚えもない。だから、本田さんを納得させる決定的な言葉が出てこない。

　打つ手もなく、二の句が継げぬ私は、視線が徐々に下がっていく。するとそこに、覚えのある低い声がして、俯く頭を止めた。

「この俺が、誰かに易々とチャンスなんて与えるわけないだろう？」

　俯いた先の視界に映り込んだのは、黒い革靴。その爪先から、ゆっくりと上へ辿るように視線を滑らせていく。

「東海林さん!?　なんで……」

　驚きの声を先に上げたのは、私ではなく本田さん。私はというと、驚き過ぎてひと声も漏らすことができなかった。

　東海林さんは涼しい目をこちらに向けながら、本田さんに答える。

「どうやらうちには、お節介な社員がいるもんでね」

『お節介な社員』……？　社員は私と本田さんと三浦さんだけ。今の状況から、私や本田さんじゃなさそう。ということは、三浦さん？

　当てはまる人物を想定すると、さっきの三浦さんの言葉を思い出す。

　――『余計なこと言っちゃったから』

　あれって、もしかして……。

　三浦さんの言葉の真意に気づき、目を丸くして東海林さんを見る。

「いつもなら、あの人のお節介なんて軽く受け流すのに……いつの間にか走らされてたよ」

「え……？　さっきから、なにを言ってるんですか？」

　本田さんが怪訝な顔で聞き返すと、東海林さんは一層深い溜め息をついた。

「本田なら知っているだろ。俺は、面倒事は避けたい性分なんだ。だから、単刀直入に言う」

　東海林さんは本田さんと向き合い、手のひらで顔を覆うようにメガネを押さえる。そして、ひとこと言い放った。

「今後一切、有川に手を出すな。彼女は俺のものだ」

　度肝を抜かれる言葉に固まってしまう。幻聴だったのではないかと思うほどだ。

　それは、どうやら本田さんも同じようで、開いた口が塞ふさがらない様子だった。

　堂々とした面構えの東海林さんは、さらに続ける。

「今の忠告は上司としてではない。ひとりの男として、だ」

「ちょ、ちょっと待ってください。『俺の』って……どういうことですか？」

　社外だし、もう勤務時間外でもあるからだとは思っても、あまりに仕事中の東海林さんとかけ離れた言動に眩暈めまいがしそう。

「そんな！　確かに、有川さんはフリーだって言ってたはず……！」

「ああ。そうだな。彼女は嘘をついてない」

「じゃあ、いったい……！」

　チラッと向けられた本田さんの視線が胸に刺さる。

　本田さんの告白直後の出来事は、もちろん悪気があったわけじゃない。でも、本田さんにとっては、青天の霹へき靂れきとしか言いようがないのは確かだ。それがわかるだけに、どう声をかけたらいいのかと言葉を詰まらせてしまう。

　私を責めるような言葉はないけれど、本田さんの傷ついた目には、それ以上に大きな打撃を受けた。東海林さんは、そんな私の心情を察したように、自分が悪者になるような言い方をする。

「金曜日、本田は俺に気づかないで外に出ていっただろ。あのとき、すでに俺は事務所にいたよ。応接室の会話も筒抜けだ」

「えっ！」

「卑ひ怯きょうと思うだろうけど、俺は、好機はモノにする性タ質チでね」

　淡々と言ってのける東海林さんに、本田さんは俯きがちになって答えた。

「それは知ってます。でも、まさかあのあとに……？」

　愕然とする本田さんは、虚うつろな瞳でひとりごとのように漏らす。しかし、すぐに彼は厳しい目を東海林さんに向け、鋭い声を放った。

「本気なんですか？」

　夜空の下、本田さんは通り過ぎる車のライトを瞳に反射させ、東海林さんを睨みつける。しかし東海林さんは、今にも噛みつきそうな本田さんの視線をものともせず、ゆっくりと唇を開く。

「俺がそれに答えれば、諦めがつくのか？」

　私は黙って、事の成り行きを見届けることしかできない。

「強いて言うなら、俺を本気にさせたのは、本田だ」

　東海林さんの言葉を受けた本田さんは、苦虫を噛み潰したような顔をする。彼は唇を噛むと、くるっと踵を返した。

「あ、あの……。ごめんなさい……」

　思わず謝ったけれど、本田さんは少し振り向くだけで、私を見てはくれない。

「……また、明日」

　本田さんは弱々しく言い、私たちの元から去っていく。その背中を、しばらく見つめていると、斜め後ろに立っていた東海林さんが口を開いた。

「良心が痛むか？」

　図星を突かれ、グッと手を握る。

　そりゃあ、他人を傷つけて平気なわけがない。胸が抉えぐれるような痛みを感じているのは、紛れもない事実だ。相手が傷つくくらいなら、自分ひとりがつらい思いをしていたほうがラクだとすら考えてしまう。

　そんな私の甘い考え方を見透かしたように、東海林さんは冷静に言葉を重ねる。

「君なら、自分の感情を差し置いてでも、追いかけていきそうだな」

　さっきまで、普段とのギャップがすごいくらい、信じられないことばかり言ってくれていたのに。今はもう、すっかりいつもの東海林さんだ。むしろ、普段にも増して冷たくすら感じる言葉に、気持ちが追いつかない。完全に東海林さんのペースに翻弄されている。

　そう思った私は、気を取り直し、平静を装った。

「歓迎会を開いて、ごちそうまでしてもらって。そりゃ、申し訳ない気持ちにもなりますよ」

　落ち着いて考えると、三浦さんだけじゃなく、本田さんにもごちそうしてもらったわけだ。そんな彼に対して、あんなふうにプライドを傷つける結果にしてしまったことは、やっぱり心が痛む。

　ずーん、と暗い思考に再び陥ると、呆れ声が降ってくる。

「そんなに他人に遠慮する人間が、あのときは、欠片も遠慮なんかしないで俺に食らいついてきたよなぁ」

　嫌味交じりの言葉に、一瞬、いつのことかと首を捻る。すぐに、出会ったときのことだと気づくや否や、東海林さんはさらに攻めてくる。

「相当、就職先に困ってたから？　ああ、そういえば、お金が必要とかどうとか言ってたよな」

　東海林さんの何気ない発言にドキリとする。

　そういえば私、そんなこと言っちゃったかも……。

　お金がなくて、すぐにでも必要なことは事実。だけど、理由が理由なだけに、今でもそのことを話そうという勇気は出ない。

　すると、咄嗟に嘘が口からついて出た。

「あー……。少しの間、無職だったので。友達にちょっと助けてもらったんです」

　ヘラッと軽く笑って説明すると、東海林さんは目を細め、険しい顔つきをする。

「友人とはいえ、金銭の貸し借りは感心しないな」

　その忌き憚たんない言葉が、ズシッと心にのしかかる。

　わかってる。友達でも家族でも、お金の貸し借りはよくないことくらい。だから、迷惑かけないよう、誰にも借りずに頑張ろうって……。

　言い訳したい衝動をグッと堪えて言葉をのみ込むと、代わりに涙が出そうになってきた。

　私だって、嘘をつきたいわけじゃない。

　でも、『友達にお金を借りた』という嘘以上に、事実を口にするほうが怖い。

　ドライな東海林さんだったら、ものすごく冷たい視線を浴びせ、軽けい蔑べつするかもしれない。まっすぐな彼に、嫌われたくない。

　内心ビクビクと怯えていたけれど、それを表情には出さないように頑張る。すると、東海林さんが突然、気遣うような言葉を口にした。

「まぁ、今後、気をつければいいんじゃないか？」

「はい。以後、気をつけます……」

　苦しいと感じるのは、軽蔑されたかもしれないという不安よりも、嘘をついてしまったことのほうが大きい。

　それを払拭したくて、あえて陽気な笑顔を作り、東海林さんを覗き込んだ。

「……なんだ？」

「いえ。さっきの東海林さんは、別人だったなーと思って」

「……三浦さんが、余計なことを言うから」

「どんなことですか？」

「いや、こっちの話だ。それより、本来の予定から大幅に狂った。今頃は夜メシを食べ終えているはずだったのに」

　東海林さんは小さく舌打ちし、顔を背けて文句を口にした。それはたぶん、彼の照れ隠しだと思うと、なんだか可愛いとすら思えてしまう。

　三浦さんが、裏でどんなことを言っていたのかは気になるところ。でも、それよりも聞いてみたいことがある。

「その予定を変更して、ここに来てくれたんですか？」

　仕事では、スケジュールは絶対という東海林さんが。きっと、そういうスタンスはプライベートでも崩れないであろう、堅物の東海林さんが。

　信じられない思いで見つめると、東海林さんは軽く空を仰いだ。それから、私と視線を合わせないように顔を逸らし、ボソッと言う。

「……掴みどころがないせいで、心配になるんだよ」

　いつもの彼は、高圧的に感じさせるほど厳しい物言いをする人。それなのに、ボソボソとした自信なさ気な声に、目を白黒とさせてしまう。新たな一面に、一気に距離が近づいた気がした。

　そのおかげで、少しフランクに話しかけることもできてしまう。

「夜ご飯は、なんの予定だったんですか？」

「は？」

「私のせいなんですよね？　食べ損ねたのは」

「いや、別に……君のせいってわけじゃ」

　たじろぐ東海林さんに、ズイッと顔を寄せて問い質ただす。

「私、東海林さんの彼女にしてもらったということで、いいんですよね……？」

　そこに、間髪容れずに直球を投げかけることができたのは、お酒の力かもしれない。

「仕事のときと同じように、はっきりと言ってください」

　今日一日、一番気になることだった。だから、酔った勢いで、ここぞとばかりに核心に迫る。

　私の異様な迫力に押されたのか、東海林さんは珍しく困惑した様子だった。何度か瞬きをするだけで答えようとしない彼に痺れを切らし、強引に話を進める。

「だったら、ご飯くらい作らせてください。私、それしかできなさそうですし。迷惑ですか？」

　図々しいとも思われそうな提案をした私は、東海林さんの反応を固かた唾ずをのんで待った。すると、微妙な答えが返ってくる。

「君はもう食事も済んでるだろ。だったら、わざわざそんなことしなくてもいい」

　これは……遠慮してるの？　それとも、拒絶してるの？

　わかりづらい東海林さんの表現に、言葉がすぐに出てこない。彼は身を翻し、背を向けて言う。

「俺のことはいい。それより、遅くなるから早く帰れ。駅まで送っ――」

「さっき、本田さんに言っていたことは嘘ですか？」

　言葉尻を遮るように、東海林さんの背中へ静かに怒りをぶつける。東海林さんは顔だけ振り向くと、涙目の私に驚いたのか、目を大きくさせた。

「嘘は嫌いとか言って！　本当に、私のこと本気ですか!?　そういうふうに距離を取られると、どうしていいのかわかりません！　つい流れで言っただけなら、素直にそう言ってください！」

　興奮して声が荒くなった私の口を、一瞬で大きな手が覆った。吃驚した私は口を噤み、東海林さんの焦るような表情を見開いた目に映し出す。

「公衆の面前で突然喚わめくなっ」

「じゃあ、どこならいいんですか。事務所では私語なんてできないし！」

　東海林さんの手から声を漏らして訴える。彼はその手で私の手首を掴み、強引に歩き始めた。

「ちょっ、ど、どこに」

「君は本当に……どうしてそう、無鉄砲で無頓着なんだよ。大人なんだから、場をわきまえろ」

「だ、だって、それは東海林さんが！」

「もういい」

　ピタッと足を止めるのと同時に放たれた言葉が、冷たく胸に突き刺さる。

『もういい』って、なに？　それが〝大人〟だっていうの？　話を放棄することが？

　唇を噛んで見上げると、東海林さんは『まいった』と言うように眉を下げていた。

「わかったから。続きは俺の家にしてくれ」




　東海林さんの家に着く前に、スーパーに立ち寄らせてもらった。

　夕食のリクエストを何気なく聞いてはみたけれど、『食べられるものならなんでもいい』という淡泊な答えにがっかりする。それでも、彼らしい答えだな、とすぐに割り切ることにした。

　道中は、それ以外に会話という会話もなく、まわりの人から見たら、ケンカ中に見えていたかもしれない。……実際、微妙な言い合いの途中なわけだけど。

　そうこうしている間に辿り着いた、二度目の東海林さんのマンション。

　前回は、アクシデント的な訪問だったから、改めておじゃまする今日は新鮮で、すごく緊張する。

「お……じゃまします」

　そろりと窺うように靴を脱ぎ、足を踏み入れる。

　ざっとした間取りは覚えているけど、インテリアなどの細部までは、正直覚えていなかった。夜で暗かったし、寝ちゃったし。朝になったら寝落ちした自分の失態にパニクって、時間もなくて、バタバタと出勤してしまったから。

　その中で、唯一覚えているのはキッチンだ。

　ほぼなにもない、綺麗なキッチン。綺麗というのは、手入れが行き届いていて……というわけではなくて、使われていなくて、ということ。

　それをすでに知っていたから、油や調味料など、最低限必要なものを買ってきた。炊飯器すら見当たらないことも知っていたから、夕飯はパスタだ。

「あの……いいですか？　キッチン使わせてもらって」

「どうぞ、お好きなように。そこはほとんど立ち入らないし、自由にして」

　無造作にネクタイを緩める姿にドキッとしながら、目を逸らして話を続ける。

「じゃあ、遠慮なく……。あのぅ」

「はぁ……まったく。さっき外で喚いていたやつとは思えないな」

「……すみません」

　隣から借りてきた猫のように、突然おとなしくなった私。その様子を、あからさまな溜め息と共に言われ、肩を窄めて謝った。

　さっきの外でのことは、確かにこちらに非があると思った。まだ人通りの多かった時間帯で、あんなふうに私がわーわー喚いていたら、まわりの人は東海林さんを注視するだろう。少し酔いが醒さめてきた今なら、冷静にそう考えられる。

　反省して少しおとなしくしていたら、呆れた声を出されたのだ。

「で？　なに？」

「あ、いえ。その、準備できるまで、いつも通りに過ごしていてください、と言いたかっただけで」

「ああ。じゃあ、そうさせてもらう」

　私の提案をあっさりと承諾した東海林さんは、颯爽とリビングから姿を消した。

　物音から察するに、寝室を経由してバスルームにでも向かったんだろう。

　東海林さんの姿が見えなくなると、緊張が解けてホッとする。その反面、ちょっと淋しくも感じた。

　素っ気ない態度は仕事のときでわかっているし、慣れている。でも、今は仕事中じゃないだけに、変な期待をしている自分がいる。

　ひとりきりのキッチンで黙々と料理をしながら、意識はリビングの出入口に向いていた。それでもまだ、東海林さんはリビングに現れることはない。

　料理ができ上がる頃には、緊張もほとんど薄れ、目の前にある完成直前の和風パスタに集中していた。

　すると、意識していなかったところに、背後から人の気配を感じて飛び上がる。足音にも気づかなくて、びっくりし過ぎて菜箸を手から滑らせてしまった。

「おい。なに立ったまま寝てんだ」

　真顔でそんなジョークを言いながら、東海林さんが足元の菜箸を拾い上げる。

「あ。いや、今、声をかけようと思ってたタイミングだったので……びっくりして」

「向こうの部屋までいい匂いがしてきたから。つられてきた」

『つられてきた』だなんて、東海林さんでもそんな可愛いこと言うんだ。

　些細なことで、ついうれしくなってニヤけてしまう。それを悟られないように、手元を見るふりでごまかしながら、プレートにパスタを盛りつけた。それを、ぎこちなく歩いてテーブルに置く。

「じゃ、いただきます」

　パスタを頬張るのは東海林さんだけ。

　普通、真正面から、ひとりだけ食べている姿を見られるというのは落ち着かない気がするけれど、東海林さんはそうでもないらしい。私の視線なんてお構いなしに、黙々とパスタを口に運んでいく。私も私で、そんな彼に声をかけることもせずに、ただ黙ってその様子を見つめていた。

　すると、パスタを半分くらい食べ進めた頃、ぽつりと東海林さんが言った。

「その辺の店よりうまい。こういうのを作れる女が本当にいるんだな」

　その言葉に、思わず目を丸くしてしまう。

「え。その、今までお付き合いしてた人とかは……？　それに、東海林さんのお母さんだったら朝メシ前だったんじゃないですか？　このくらい」

　元カノの話題を避けるほど、もう子どもじゃない。普通に気になってしまって率直に尋ねた。パスタをくるくるとフォークに巻きつけながら、東海林さんもまた、動揺することなく答える。

「まぁ、母親は仕事でもあったから、当然うまかったけど。付き合ってた中で、こういうことを得意とする相手はいなかったな。常に勉学や仕事の時間を優先してたし、効率を考えて外食のみ」

　効率って……。まぁでも、納得かな。東海林さんだったら、料理や片づけの時間はもったいないって考えそうだ。事実、そうだからこそ、あんな殺風景なキッチンなんだろうし。それはわかるけど、歴代の彼女も同じタイプだったってこと？　だとしたら、私って東海林さんの中で、かなり異色なんじゃ……。

　そんな考えが頭をよぎったときに、東海林さんがパスタを平らげ、「ごちそうさまでした」と席を立つ。洗い物をしようと続いて席を立つと、それを制止するように目を向けられた。

「作ることはできないけど、片づけはできる。休んでていい」

　そう言われてしまうと、無理強いすることもできず、小さく「はい」と答えるだけ。

　こんなふうに言ったら心外だと思われそうだけど、私の中の東海林さんの印象は亭主関白。でも、食器洗いを進んでしてくれる姿を見ると、実はそうじゃないのかもしれない。思い返せば、前に来たときもアイロンをかけたりしてくれたし。それらは絶対、事務所では見られない姿だ。

　こっそりとキッチンを盗み見ると、手間取る様子もなさそうで、片づけは手際よくできるらしい。

　東海林さんがキッチンから出てくると、盗み見ていたのをごまかすために、わざとらしく顔を背けた。そのとき、ソファの上に一冊の本を見つける。

「あ。あの本、見てみてもいいですか？」

　それは、この場を凌しのぐためだけじゃなく、本当に興味をそそられるものだった。

【会計事務所の仕事】と、シンプルなタイトルが表紙に書かれている。それを見て、瞬時に三浦さんの話を思い出した。

　東海林さんは、今の税理士事務所を設立する前は、会計士として仕事をしていたと聞いた。どんな仕事なのかという、具体的なことはわからない。その内容は、おそらく難しいのだろうとは思いつつ、その本に興味が湧いた。

「いいけど……」

「ありがとうございます」

　お礼を言って、ソファの上から本を拾い上げる。すると、東海林さんが「座ったら？」と言ってくれたから、お言葉に甘えてソファに腰を下ろした。

　パラッとページを捲った感じでは、たまに図式もあるけれど、ほぼ活字。加えて、馴な染じみのない単語が次々出てきて、頭が痛くなりそうだ。それでも真剣にその本と向き合った。

「眉間、すごいことになってるけど」

　蛍光灯を遮るように目の前に立つ東海林さんが、影を作って私を見下ろす。

　目を細めて見上げると、片手にカップをふたつ持っていて、ソファの前のテーブルに置いてくれた。

「そういう本に興味があるとはね。意外だな」

　カップからは湯気が立ち上り、今淹れてくれたということがわかる。

　よほど、この難しい本に気を取られていたのだろう。東海林さんがコーヒーを淹れてくれていることすら、まったく気づかなかった。

　隣に東海林さんが腰を下ろすと、ギシッと座面が静かに沈む。事務所では、こうして並んで座ることなんかない。

　私は、緊張しながらも口を尖らせる。

「どうせ、その発言は馬鹿にしてるんでしょうけど」

　そうして本を閉じると、それをスッと手から抜き取られた。

「そんなことはない。上昇志向のある女は好きだ」

　あまりに自然に言われた言葉で、危うく聞き逃すところだった。

『好き』？　今、好きって言ったよね？

　目を白黒させて左隣を見ると、東海林さんは、私が見ていた本をパラパラと捲りながら伏し目がちに続ける。

「男に愛想振りまくだけの女より、机にしがみついてる女のほうが、よっぽどいいね」

　その物言いに、どこか引っかかってしまう。

「それは、私が愛想振りまいてるって言いたいんですか？」

　ケンカ腰になりそうな言い方をしてしまった、と気づいたところで、あとの祭りだ。

　後悔しながら東海林さんの出方を待っていると、思わぬ反応に完全に毒気が抜ける。

「いや。どちらかといえば逆だろ、有川は」

「……逆？」

「仕事に夢中になり過ぎて、自分が本田男に近づき過ぎていても気づかない。そういうのを見るたび、心底、迷惑だと思ってた」

『迷惑』と言われ、初めはへこんだ。けれど、よく考えると、仕事中にもかかわらず、私を気にしてくれていたということだ。そう思えば、ちょっとうれしくなる。

「……でも、直接迷惑をかけてるわけじゃないですよね」

　それなのに、照れ隠しから、素っ気ない態度を取ってしまった。本当はそのあとに続く東海林さんの言葉に期待して、胸が高鳴っているくせに。

「『迷惑をかけてるわけじゃない』……ね」

　一度だけ。本田さんに告白をされたあの日の、あからさまに見せられた嫉しっ妬とを期待している。

　東海林さんは、私に切れ長の目を向けると、少しも逸らさない。その真剣な目は、やっぱり仕事のときとは違っていて、凛々しさの中に男らしい力強さを感じる。それを直視すると、私の心臓は早鐘を打ち始めた。

　指一本すら触れられていないのに、視線だけでこんなに胸が騒ぐなんて。もしもこれで、その手に触れられたらどうなってしまうんだろう。

　そんなことを考えると、さらに心拍数は増すばかり。

　でも、東海林さんは変わらず涼しい顔で言葉を重ねる。

「俺も初めはそう思ってたよ。君が誰とどうなろうと、知ったことではないってね」

　東海林さんはこんなときでも、やっぱり泰然自若としている。

　本当は、もっと、余裕のない顔を見たい。

「『初めは』って……今は……？」

「今まで、俺の考えを否定するような相手とは一緒になんかいられなかったし、関心すらなかった。だから、君がなにか指摘するたびに、ムカッ腹が立つ」

　東海林さんの言葉に、ギクリと身体を強張らせる。

　今まで、頭ごなしに彼を否定していたわけじゃない。

　だけど確かに、考え方が違い過ぎる相手と一緒にいると、人によっては苦痛なだけかもしれない。

　東海林さんの行動や言葉には、すべて理由があると今では思っている。だから私は、苦痛だと感じない。でも、東海林さんにとって、私はただの面倒な女かも……。

　なにを浮かれていたんだか、私。

　今さら、彼にとって自分の存在はどういうものかを考え、その答えに落ち込んだ。がっくりと肩を落としていると、柔らかい声色が耳に届く。

「だけど、案外、平気なもんだな」

　東海林さんは、その声と同様の柔らかい雰囲気で続けた。

「考えたら、そうやって真正面から向かってくる相手はいなかった気がする。それに気づいたら、君のことが頭から離れなくなった」

　目の前に置かれたコーヒーのように、触れれば温かそうな手と、芳ほう醇じゅんな香りと同じく、優しく包み込むような穏やかな雰囲気の東海林さん。

　そっと頬に添えられた彼の右手は、予想以上に温かかった。

「……完全に狂わされたな。有川沙枝に」

　そうやって苦笑する顔も新鮮で、瞬きも忘れて東海林さんを見つめ続けた。

　私の尋常じゃない視線に負けたのか、東海林さんは手を離してフイッと視線をコーヒーに滑らせる。

「……今日、言ったことは嘘じゃない」

「え……？」

　東海林さんが小さく咳払いをして、ぽつりと漏らした言葉を聞き返す。彼は気恥ずかしそうに視線を泳がせたあと、綺麗な線をした指先を、私の頬に伸ばしてきた。

「本田に言ったことは全部、俺の本心だ」

　目と目が合うと、その指で顎を持ち上げられる。

「だから、必要以上に本田に近づくな。気になって迷惑だ」

　まっすぐなのは、言葉だけじゃなくて、彼の綺麗な黒い瞳も同じ。

　まるで、暗示をかけられているように、その瞳から目を逸らせない。

「君は、俺のものになったんだから」

　他の人に、こんな束縛するような言葉を言われたら嫌悪していたのに、今は微塵も感じない。

　まさか、さっき本田さんに言っていたセリフを、面と向かって言ってもらえるとは思いもしなかったから。嫌悪どころか、素直にうれしいとさえ感じてしまう。

「なにか、異論でも？」

　最後まで口調は上からな感じではあったけれど、言葉の端々と、なによりも、その真剣な瞳にやられた。

「……あるわけないじゃないですか」

　緊張して掠れた声を出す私を見て、東海林さんはフッと僅かに口角を上げる。メガネに手をかけ、それをゆっくり外すと、優しく細めた目が晒された。

「珍しく、いい返事だな」

　口元を弓なりに上げた彼は満足気に言い、私に二度目のキスを落とした。




「東海林さんって、車持ってたんですね」

　その黒のディーゼル車は、シートに腰を沈めるとすごく座り心地がよく、安心感があった。

　車のことは詳しくはわからないけれど、なんとなく、東海林さんが好みそうな車だなぁと思いながら車内をこっそりと観察する。

「通勤には、立地的に電車のほうが早いから。事務所の近くには車を置くところもないし」

　ということは、どんなときに車に乗っているんだろう？

　そもそも、東海林さんは料理をしないみたいだし、食材の買い出しもほとんどしないはず。なにか、大きな買い物をするときにでも乗っていくのかな？　それとも、休日にどこか遠出とか……。やっぱり、デートとかしたのかな……。

　次々と考えを巡らせて、最後には憂鬱な気分になってしまう。

　なんでだろう。今まで、付き合ってきた相手の過去なんて、さほど気にするような性格じゃなかったはずなのに。

　東海林さんの横顔を無意識に見つめていたら、進行方向を見たまま彼が言った。

「そんなに心配しなくても、安全運転には気を遣ってる。誰かを乗せてるときはね」

「……〝誰か〟を乗せてるとき、限定なんですね」

　棘とげのある言い方になってしまったのは、あまりにタイミングよく〝誰か〟を乗せて走る想像をさせられたから。

　東海林さんは、私生活のスタイルも、恋人との過ごし方も想像つかない人。だから、自分でも気づかないうちに詮せん索さくしてしまうのかもしれない。

　まして、私は今までにいなかったような異色のタイプみたいだし。歴代の彼女との違いが、心の底で気になっているのかも。

「ひとりのときは自由に乗る。誰かになにかを言われる筋合いはない」

「そういう問題じゃないと思いますけど」

　しれっと言われたひとことも、妙に引っかかってしまって、きつい口調で即答してしまう。

「俺が好きで買った車を、どう乗ろうといいだろう」

「東海林さんって、ずっとそんな感じなんですか？」

　自己中心的な発言続きに、軽蔑にも似た気持ちを隠せず、冷ややかに尋ねる。それでも彼はやっぱり彼で、眉ひとつ動かさず、至って淡々と答えを口にした。

「別に、変わらないと思うけど？　今まで、特に指摘されたこともない」

　私がどうして感じの悪い聞き方をしているのか、気にならないのかと疑問に思う。少しは感情を露わにしたっていいくらい、ひどい言い草だったのに。

　今の東海林さんの答えも、なにを考えているのかわからないところも、全部納得がいかない。

　私があからさまに不服そうな態度を取ると、それには気づいたのか、少々面倒そうな声を漏らされた。

「あまり干渉されるのは窮きゅう屈くつだ」

「干渉とは違います」

　干渉ってたぶん、自分の思い通りに相手を動かそうとすることのような気がするし。

　でも、もし、お節介と言われたら返す言葉はないんだけれど。

　静かに否定すると、右隣の席から、煩わしいと言わんばかりの溜め息が聞こえてくる。その溜め息で、いよいよ感情的になってしまう。

「……無理です。私には」

　一度口にしてしまうと、もう止められない。

「たとえ干渉と思われたって、それを止めることなんて無理。好きな人を心配することって、当たり前だと思います」

　一方的に感情を吐露する私に、さすがの東海林さんも目を剥いていた。その視線を受けてもなお、私の口は留まることを知らない。

「事故に遭ったりしたらどうするんですか？　栄養管理の面もです。身体を壊したときに悲しむ人のことを、もう少し考慮するべきです」

　ちょうどいいタイミングで赤信号。車が停まったのをいいことに一気に責め立てる。

「仕事にしても、そうなんじゃないですか？　私はまだ全然この仕事のことを知りませんけど、もうちょっと仲間と協力できることとかある気がするんですけど」

　別に、仕事で人と馴れ合いましょうってことを言っているわけじゃない。

　ただ、東海林さんは極端に単独行動というか、大事な部分の言葉が足りな過ぎることが多いし。それぞれの仕事を正確にこなせば問題ないのかもしれないけれど、チームワークがいいに越したことはないと思う。

　とはいえ、なんだか単に、日頃の不満をぶつけている感じになってしまった。

　ひと呼吸置き、気を取り直して本来伝えたかったことを口にする。

「今までのことは知りませんけど。でも私は、これからあなたの心配をしますから！」

　そう。言いたかったのはそれだけ。

　私だって、東海林さんにはムカッとくることがある。でも、今やこの人が特別になってしまったわけで。となると、やっぱり、特別に心配するのは普通のことだ。

　ここまで言っても黙っているところを見ると、東海林さんにとっては迷惑以外の何物でもないのかもしれない。

　鼻息を荒くして首を回し、フロントガラス越しに赤信号を見上げる。

　この気持ちを、まったく理解してもらえなかったら……。そうしたら、きっとこの先、幾度も壁にぶつかるはず。

　不安な気持ちで見ていた信号がパッと青に変わったそのとき、不意に東海林さんが呟いた。

「……やっぱり君は、俺が今まで出会ったことのないタイプの人間だな」

　その言葉の真意が読めず、眉根を寄せる。

　車を発進させた東海林さんとは、ますます目が合うことはない。そのあと、信号を三つ過ぎても、彼はなにも言わないので諦めた。

　私は話題を変えてみようと、当たり障りのない会話を投げかけてみる。

「そういえば、さっき本を眺めたくらいじゃ全然わからないですけど、東海林さんは会計士もされてたんですよね？　それなのにどうして税理士を選んだんですか？」

　これすらも無視されたなら、もう修復不可能だ。

　嫌な緊張を押し隠し、静かに息をひそめ、答えを待つ。すると、東海林さんの薄い唇が開くのを見て、ホッと胸を撫で下ろした。

「簡単に言うと、会計士は株主を多く抱えている企業の監査が主な仕事だから、扱う額面が大きいんだ。その点、税理士はもっと身近な存在とでもいうか」

「そうなんですか……」

　まぁ、さっきまでの話からは遠くかけ離れた仕事関係の話だから、応じてくれたんだろう。それでもとりあえず空気を変えて、お互い冷静になるにはいい。

　東海林さんが同じように感じているのかは知らないけれど、彼は流りゅう暢ちょうに説明を続ける。その話に、私も徐々に集中していった。

「会計士の仕事だと、百万、二百万の違いは大きな問題じゃない。一千万の違いですら、〝些細な違い〟だ。そのあたりが、会計士の感覚は、一般市民とは少し離れたところにあると俺は思ってる」

　仕事のことになると、目の色が変わる。真剣な目で、素人の私にも真面目に答えてくれる姿勢は、上司として好印象。

　考えたら、東海林さんは、なにも知らない私を馬鹿にするような言動や態度は、一度も見せたことがない。

　私が余計なことをしたりして、きつい言葉を浴びせられたことはあっても、差別的要素を一切含んでいなかった。それらは、ちゃんと対等に扱ってくれている上での言い合いだった。

　改めてそれに気づくと、やっぱり、この人のそばにいてみたいと素直に思った。

　端整な横顔を見つめていると、表情が僅かに緩んだのがわかる。こういう顔をするときは、〝東海林 充〟というひとりの人間になったときだ。

「やっぱり、俺の原点は両親の店だったから。少しでも、身近な存在でありたいと思っただけだ。……そうできているかは、わからないけど」

　儚はかなげに、微かに笑う目元は悲しくも見える。

　映画のフィルムのように、ひとコマずつ、彼の切ない表情を目に焼きつけた。

「それで、今の事務所を作ったんですね」

「……まぁ、あまり大きな組織や事務所は、単に俺の肌に合わなかったっていうのもあるけど」

「ああ。それ、ちょっと考えました」

　しれっと同調すると、東海林さんは、目を丸くさせたあとに吹き出した。

「そういうふうに、俺に物もの怖おじせず言うやつは、あとにも先にも君くらいだな」

　その柔らかな雰囲気に、今度は私が目を丸くする。東海林さんはチラッとこっちを見て、すぐに顔を戻した。

「『心配』ね……。そうか」

　エンジン音にかき消されるくらいの小さな声で、確かにそう言ったのを聞く。

「東海林さんがどう思おうと、それは撤回しませんよ」

「……ああ。それでいいよ」

「え？」

「そのままでいい。勝手に俺を心配してろ」

　グン、と加速させる車の運転は、さっきよりも少しだけ乱暴な気がした。

　その勢いで、さらに背中がシートに包まれると、思わず声を荒らげてしまう。

「なっ、んで！　また、そういう言い方しかっ――」

「悪かったよ」

　進行方向を見つめながら零した東海林さんのひとことは、まったくの予想外。

　ぽかんと呆けた顔をしている間に、どうやら私の自宅付近に着いたみたいだ。

「どの辺？」

「あ……その角を右に曲がって、すぐです」

　私の説明通りに車を走らせ、アパート前で停車する。

　せっかく少し、いい雰囲気になりそうなところだったのに。

〝いい雰囲気〟というのは、恋人同士の甘いものという意味ではなくて。単純に、東海林さんと、もっと近づける気がしたというもの。

　それがなにより難しく、そして、貴重な瞬間。だから、帰るのが名な残ごり惜しくなってしまう。

　シートベルトは外したものの、私がなかなか降りないからか、東海林さんはエンジンを一度切る。ハンドルに両腕を乗せ、それに寄りかかると、横目で私を見た。

「まだ、なにか言い足りないことでも？」

　車から降りる気のない私の理由が、文句が残ってるせいだと思ってるんだ。

　私は、素直に『まだ一緒にいたい』なんて言えるはずがなくて、東海林さんの言葉に合わせる。

「……そうです。まだ……まだまだ、全っ然、足りません」

　こんな言い方をしてしまうと、言い合いの延長希望だと本気で受け取られかねない。

　そんな心配をした矢先、東海林さんはシートに背を預けて微笑んだ。

「じゃあ、今度は泊まれる準備でもしてくればいい。ただし、休日前に。有川なら、寝る時間を与えないくらい、責め続けそうだからな」

　嫌味交じりになにを言われても、その笑った顔で全部帳消しになる。

　この人は、そういうのを自覚しているんだろうか。

「それは、〝約束〟ってことでいいんです……よね？」

　窺うように上目で尋ねると、顔を逸らされ、不安になる。視線を落とした東海林さんは、右手で自分の頭を押さえながらボソッと口を開いた。

「……こんなことくらいで、そんなにうれしそうな顔するなよ。困る」

　そんなふうに、『困る』と照れた表情をされると、こっちも困る。

「お、送ってくださってありがとうございました！　また明日！」

「お疲れ」

　照れ隠しでお礼を早口で告げ、車を降りる。その際、特別な言葉をかけてくれるわけでもないあたりは、クールな上司のまま。

　颯爽と夜道を走り去る車は、あっという間に見えなくなる。

　躊躇ためらいもなく帰っていってしまったけれど、切なかったり悲しい思いになったりしないのは、別れ際の東海林さんの表情が鮮明に残っていたから。

　仕事中はドライな彼も、プライベートでは少し違った顔を見せる。

　自然と綻んでしまう顔を隠すように下を向き、自宅玄関へ向かって歩きだす。

　……あ。そういえば、事務所の鍵を返せばよかった。今頃思い出しちゃった。まぁ、明日早く行けば済むことか。

　いつの間にか、頭の中は東海林さんでいっぱいになっていた私は、玄関先に誰かがいることにまったく気づかなかった。ようやくその人影に気づいたのは、知らないふりも、逃げることもできない距離になってしまったとき。

「沙枝！」

　人がいたことにも驚いたけれど、その声と姿に心臓が止まるかと思った。

　一瞬で、一歩前までの穏やかな気持ちが消え去る。

　なんで……？　これは、夢？　今さら、どうして――。

「……卓也」

　目の前に立っているのは、紛れもなく、ひと月前に失踪した卓也だ。

　疑問がいくつもあり過ぎて言葉にならない。あれだけ言いたかったことがあったはずなのに、それすらも全部頭から抜け落ちてしまう。

　ただ、目の前の卓也はあの頃から少し痩せていて、申し訳なさそうな顔で私を窺う。

「話……いい？」

　いいわけないでしょうが！

　一番に怒りの感情が湧いたけれど、それすらも口から出せなくて、ただギュッと自分の手を握りしめる。

「……話って、なに？」

　これが、本当に私の悪いところだ。

　今さらなにを、と思う傍ら、その話を聞かなかった場合、後悔するんじゃないかと考えてしまう。

　そんなふうに反省しているような顔で困った声を出されると、無下にできない。

　お人好しだとか優柔不断だとか、自分でもわかっているのに、どうしても冷徹になりきれない。

　こんなとき、東海林さんだったなら……。揺らぐことなく、冷静に判断を下せるんだろうな。そんな彼に、こんな中途半端な私を知られたら……。

　さっきみたいな顔は、もう二度と見られないかもしれない。

　そう考えた瞬間、嘘をつき通すことしか頭に浮かばなかった。

　彼が嫌いと言っていた、〝嘘〟を――。







ＲＵＬＥ７・過去から逃げないこと













　翌朝は、一本早い地下鉄に乗るために早起きをした。なぜなら、事務所の鍵を預かったままだからだ。

　たった数十分早起きをしただけなのに、寝起きがよくないのは、卓也のせい。

　あのあと、玄関前で話すのも近所の目が気になり、だからといって、家に入れる気になるはずもなくて、仕方なく近くのファミレスに行った。

　そこで聞かされた話の内容はこんなこと。

『お金を工面するために、沙枝の前から離れざるを得なかった』

『一緒に会社を興そうとしていた相棒が、ほとんどの資金を持ち逃げした』

『仕事のアテはついたから、こうして戻ってきた』

　正直、うれしいなんて感情は少しも湧かなかった。

　それなのに、罵ば声せいのひとつも浴びせることができなかったのは、私の中に情がまだ残ってるとでもいうんだろうか。

　結局、卓也が一方的に話をし、途中で鳴った電話に出ると『仕事が入った』と言って帰っていった。『また連絡する』と言い残して。

　すっきりとしない、この気持ちの正体がわからない。

　あれだけ溜めていた文句を言えなかったからなのか、それとも、卓也の憔しょう悴すいした顔を見たからなのか。

　明確なのは、もう完全に卓也への気持ちはなくなっているということだ。

「――有川」

「えっ！　わっ！」

「やっぱり、君には事務所内になにか見えるのか？　私には客人ひとり、いないように思うんだが」

　朝のお茶を全員分淹れていた私は、ぼんやりとしていて湯呑を人数分以上に並べていたみたいだ。三つも余分にお茶を注いでいたところに声をかけてきたのは、東海林さんだった。

「み、見えてません！　ちょっと寝ぼけてました！　すみません！」

　思いきり頭を下げてその場をごまかし、三つのお茶を処分する。

　チラリと窺うように見上げると、東海林さんは眉間に皺を寄せ、怪訝そうな顔をしていた。

「これ、帳簿入力追加分。あと、こっちは今日中に郵送しておくように」

「はい。わかりました」

　空になった湯呑を慌てて置いて、書類を受け取る。

　勤務中の東海林さんは、やっぱり上司以外の何者でもなくて、昨日みたいな顔をすることなんか絶対にない。そういう人なんだと今や重々承知している私は、オフィスラブ的ななにかを期待したり、変な緊張をしたりすることは少なくなった。

〝仕事に私情は挟まない〟

　社内恋愛をしていても、東海林さんにとって、そのルールは当然で揺るがないことなんだろう。だから、私も浮かれた気持ちに流されないように、ちゃんと地に足をつけて気を引きしめなければ。

　そう心に決めて、気持ちを仕事に切り替える。

　口元をきゅっと引き結び、書類に視線を落とす。まだ隣に立っている東海林さんに気づいた私は、ふと顔を上げた。

「あの。まだ、なにか？」

「……いや。じゃあ、頼んだ」

　東海林さんらしからぬ、微妙な間を置いた発言に首を傾げる。でも、彼はすぐに踵を返して席へ戻っていってしまったから、気にしないことにした。

　書類を置いたあとに、全員にお茶を配る。最後に本田さんのデスクに、カップをそっと置いた。

「本田さん、どうぞ」

「あ……ありがとう」

　本田さんは、顔を少し動かしたものの、私の目を見てはくれない。

　昨日の今日だから、気まずさが残っているのは当然だ。でも、同じ事務所で働く仲間だし、ずっとこの調子というわけにもいかない。そうかといって、どんな会話を投げかければいいのかも思い浮かばない。

　だから、私はせめていつも通りに振る舞って、自然体でいることにした。

　デスクに着くと、パソコン画面に一通のメッセージ通知が表示される。不思議に思ってクリックすると、送信主は隣の本田さんだった。

【昨日はごめん。でも、東海林さんってあんなこと言えるんだね。驚いた】

　そのメッセージに私もびっくりしたけれど、平静を装って仕事のふりをする。

　確かに。今、窓際でパソコンと資料を見ている姿は、堅物な上司でしかない。あのギャップは、仕事中の東海林さんを知る人なら誰だってびっくりするはず。

　パソコンの画面越しに東海林さんを盗み見ていると、さらに、もう一通メッセージが送られてきた。

【こんなこと、負け惜しみみたいだけど。なにかあったら、いつでも俺を頼って】

　メッセージを読み終えた瞬間、咄嗟に本田さんを見てしまった。彼は、ニッとイタズラな笑顔を浮かべるだけで、すぐに仕事に向き直る。

　本田さんの気持ちを聞いてしまった以上、傷つけずに済む方法なんかなかった。

　それでも、そうして笑顔を向けてくれるような相手で、私は本当に救われた。

　本田さんへすぐに返事ができなくて、胸の中で謝罪とお礼を呟く。すると、もう一度目が合って、私たちはぎこちない中で微笑み合った。




　夕方に、一本の電話が事務所に入る。

「はい。東海林税理士事務所です」

　今は、東海林さんと本田さんが不在。私が電話を取ると、凛とした女性の声が聞こえてくる。

『もしもし。私、大おお河こう内ち会計事務所の大河内と申しますが、東海林さんはいらっしゃいますか？』

「申し訳ございません。あいにく、ただ今席を外しておりまして……」

『そうですか。差し支えなければ、携帯に折り返しいただけるようお願いできます？』

「はい。では、番号をお願いいたします」

　聞き取りやすい落ち着いた声の女性に、仕事ができる雰囲気を感じながら、間違えないようにメモを取る。受話器を戻し、ひと呼吸置いたあと、東海林さんの携帯に電話をかけた。

『はい』

「有川です。あの、折り返しお電話が欲しいという方から連絡がありまして」

『名前は？』

「え、と……大河内様です」

　それまで、ポンポンと続いていた会話が突然止まった。

　東海林さんにしては珍しいことだったから、携帯の電波の影響なのかと再度、問いかける。

「もしもし？　東海林さん？　聞こえてました？」

『……ああ。番号をメモする。教えて』

　どうやら通信障害ではなかったようで、名前を聞き返されることなく、そのまま話を進められた。

　番号を伝えて電話を切ると、どこか引っかかる気持ちで伝票整理に戻る。

　……私、なにかマズイことでも言ったかな？

　さっきの東海林さんの微妙な間が気になって、手を止めてぼんやりと考える。何気なく視界に入った腕時計を見ると、定時まで残り僅かしかないことに気がつく。

　一気に目が覚めた私は、急いで伝票整理の続きに戻った。




　結局、定時を約三十分過ぎてしまったけれど、小言を言う東海林さんは、まだ戻ってきてはいなかった。

　本田さんと三浦さんに挨拶をし、事務所を出る。

　今日はかけもちのバイトの日。まずは、バイト先付近まで行ってしまおうと、自宅とは逆方向に足を向ける。

　そのとき、肩に手を置かれ、驚いて目を見開いた。

「すげー偶然！　沙枝に似てると思ったら、やっぱり！」

「たっ、卓也!?　なんでここにっ」

　昨日、再会したばかりの卓也に遭遇し、動揺を隠せず声を上げる。

　なんで、昨日の今日で出くわすわけ？　よりによって、職場の近くで！

　私は初め、唖然としていたけれど、すぐに険しい顔をする。卓也は特に気まずい様子も見せず、至って普通だ。

「俺の新しい仕事先が、この辺なんだよ」

　確かにオフィス街ではあるけれど、そんな偶然ってある？

　疑念を抱く私をよそに、卓也は次々と質問を投げかけてくる。

「沙枝は？　そこから出てきたよな？　今、なんの仕事してんの？」

「別に……。ただの事務員」

「この中で事務っていうと……税理士事務所？　沙枝、そんな資格持ってたっけ？」

　卓也は、事務所が入っているビルを見上げ、核心をついてきた。

「へぇ～。でも、給料よさそうじゃん！　どのくらいもらってんの？」

　うわ……。いくらなんでも、そういうことをこの流れで聞く？　昨日の疲弊した顔は、いったいどこへいったんだ。

　卓也は、すでに昨日、私と再会しているからか、昔と同じようなノリで話をする。その神経が信じられなくて、嫌悪感しか抱かない。

「別に。普通だよ」

　やっぱり、昨日、一発でも殴っておけばよかった。あ、別に今でも間に合うのか。

　卓也に軽く殺意を覚え、握りこぶしを作ると、なんて言ってやろうかと思考を巡らせる。ガツンと、短くてもパンチのあるひとことをお見舞いしてやりたい。でも、この無神経男に、ダメージ食らわせられる短文なんてあるんだろうか。

　わざとらしく「税理士事務所か～。すごいな～」なんて繰り返す卓也を前に、いよいよ開口しようかと思った、その瞬間。

「有川？」

　背後から呼ばれた声に背筋が伸びる。

　バッと身を翻した私は、瞳孔が開くほど驚いた。

　よりによって、このタイミングで会うなんて……！

「しょ、東海林さん……！」

「こんなところで、なにをしてる？　通行人の妨げになってるぞ」

　いつも通りの会話を投げかける東海林さんが、チラッと卓也に視線を向けた気がした。気のせいかもしれないのに、ひどく動揺する。

「あっ、あの」

『この男とは、なんでもないんです』と否定してしまいたい。

　でも現実には、なんでもないどころか、大いに関係のあるやつだ。それに、『ソイツは誰だ？』とも聞かれていないのに、自分からそんなことを言えるわけがない。

　もどかしい思いで言葉を詰まらせ、卓也が余計なことをしませんようにと祈る。

　口では、なにも伝えられない。だからせめて……と、一方的に縋るような目を東海林さんに向け続ける。だけど、その視線に気づかなかったのか、それとも、わかっていて面倒事を避けたのか――。

「じゃ、お疲れ」

　東海林さんは、それだけ言って、呆気なく横切って行ってしまう。

「今のが上司？　なんかすげぇ怖い……」

　不幸中の幸い。東海林さんがいるときには、卓也はなにも言わずにいてくれた。

　でも、明らかに私の背後に立っていたし、赤の他人とは思われなかったはず。その事実だけで、気が重くなるには充分だった。

「卓也に関係ないでしょ。私、忙しいから。じゃあね！」

　苛立ちながら、ひとこと吐き捨てる。今すぐにでも、全力疾走していきたい。

　その気持ちをグッと堪え、普通に一歩踏み出した。ヒールを鳴らし始めたときに、後ろから大きな声が飛んでくる。

「なぁ！　もう一回、俺とやり直してほしいんだ！」

　まだ明るく人通りもある中で、恥ずかし気もなく突然言われ、思わず足を止めて振り返ってしまった。

　卓也を睨みつけて、ハッとする。真剣な顔をした卓也の向こう側に、東海林さんの背中が見えた。

　私は、くるっと顔を戻し、無視を決め込んだ。

「頼む！　考えておいて」

　卓也の声に無反応のまま、スタスタと歩き始める。

　今の卓也の言葉が、東海林さんの耳に届いていないようにと、切に願わずにいられなかった。




【俺には沙枝しかいない】

　翌朝。昨日のバイト後に卓也から来たメールを思い出し、深い溜め息が出る。

　アドレス、変えておけばよかったかも。

　昨日にも増して、重い足取りで事務所の階段を上る。ドアの前で足を揃えると、奥にすでにいるはずの東海林さんの姿を想像した。

　大丈夫。いつも通り挨拶すればいい。だって、この先は私情厳禁の仕事ゾーンになるわけだし。

　心を決め、汗ばんだ手でドアノブを握る。決心した気持ちとは裏腹に、ビクビクしながらドアを開けた。

「……おはようございます」

　今朝もすでに自席に着いて、爽やかな陽射しをバックにパソコンを眺めている東海林さん。その光景は、普段となんら変わらないのに、ひとり緊張しながら事務所に足を踏み入れた。

「あ、あー。今日も天気いいですよねぇ」

　普段通りでいいって自分に言い聞かせていたくせに、いらない言葉を口にしてしまう。ぎこちない歩き方で、自分のデスクにようやく辿り着く。

「有川、ちょっと」

　バッグをデスクに置こうとした矢先、しんとした室内に東海林さんの声が響いた。ビクッと手を滑らせ、大きな音をたててバッグを落とす。ギクリとして東海林さんを見ると、なにも言わずに立ち上がって応接室へ足を向けていた。

　無言の圧力に肩を窄め、追いかけるように室内に入る。

　出社早々、なんだろう？　なにか重大なミスでもしたかな……？

　東海林さんの顔色を窺っても、いつもと同じような表情で、怒っているのかはわからない。

　身を竦めて両手を前で組み、俯いて次の言葉を待つ。

　視界にはブラウンの絨じゅう毯たん。その隅に、東海林さんの黒い靴が映り込む。

　革靴が近づいてきて、おそるおそる視線を上げる。東海林さんのネクタイの結び目から、怖くて顔を上げられない。

　結局そのまま、東海林さんの足元を見る。

「今日の予定は？」

「……え？　あの……昨日の仕事は、昨日のうちに終わらせたはずですけど」

　おずおずと答えると、東海林さんは「はぁ」と大きな溜め息をついた。

「違う。そんなことはわかっている。今日の定時後の予定のことだ」

「えっ……」

　思わず顔を上げた先には、真面目な顔をした東海林さんがいた。片時も目を逸らさない瞳に射られ、頭がすぐには回らない。

　定時後？　まさか、仕事以外のことを事務所ここで聞かれるなんて……。

　驚きのあまり、いまだになにも答えることができない。そんな私に痺れを切らしたのか、東海林さんはさらに一歩踏み出し、距離を詰めてくる。

「それとも、昨日の男にまた会うか？」

　そのセリフにハッとして、今度は即答する。

「会いません！　昨日は、その……偶然！　彼は、ただの前の職場の同僚ですから」

　咄嗟に出てしまった嘘に、心拍数が異常なほど上がっていく。だけど、言ってしまった以上、この嘘をつき通すしかない。

　罪悪感から目を逸らしたくなったけれど、グッと堪えて東海林さんを見つめる。

「それで？」

「きょ、今日は、特に予定はありません」

　バイト、入ってなくて助かった！　今、この流れで『予定がある』って断ったら、絶対微妙な雰囲気になってた！

　ホッとしていると、じりじりと東海林さんに詰め寄られ、自然と後退してしまう。

「なぜ逃げる？」

「え。いや、だって」

　言い訳が浮かばないうちに、トン、と背中に壁の感触がした。すると、東海林さんが私の顎に手を添える。顔を上向きにされたせいで、余計に距離が近くなる。

「覚えておけ。人間、逃げられると追いかけたくなるものだ」

　信じられない。こんな展開になるなんて想像もしなかった。心臓が破裂しそう。

　瞬きもできず、涙目で東海林さんを見つめる。私を見下ろす彼は、低音の声で囁くように言う。

「週約末束まで俺を待てなくさせたのは、そっちだからな」

　私の顎を支える指と、綺麗に磨かれたメガネ越しにまっすぐ見据える瞳。そして、ギュウッと胸を掴まれるような言葉に、心を奪われてしまう。

　――ここが事務所内だということを、忘れてしまいそう。

　まるで立ちくらみでもしたような錯覚に、身体が崩れ落ちそうだった。けれど、なんとかそれを堪え、冷静になろうと努力する。

「しょ、東海林さん……？」

「なに」

「こ、ここ、事務所ですよ？」

　あれだけ公私混同を気にする人が、なぜ、こんな行動に出ているのか。それがいまだに信じ難くて、思わず口にしてしまった。

　東海林さんは片眉を僅かに上げ、さらに私の顔を上向きにさせる。ゆっくりと彼の唇が近づいてきて、ギュッと目を瞑った。

「ここがどこかくらい、知っている」

　なにも見えない状態で全身を強張らせていると、淡泊な言葉が耳に届く。そっと目を開いた途端、スッと手を離された。がっかりした気持ちに、結局、甘い展開を期待していたことに気づいて赤面する。

　油断していると、東海林さんが大きな手を私の頭上に置いた。

「……まだ就業時間外だから、規則には反していない」

　彼が私から目を背けて言った説明に一驚する。

　確かに、単に私たちは早く来ているだけで、規則として決まっている就業時間にはなっていない。けれど、私が知る、今までの東海林さんなら、そんなこと言わないと思う。

　先に応接室を出ていく東海林さんの背中を見つめ、触れられた箇所にそっと手を伸ばす。そのまま、人差し指を唇に当てた。

　キス……されたかったな。

　そう思ったときに、再びドアが開いて直立姿勢になる。

「なっ、なんですか!?」

　突然東海林さんが戻ってきた動揺を隠し、平静を装う。

「いや。おそらく今日、俺は定時では上がれないけど。どうする？」

「え……どうする、と言われても……」

　完全にいつもの上司に戻っている様には、本当に感服してしまう。こっちは、さっきの動悸がまだやまないというのに。

「とりあえず外食でもするなら、どっかその辺で時間潰し――」

「作ります！」

　東海林さんの言葉尻を遮って答えると、彼はあらかた予想していたみたいで、ポケットから取り出したものを、私のほうへ放った。

「それなら、預けておく」

　広げた両手のひらに感じた重みに視線を落とすと、そこには銀色に光る一本のキー。でも、この間預かった事務所のキーとは形が違う。

　……つまり、これは東海林さんの自宅のキーだ。

「泊まっていくんだろ？　この間の、長い説教の続きがあるんだろうし」

　東海林さんは、さらりとすごいことを言うだけ言って、さっさと姿を消してしまう。

　え……？　え!?　泊まって……って！

　その言葉を反芻しながら、キーをギュッと握りしめる。しばらくフリーズしていたせいで、ひんやりとしていたキーが、いつの間にか私と同じように熱くなっていた。




　定時きっかりで上がるよう指示されていた私は、すでに東海林さんのマンションで宣言通り、夕食を作っていた。

　炊飯器がないため、土鍋を使ってご飯を炊いた。中身は無難に白ご飯。

　おかずは、いろいろ悩んだ末にハンバーグ。それに、レタスとミニトマト、ポテトサラダを添える。

　本当は、世間一般の男性に支持されるらしい和食の定番、肉じゃがとか、あとはカレーライスなんかがいいのかな？と迷ったけれど。

「ふぅ」と息をつき、リビングにかかっている時計を見上げる。

　時刻は午後八時前。いつもなら、とっくにお腹が空いている。でも、味見もしていたし、なにより、東海林さんを待っているというこの状況では、お腹が空いたという感覚がない。

　……なにをそんなに緊張してるの。

　調理台のふちに腰を預け、照明を仰ぐようにして目を閉じる。

　いや、だって。今朝の流れを思い出しただけでも、すぐに心臓が跳ね回る。

　だいたい、まだ全然慣れないっていうか。仕事中の東海林さんのクールさには免疫がついたとは思うけれど、プライベートの東海林さんって予測不可能……。

　たったひと月と少ししか知らない東海林さんを思い出して、瞼をゆっくりと開く。

　今朝のは……卓也へのヤキモチでいいのかな？

　自惚れた思考に気持ちが高揚する。けれどすぐに、その気持ちが急降下した。

　本当は、卓也のこと……言っちゃったほうがラクになれるんだよね。わかってるんだけど、なかなかその勇気が出ない。余計なことは、後先考えずに言いだせるくせに。

　自己嫌悪に陥りそうになったときに、玄関が開く音が聞こえる。ハッと現実に引き戻され、気持ちを切り替えてリビングから玄関の方向を覗いた。

「……なんで、そんな陰から顔半分だけ出してるんだ？」

　泥棒のような怪しい動きの私へ放つ開口一番は、訝いぶかし気に言ったそんな言葉。

「は……。いえ、なんとなく」

　東海林さんは、指摘されてもなかなか全貌を晒せない私を一瞥し、溜め息をついた。

「案外、早く仕事終わったんですね……？」

　靴を脱いで近づいてくる彼にそう尋ねると、少しの間のあと、返答が来た。

「こんなふうに、誰かを待たせることをしたことがなかったから。どうにも気持ちが落ち着かないものなんだと、今日知った」

「は？」

　彼がリビングに入ってバッグをソファに置きながら、さらりと説明した内容に目が点になる。

「え……？　じゃあ、今までって、その……どういう感じで……」

「急な仕事もよくあるし、約束は基本しなかった。守れない約束はしない主義だし」

「いや……じゃあ、東海林さんに会いたい人は、どうすれば……」

「時間ができたときに、連絡してはいたけど？」

　涼しい顔で上着を脱ぎ、簡単に言い捨てる東海林さんに絶句する。

　東海林さんって、公私共に超ドライな人なんじゃ……。

「では、なぜに今日は、このような約束を私と……」

　変な言葉遣いにもなってしまうほど、彼の恋愛スタンスに衝撃を隠せない。

　東海林さんは背中を向けてネクタイをしゅるっと引き抜き、振り返り様にメガネを光らせた。

「君が逃げたからだろ」

「え。でも、逃げる前から誘われたような……」

「うるさい」

　今朝のことを思い出し、小さく首を傾げて呟いた。すると、厳しい口調で短く返され、萎い縮しゅくする。

「……そうだよ。別の男のところに行かせたくなかったからだ」

　東海林さんは顔を隠すように、手のひらを広げてメガネを押し上げた。指の隙間から覗く鋭い目に、鼓動が速まり、身体中が熱くなる。

　嫉妬心を言葉に出してくれるだなんて思いもしなくて、息をすることを忘れるほど、心底驚いた。

「先に食事にしよう」

「あっ、は、はい。少し待っていてください！」

　固まっていた私に、東海林さんは何事もなかったかのように、普通に振る舞う。私は慌てて返事をし、すぐにテーブルに食事を用意した。

「きっと、ご両親には到底敵いませんけど、洋食のお店だと聞いていたので懐かしいかなぁと思って……」

　今日のメニューの意図と共に、料理人のご両親の元で育った彼へ、『味の保証はないけれど』という意味で補足しておく。その説明を黙って聞いていた東海林さんは、私が座るのを待ってから箸を手にした。

　お互いに「いただきます」と口にして、先に食べ始めた東海林さんを、不安な気持ちでチラ見する。彼は、ハンバーグからポテトサラダ、味み噌そ汁しるまでひと通り口をつけたあとに、ひとこと漏らした。

「記憶の味とは、全然違う」

「ですよね……」

　それは、いわゆる〝おふくろの味〟とは違っているということを示し唆さしているのだと、すぐに理解できる。覚悟はしていたけど、相変わらず忌憚ない感想に肩を落とした。それでも、東海林さんは箸を休めることなく、黙々と口に運んでくれる。

「そんなにわかりやすく落ち込むなよ」

　呆れ声で溜め息交じりに言われると、余計に悲しくなってくる。

　自信満々だったわけじゃないけど、こうもはっきり否定されると、やっぱりへこむ。

　暗い空気を纏い、自分の前に置いてある手つかずの料理に視線を落とす。落ち込んでいると、思いがけない言葉を耳にした。

「美味しいよ」

　たったひとことなのに、嘘のように気持ちが一気に浮上する。

　正面の東海林さんを凝視すると、彼は美しい所作で食事を続けていた。

　今の、本心だよね……？　東海林さんって、嘘は言わないはず。ということは、マズイわけではなかったんだ。

　それ以降は、もう感想はなかった。けれど、最高の言葉をもらった私は、それだけで充分。

　自然と頬を緩ませ、箸を伸ばす。そのとき、東海林さんが、ボソッと不思議そうに言った。

「そういえば、うちは米を炊く手段がないのに、どうやったんだ？　この食器にも見覚えがない」

「あ、それは土鍋で炊いたんです。ガスは使えるので。食器も、最低限のものだけみたいだったので……勝手にすみません」

　彼氏の家で他愛ない会話を交わしながら、向かい合って同じものを口にする。恋人だったら、きっと、ごくありふれた光景。だけど、東海林さんとそうしているというのが奇跡に感じる。

「そんなに一から準備したなら、高くついたんじゃないか？」

「いえ。たぶん、外で食べるよりは安いかと。土鍋も百均ですし」

　百均って、東海林さんはどう思うだろう？　彼の雰囲気からは、プチプラなんて無縁な気がする。

　ビクビクと反応を待っていると、東海林さんは、私が勝手に買ってきたサラダボウルを眺める。

「……女って、服でも、こういうものでも、ブランドに拘こだわるものだと思ってた」

「まぁ、人によるんでしょうけど。私は、こういうのが性に合ってます。初めに言ったように、実家も特に裕福じゃなかったので。そういう生活に染まってるんですよ」

　冗談交じりで言うと、東海林さんは少しも笑い声を漏らすことなく、なにか考えるように閉口する。マズイことでも言ったかな？と、自分の発言を思い返していると、東海林さんが箸を揃えて置いた。彼の下向きになった睫毛が、ゆっくりと上を向く。

「たとえ裕福じゃないとしても、金で買えないものを持っていたんだろう。この料理を口にすればわかる」

　彼にまっすぐ見つめられると、それだけで胸が大きく音をたてる。

　目を逸らせずにいると、フッと彼の目元が優しく緩んだ。

「ああ。そういえば、いつか言ってたな。『人間、美味しいものを食べたほうがいいに決まってる』というようなことを」

「そ、そうでしたかねぇ」

　あのときのことは、あまり思い出したくない。間違ったことを言ったとは思っていないけれど、ちょっと言い過ぎたと思う節もある。

　私はごまかすように曖あい昧まいな相あい槌づちを打って、目を泳がせた。その間も、ひしひしと東海林さんの視線を感じる。

「そういうことを忘れてた。でも、これも、ひとりきりじゃ味気ないんだろうけどな」

　彼の穏やかな声は、すごく落ち着く音で、まるで時が止まったよう。

　なにかを思い出すように目を伏せる東海林さんを、ジッと見つめる。

　以前、成り行きで朝を共に迎えたときに、寝ている顔は見たはずだけど、動揺していて、まじまじと見る余裕はなかった。

　切れ長の目からは想像できない、意外な長い睫毛に見とれ、瞼がゆっくりと押し上げられるのを瞬きもせず見続ける。露わになった黒曜石のような瞳は、どこか熱い光を灯していた。

　彼は、昔を懐かしむような面持ちで、小さく口を動かす。

「もしかしたら、今も、あの味を誰かに提供していたのかもしれないんだな」

「……ご両親のお店ですか？」

「まぁ、母親がもういないんじゃ、どのみち同じだったかもな」

　食べ終えた食器を眺め、苦笑する。いつもクールな東海林さんの変貌に、切なく胸を締めつけられた。

「……お店を辞めたあとも、料理を振る舞っていたんじゃないんですか？　毎日、お父さんと東海林さんに」

　会ったこともなく、ただ、三浦さんに少し話を聞いただけ。それでも、そういう光景がありありと目に浮かぶ。

「お母さんは、それだけで満たされてたんじゃないかなぁ……」

　幸せの形は、きっと、ひとつだけじゃないはずだ。

　お店だけがご両親の幸せではないと思う……なんて、そんなのは勝手な想像で、理想に過ぎないと言われたらそれまでだけど。

　東海林さんは私の話を聞くと驚いた目をして、微かに顔を綻ばせる。

「君は、俺の両親に似たところがある」

　それは、心を開いた柔和な表情で、思考を全部奪われそう。滅多にない彼の優しい瞳に眩暈を覚え、かろうじて言葉を返す。

「えっ……？　それは、いったい、どういう部分で――」

「〝超〟がつくほどお人好しで、自分たちが損するタイプだ」

　素早く返された答えに、がっくりときて項垂れた。

　まぁ、そうだよね。もしかして、褒められるかもだなんて思った私が浅はかだった。でも、私はともかく、東海林さんのご両親もそんなタイプだなんて。

　東海林さんは、おもむろに頬杖をつき、遠くを見つめる。

「きっと、いろんな面で経営に不向きな性格だったんだ。そう気づいてから、親身になって具体策を提示してくれる人……たとえば、税理士やコンサルタントが身近にいれば、もう少し違う結果になったと思ったんだ」

「今なら、東海林さんが支えられたかもしれないのに……」

　そんなことを今言ったって、なんの意味もない。

　それに、そういったことは、東海林さん自身がとっくに感じているはず。

　守りたいものがすでになくなってしまっていることは理解しているのに。それでもなんだかもどかしくて、その思いは簡単に消えない。

　きゅっと下唇を噛みしめていると、彼はいつもの淡々とした口調に戻っていた。

「俺の話はもう終わり」

　レンズ越しの鋭い目に見据えられて、ギクリと身体を硬直させる。

　こ、これは……もしかすると、マズイ流れなんじゃ……。

「で？　なんで、ただの元同僚が、何度も姿を見せるんだ？」

「な、何度も……？」

　どういうことだろう？　確かに、昨日と一昨日は、私の前に現れたけれど……。東海林さんが知るのは昨日だけのはずなのに。

「今日、有川が退社した少しあとに、事務所の前をしばらくウロウロしていたのを見たが」

　――た、卓也のやつっ！

　心の中で悪態をつき、どう取り繕うか狼狽え、上うわ擦ずった声を出す。

「あ、あの、たぶん相談があったのかも……？　あの人、ちょっと心配事が」

「心配……？　ああ、そうだよな。有川なら、誰の心配も平等にするんだろう」

　どこか言葉に棘があるのを感じ、頭の中はパニックに陥ってしまう。

　どう返事をすればいいのか困惑していると、東海林さんが涼しい顔で、さらに私を追い込む。

「男が女に『やり直したい』と言う意味は、ひとつしかないと思うんだけどな？」

　――『もう一回、俺とやり直してほしい』

　やっぱり、あの卓也の声は、東海林さんに聞こえてたんだ……！

　それがわかると、一気に血の気が引く。

　これ以上は無理。どう足あ掻がいても、私に東海林さんを欺あざむくような話術はない。

「ご、ごめんなさい！　元彼でした！　でも、本当に今はなにもっ……」

　観念して、ガバッとテーブルに頭を擦りつける勢いで謝罪する。

　怒ってる……？　呆れてる？　それとも、関心自体がなくなってる……？

　ぐるぐると負の感情が頭を回っているところに、ダメ押しの大きな溜め息が頭上に重く落ちてきた。当然、頭を上げることなんかできなくて、そのまま石のように固まり続ける。

「君も、嘘が下手な部類だと思うんだけど。自分でもわかってるんじゃないのか？」

「う……。はい……」

「それなら、なぜ、その選択をしたのか。ぜひとも聞いてみたいね」

　まるで、尋問でも受けているかのような図。

　相手は頬杖をついて長い足を組み、圧倒的優勢で私を鋭い視線によって拘束する。私はその威圧感に肩を窄め、ひたすら冷や汗を流す。

　無言の圧力に押され、ボソボソと口を動かした。

「その、嫌われたくなかった……ので」

　私の言い分に、東海林さんはぽかんと口を開ける。聞こえていないわけじゃなく、その答えに茫然としている様子だ。

　そんな間の抜けた東海林さんの顔は、見たことがない。そのくらい、彼にとっては信じ難い答えだったんだろう。

「イマイチ理解できない。過去なら口出ししようもないし、今、後ろめたいことがないなら、別に堂々としてればいい話だろ」

「はぁ……。いや、仰おっしゃる通りなんですけど」

　東海林さんは頬杖をついていた手で額を押さえ、眉間に浅く皺を寄せる。

　確かに、東海林さんの言うことが正論だ。でも感情は、そういつも正しいほうを選択させてはくれない。私は自分に自信があるわけでもないから、なおさら、不安要素を曝け出したくなかった。

　狡い考えだっていうのは、重々承知している。それでも、東海林さんの隣にいたいっていう気持ちが勝った。

　上目遣いで東海林さんを窺うと、頭の中を整理し終えたようで、額に当てていた手を外した。そして、ガタッと席を立ち、私の横にやってくる。

「まぁいい。でも、君が得意とする〝お人好し〟を元彼に発揮されたら困る」

　そう言って、私の座る椅子の背もたれに右手を添え、テーブルのふちに左手を置いた。真顔で上半身を折り、顔を近づけてくる。閉じ込められるような体勢をされると、逃げることもできなくて惑乱する。

　間近にある、鼻筋の通った美形な顔を見つめる私は、頭の中が真っ白だった。

「週約末束とか関係なく、有川は誰の隣にいるべきか。答えは？」

　――あ。東海林さんの匂いだ。

　真横で囁くように言われた際に、咄嗟に浮かんだ。

　前に、私も東海林さんと同じ匂いを纏い、それに対して彼が頬をうっすらと染めて驚いたことを思い出す。そのときの東海林さんと同じように、今度は私が顔を赤く染めた。

　パチッと合った東海林さんの目が、フッと細まり、妖よう艶えんに口の端を僅かに上げる。

「この間みたいに言い返してこないのなら、今日のところは、俺が〝攻め〟でいいんだな？」

　意味深な言葉を口にされたかと思えば、あっという間に抱え上げられる。

　驚き、短い声を漏らす間に、数歩先のソファにやや乱暴に下ろされた。私の腰の位置に東海林さんが片膝を置くと、ギッとスプリングが軋む。

　いつも見上げてはいるけど、こうして仰ぎ見るのは〝あの夜〟以来だ。

　東海林さんが酔っていたあの夜の光景が、デジャヴのように重なって目に映る。

　違うのは、ベッドじゃなくてソファということ。そして、彼が正気だということだ。

「他人の〝心配〟は、そこそこにしておけ」

　東海林さんの色っぽい瞳に吸い込まれ、身動きが取れない。

　自分が女で、相手が男の人だというのに、艶っぽい表情に欲情しそうになるなんて。そんなの、今まで経験したことない。

「……なんなら、男の心配は俺だけでいい」

　その言葉は、聞き取れるかどうかという籠った声。

　彼が口にしないようなセリフに耳を疑っていると、顔に影を落とされた。

「ん……」

　重ねられて感じる心地のいい温度は、これが三度目。

　心地いいのは束の間で、彼の熱はすぐに私の胸を波立たせ、心を乱す。

「ん、ん、んっ！」

　角度を変えて与えられる甘い刺激の他、スルスルと身体の上を這はう大きな手に過剰な反応を示してしまう。キスだけでも混乱しているのに、いきなりこの先だなんて頭の中が沸騰しそうだ。

「ま、待って！」

　どうにか理性を繋いで声を上げる。東海林さんは珍しく、感情を露わにした様子で口を開いた。

「なんで」

　若干苛立った口調で言われると、流れを止めてしまったことに、申し訳なさを多少感じてしまう。

　それでも、女として譲れないというか……恥じらいというものが私にもある。

「だ、だって、やっぱりシャワーとか入りたい……！」

　こういうのって、男の人にとっては、単なる女の我儘に聞こえるんだろうか。

　気まずい思いで、眉を下げて目を潤うるませる。すると東海林さんは、ドサッと私の足元に腰をかけ直し、メガネを外して目頭を押さえた。

「……悪い。つい、余裕がなくなって」

「あ、いえ……」

　目を閉じ、少し顔を上げて、東海林さんはぽつりと尋ねる。

「先に使っても？」

「え？　あ。も、もちろん」

　あわあわと答えながら、私は身体を起こしてソファの上に正座した。

　東海林さんの横顔を見つめていると、彼は今度は頭を垂れて、軽く左右に首を振る。

「ちょっとクールダウンしてくる」

　ボソッと呟いて立ち上がり、リビングを出ていった東海林さんの姿が見えなくなっても、私はしばらく放心していた。

　この展開、全然予測してなかった……！

　時間が経つにつれ、今の出来事の重大さを感じる。

　耳まで真っ赤な顔を、両手で覆った。

　淡泊なイメージが強過ぎて、東海林さんはこういうことに関しても、クールなものだとばかり思っていた。

　いまだにドキドキしたまま、膝を抱え、顔を埋うずめる。数十秒、その体勢でいると、静寂なリビングにシャワーの水音が微かに届いた。コロンと身体を横たえて、リビングをぼんやりと眺める。

「……よかった」

　嘘ついちゃって、それがバレて。しかも男絡みだったから、バッサリと切り捨てられると思った。

　安堵すると同時に心地よくなってきて、ゆっくりと目を閉じる。

　なんで許してくれたんだろう。嘘は嫌いだって口にしていたくらいなのに。

　ああ、でも、出会ったときから、本当は優しい人なんだって思ったっけ。

　仕事もそう。冷たく感じるけれど、ちゃんと意味や理由があってのことで、単なる冷酷上司なんかじゃない。

　ふわふわとした思考に流されるように、私はいつしか眠りに落ちてしまった。




　夢の中で、カチャッとドアの開いた音が聞こえた。うっすらと目を開けたものの、瞼は重くてなかなか完全には開かない。

　目を閉じていながらも、顔に影を作られたことがなんとなくわかった。それは、東海林さんが蛍光灯を遮って、私を見下ろしているんだろうと寝ぼけた頭で考える。

　そこまでわかっていても、やっぱり目は開かない。

　薄れていく意識の中で、東海林さんの声が微かに聞こえた。

「……嘘だろ。マジか、コイツ」

　そのぼやきのあとは、さらに声が遠くなっていく。

「はぁ。面倒かけるなよ」

　かろうじてそれを聞き取ると、サラッと頭を撫でられ、唇に柔らかな熱を感じた。

　そのあと、ゆらゆらと身体が揺れ、心地よく沈んでいく。

　いつもの寝心地とは違っていたけれど、やけに安心できたのは、記憶に新しい、優しい香りに包まれていたからかもしれない。




「勉強や仕事以外で寝不足になったのも、初めての経験だ」

　起床直後に放たれた言葉に青あお褪ざめる。

　隣には、冷ややかな目をした東海林さんがいて、一瞬で事態を把握した。

　当然、わざと寝てしまったわけではない。けれど、そんなことは理由になんかならないことくらい、私でもわかる。

　狼狽えていると、かけ布団の中の自分の姿に驚いた。

　えっ！　ふ、服を着てない！　正確には、アンダーウェア姿ではあるけど！

　慌てて手元のかけ布団を手繰り寄せ、首元まで隠す。ベッドから立ち上がった東海林さんを見ると、ちゃんと部屋着を着ていた。

「皺になると思って、上着を脱がせたのは俺だけど。その先は自分だからな」

「え、嘘！」

　その説明に驚き、ボッと一瞬で顔を赤くした。東海林さんは、メガネをまだかけていないせいか、不機嫌そうに目を細めて睨む。

「その反応はなんだ？　まさか、俺が、その中途半端な姿にしたって？」

「や……それはない、ですよね」

　私がしどろもどろで答えると、詰め寄るように上半身を曲げて顔を近づけられる。

「あの流れで寝といて、さらにその格好……。なんの嫌がらせかと思ったくらいだ」

　東海林さんの言葉に、目を見開いて固まってしまった。

「その顔はなんだ？」

「え？　あ、いや、なんか……意外で」

　よくよく考えれば、第一声に言われた『寝不足になった』っていうのも意外な話。うまく言えないけれど、東海林さんはがっつくような……いわゆる肉食系に見えない。こういうことになっても、さらりと流すのかと思っていた。

　ぽかんとして、いまだにメガネをしていない東海林さんの顔を見上げる。すると、凛々しい眉根を寄せ、難しい表情を浮かべながら顔を覗き込まれた。

「あのなぁ……。俺だって男なんだよ」

　ズイッと距離を詰められると、緊張のあまり無意識に息を止める。

　鼻先が触れるかも、と思わせるくらいの近さに驚いた。もしかしたら、メガネをしていなくて、あまり見えていないせいかもしれない。

　メガネがない分、東海林さんの柔らかな黒い瞳が、一層綺麗に目に映る。その静かな光に吸い込まれ、瞬時に心が波立つ。

　東海林さんは、女性のように鮮やかな色をした唇をうっすらと開けた。

「――沙枝。今回、俺にした仕打ち、覚えておけよ。次は逃がさないからな」

「さ……え？」

「なんだ？　まだ寝ぼけてるのか？　君の名前は〝沙枝〟だろ」

　そう。私の名前は〝沙枝〟で間違いない。

　寝ぼけていたわけじゃなくて、東海林さんの声で聞くことが、こんなにも別物に感じるとは思わなかった。今までの誰よりも、特別な感じがするのはなぜだろう。

「ほら。出社の準備するぞ」

　ぶっきらぼうな言い方は、いつもと同じ。それなのに、なんだかなにを言われても、いちいちドキッとさせられる。

　しなやかな手を差し出され、そこにそっと手を添える。

　力強い手に握られてベッドから立ち上がり、自分のあられもない姿を思い出して、数秒後に発狂した。




　下着とブラウスは、きちんと着替えた。だけど、スーツは昨日のもの。

　昨日は急に東海林さんの家に行くことになってしまったから、さすがにスーツまでは用意することができなかった。……せめて、と、途中で手頃な値段の下着とブラウスは買ったのだけど。

　まさか、私が東海林さんの家から出社しただなんて、誰も気づくことはないだろうけれど、どうにも気持ちが落ち着かない。

　奇抜な柄や色のスーツじゃなくダーク系だし、二日続けて着てたって、目立つものでもないよね？

　無駄に小さく咳払いをしたりして、パソコンに向き合い、始業時間から一時間ほど経過する。そこで、東海林さんの携帯が音を上げた。事務所にいる全員に注視される中、東海林さんは携帯を取り出して耳に当てる。

「はい。……ああ、悪い」

　ん？　クライアントではないのかな？

　きっと、東海林さんの電話の受け方に、所内の誰もがそう思ったはず。

　だって、話し方がまったく違う。そんなことは今までなかったから、余計に相手が誰なのか気になってしまう。

　チラッと三浦さんや本田さんを見ると、すでに仕事に戻っている。

　私もそれに倣って手元に視線は落とすものの、意識はしっかりと通話中の東海林さんに向けていた。

「今？　事務所にはいるけど。……わかったよ」

　お父さんとか、知り合いからかな？　どこか親し気な雰囲気が、そう感じさせる。

　どれだけ気になったって、仕事中にそんな話をすることなんかできない。いや、仕事中でなくとも聞けないとは思うけれど。

　そわそわしているのは私だけで、東海林さんは電話を切ってからも普通に仕事をしていた。

　そこで、事務所にノックの音が響く。ホワイトボードを見ても、特に来客の予定は書かれていない。

　突発的なお客さんかと急いで席を立った。

「失礼します」

　綺麗に通る声と、ドアから現れたその容姿に圧巻する。

「大河内と申しますが、東海林さんは……ああ、そちらにいらっしゃいますね」

　女性は私に微笑みを向け、東海林さんを見つけると、まっすぐ向かっていく。

「久しぶり」

「ああ」

　ふたりの短い会話に、嫌な予感がする。

　大河内って言っていた。その名前は覚えている。この間の電話の人だ。

　東海林さんは、彼女を応接室へと案内する。それを見て、さらに心がざわめきだす。

　――『女性とふたりきりになるときは、個室に入ることは避けている』

　前に、東海林さんはそう言っていた。今、応接室手前のブースは、他にお客さんはいない。

　じゃあ、なんで個室のほうに……？

　不安な気持ちは、坂を転がり落ちていくように一気に加速する。

　大河内さんとは、親密な関係だから……？　自己防衛しなくてもいいと思えるほどの、信頼関係があるから？

　出入口前で茫然と立ちつくし、みっともない嫉妬に駆られる。

　東海林さんの耳くらいまで背丈がある大河内さんは、隣に並んでいて様になる。

　肩下で靡なびかせる黒髪は、凛とした印象にぴったりのストレート。ベージュ色をした細身のスーツを着こなしている背中が、応接室のドアで遮られて見えなくなった。

　バタン、という音に我に返ると、逃げ込むように給湯スペースに移動した。震える手をやっと動かし、お茶の用意をする。

　本当は、お茶なんか持っていきたくない。もちろん、あの東海林さんが事務所内でなにか怪しいことをするだなんて、あり得ないってわかっている。でも、それとこれとは別で、気持ちを簡単に切り替えることなんかできない。

　茶葉を蒸らしている少しの間、小さく深呼吸をする。

　切り替えられないだなんて、言っていられない。そんなことを東海林さんに言ったら、冷たく一蹴されるんだから。

『私情を挟むな』と、もう何度も言われてきた。このくらい、涼しい顔してやり遂げなきゃ、この先ここで働くことなんかできっこない。

　最後に鼻から息をひとつ吐き、淹れたお茶をトレーに乗せて口を引き結ぶ。応接室へ向かい、背筋を伸ばして右手をドアに打ちつけた。

「失礼します」と震えそうになった声をどうにかごまかして、室内へ一歩踏み出す。上座に座る大河内さんが、私に向けた目を優しく細めた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　慎重に大河内さんの前にお茶を置くと、彼女は礼儀正しくお礼を口にし、なにやら話を続けた。

「前に、電話で少し話はしたけれど」

　大河内さんの話が気になるところだけど、お茶出しという任務を終えた以上、ここに長居はできない。仕方なく、一礼して踵を返し、ドアノブに手を添える。ドアを開こうとしたときに、話の続きが耳に入ってきた。

「お世話になってる人に、節税の相談をされてね。私、専門外だから、あなたのところを紹介したいなって思ったのよ」

　そこまで聞いて、応接室をあとにする。

　足は給湯スペースに向かっていたけれど、気持ちは応接室に残したまま。シンクまわりを片づけながら、ボーッとする。

　仕事の話だった。でも、それだけじゃない気がするのは勘繰り過ぎ？　なんでだろう。なにが、こんなに気持ちをざわつかせるの……？

　考え続けても、答えは一向に出てこない。自分のデスクに戻ったあとも、上の空でキーを叩く。

　数分後に、応接室から出てきたふたりの姿を見て、胸のざわつきの原因が、漠然とわかった気がした。

　大河内さんの美麗な容姿や仕事ができる雰囲気は、私には持ち得ないもの。それらを持つ彼女への羨せん望ぼうから、微妙な気持ちになっているんだ。

　でも、それはほんの少しで、おそらくは――。

「時間を割いてくれてありがとう。また、連絡するわ」

　大河内さんは軽やかな足取りで上品な微笑みを口元に浮かべ、軽く手を上げる。そして、艶やかな髪を靡かせて、事務所からいなくなった。

　花のように綺麗な女性。ただ愛めでられるだけではなく、自ら美しく開花している、芯の強そうなその印象に衝撃を受けた。

「今の女性は、充くんの知り合いかな？　どこかで見たことがあるような……」

　強烈なインパクトを持つ彼女に当てられていると、三浦さんが首を傾げる。

「私の旧友です」

　間を置かずに東海林さんが即答したことは、事実なんだろう。

　彼のはっきりとした答えを耳にしても、その日はずっと、大河内さんの姿が頭から離れなかった。




　黄昏たそがれ時に、ひとり浮かない気分で歩いていた。

　できるなら、どこにも立ち寄らず家に帰り、なにもせずに寝てしまいたい。

　そんな気分ではあったけれど、現実問題そうもいかずに家路から外れていた。

　赤信号で立ち止まったときに、バッグの中の振動に気づいて手を入れる。携帯の画面を見ると、溜め息が漏れた。

　ただでさえ晴れない気持ちでいるというのに、解決していないこともあったのだと思い知らされる着信だったからだ。

　電話に出ようかどうしようかと思い悩み、携帯を握りしめる。結局、進行方向が青信号になっても、なお止まらない振動に根負けした。

「……はい」

「出てくれないかと思ったけど、やっぱり沙枝だな」

　スピーカーから届く言葉と同じ声が、すぐ横から聞こえて吃驚した。

　左を振り返ると、すぐ隣に卓也がいる。あまりの驚きに、声も上げられない。

「そういうところが好きなんだよね。でも、メールの返事はさすがにしてくれなかったな……」

　しおらしく眉を下げて弱々しく言う卓也に、ようやく声を絞り出す。

「当たり前でしょ」

「そうだよな。俺のせいで、仕事のかけもちまでさせられてるもんな」

　卓也に知られているなんて微塵も思っていなくて、思いきり虚を突かれる。

「なんで知って……!?」

「あ、やっぱり。だって、こっちは沙枝の家の方向と違うし。それに、この前もこっちの方向に歩いていってたし」

　ハッタリをかけられたことも、それを躊躇うことなく口にされたことも面おも白しろくない。苛立ちと嫌悪感しか湧かなくて、こぶしを握り、奥歯をギリッと噛みしめる。

「そうよ。全部、卓也のせいで」

　借金取りからの着信履歴が山のようにある携帯を握り、卓也を睨みつける。恨み節を漏らしかけたときに、不意に脳裏に浮かんだ。

　でも、卓也のことがあったから、東海林さんに会えたのかもしれない。

　元彼に縁をもらったって思うのは癪しゃくだし、嫌だけど、そういうふうにも考えられる。

「沙枝？」

　すると、お人好しと言われる私の性格上、冷徹になりきれない。

「なんでもない。それより、お金の工面がどうとか言ってたのは、どうなってるのよ」

　冷静に今置かれている現状のみを話して、とっとと卓也との関係を清算したい。

　ひと呼吸置き、感情を抑えて問い質す。途端に卓也は落ち着きがなくなって、目を泳がせた。

「そ、そう。それなんだけど……もうちょい時間かかりそう」

「はぁ!?　じゃあ、私が、このまま身に覚えのない借金を返さなきゃならないっていうの!?　それでやり直したいとか、どこまで人を馬鹿にすればっ……！」

　東海林さんを見習って、涼しい顔で話を済ませたかったのに、やっぱり私には無理。

　怒りが再燃すると、自分でも知らぬ間に、卓也の胸ぐらを掴んで訴えていた。

「いや！　すぐにちゃんと返す！　本当！」

　両手を上げて降伏ポーズを取る卓也に、呆れて力も抜けていく。

「……お金は当然返してもらう。でも、やり直すことはないから」

「けど、俺には沙枝が必要なんだ」

　私が必要、って。そんなこと、今の今まで、一度も言ってもらったことなんかない。

　激高していたのが急激に冷めていくのを感じ、自然と口から言葉が出た。

「私には必要ない」

　今までの人生で、そういう冷淡なセリフを吐き捨てたことなんてなかったと思う。そんな私にここまで言わせる卓也はある意味、稀少ですごいやつだ。

　卓也は基本的にはしつこいけれど、要所要所で一旦、身を引く。

　今も、これ以上はなにを言っても無駄だと判断したんだろう。私を責めたり、繋ぎ止めたりすることをしなかった。その場で少し踏み留まり、来た道を引き返していく。

　卓也の後ろ姿を見て、心のどこかで安堵し、息をつく。気持ちを切り替えて歩きだそうとしたときに、視線を感じて顔を上げた。

　視線の先には、モスグリーンのパラソルの席が五席あるオープンカフェ。そのカフェテラスの中で道路側に位置する席に、ひとりの女性が座っていた。

　嘘でしょ……？　信じられない。

　私が感じた視線の主は、そのカフェテラスにいる女性……大河内さんだ。

　目を剥いて直立不動でいると、大河内さんは元々耳に当てていた携帯をそのままに、小さく会釈をして微笑んだ。驚倒する私は、やっとの思いで反応し、頭を下げる。でも、彼女のように笑顔を向ける余裕なんか、どこにもない。

　ここから早く立ち去ろうと思っているのに、一歩がなかなか踏み出せない。あまり目を合わせ続けているのも不自然だと頭ではわかっているのに、目も逸らせない。

　……ああ、もう最悪。今すぐ消えたい。

　憂鬱な気持ちで大河内さんをずっと見つめる。彼女は、あまりに長く見続ける私に、不思議そうな顔をしていた。けれど、その直後に、電話をかけていた相手と繋がったのか、パッと視線を外す。向こうから目を逸らしてくれて、ホッと小さく息を吐いた。

　ようやく動くようになった足を、改めて一歩踏み出す。しかし、聞こえてきた彼女の声に耳を疑い、足を止めた。

「あ、もしもし。充？　今日は突然だったのに、ありがとね。これから、どう？　近くにいるんだけど」

　車道も近い雑踏する街角では、聞こえてくる音は無限にある。それなのに、彼女の声だけクリアに聞こえるのは、震しん撼かんするような内容だったから。

「え？　なによ、素っ気ないわね。覚えてないの？」

　大河内さんは、くすくすと笑い、足を組み変えて楽しそうに話す。その声は、以前電話を受けたときや、今日事務所に来たときとは異なるものだ。

　簡単に言うならば、ビジネスの堅苦しさはなく、柔らかな女性の声。

　彼女の色気のある声をそれ以上聞きたくなくて、急いでこの場を離れようと、大きく足を踏み出す。けれど、聞きたくないと思うものほど、耳は敏感になってしまう。

「ねぇ。約束したじゃない？　今度再会したときは、結婚しようって」

　……『結婚』？

　全身を雷に打たれたような、強い衝撃が襲う。

　今のは、絶対に聞き間違いなんかじゃない。

『今日突然に』会った『充』という人間が、そうそう他にいるとも思えない。

　まだ陽も落ちていないのに、目の前が真っ暗になる。

　そのあとは、どうやってバイト先まで辿り着き、仕事をこなしていたのか、まったく覚えていなかった。




　あの日から週末の今日まで、表向きはなにも変わらない毎日を送る。その間は、東海林さんに誘われることもなく、正直どこかホッとしていた。

　だけど、どこか憂鬱な気持ちは持続したまま。原因は、あの日の大河内さんの話を聞いてしまったからだ。

　そのせいで、事務所でも東海林さん宛の電話に敏感になってしまっている。

　どうやら大河内さんからの接触はまだないみたい。でも、それはあくまで職場の話。もしかしたら、プライベートの時間に、携帯に連絡しているのかもしれない。

　そして卓也はというと、押してダメなら引いてみろという作戦なのか、今日までおとなしくしている。

　卓也は、私を裏切り、苦しめている張本人。二度と信用なんかしない。それに比べ、東海林さんという人は嘘をつかない、正直な人のはず。

　それなのに、大河内さんの言葉を聞いてしまった私は、どうしても猜さい疑ぎ心が強くなってしまっている。

　――今日は、約束の週末なのに。

　正直、いまだに東海林さんと恋人同士だと実感できない中で、この約束は貴重。

　仕事のときの東海林さんは、私に対し、完全に一線を引いて接する。それは上司としても、社会人としても当然のことで、感情をダダ漏れさせがちな私は敬服し、反省するところだ。

　職場が同じということで共有している時間が多くても、彼の内面に近づける時間は僅か。それが、東海林さんと付き合っていると感じさせない要因だと思う。

　だから、今日の約束を心待ちにしていたし、緊張と期待が入り交じっていて落ち着かない。

　この間のように、突然豹ひょう変へんして求められるかもしれない。

　そんな雀じゃく躍やくする気持ちとは裏腹に、大河内さんの艶っぽい声で聞こえた『結婚』というワードで、奈落の底に突き落とされるような絶望感を抱いている。

　ぐるぐると上がったり下がったり、目まぐるしい感情に振り回されながら、どうにか目の前の仕事と向き合っていた。




　しばらくデータの打ち込みをしたあと、手元にある書類やファイルを提出しに、東海林さんの元へ席を立つ。

「東海林さん。データ処理と、ファイリング済みのものです」

　東海林さんが、カチッとマウスをクリックする音で、何気なくパソコンを眺める。それは、自分がよく目にしているような表や書式ではなく、メール画面だった。

　前職から事務系だったということが関係あるのかは定かじゃないけれど、私はパッと目に飛び込んできたものを、読み流すようなクセがあるのかもしれない。それは無意識だから、こんな場面では余計にタチが悪い。

　私は、盗み見る意もないままに、東海林さんのパソコン画面上の文面を目で追う。最初の部分を心の中で読み上げ終えた頃に我に返り、慌てて目を背けた。

「ああ。お疲れ」

「あっ……。お茶！　淹れてきます！」

　あからさまに目を逸らしてしまい、自己嫌悪に苛さいなまれる。そのまま東海林さんのデスクを通り過ぎ、給湯スペースに足を向けた。

　急須に茶葉を入れてお湯を注ぎながら、自分の軽率な行動を反省する。それと同時に、メールの内容を思い返していた。

【ｆｒｏｍ　Ｏｋｏｃｈｉ】という文字は、あの人からのメールを意味する。

　記憶では挨拶文の次に、【先日依頼した件で】と始まっていたから、私がなにか心配する必要もなく、ビジネス上の用件だと思う。

　当然だ。仕事上のアドレスに、私用のメールを送ったりするはずがない。まして、相手がお堅い東海林さんだし、大河内さんもしっかりとした印象の人だ。

　そう思うのに、心は靄もやがかかっていて、一向に晴れる気配はない。

「有川」

　明らかに蒸らし過ぎているお茶の存在を忘れ、シンクの一点を見つめていると、不意に東海林さんから声がかかった。

　心臓が止まる思いで顔を上げたのは、以前も給湯スペースここで同じようなことがあったからだ。あのときは、ドジを踏んで、足にヤケドを負ってしまった。

　今、足のヤケドは平気だけれど、心のほうは、まったく平気なんかじゃない。

　東海林さんは、スクエアメガネのフレームに蛍光灯を反射させ、ブリッジを中指で押し上げる。

「今日、週末だから、残件整理やメールのチェックがあって遅くなる。また、鍵を渡すから――」

「忙しいんでしたら、無理なさらなくても結構です。この間、誘ってくれましたし」

　こんな場所に私用で来てくれたことは、天変地異の前触れと言っていいくらいの出来事だ。それでも、今の私はそれを素直に喜べない。

『メール』という単語だけで引き金を引かれてしまい、汚い感情が溢れるのを抑えられない。

　醜みにくい嫉妬と、強がりと、駆け引き。

　それらが心の中を支配して、ひどい言葉を口にしてしまった。

　私、こんな女だった？　もうちょっと素直で、どちらかといえば聞き分けのいいほうだと思ってたのに、どうやら違っていたみたい。

　もっと、素顔を晒してほしい。もっと、心の内を見せてほしい。

　もっと、取り乱すほど、私に必死になってほしい――。

　私ばっかり翻弄されて……狡い。

　単なる我儘だと、冷静な自分は言っている。けれど、今の私にその声は届かない。

　さすがに、私の切り返した言葉に虚を突かれたのだろう。東海林さんは、怜れい悧りさを感じさせる奥二重の目を、これでもかと大きくしていた。

「……お茶、デスクに運びますね」

　なにか言いたそうな顔の東海林さんから、僅かに口角を上げて視線を背ける。

　私はトレーに人数分のお茶を乗せ、逃げるように彼の前を横切った。




　時間が長く感じたのは、憂鬱な気分と、東海林さんが同じ空間にいたせいだと思う。

　あれから特に言葉を交わすことなく、日常と同じように過ごして定時を迎えた。

　そそくさと片づけを終えて、出入口前でペコッと頭を下げる。

「じゃあ、お先に失礼します。お疲れさまでした」

「今週もお疲れさま。また来週ね」

「ご苦労さん。帰り道、気をつけてなぁ」

　私の挨拶に反応してくれたのは、本田さんと三浦さん。

　午後からずっと、デスクに張りついて動かずにいる東海林さんは、ふたりの声から間を置いて、たったひとこと「お疲れ」と口にした。

　素っ気なくも感じるけれど、これが東海林さんで、特別冷たくされているわけじゃない。

　あれから変わった様子のない彼に、やっぱり冷静にあしらわれているだけなのだ、と解釈する。

　グッと俯きたい気持ちを抑えると、事務所内に笑顔を向け、踵を返した。

　事務所を出てから、なんだかものすごく惨めな気持ちになる。階段を下りながら、零れそうな涙を懸命に堪えた。

　これは、悔し涙なのか、なんなのか。負の感情が入り乱れているから、どの理由なのかはっきりしない。

　本心は、思いきり泣きじゃくりたいところ。けれど、理性がそれを邪魔している。

「なに、してるんだろう……私」

　渾こん然ぜん一体となった街の騒音の中、足を止めて漏らす。

　行き場のない心を抱えたまま家に帰る気にもなれず、ふらふらと赴くままに足を進めていた。

　ふと、爪先ばかり見ていた視線を上げる。

　目に映る駅の光景に、自分を嘲あざける笑いが自然と出てしまった。

「本当、なにしてるの……？　こんなところまで来て」

　冷笑を浮かべるのも無理はない。頭で考えずとも、身体は東海林さんの家へ向かっていたのだから。

　東海林さんのマンションがある最寄り駅に降り立っていた私は、ホームで立ちつくす。行き交う人に、邪魔そうな視線を浴びせられながらも、ややしばらくそこにいた。

　なにを急に臆病になってるの？　仕事では、素人の分際で、あの冷酷上司に食ってかかったくせに。恋愛事情になると、こうも弱くなるなんて笑っちゃう。

「よし！」

　私は意気込んで、近くの人の視線も気にせず、決意のひとことを口にする。

　そして、前を向いて歩き始めた。




　心を決めてから、小一時間が経った頃。私はマンション前にある、植え込みを囲う煉れん瓦がに腰を下ろしていた。

　意地を張らないで、鍵を受け取っておけばよかった。それで、東海林さんが帰ってきたら、言いたいことや聞きたいことをぶちまければよかったんだ。

　後悔と反省をしながら、ブルーのインクを一面に零したような空を見上げる。そのとき、携帯の振動音が静寂を破った。

　さっきまで、吸い込まれるような空を眺めていて、気持ちは落ち着いていたはずだった。それなのに、一瞬で心を乱された理由はひとつ。

「もしもしっ……！」

　登録していない番号。だけど、その番号には見覚えがあった。

　それは、今までに、何度か仕事上でその番号を使用していたからだ。

『……今、どこで、なにしてるんだ？』

「なにも、してません。けど……マンションの前にいます」

　心地いい声を耳に入れ、スッと立ち上がる。先ほどよりも幾分、色に深みを増した空を仰ぎ、静かに答えた。

　この空が東海林さんと繋がっている気がして、ずっと見上げていた。

『なにをしてるんだよ』

「……すみません」

『あと三十分。そこで待ってろ』

　鼓膜を揺らす低い声に、胸が切なく音を上げる。

　通話を終えたあともその余韻に浸り、東海林さんが姿を現すまで、携帯を両手で包み込んで待っていた。




　それから約三十分後。東海林さんは、肩で息をしてやってきた。

「……いい加減にしてくれ」

　上がった息を整えるように溜め息をつかれ、次に、文句を言われた。

「どうして君は、俺の想定を超えた行動をするんだ？　ものすごく疲れるんだよ！」

「……もっと、疲れたらいいんですよ。東海林さんなんて」

　私は、拗すねた子どものようにボソッと反論する。

　歩調を速めて来てくれたのだというのはわかる。よく見れば、うっすらと額に汗が滲んで、僅かに頬が赤らんでいる。

　それでも、私の心の疲弊には、まだ足りない。

「全力疾走しちゃうくらい、必死になればいいのに」

　開き直って、思ったまますべてを口にする。それが東海林さんにとって、また不測の出来事だったようで、目を白黒させていた。

「私だけ……東海林さんの連絡先も知らないままだし。どうせ、仮初めの恋人だから、その辺は適当でいいとか思ってるんじゃないんですか？」

「はぁ？　なに、わけのわからないこと言ってるんだ」

　東海林さんは釈然としない様子で、さすがに面白くない顔をする。それでも、私はまだやめない。

「だって、やっぱりおかしいですもんね。そんなに疲れてまで、面倒な私と一緒にいようとするなんて。今までいなかった珍しいタイプだから、ちょっと構ってみたくなりましたか？」

　自虐気味に鼻で笑って言い捨てると、東海林さんの堪忍袋の緒が切れた。

「沙枝！　いい加減にしろよ！　なにが気に入らないんだよ」

「だって！　聞こえたんですもん！　大河内さんと結婚の約束をしてるって！」

　流れるように暴露してしまうと、目を合わせることもできなくなって、徐々に俯いた。東海林さんのネクタイの結び目を、潤んだ瞳で見つめながら吐き出す。

「私がお人好しなのを知ってるから、結婚前の遊び相手にちょうどよかったんですか？　簡単に許してくれそうだからって」

　完全に俯くと、視界が涙で滲む。

　さっきまで眺めていた空の色なんて、微塵も目には映らない。ただ真っ黒なアスファルトを、下唇を噛みしめながら睨みつける。

「こっ、の……大馬鹿が！」

　怒りに震えた声で言われると、東海林さんの表情はまったく見えずとも、身体が強張ってしまう。

　暴力を振るわれることはないだろうと、頭を掠めた。だけど、あまりに低く苛立った声は初めて聞くから、身を竦ませずにはいられなかった。

　肩を上げて目を固く瞑っていると、やや乱暴に両肩を掴まれる。刹那、思ったような衝撃は来ず、代わりに信じられないくらいの力強い抱ほう擁ようをされていた。

　東海林さんの腕の中で、大きく目を見開く。

　密着して感じた彼の香りに混じって、汗の匂いがする。それだけ急いで来てくれたのだと実感した。

「……その約束は、無効になっている」

　彼の声が耳の奥に響く。そして、背中に回されている手に、さらに力を込められた。

　無効になっている……？　でも、やっぱり約束は本当だったんだ。

「連絡先については、俺は履歴書で初めに登録していたから、うっかり……悪かった」

　なんとも言えない微妙な気持ちでいると、夜道で抱きしめられたまま謝罪され、心底驚いた。

　連絡先は、うっかりだったんだ。てっきり、恋愛に対してドライなだけだと思っていた。

　無言で驚いていると、抱きしめられていた手がゆっくりと離れていく。私は、おもむろに顔を上げた。

「おいで」

　東海林さんは、いつしか口元に優しい弧を描いている。その顔に魅せられて、考えるよりも先に、身体が勝手に東海林さんの手を取っていた。




　玄関に入ってドアを閉めるなり、東海林さんは噛みつくようなキスをする。靴を脱ぐ間も与えられず、壁に背を預け、その快楽にのみ込まれる。

「ん、あ……待っ……んっ」

　喋しゃべるどころか、息すらさせない勢いに否が応でも呼吸が乱れ、頬が紅潮していく。

「……今日は、覚悟しろと言ってあったはずだ」

　唇が離されると、吐息がかかるほどの距離で低く囁かれる。

　甘い余韻に溺れてしまって、なにも答えられない。眉を下げ、東海林さんを見つめるだけだ。

　すでに力が入らない私を、東海林さんは軽々と肩に担ぐように持ち上げ、そのままベッドルームへ直行する。前と同じように、少し乱暴にベッドに下ろされたことに、あろうことか欲情している自分がいた。

「え？　この、まま……？」

「そう何度も逃がすか」

　獣のような鋭い瞳に射られ、それ以降は反論する言葉も出せない。

　けれど、乱暴に扱われたことや余裕のない雰囲気に、求められている気がして気持ちが昂たかぶってしまう。

　私の足元に跨またがる東海林さんが、急くように上着を脱ぎ捨てる。ギシッという音と共に顔の横に左手をつき、ひやりとしたシーツに皺を寄せた。

「これ以上、焦じらすなよ」

　普段見せることのない妖艶な目つきに、ドキリとする。

　レースのカーテン越しに、月明かりが柔らかく射し込む。その光に当てられて浮かぶ、東海林さんの手指の形がとても綺麗。

　東海林さんは右手でネクタイを緩め、シャツも脱ぎ去ると、今度は私にその手を伸ばす。さっきまでの乱暴な一面とは打って変わって、優しく撫でるように、厚く大きな手を私の髪に挿し込んだ。

「この間も思ったけど、気が強いかと思えば、そんな顔もするんだな」

　改まって言われると、顔から火が出るほど恥ずかしい。フイッと顔を横に逸らすも、すぐに頬を掴まれ戻されてしまった。

「あ、あんまり見なくてもいいですっ……！」

「やだね」

「こ、これ！　落として壊しそうなんで、取りますよっ」

　完全に劣勢の状態に、どうにも気恥ずかしくて落ち着かない。私は気持ちをごまかすように、ずり落ちそうな東海林さんのメガネを隙を見て強引に奪った。

　東海林さんは、相当視力が悪かったはず。これで、私の恥ずかしい顔なんて見えないだろうから、なんにも言わなくなるよね。

　苦し紛れでそんな子どもじみたことをしても、彼はまったく取り乱すことなく、終始無抵抗だった。

　ただ、無理やりメガネを外された反射なのか、片手で目元を覆っている。

　怒っただろうかとヒヤヒヤしながら仰ぎ見ていると、妖あやしく光った瞳が、その長い指の間から覗くのを見た。

「見えない分、他の手段で君を感じさせてもらう」

　レンズ越しに向き合っていたほうが、まだよかったのかもしれない。

　そんなことを思っている間にも、首筋へ顔を埋められてしまう。擽くすぐるように、東海林さんの髪が頬を刺激する。

「今日、あんなふうに約束を断られて、俺が黙っているとでも思ったか？」

「ん、あっ」

　耳元で囁かれるように言われると、カリッと耳を甘噛みされ、つい声を上げてしまう。目を瞑っている間に両手首を拘束されて、さらに気持ちが高揚した。

　両手をシーツの波間に縫いつけられた状態で、肩から鎖骨へと唇で撫でられていく。声を漏らさぬようにと心がけたところで、普段の彼からは想像もできない妖艶な雰囲気に、堪えることができない。

　せめて、この漏れてしまう声を抑えるために口を覆いたいと思っても、両手の自由が奪われていてそれすら叶わない。

「んんっ」

　どうにか口をギュッと閉じたときに、唇に柔らかな感触がした。力強い手とは違い、ものすごく優しいキスを落とされる。

　初めは強張っていた唇も、徐々に力が抜け落ちて、彼にされるがまま。

　啄ついばむように繰り返し触れられると、胸の奥が締めつけられる。音をたてるようなキスが、今度は身体を熱くさせた。

　心臓が破裂しそうな思いで唇を重ねていると、左手だけが解放される。熱い手のひらが離れていったことに気を緩ませた途端、下肢への甘い刺激に身体をのけ反らせてしまう。

「ひゃ、あっ……」

「……視界不良なんだ。代わりに、そういう声、もっと聞かせてもらおうか」

　そのセリフを合図に、そのあとは飢えた獣のごとく攻め立てられる。

　いつの間にか剥がされた服は、そこかしこに散らばり、露わになった肌に牙を剥かれると、本能のまま貪むさぼられる。

　東海林さんの雄々しい姿に、怖くなるどころか、あわ立つほどに胸が熱く震える。

　甘い刺激に眉根を寄せ、鼻先が触れる距離でまっすぐ見つめた。

「わからないのか？」

「えっ……？　なに、が……あっ」

「俺は、君が考えているよりも、ずっと必死だよ」

　東海林さんが『必死だ』と口にした通り、その表情は余裕のないもので、思わず手を彼の頬に伸ばす。

「……っ、沙枝」

　衣擦れの音に紛れて、吐息交じりの切ない呼び声に気持ちが一層昂ぶる。私はすべてを受け入れ、無意識に東海林さんの広い背中に手を回した。

　互いに乱れた呼吸のまま重ねた唇が、素直に愛しいと思えた。




　翌日は、あいにくの雨模様。といっても、実際にその空や様子を見たわけではなく、しとしとと降る雨音を耳で感じただけ。

　うっすら目を開くと、やはり部屋は薄暗く、どんよりとした雰囲気。せっかくの休日にこんな冴さえない天気だと、いつもならば寝起きから気持ちが重くなって損した気分になる。けれど、そうならない理由は、隣にいる人の存在だろう。

　私のほうに顔を向けて寝息を立てている東海林さんを、真正面から観察する。あどけない寝顔は、普段よりも幼く見える気がした。

　そういえば、今さらながら、東海林さんがいくつなのか知らない。仕事中の彼から想定される年齢よりも、寝顔は若く見える。

　眉を僅かに下げて眠る無む垢くな顔を、思わず食い入るように見つめた。

「……見過ぎだろ」

「おっ、起きてたんですかっ！」

　突然、はっきりとした言葉が聞こえて、飛び起きる。

　完全に寝ていると思っていた分、心臓が止まりそうなほど驚いた。

「起こされたんだよ。なんか、ずっとゴソゴソ動いてたから」

　どうやら、私が窓のほうを見たり、東海林さんの寝顔を眺めていたりしたせいで起こしてしまったようだ。

　そんな些細なことで起きるなんて、やっぱり神経が細かいのかな。

　失礼なことを思っていると、今度は私がジッと見られる。

「えっ。な、なにか？」

「そっちこそ。俺の顔をずっと見て、なに考えてんの？」

　なにと言われると……。思ったよりも若く見えて感心してた、とか言うのは、やっぱりなしだよね。

　機転を利かせて、少し答え方を変える。

「その、東海林さんって何歳なんだろう……と」

　小さな声で疑問を口にすると、東海林さんは眉根を寄せて目を細めた。

「は？　朝イチで考えてたことが、それ？」

　まるで理解できないとでも言わんばかりの反応に、ただ苦笑いを浮かべる。すると彼は、むくりと身体を起こして答えた。

「今年、三十一」

「えっ」

「その反応、別に初めてじゃないけど、なんか沙枝にされると腹が立つ」

「えぇっ！」

　大きな声を上げたあと、鋭い眼光にたじろぎながら、ごまかすように目を泳がせる。そんなとき、このタイミングでお腹を鳴らしてしまった。

　それを隣で聞いた東海林さんは、おかしそうに笑うことはしない。ただ、変わらぬ表情で私を見るだけだ。

　ドライな反応の東海林さんに、心の中で訴える。

　ここで笑ってくれれば、恥ずかしさも半減するってものなのに。笑うどころか、なにも言わないなんて、どんな神経してるのよ！

「……し、自然現象！　不可抗力です！　人間の摂理ですもん」

「ああ。昨夜は食事抜いたからな」

　真顔の東海林さんに口を尖らせて言い訳すると、あっさりとした返答をされるだけ。

　膝を抱えてイジケポーズを取った私の背中越しに、「ぷっ」と小さな笑い声が聞こえてくる。目を丸くして顔を上げると、振り向いた東海林さんが微かに口元を緩ませていた。

「まったく。どこまでも正直なんだな、君は」

　足をベッドから出して座る彼は、横顔がかろうじて見える位置。その笑った横顔は、実年齢よりずっと幼く見えて、可愛いだなんて思ってしまった。

「えーと、あの、今日は他になにか予定は……？」

「特にない。じゃなきゃ、約束なんかしないだろ」

「あ、そ、そうですか……」

　――〝約束〟。ちゃんと東海林さんの中で確立されてたんだ。

　立ち上がった彼の背中を見上げ、こっそりと喜んだ。

　だって、東海林さんは恋愛にも淡泊というか、恋人相手にも冷静で、熱くならないタイプみたいだから。

「沙枝は今日、なにかしたいことでも？」

　顔半分をこちらに向けて投げかけられた質問に、思わず吃驚してしまう。質問の内容もさることながら、その口調がとても優しくて目を大きくさせた。

　なに、このギャップ。いつもの、背筋がピンと張ってしまうような、きつい声色じゃない。そんなふうに、甘やかすような声も出せるんだ。

　私はカーッと顔を赤くし、瞬きもせずに口をパクパクさせる。それなのに、東海林さんはというと、見慣れた涼しい顔つきで言う。

「ああ。まずは腹ごしらえか」

「そっ、それをまた掘り返さないでくださいっ……」

　つらっと恥ずかしいことをぶり返されることほど、つらいものはない。

　私が涙目で睨み返したときに、半身をこちらに向けた東海林さんと目が合った。次の瞬間、彼は目元を柔らかく細める。

「沙枝といたら、今は朝食を食べない俺でも、難なく日課にできそうだ」

　ああ。私はやっぱり厄介な相手を好きになってしまったようだ。

　今のは、東海林さんが無自覚で口にしているのはわかっているし、特別甘い言葉でもない。だけど、いつもクールで素っ気ない反応しかしない人だから、こんなことだけでもギャップを感じて動揺してしまう。

　しかも、それを微笑みながら言うなんて、反則だ。

　東海林さんは、そんな私の心情を察することなく、背を向けてドアへ足を進める。私は、さっきよりもさらに赤くした顔を半分隠すように、膝を抱えて口元を両腕に埋めた。

　昨夜借りた部屋着から、微かに東海林さんの匂いが鼻を掠める。たったそれだけなのに、さらに体温が上昇した。私とは体格差のある東海林さんのものだから、彼に包まれているようで、どうにも気持ちが落ち着かない。

　だらしない顔を引きしめようと頭を左右に振り、勢いよくベッドから下りて立ち上がる。そして、部屋を出た東海林さんのあとを追った。

　そういえば、今回は手ぶらで来てしまったから、朝食なんて用意できなさそうだ。

　せっかくの好機を逃したと、昨日の自分を後悔しながら東海林さんの後ろ姿を見つめる。彼がリビングに一歩足を踏み入れたタイミングで、後方から携帯の着信音が聞こえてきた。

「あ……電話ですね」

　着信音から、その所在を探るように振り向いて、視線を彷徨さまよわせる。どうやら玄関のほうから聞こえてきているとわかると、昨日を思い出す。

　昨夜は、玄関先で互いに荷物を放ったままだ。だから、向こうから着信音が聞こえるんだ。

　ひとりで納得している間にも、東海林さんはすでに玄関に立っていた。鳴りやまない携帯をバッグから抜き取り、画面に視線を落としている。しかし、電話に出る気配もなく、着信音は鳴りっ放しだ。

　すぐに応答しない東海林さんに首を傾げる。私に気を遣って出ないのかと思い、「どうぞ」と促すと、一度だけ目が合い、背を向けられた。

「もしもし。……東海林ですが」

　仕事の電話かと思っていたけれど、声や態度が若干、いつもと違う気がする。

　不思議に思いながら広い背中を見つめていると、昨日まで引っかかっていた〝彼女〟の存在を今さら思い出して、ハッとした。

　落ち着け。まだ、大河内さんだとは限らない。

　徐々に波立つ心を落ち着かせるように、長い息をついて目を伏せる。

「え？　ああ、自宅にはいるけど……ちょっと急じゃないか？」

　わざと聞き耳を立てているわけじゃないけれど、玄関で話をされると、否が応でも聞こえてしまう。

　東海林さんの電話を意識しないために、自分の携帯でも見ていようと思い立つ。彼の背後へ気づかれないよう近づき、投げ置いたバッグから携帯を取り出した。

　この微妙な間を埋めるのには、携帯を弄るのがちょうどいい。

　ロック画面を解除すると、やっぱり昨日も借金取りから着信があった。

　またか、と思って履歴から目を背けようとしたとき、【谷たに口ぐち卓也】という赤文字に息が止まる。

　油断していた頃に、こうして存在を誇示されると、ものすごく心臓に負荷がかかる。まだ卓也への苛立ちは払拭しきれていないと、痛感させられた。

　さらに、一件の新着メールもあることに気がつく。

　覚悟を決め、ゴクリと喉を鳴らして、メール画面に切り替える。予想通り、送信主は卓也だった。

【まだ帰ってこないの？】

　一文だけのメールは、深夜〇時を少し過ぎた頃に受信していた。昨日のその時間は、とっくに夢の中だ。

　このメールの文章から察すると、また私のアパートまで来てた……？

　そう考えるのが自然だ。実際、初めに再会したときは、アパート前で待ち伏せされていたわけだし。

　携帯を睨みながら、アパートで待つ卓也を思い浮かべる。

　いい加減、どうにかけじめをつけなければ、と頭を抱える。

　私はもうとっくに気持ちはないことを、はっきりと伝えている。なのに、卓也はまったく引き下がらない。いったい、どうしてそんなに私に執着するんだろう？

「……今回だけだ。今後は配慮しろ。それができないなら、今後、付き合い自体を考えさせてもらう」

　頭を悩ませているところに、やや厳しい口調が耳に届き、再び東海林さんのほうを見た。電話を終えた彼は、くるっと私を振り返る。

「仕事ですか？　先方が困っているんでしょうから、急いで支度をしたほうが」

　仮に、相手が大河内さんだとしても、それはビジネス上の付き合いのはず。それなら、ここで私情を挟んじゃダメだ。これがもし、ビジネスではないのなら、東海林さんは必ず断ってくれるはず。

　不安を打ち消すように冷静に考えて言うと、東海林さんは珍しく奥歯にものが挟まったような話し方をする。

「時間がどのくらいかかるのか、まだはっきりとは……」

　歯に衣着せぬ物言いをする人が、こんなにばつが悪そうな話し方をするなんて。東海林さんでも、『悪いな』と思うことがあるのだとわかっただけで、大収穫だ。

「ああ！　大丈夫です。今日はもう帰りますから」

「え？」

「だって、東海林さんは待たれるのが負担ですよね？　なにかを気にしながら仕事をすると、ミスに繋がりそうですし」

　そりゃ、本心はがっかりした。でも、こう見えて、相手の生仕活事の邪魔してまで、我を通して『一緒にいたい』って言えないタイプだし。

　自分でそうは思っていても、実際、仕事や他人との絡みに対してはズケズケとものを言う。だから、文句のひとつも言わずに、理解のある言い方をしたことが、東海林さんには信じられなかったのかもしれない。

　東海林さんは、戸惑ったように左右に目を動かす。

「でも、埋め合わせをするにも、明日は仕事が……」

「じゃあ、また〝約束〟してくれますか？」

　間髪を容れずに提案すると、東海林さんは私を驚いた目で見る。そして、申し訳なさそうに、頭を軽く掻いて「ああ」と短く答えた。




　私たちは同時にマンションをあとにして、駅まで一緒に向かった。

　同じ方面の電車に乗り、東海林さんが先に電車を降りていく。

　メガネをかけてスーツを纏い、ビジネスバッグを手にした東海林さんは、平日に見る、隙のない完璧な上司。今朝までの私生活の顔は封印し、素っ気なく別れるのは普通のことだ。

　自然とそう思っていたから、私は東海林さんに対してなにも期待をせずに見送った。

　閉じたドアの窓越しに、ただ彼の背中を目に映す。数時間前に、あの背中に爪を立てていたのだと思うと恥ずかしくなり、目を逸らそうとした。その瞬間。

　――『ごめん』

　不意に振り向いた東海林さんの口が、そう動いたのを捉えた。

　声は聞こえなかったし、口の動きも小さかったけれど、きっと、そう言ったに違いない。さっき、メガネの奥で僅かに細めた目を見て、どこか『悪いな』っていう気持ちを感じたから。

　再び走りだす電車の中で、私は壁に肩を預けて口元を手で覆った。

　それは、具合が悪くなったわけではなく、今にもニヤけてしまいそうな顔を隠すための手段だ。

　……もう。昨日からなんなの。いちいち予想を裏切られることばかりで、ドキドキさせられっ放しじゃない。

　東海林さんは、私に振り回されているというようなことを何度か言っていた。だけど、やっぱり私のほうが、公私共に何倍も振り回されていると思う。




　騒ぐ心臓がようやく治まりかけたのは、自宅に着いた頃。

　私は部屋に入るなり、ベッドに腰を下ろして放心する。

　あのまま東海林さんと過ごしていたら、どんな感じだったのかな……？

　そんなことを考えていると、別れ際の東海林さんが再び頭をよぎる。

　ああいう予想のできない不意打ちは、狡い。

　普段はクールな人に、あんなふうに特別な反応をされてしまうと……胸を鷲わし掴づかみにされちゃう。

　ポスッとベッドにうつ伏せになって、ひとりごとを呟いた。

「……もっと一緒にいたかったなぁ」

　まさか、ここまであの人にハマるとは。

　誰も、私も、神様だって。こんな事態、予測できなかったことなんじゃないかと真面目に思ってしまう。

　枕に埋めていた顔を横に向け、テーブルの上にある携帯を見つめる。

　お花畑の頭だった私は、数秒後、ハッとして起き上がった。手を伸ばして携帯を拾い上げると、険しい顔つきで画面を睨む。

　そうだ。肝心なことを忘れていた。アイツから連絡が来てたんだ。

　不快な思いで顔をしかめ、卓也に一通のメールを打つ。

【卓也とやり直す気はないし、勝手に家に来て待つのはやめて。お金の件だけはっきりさせたいから、都合のいい日をメールで教えて】

　流れるように文面を入力し終えると、一拍置いて送信する。

　電話のほうが話は早いかもしれない。でも、あの卓也だ。私の話を最後まで聞かずに、馬鹿のひとつ覚えのように『やり直したい』とだけ言ってきそう。それで、堂々巡りになるのなら、メールが一番の有効手段でスムーズだと考えた。

　すると、すぐに卓也から返信が来て目を見開く。

【とりあえず、もう一回だけ会って】

　その内容は、具体性がなくて眉をひそめてしまうものだ。

【とりあえず、とかじゃなくて、その一回できちんと清算したいの】

　やや苛立ちながら、こちらもすぐに返信をする。今度は数分後にメールが来た。

【わかった】

　その画面を見て、ようやくホッと息をつく。

　これで、どうにかキッパリと終わらせることができそうだ。お金はすぐには用意できないからあとで返す、というようなことを言ってたけれど、もう一回粘ってみて本当に厳しそうだったら、振り込みとかそういう手段を取ってもらおう。

　解決に一歩近づいたと思い、気持ちが少し軽くなる。

　おかげで、翌日の日曜日は思い悩むことなくバイトをこなし、月曜日を迎えることができた。

　月曜日。いつもよりも早く起きてしまった今日は、普段より約十五分早い地下鉄に乗り、足早に事務所へと向かう。

　早く着いてなにかをするわけじゃないけれど、黙って家に待機していられなかった。

　十五分くらいなら、東海林さんはすでに出社していそうな気がする。

　彼がデスクに着いている光景は、容易に頭の中で思い描ける。

　私は、東海林さんとの週末を思い返し、表情を緩ませた。

　土日は、東海林さんから連絡が来ることはなかった。

　あの東海林さんなら『用事がないから』とか、用件もない長電話なんて『時間と回線と通話料の無駄』と考えそうなものだと、ひとりで納得はしていた。

　ちょっと前までなら、頭ではわかってはいても、心が納得しなくてイラッとしていたと思う。でも、今はそんな東海林さんの合理主義ですらも、笑える余裕を持てる変わりようだ。

　軽い足取りで事務所までの階段を上り、ドアノブを回す。しかし、予想に反して固い手応えに、浮かれた頭が一気に冷静になった。

　あれ？　もしかして、私が一番乗り？

　気持ちが先走っていたと頭を垂れていると、階下から人の気配を感じた。無意識に彼を想像しては顔を綻ばせ、頭を上げる。しかし、複数の足音に違和感を抱き、口元を引きしめた。耳を澄ますと、話し声が微かに聞こえてくる。

「この間といい、ネクタイの柄がちょっと地味じゃない？　ネクタイひとつ選んでくれるような相手もいないの？」

　高過ぎない、落ち着いた女性の声。その声がどんどん近づいてきていることに動揺し、思わず廊下の奥へと急ぎ、曲がり角に身を隠す。息をひそめ、心臓を掴むように手を胸に添えた。瞳孔を開かせ、震える手にグッと力を込める。

　――大河内さんだ。

　声と話の内容に、そう確信した途端、さっきの会話が心に引っかかる。

　ただの知り合いにしては、少し踏み込んだ内容と話し方だった。

　東海林さんは無効だと思ってても、大河内さんはそう思ってないんじゃない……？　どうしても私には、仕事のためだけに東海林さんのところへ来ているとは思えない。

　物音をたてないように気を張っていると、ついにふたりの足音が止まった。

「それとも、そういう気遣いができないお相手なのかしら？」

　含みのある言い方に、私はもちろん、東海林さんも黙り込んでいた。

　私は緊張のあまり、ふたりの姿を覗くことすらできない。だから、東海林さんが今、どんな顔をしているのかもわからない。

　大河内さんが言ったことは、暗に〝東海林さんの恋人〟に対しての牽けん制せいに聞こえた。そうなると余計に、東海林さんの答えが気になるところ。

　しかし、少し待ってもなんの反応もなく、廊下はしんと静まり返っている。

　大河内さんは諦めたのか、気を取り直すように別の話題を振った。

「……そういえば、この間、充のところにいた事務の子を偶然見かけたわ」

　その内容に、再び驚倒させられる。

　ここまで生きた心地がしない経験なんて、今までないかもしれない。

　借金の肩代わりをさせられていたと知ったときですら、こんなに動揺することはなかった気がする。

　ドクドクと、全身が心臓になってしまったように、激しい動悸を感じていると、ようやく東海林さんが開口した。

「だから？　別に、社員の私生活にまで首を突っ込む趣味はない」

「まぁ、普通ならね。でも、ちょっと修羅場みたいだったから。自分の事務所の可愛い社員だし、案外、充は気になったりして……と思って言っただけ」

　森しん閑かんと静まり返っている廊下では、いいのか悪いのか、彼女の発した言葉が一字一句逃さず聞き取れてしまう。そして、それを聞いて、ふと思う。

　……大河内さんって、もしかして私たちの関こ係と、知ってる？

　そう思わずにはいられない。だって、大して話もしたことがない私の話題を出すなんて。それに、東海林さんを試すような言い方だった。

「まさか、そんな話をするためだけに来たのか？」

　私ばかりが心を乱されていたようで、東海林さんはあっさりとしたものだ。声に動揺も見られないし、軽くあしらう様はさすがとしか言いようがない。

「そんなに鬱陶しい顔しなくても。必要な資料受け取ったら、すぐにお暇いとまするわよ」

　そういったところで変に感心しているのも私だけで、大河内さんもまた、平然とそれに答える。

「まあ、確かに半分は口実。充に会いたかったの」

「暇だな」

「まさか。あいにく、スケジュールはほぼ毎日埋まってるの。でも、今は〝勤務時間外〟でしょ？」

　その軽快なやり取りは、性格が似ているからとか、頭の回転がお互いに速いからだとかいうものではない。おそらく、お互いのテンポに慣れているのだと察した。

「〝用事〟さえ終われば、すぐに帰るわよ」

　くすっという笑い声と足音が、ドアの向こうに消えていく。私はその場に、放心状態で立ちつくしてしまった。

　やっぱり、大河内さんは個人的な理由も含め、東海林さんに会いに来てたんだ。

　ふたりきりだとあんなふうに親密な雰囲気なんだ、と目の当たりにして落ち込んでしまう。でも、東海林さんの彼女への態度を見ると、彼の言葉を疑うような部分はまるでない。それがわかっていても、心が頭についていかない。

　しかし、それ以上に懸念すべきことがある。

　今、もしかしたら、大河内さんが私の話をしているかもしれない。この間、偶然に遭遇したときに見聞きしたことを……。

　そして、それを聞く東海林さんは眉ひとつ動かさず、涼しい顔をして……。でも、心の中では、いつものように冷静に受け止めているとは限らない。

　東海林さんの意外に嫉妬深い部分を知った私は、一抹の不安を感じた。そうかといって、ふたりのいる事務所に突入することなど到底できない。

　結局、いつもよりも早く着いた事務所から一旦離れる。そして、いつもと同じ時刻はおろか、それよりも少し遅い、本田さんや三浦さんがいる時間を見計らって出社し直した。




　今朝の出来事を内心引きずりながらも、表向きはいつも通りの顔をする。仕事も明らかに集中力を欠いていたけれど、専念しているように見せた。

　顔にすぐ出がちな私がそんな偉業を成し遂げられているのは、事務所内に東海林さんがいないからだ。

　今朝は、全員が揃ったあとに、すぐ外へ出ていってしまった。きっと、東海林さんが四六時中事務所にいたら、仕事どころじゃない。大河内さんとの会話を盗み聞きしていたことが、一発でバレてしまうような気がする。

　窓側の空席をチラ見して、ホッと小さく息をつく。すると、デスクの左上にある電話がランプを点滅させ、音を上げた。

「はい。東海林税理士事務所です」

『私だ』

　事務所には、三浦さんも本田さんもいる。それなのに、まるで私が出るとわかっていたかのように、東海林さんが短く応答した。

　言葉に詰まってしまった私に対し、東海林さんは電話なのをいいことに、予想外な言動に走る。

『今、なにしてる？　休憩中か？』

「え？　あ……その、伝票の整理とデータ作成を」

『ならいい。その作業をしてるふりをしながら聞け』

　ただでさえ不意打ちの電話だというのに、話が業務上のことではない気がして混乱する。さらに、イマイチ理解できない指示を出され、頭の中に疑問符も生まれる。

　それでも、とりあえず言われたことを忠実に、と左手で受話器を持ったままマウスを握った。

『……今日の予定は？』

「――え？」

『今日の午後八時過ぎの、君の予定』

　完全無防備だった私は、東海林さんの質問に思考が停止して、頭が真っ白になる。突然の誘いは初めてではないけれど、電話でというのはなかったし、まったく予想もしなかった。

　心底驚いたけれど、それ以上に、誘われたと思った私はつい舞い上がってしまう。だけど、今は事務所。この浮かれた気持ちを、社内の人たちに悟られちゃいけない。それに、現実問題、今日はこのあとバイトが入っている。

　周囲には気づかれないように、自然な雰囲気を装い、言葉を返す。

「え……と、あの、申し訳ございません。先約が」

　あくまで〝クライアント〟への対応のように振る舞って、なるべく声を落として伝えた。自分のわりには、そこそこうまく答えられたかな、と自賛する。

　しかし、聞こえてきたスピーカーの奥の喧けん騒そうに紛れた低い声は、私を戦せん慄りつさせた。

『……先約っていうのは、バイトのことか？』

　指摘された言葉に一気に青褪め、受話器を持つ手が震える。指先が冷たくなるのを感じながら、なにか言わなければと懸命に思考を巡らせた。けれど、言葉を失ったまま取り繕うこともできない。

　原因は、大河内さんしかいない。本当にこの間の会話が全部聞こえていて、それを今朝、東海林さんに話したんだ。

　言葉を出せずに半開きだった口を閉じ、きゅっと唇を噛みしめる。

　彼女を責めるなんてお門違いだ。あの人は、ただ単に、事実を東海林さんに伝えただけ。

　これは、身から出た錆さび。嘘をついていたから、報復が待っていたんだ。

　何度か事実を伝えるタイミングはあったはずなのに、それができずに知らん顔をしていた私にばちが当たった。今さら深く反省したところで、時間は巻き戻せない。

　悲痛な思いで受話器を耳に当て、静かに反応を待つと、雑踏の音だけが聞こえる。無言の時間が一秒、また一秒と長くなるたび、胸が軋む。

　そこに、追い打ちをかけるようなひとことが、耳に届く。

『そんなに、俺は信用ないのか』

　怒っているのか、悲しんでいるのか。

　東海林さんの心情を読み取れない声色が、余計に焦燥感を煽あおる。

「……違っ」

　大声で否定をして言い訳を並べたかったけれど、自分が今いる場所を考え、思い留まる。

『心外な話だな』

　凍てつくような声のあと、気づけば雑然とした音も聞こえなくなってしまう。

　代わりに無情な『ツー』という機械音だけが、受話口から漏れていた。







ＲＵＬＥ８・好きな人を信じること













　――東海林さんは、あれから戻ってこなかった。




　東海林さんのデスクを横目に事務所をあとにし、時間を潰してバイト先に向かった。そのバイトも、ようやく終わりが見えてきた頃に、無意識に息を吐く。

　……東海林さんに、どんな顔をしていいのかわからない。

　でも、明日には必ず顔を合わせるはず。自分の行動に非があったことがわかっている分、なにからどう説明したらいいのか考えが纏まらない。

　よりによって、完璧で理論派の東海林さんを相手にするわけだ。ちょっとやそっとの弁解じゃ、理解も納得もしてくれなさそう。現に、以前、卓也の話をしたときも『なんで嘘をつくのかわからない』って言われたし……。

　小包をコンテナに積み上げては、いちいち小さな溜め息をつく。

　でも、今回悪いのは全面的に私なわけだから、詳細な説明云々は置いておいて、まずは謝ろう。謝罪の気持ちに嘘はないし、一刻も早く伝えたほうがいいに決まっている。最後に残っているのは、諦めたくないという気持ちだけ。

「……よぉし！」

　倉庫で気合いを入れ、残りの荷物の仕分けをフルスピードでこなしていった。




　バイト先をあとにして向かったのは、東海林さんのマンション。

　夜の十一時を回っている今、さすがに事務所にはいないと思い、まっすぐ東海林さんの自宅へ足を向けた。彼の携帯番号は登録したけれど、昼間の電話が尾を引いていて避けてしまった。

　行き当たりばったりな考えで動くのは、賢くないってわかってる。実際に今、突然私が尋ねたら、東海林さんは顔を綻ばせるどころか、仏頂面になりそうだ。

　そこまで想定しながらも、他に手段が思い浮かばなくて東海林さんのマンションまで来てしまった。

　エントランスにも入る勇気がなく、しばらく外に立つ。

　バッグから取り出した携帯を両手で握りしめると、東海林さんの名前を選択しては、そのまま時間が経過して、というのを何度か繰り返す。

　だって、電話をかけて繋がったら、まずはなんて言おう？　『今、下にいるんですけど』とか？　いやいや、その前に『昼間の件は、すみません』かな。それとも、いっそ、やっぱりインターホンを押しちゃう……？

　決心してここまで来たくせに、いざとなると勢いが萎しぼんでいく。

　エントランスに向かって仁王立ちした私は、痛いほど首を上に向けた。上階の部屋に東海林さんがいるだろうと想像し、目をきつく閉じる。パチッと目を開け、まるでこれから戦にでも行くような心境で一歩踏み出すと、後方で車が停止する音がした。

　反射で振り向いた先には、一台のタクシーが停まっている。少し距離があるから車内まで鮮明には見えないけれど、後部座席にふたり乗っているようだった。

　そこまで確認すると、今、なにを差し置いても果たさなければならない重大責務を思い出し、再びマンションと対峙する。気を取り直して深呼吸したときに、閑静な中、今度はガチャッと車のドアが開く音がした。

「……もういい。この先は、ひとりで大丈夫だ」

「嘘。昔から顔には出ないけど、今日の飲み方を見てたら大丈夫じゃないと思うわ」

　耳に入ってきた会話に、目を大きくする。

〝会話〟というよりも、そのふたりの〝声に〟だ。

　どうしてこうも、私はタイミングが悪いんだろう。

　タクシーを降りてきたのは、東海林さんと大河内さん。

　大河内さんが、ふらつく東海林さんを支える姿を見て、茫然とした。

　まるでデジャヴだ。まさに、今朝もこんな感じで、ふたりと遭遇したのだから。

　だけど、今朝と今で違うことは、隠れる時間も余裕もなかったということ。しかも、日中の街中ならまだしも、こんな時間の住宅街なんて。他に人なんか見当たらないし、私の存在が目立って当然だ。

　半身を振り向かせた状態で石化している私に気づいたのは、東海林さん。

　大河内さんの言葉から、お酒を飲んで酔っているのだろうと推測できたけれど、私の顔を見て一気に酔いが醒めたらしい。初めは虚ろだった目が、今はその黒目に小さな光が射して、いつもと同じ瞳に見える。

「あら？　あの子……」

　時が止まったように東海林さんと視線を交錯させていたけれど、大河内さんの声が聞こえてきて我に返る。そして、次の瞬間、自分でも驚くほどの速さでその場を走り去っていた。

　東海林さんが「有川」と呼んだ気もしたけれど、足を止めることはおろか、振り向くこともできない。

『有川』と、よそよそしく口にされたことは、大河内さんの前だからだってわかってる。それでも本心は、『沙枝』と口走ってほしかった。

　大河内さんの前だから、なおさらに――。

　もう気持ちが離れているから、そんな呼び方をしたのかもしれない。

　やっぱり東海林さんは突然の出来事にも、そういう冷静な判断ができるのだなと思い知らされた。




　マイナス思考を繰り返しながら夢中で夜道を走り、ギリギリ終電前の地下鉄に滑り込む。そして、どうにか帰宅できたのは午前〇時半前。

　心身共に疲弊して、重い足取りでアパートの階段を上る。肩からずり落ちそうなバッグを握り、二軒先の自分の部屋を目指す。

　俯いて歩き進めると、私の玄関の前に黒い影が見えて心臓が跳ね上がった。

「お疲れ」

「たっ……卓也！　なんでっ」

　どうしてコイツは、こうも神出鬼没なんだろう。というか、なんて自分勝手なんだろう。こっちの都合お構いなしで接触してきては、私の話もロクに聞かない。自分の言いたいことだけ言って、また姿を消す。

　だいたい、この間メールしたはずだよね？　【都合のいい日をメールで教えて】って。この男は日本語がわからないのか、それとも記憶障害なのか。……いや、思い返せば、付き合っているときからこんな感じだった。

　こっちの言うことは右から左に聞き流す。自分の予定が最優先。

　キッと鋭い視線を卓也に向け、手のひらに爪を食い込ませる。

　でも、確かにマイペースで強引さはあったけれど、それに流され、いい顔をしていたのは自分だ。意思が弱くて、八方美人な性格が仇になっていたんだ。

　一歩引いて冷静に考えてみると、客観的に自分を分析できる。

　それによって過去の自分を反省すると、改めて、クリアな頭で卓也と対峙した。

「メール、忘れたの？　こんな時間に押しかけられても迷惑なんだけど」

「いや、忘れてないけど……。でも、ほら、急に会いたくなって」

　――『急に会いたくなって』

　そのセリフは、今までに何度か卓也に言われたことがある。

　あのときは、恋は盲目としか言いようがない、浮かれた受け止め方をしていた。

　だけど、今は違う。

「ただ単に、〝思い出した〟だけでしょ？　昔だって、飲んだあとの足がなくなって、都合いいから来てただけじゃない」

　それに当時気づかなかった私は、本当に幸せ者で馬鹿者だったな。

　冷ややかな目で突き放すように言うと、卓也は私に一歩近づく。

「そんなわけないだろ。俺、沙枝と『やり直したい』って言ったんだぜ？　純粋に会いたくなっただけだって」

「……信じられるわけないでしょ、そんなの」

「まぁ、それは仕方ないけど。でも、また名誉挽ばん回かいしていくし。一緒にこれからも乗りきろうって」

「『一緒に』って……。都合よく、人に借金背負わせたことも含めて言ってるでしょ。それ」

　卓也が一歩近づいた分だけ後退り、怒りを滲ませて言い返す。すると、捨てられた子犬のような濡れた目で見つめられる。

「そういうふうに思われても、本当、仕方ないんだけど……。でも、気持ちは嘘じゃない。頼れるのは沙枝だけなんだ」

　私だって、目の前で困っている人を放っておくなんて夢見が悪くなりそうだし、性分的には、なにかしてあげたいって思う。

　でも、内容が内容だし、やっぱり一度失った信用は簡単には戻らない。

　そう考えていたら、目の前の卓也の姿が今の自分と重なって、胸が苦しくなった。

　東海林さんも、同じように感じているだろう。

〝一度、失望したら、なかなか元には戻せない〟って。

　私も卓也と同じ立場ということに気づいて、とことん落ち込む。ショックのあまり無言でいると、卓也が急に驚いた顔をして「あ」と声を漏らした。なにかと思って顔を上げてみる。

　私の奥に向けられている卓也の視線に、多少の恐怖を感じつつ、おそるおそる振り返る。

「しょっ、東海林さん!?」

　東海林さんの来訪は、青天の霹靂。

　雷に打たれたように、全身が痺れて動けなくなるほど驚いた。当然、二の句なんか継げない。確かにさっき、逃げるように走り去ってきたけれど、こんなところまで追いかけてくるなんて微塵も考えなかった。

「先客か。終わるまで、ここで待ってても？」

　東海林さんは、酔っていても冷静な態度を崩さない。

「あ、いや、俺……僕、もう帰るんで！　じゃ、またな沙枝」

　睨んだりしているわけではないのに、東海林さんの威圧感は強力だ。

　現に、卓也は東海林さんの圧に負け、そそくさと階段を下りていった。

　あの卑怯者。他人に聞かれたくない話だから、さっさと逃げたんだ。

　東海林さんの奥に消えていく卓也に冷ややかな視線を向け、聞こえなくなった足音に苛立ちを覚える。結局、またなにも解決しないまま立ち去るなんて、腹立たしいったらない。

　怨えん恨こんの意で、卓也が去っていった方向を見続けていると、東海林さんが口を開いた。

「そんなに未練があるか。あの男に」

　思いも寄らない発言に、誤解を与えてしまったのだと慌てて目を向ける。

　私を見下ろす東海林さんの目は、メガネのシルバーフレームのごとく冷たい印象で、思わず息をのんだ。

　今まで、東海林さんのドライな態度や、冷たい視線を浴びせられたりしたことはある。でも、今、大きくした私の目に映るのは、初めて見る東海林さん。

　単に冷たいだけじゃない。その奥底に、怖いほどの激情を感じる。

「好きにしたらいい。あの男との件は、確かに俺には関係ないしな」

　こんなとき、いっそ怒鳴り散らされたほうが、こっちも言いたいことを勢いで言えるのかもしれない。だけど、彼は声を荒らげるどころか、やけに冷静だ。

　今度はその目に、氷のように冷たい色を浮かべ、私に背を向ける。

　東海林さんの長い足の一歩で、ずいぶんと距離を置かれた気がしてしまう。さらに一歩、もう一歩と歩き進める後ろ姿は、あっという間に離れていく。その背中を追いかけたくて身体が前のめりになるけれど、足が前に出ない。

　――『俺は信用ないのか』

　追いかけたい。でも、脳裏にそのセリフが浮かんで、足を竦ませる。

　信用していないわけじゃない。

　ただ、私という人間が、東海林さんの中でどう思われているのかが怖い。

　得体の知れない宇宙人のように、理解不能と思われているならまだマシだ。でも、きっとそうじゃない。

　信頼を築いていかなければならない相手に嘘を重ね、不可解な行動を取るやつだと思われている。……嫌悪しているはずだ。

　私は、東海林さんを信じられなかったんじゃなくて、自分に自信がなかっただけ。修羅場である今、東海林さんを追いかけて、再び自分を見てもらう自信がない。

　足が張りついたように、その場から動かない。

　カンカンという階段を下る音を、胸が引き裂かれる思いで聞いていた。




　＊　＊　＊




　いつからだったか。

　自分の感情は二の次にして、他のなにかを優先するようになった。

　それで誰かが喜んで笑ってくれるのは本当にうれしいし、自己満足と言われるかもしれないけれど、それが私の自然な考え方なのだ。

　だから、たとえば、ひとつしかないものを他の誰かが欲しそうにしているのであれば、譲るほうを選んでしまう。

　もちろん、平然と譲れるわけじゃない。

　それなりにショックだったり、我慢をしていたりはする。けれど、今までそうしてきて、いまだに引きずって後悔しているということはない気がする。

　きっと、悔しい思いをするのは、ほんの少しの時間だけ。そのあとは、やっぱり、相手がうれしそうだったな、と満足する気持ちのほうが大きくなると思う。

　……なんて、こんな言い方をすれば、美談に聞こえるかもしれない。

　裏を返せば、欲しいものを欲しいと言えない、ただ弱くて狡い、小さな人間だということなのに。




　＊　＊　＊




「君は、私の顔に泥を塗る気か？」

　東海林さんの厳しい口調に、肩を竦める。

　特段難しいわけじゃないのに、私の注意不足での単純な入力ミスが指摘された。

「も、申し訳ありません……」

「仕事をする気がないなら、別に辞めてもらっても構わない」

「すぐに、やり直します……！」

　きつい物言いは珍しい光景じゃないはず。そう頭で思っていても、昨日、私を追いかけてきた東海林さんとの微妙な空気が、事務所内にいる本田さんや三浦さんの目にはどう映っているのか不安だった。

　いつも以上にきつく当たられている感じがするのは、自分の心境のせいなのか。それとも、事実、厳しくされているのか。

　その判断もできないまま、今はそれどころじゃないと、急いで席に戻って修正を始める。

　怒られたからというのもあるけれど、その前から東海林さんの目をまともに見られない。いつもはまっすぐである自分の軸がブレていて、真正面から向き合うことができずにいた。

　その不安定な気持ちがミスに繋がってしまった。今すぐ気持ちを切り替えて、集中しなくちゃ。東海林さんなら、本当にあっさりと解雇しそうだし。

　……もちろん、私情を挟まない正当な判断で。

　気を引きしめてミスをすぐに訂正し、入念にチェックをしてから再提出をする。

　東海林さんはひとことも発さずに、それを厳しい目で確認するだけだった。




　そして、不穏な空気のまま迎えた昼休み。

　東海林さんの姿はすでになく、夕方まで戻らないと言っていた。

　本田さんも、午前中の出先からまだ戻っていない。たぶん、そのまま外でランチでもしてから戻るんだろう。

　やる気のない質素なお弁当をデスクに広げ、その上に、深い溜め息を落とす。

　別に、いつも張り切ってお弁当を作ってるわけでもないけれど、今日はさすがに作るだけでやっとだった。

　緑色も赤色もない、淋し気なお弁当に箸を伸ばしては、手を休める。そんな辛気くさいことを、私は無意識に繰り返していたらしい。

「どうだい？　あれからうまくいってるかい？」

　気づけば、所内に残っている三浦さんがお弁当を片手に持ち、隣に立っていた。

「う、うまく……とは？　えぇと、今朝のミス以降、とりあえずは大丈夫かと」

「いやいや。そっちの話じゃなくて。ああ。でも、そのミスの原因なのかな？」

　苦笑する三浦さんは、本田さんの席に座る。そして、椅子を半回転させると、私にまっすぐ身体を向けた。

「ま、あんな性格の男だから。まともに受け止め過ぎると疲れるかもなぁ」

　腕を組んで、恰幅のいい身体を揺らしながら笑う三浦さんを、大きな目で見る。

　わざわざ所内で明言してはいないけれど、三浦さんはやっぱり私と東海林さんの関係に気づいているんだ。

　でも、そうだよね。あの歓迎会の日に、きっかけを作ったのが三浦さんみたいだったし……。そういえば、あのときの詳細は結局わからないままだ。

　弱っている心の私は、牧師のような雰囲気の三浦さんを見ていると、ひとりで暗い思いを抱え込むのに限界を感じる。叱しっ咤たを受けたとしても、聞いてもらえるだけで、心が軽くなりそうだ。

　縋るような思いで、とうとうぽつりと漏らしてしまう。

「疲れてるのは、東海林さんのほうかもしれません」

　食欲もなかった私は完全に箸を置いて、お弁当を見つめる。そして、懺ざん悔げするように、胸中の思いを吐露した。

「私、信用なくしてますし……。いえ。元々、信頼なんてされてなかったのかも。仕事でも迷惑かけてますし。まさに今日も」

　さっきのミスも、試験採用中に生意気を言ったことも、昨日のことも。自分の失態を思い出しては、乾いた笑いしか出てこない。そんな自分が本当に痛々しい。

　こんなことを、突然泣きそうになりながら言われたって、いくら三浦さんだって困るよ。

　どうにかいつものように笑って、なんでもないように振る舞おうとしても、込み上げてくる胸の苦しさには敵わない。頑張ろうとすればするほど、なぜか逆に、涙を零しそうになってしまう。

　私は仕方なく、唇を一文字にグッと閉じるしかなかった。

　やっぱりこんな話をここでするんじゃなかったと、またひとつ後悔の念が増える。

　そのとき、三浦さんが、いつも通りの気張らない声で言った。

「それは違う気がするけどねぇ。〝信用がない〟んじゃなくて、〝心配なだけ〟だろうなぁ」

　三浦さんは、ギィッと椅子の背もたれに身体を預け、天井を見つめる。私は、意外な言葉に顔を上げ、三浦さんの横顔を食い入るように見た。

「ほら。有川さんの歓迎会の日。あのとき、『お節介をした』って言っただろう？」

「え？　はい……」

「詳細は……おそらく、教えてくれなかったんじゃないかな？」

「……はい。なんか、うまくはぐらかされたような」

　チラッと目を向けられ、どぎまぎとしながら答える。

　詳細は、確かに気にはなっていたことだ。でも、結局聞くことはできなかった。

　それを、もしかして今、聞けるのかと思うと、緊張感が襲ってきた。

「そりゃ、そうかもね」

　三浦さんは、右手をニヤけた口元に添えて、東海林さんのデスクを見る。私には、まったく笑える要素がなくて、首を傾げるばかり。

　すると、三浦さんはくるっと首を回し、再び私と真正面から向き合った。

「だって、鉄の仮面をかぶった充くんが、内心穏やかじゃいられなくなるのが、電話越しにでも伝わってきたからね」

　イマイチまだ掴めない私は、きょとんとして三浦さんの話の続きを黙って聞く。

「あの日、ちょっとだけ煽ってしまったんだ。『有川さんが、祥吾くんに持っていかれるかも』とね。いやー、軽く口にしただけなのに、あれからすぐに飛んできたんだろう？　実に愉快だねぇ」

「ゆ、愉快って……」

　呑気に言い、楽し気に笑う三浦さんに、肩の力が抜けた。

　それにしても、いったい誰の話？　煽られて飛んでくるなんて。しかも、その理由が私だなんて信じられない。だいたい、東海林さんのキャラクターと違い過ぎる。

　にわかに信じ難い話に、眉根を寄せた。そんな私に、お茶目な三浦さんはウインクを飛ばす。

「若者は、もう少し必死にならないとね。彼の年齢で落ち着くのはまだ早い」




　昼間に三浦さんとほんの数分交わした会話で、少し心が軽くなっていた。

　それは、ひとりで溜め込んでいたものを放出したからという理由と、もうひとつ。

　知らなかった東海林さんの話を聞くことができたからだ。

　あの東海林さんが、三浦さんの挑発に乗るだなんて。そんなの、あのとき、誰が想像できただろう。

　ダンボールに囲まれ、額に滲む汗を腕で拭う。

　でも、私を気にして追いかけてきてくれたという話は、前の話。今の私は、結局、東海林さんを怒らせて、信用を失っているという事実は変わらない。

　山積みになっている荷物を眺め、徐々に視線が落ちていく。

　こうやって、無意識に考え事してるから仕事のペースが遅いのかも。午前中はミスまでしたんだから気をつけなきゃ。それに、必死になってやらなきゃ、時間内に終わらせられない。

　――『必死に』

　三浦さんの最後の言葉が、いつまでも胸に残っている。

　この荷物の山だってそう。誰かが……私が必死になってやらなきゃ終わらないし、作業は進まない。しんどいって思うけれど、終わったときには達成感が待っている。

　それって、仕事以外にも当てはまるんじゃない……？

　それに気づいたら、いても立ってもいられない。

　今にも駆けだしたい気持ちを抑え、クビ覚悟で先輩に直訴する。

「今日の荷物を早くさばき終えたら、早退させてもらってもいいですか……!?」

　よっぽど、切羽詰まった顔をしていたのかもしれない。バイトの先輩は、私のただならぬ雰囲気に驚いた様子で、迷わず了承してくれた。

　こんなの、社会人として失格だってわかっている。

　だけど今、行かなければ、もう間に合わない気がして――。




　時刻は午後九時半。手持ちの仕事を終えて上がらせてもらった私は、急いで来た道を戻り、事務所に向かう。

　もしかしたら、もう事務所にはいないかもしれない。

　そう頭を掠めたけれど、第六感というやつなのか、なんとなく会える気がしていた。

　学生時代以降、こんなに長い距離を必死で走るなんてしたことない。短距離走には自信があるけれど、体力勝負の長距離となると別だ。

　それでも、ない体力を振り絞って、前だけを見て走り続けた。

　斜はす向むかいに建っている事務所が視界に入り、一度足を止めて滴る汗を手の甲で拭う。息が上がったまま、ゆっくりと横断歩道まで歩き進め、事務所の電気がついていることを確認した。

　赤信号の間、大きな深呼吸を繰り返す。ダブルワーク後の全力疾走で、もう身体は悲鳴を上げている。それにもかかわらず、一刻も早く走りだしていきたかった。

　信号を待ちながら、ふと冷静になる。

　いつの間に、こんなに必死になるほど、東海林さんの存在が大きくなっていたんだろう。

　その問いに、はっきりとした答えは出ない。

　そのうち青に変わった信号を合図に、私はまた走りだす。

　なんでもいい。人を好きになるのに、説明できる理由が絶対なきゃダメなわけじゃない。もし、なにかどうしても必要と言われるなら、東海林さんに対して必死になれることだけは、自信を持って伝えられるから。

　階段を一段飛ばしで駆け上がる。事務所のドアの前で両足を揃えると、膝に手を置き、今一度呼吸を整えた。そして、このドアの先にいる東海林さんを想像する。

　まずは、なにから伝えよう。いや、そんなことよりも、早く顔を合わせてなんでもいいから言葉を交わしたい。

　急く気持ちに任せて、事務所のドアを勢いよく開け放つ。すると、思いも寄らぬ光景に唖然として、心臓が止まりそうになった。

「――有、川？」

　デスクに着いていた東海林さんも、私と同じように目を剥いていた。

　さっきまでの勢いが萎んでしまいそうになる理由は、目の前にある。

「……ちょうどよかったんじゃないの？　一社員の彼女にも意見を仰いでみたら？」

　今来た私には全然意味のわからないことを口にして、ニコリと上品に口角を上げるのは大河内さん。

　東海林さんの横でデスクに両手をついていた彼女が、優美に黒髪を掻き上げ、微笑みを向けてくる。

　想定していなかったツーショットに、頭が真っ白になった。まるで金縛りに遭ったように身動きが取れず、そのまま立ちつくす。

　動かないのは身体だけじゃなく、視線も同様。本当は、一緒のところを見たくはない。しかし、お似合いのふたりが並んだ様を、瞳に映し出すしかなかった。

「こんばんは。ちょっとおじゃましてます」

　大河内さんが遅れて挨拶をするけれど、うまく反応ができない。彼女の大きな猫目にジッと見つめられて、戸惑うだけ。

　まさか、一緒にいただなんて。仕事の話？　それにしては、大河内さんの対応が少しフランクな気がする。

　そういえば、昨日の夜も一緒にいた。酔っていた東海林さんから察するに、ふたりで飲みに行っていたと考えるのが妥当。……ということは、もうとっくに、ふたりの仲は親密になっている？　復縁したとか？

「なにか用事か？　忘れ物か？」

　東海林さんにビジネスモードで問われると、先ほどまでの勢いはどこへやら。なにも答えられず、押し黙ってしまう。

　東海林さんが僅かに眉根を寄せ、不機嫌そうな表情に変わったのを見て、パッと目を斜め下に逸らしてしまった。

　……こんな予定じゃなかったのに。

　下唇を噛みしめて、碁盤のタイルを見つめる。すると大河内さんが、その気まずい沈黙を破った。

「急用じゃないなら、少しだけ、私たちに付き合ってもらおうかしら」

「……愛あい子こ。なにを」

　大河内さんが明るい声を飛ばしながら東海林さんの横に並び、彼の肩に手を置いた。その構図だけでも心中穏やかでいられないのに、とどめは、今、東海林さんが口走った言葉だ。

『愛子』って呼び捨てにした。それに比べ、昨日も今も、私には上司と部下として話しかけてきた。

　――『有川』と。

　嫉妬心から、見たくもない光景に目を向ける。大河内さんは、赤い口紅を引いた唇を弓なりに上げ、朗らかに笑った。

「彼にね。一緒に働かないかと交渉中なの」

「……は？」

「ぜひ、うちの事務所でね。所長である父も大歓迎よ。充は、もう少し大きな規模の仕事をしなきゃ、もったいないと思うの。あなたもそう思わない？」

　開いた口が塞がらない。なんでそんな話になってるの？　だって、東海林さんはこの仕事が……。

　思うところがたくさんあり過ぎて、反論もできやしない。その間にも、彼女は流暢に言葉を並べていく。

「結婚の話だって、私は大真面目よ。充分理解し合えてると思うし、絶対にうまくいくはずよ。充も同じ考えだったから、そう約束したんでしょう？」

　堂々と宣戦布告をされた私は、チラッと大河内さんから東海林さんへ視線を移す。けれど、彼は私のほうを見もせずに、しかめっ面をしているだけだ。

　ねぇ、東海林さん。どうしてなにも言わないの？　否定しないっていうことは、肯定しているのと同じだよ。目も合わせないということは、私とは、もう関わりたくないっていう気持ちの表れなの……？

　嫌な心音が身体中を巡る。そんな中、大河内さんだけがいきいきと話を続ける。

「ここ、従業員は少数でしょう？　ひとりは定年迎えてるみたいだし。税理士事務所なら、他にいくらでもあるし。充なら、受け入れ先の紹介もできるでしょ？」

　定年とか、他の事務所とか、紹介できるとか。そういう問題じゃない。

　第一、東海林さんは――。

「……ダメです」

　あれだけ張りついて動かせずにいた足を、ゆらりと一歩前に進め、掠れた声を出す。私の言葉を聞き取れなかった様子の大河内さんは、「え？」と戸惑いを見せた。

　事務所の中央まで歩き進めると、そこで足を止め、グッと顔を上げた。そして、鋭い視線を彼女に向ける。

「東海林さんは、ダメです……！」

　今度ははっきりと芯の通った声で言うと、大河内さんが一瞬怯んだ。それでも彼女は東海林さんと同じで、すぐに冷静さを取り戻し、ややきつい口調で反論する。

「あなた、この業界のこと知らないんでしょう？　だったら、感情任せに言わないで」

「業界のことは、まだ全然知りません。だけど、東海林さんがいるべき場所は、私にだってわかります！」

　彼女の威圧にも負けずに言い返す。大河内さんは、私がここまで強気で出てくると思いもしなかったのだろう。瞬きもせず、ぽかんと口を開けて黙ってしまった。

「……東海林さんは、確かに仕事ができるし、大きな仕事だって経験があるようですから、大河内さんの事務所でも活躍されるでしょう」

「わかってるんじゃない。だから――」

「でも、居場所はそこじゃないんです」

　大河内さんは困惑しながらも態勢を整え直し、再び微笑を浮かべる。私はそれを阻止するように、言葉を掻き消した。

「東海林さんは、大きな仕事とかそういう括りに捕われないで、ひとりひとりの声に耳を傾けて、手伝いをする……そういう場所にいるべき人なんです。それが地味な仕事だと思われても、関係ないんです」

　そうだよ。だって、私は知ってる。

　東海林さんが仕事の大きさに関係なく、なんにでも真摯に向き合っていることも、依頼者に寄り添っていることも。

　小さい頃のご両親のお店を、今でも大切に思っている。

　だからこそ辿り着いたのが、この仕事だって――。

「なに、わかったようなことを……」

「口を挟み過ぎだ」

　大河内さんに噛みつかれそうになった矢先、ついに東海林さんが開口した。

　でも、その短いひとことは、どうやら私の味方とはいえないようだ。

　そう思ったのは私だけじゃなく、大河内さんも同じように感じたのだろう。

　加勢してくれたのは自分側だと思った彼女は、先ほどよりも余裕を滲ませた笑顔を見せる。

「そうよ。決めるのは充よ」

「まったく。俺のセリフがなくなっただろう」

「充……？」

　それを一転させた東海林さんの言葉に、私も大河内さんも唖然とした。

「ど、どうして？　だいたい、なんでこんなタイプの違う人間と一緒にいるの？　充の隣には相応ふさわしくないわ！　だって、昔はっ……」

「そう。昔は、干渉されるのを嫌っていた。俺のことでこんな口出しされたら、即、切り捨てていたな」

「そうよね？　なにに対しても、メリットの有無を考えるようなスタンスだったじゃない！　だから、今回も私はいい話だと思って……」

　どこか安堵した表情で、大河内さんが訴える。それを私が唇を噛みしめて見ていると、東海林さんがフッと笑った。

　滅多に笑わないのは、昔からなのかもしれない。

　なぜなら、昔の東海林さんをよく知るはずの大河内さんも、彼の笑った顔に意表を突かれていたから。

「『メリット』ね……。そう言われたら、今回はなんだろうな」

　東海林さんはデスクに肘を置き、手の甲に顎を乗せると、考えるように視線を横に流す。

　メリットって、今の話の流れから言うと、私と付き合うメリットっていうことなんじゃ……。確かに利点なんてない人間かもしれないけれど、そこはこんな場面だし、適当にうまく言ってくれてもいいのに。

　そんな不満を感じつつも、正直な東海林さんがそんなことをするわけもないかと、諦めた。即答はおろか、いまだにその言葉の先が出てこない現実に、内心肩を落とす。

　だいたい、私はもう呆れられているんだろうから、メリットなんて出てこないのが当然だ。

　自虐的に納得すると、不意に東海林さんと目が合った。聡そう明めいさを感じる、迷いのないまっすぐな瞳をこのタイミングで向けられると、変な期待をしてしまいそう。

「度重なる想定外の行動。ことあるごとにしてくる反論。しかも、どちらも勢い任せな部分が大きい。まぁ、面倒で疲れるな」

　ドキンと胸を鳴らしたのも束の間。グサグサと刺さる言葉を、次から次へ放たれる。完璧な大河内さんの前で欠点を晒され、さすがにへこんで項垂れた。

「それに散々、苛々させられる。……けど、なぜだか放っておけない」

　落ち込んでいた私の耳に入ってきた穏やかな声に、自然と顔が上がる。再度合わせた目は、すごく温かな眼差しで、自分の頬が紅潮していくのがわかった。

　大河内さんは、信じられないとでも言わんばかりの視線を東海林さんに向け、声も出さずに立ちつくす。それにも構うことなく、東海林さんは耳に心地いい声を、滑らかに響かせていく。

「体力も気力も消耗するんだけど、どうしたものか、案外これが悪くない」

　メガネの奥の瞳を細め、柔らかく微笑む。稀少な顔を見ることができた衝撃で、私も完全に固まってしまった。

　東海林さんはおもむろに席を立ち、デスクの前まで歩を進める。それから、長い手を私へ伸ばして力強く引き寄せ、デスクのふちに浅く腰をかける。

　私を捕えた東海林さんと視線の高さが同じくらいになり、一層赤面する。至近距離に、目のやり場も困ってしまう。

　全身が沸騰するように熱くなり、思考もパニック状態。掴まれている右手首が心臓になってしまったかと感じるほどだ。ドクドクと騒ぐ心音がうるさくて、今にも気絶してしまいそう。

「前に、俺の相手が気遣いのできない相手なのか、とかなんとか言ってたな？」

　東海林さんは大河内さんに話しかけているはずなのに、浮かべている不敵な笑みはなぜかこちらに向けてくる。

　その勝ち気な表情と涼やかな声から、目も耳も逸らせない。

「ネクタイの柄がどうとか、業界のこととか、彼女にそんなものを求めてない。どうやら俺が惹かれたのは、馬鹿がつくほどお人好しで、感情優先に動いてしまう部分らしいからな」

　はっきりと聞こえた低く艶のある声は、胸の奥に深く沁しみ渡る。

「これが現い在まの俺だ」

　その言葉に気が緩み、不覚にも泣きそうになってしまう。

「そういうことで、〝約束通り〟、結婚の話はなしだ」

「……っ。本当、別人ね。こんな充なら、私もその話は願い下げだわ」

「なら、都合よかったな。これ以上、無駄な時間を費やさずに済んでよかったよ。事務所も畳むつもりはないし。引き続き、紹介されたクライアントとは税理士として付き合うよ」

　悪びれもせず、涼しい顔で言われた大河内さんは顔を赤くする。余裕を感じさせるように上げていた口角も、いつしか下がってへの字口だ。

　そこに、追い打ちをかけるようなひとことを、東海林さんがお見舞いする。

「今さら、仕事までなかったことにとは言わないですよね？　大河内さん」

　わざとらしく他人行儀なものの言い方に、とうとう大河内さんはヒールを派手に鳴らし、美麗な髪を靡かせて事務所を去っていった。

　しん、と静まり返った事務所内で、徐々にまた緊張し、胸が高鳴っていく。

　だって、東海林さん、私の手首ずっと掴んだままだし。しかも、本当に距離が近過ぎて、どうしていいかわかんない。

　顔を背けたまま、いつ、この激しい心拍音に気づかれるのかとハラハラする。

「で？　なんで戻ってきた？」

　東海林さんは私の顔を覗き込み、この状況下でも落ち着いた様子で問い質す。

　言葉通り逃げ場のない私は、間を置いたあとにボソリと言った。

「……伝えたかったから」

「なにを？」

　即、聞き返されると、言葉に詰まる。

『なにを』って、わかっててわざと試しているのか、それとも本当に気づいていないのか。

　……いや。もう、どっちでもいい。

「――私が好きなのは、東海林さんひとりだけだって」

　どれだけ頭のいい人だって、どれだけ気が利く人だって。

　結局、言葉にしなければ、相手の想いを百パーセント汲み取ることはできないはず。

　口にすることは勇気のいることだけど、ふたりの距離気持ちを確かめるには必要なことだから。

　東海林さんの反応を見ると、どうやら後者だったようで、本当に私がなにを伝えに来たのか察していなかった様子。目が合った彼は、ぽかんとしていた。

　改めて気持ちをストレートに伝えたら、クールな東海林さんでも優しく受け止めてくれるかも、と安易に考えていた。

　けれど、この近距離でいても抱きしめられることもない。むしろ、呆気に取られたような顔は、自分の思い違いだったのだと私を落ち込ませる。

　私は、再び東海林さんから目を逸らし、自嘲気味に吐き出した。

「だけど……考えたら私は、仕事に私情を挟んではミスするし、隠し事もしてたし。東海林さんの言う約束ルールを、ほとんど破ってるし」

　半ば逆切れのようにも捉えられそうな、不貞腐れた言い方をしてしまう。

　なぜなら、強がらないと、泣いてしまいそうだったから。

　泣いたって、東海林さんを困らせるだけ。もっと言えば、嫌われるだけのような気がするから、絶対に涙は見せられない。

　そう思えば思うほど、喉の奥が熱く、声も掠れていってしまって……。

「……挽回できないほど、東海林さんに幻滅されるのは当然ですね」

　嫌味っぽくて、投げやりな言葉を吐き捨てる。

　こんな面倒な女じゃ、東海林さんじゃなくたって嫌気が差すってものだ。わかっているつもりなのに、止められない。言ってしまったものは取り消せないし、どうにもできない。

　ひたすら俯いて床へ視線を向けていると、心なしか掴まれている手に力が込められた気がした。

「……俺はなぁ」

　そうして、いつも以上に低い声を耳にすると、怒りの琴線に触れてしまったのだと思った。覚悟はしていたつもりだけど、いざ、手を拘束されて同じ視線の位置で苛立った声を出されると、怖くて身体が硬直する。

　そんな私に構うことなく、東海林さんは掴んでいた手首を持ち上げて強く引いた。

「確かに規則に反することを嫌うが、そこまで融通が利かないわけじゃない。あまり俺を見くびるなよ」

　引っ張られた拍子に顔を上げると、鼻先が触れそうになる。

　目前に見えた東海林さんの黒く力強い瞳に、目も身体も捕まってしまった。

「さっきも言ったはずだ。君といて、予定調和が崩れるのも悪くないと思うようになったんだ、と」

　吸い込まれそうになるのは、深い色をした瞳にだけではない。その、しっとりとした美声にも引きずり込まれる。

「俺の固定観念を覆したのは、沙枝だぞ。責任取れよ」

　いつの間にか、背中に回されているもう片方の手。まっすぐ私だけを映し出しているメガネ越しの瞳。一層、熱が伝わる手首。

　突き放されるとばかり思っていた。だから、彼の言動に、戸惑いを隠せない。

「でも……」

「相応しくないかどうかは俺が決める。それ以上、無駄な口きくな」

　手首が解放され、私の右手が自然と下に落ちる。代わりにクイッと顎を上げられた。

「……ちなみに、俺もルールは何度か破ってしまった」

「え？　東海林さんが……？」

　まさか。いったい、どのことを指して言ってるんだろう？

　咄嗟に『嘘だ』と言うふうに聞き返す。すると東海林さんは、フッと片側の口角を僅かに上げて苦笑した。

「ああ。この俺が。……気づけば、ずいぶんと私情を挟んでたな」

　凛々しい眉をほんの少し下げ、困ったように微笑む。そのなんとも言えない弱々しい笑顔が、きゅうっと胸を締めつけた。

　潤んだ瞳で東海林さんを見つめると、大きな両手が私の顔を包む。

　それは、普段の彼からは到底想像もできないくらいに、優しく温かい手。

「現に、今も――」

　そうして零れてきた言葉も、甘やかな音。

　磁石のように、どちらからともなく自然と唇を重ねた。

　もう何度目かのキスだけど、こんなにも心が溶けてしまいそうになる感覚は初めて。

　恥ずかしさも忘れ、自ら彼のスーツに手を伸ばし、求めるように唇を合わせる。

　動悸が激しい。それでも、浅く息をしながら、角度を変えては東海林さんを感じる。

　呼吸を整えようかとひとたび唇を離そうとしたら、それを阻むように再び口を覆われた。

　深く、熱く。ヤケドしそうなキスに、脳のう髄ずいが痺れてとろけそう。

「ふっ……ん」

　夜の事務所に漏れる、自分の甘美な声に我に返る。パッと俯くように逃げると、ツッと指先で頬を撫でられ、耳元で低く囁かれた。

「……俺が残業中ということは、今だけ忘れて」

　耳孔から鼓膜を刺激する吐息と声に、身震いしそうなのを堪え、どうにか自分の足で立つ。コクコクッと耳まで赤くして頷くと、ふわっと抱きしめられた。

「以前、俺が『過去のことに口出しするのは無意味なのに、なぜ嘘をつくのか』というようなことを、君に言ったのを覚えているか？」

「え……？　あ、はい」

　それは、卓也との関係を偽っていたのがバレたときだ。あれを思い出すだけで、正直気まずい。

　甘い気分から一転して、胸に暗雲が立ち込める。けれど、私が思うような展開になるどころか、東海林さんは甘えるように私の左肩に額を預けた。

「そのとき、君はこう言った。『嫌われたくないから嘘をついたのだ』と」

　肩に頭を乗せられているせいで、声が胸に直接響くような感覚にドキリとする。

　東海林さんが、こんなふうに私と対等に向き合って、自分の気持ちを話してくれるのは初めてだ。どんな顔をしていればいいのかわからなくて、戸惑ってしまう。

　なにを答えたらいいのかと困惑し、寄りかかられている体勢にも緊張状態。

　そんな私に、東海林さんは小さく零す。

「その心境が……さっき、少しわかった気がする」

「……え？」

　信じられない、と思わず声を漏らし、肩に乗せられた東海林さんの旋毛を見る。

　だって、あのとき、そういう恋愛感情は、東海林さんには理解してもらえなさそうだったのを鮮明に覚えているから。

　東海林さんは頭を動かさず、そのまま話を続けた。

「彼女との約束は……過去、そういう関係をやめようと決めたときに交わしたものだった。『再会して、お互いに相手がいなければ結婚しようか』と」

「えっ？　別れ話で、結婚の約束をしたってことですか？」

「嫌い合って別れを選択したわけじゃなかったから。むしろ、同志のようなものだったからこそ、仕事に専念するという話に、互いに異存はなかった」

　大河内さんの存在は、やっぱり元恋人だったのだというショックよりも、その付き合い方に吃驚してしまう。

「似た者同士だった。だから、パートナーとして、特に不都合はないと判断したんだ」

　相手よりも仕事を優先した結果の別れ。だけど、そのタイミングで結婚の約束をしたっていうこと？　そんなの、話の次元が違い過ぎて理解できない。そういうことに理解を示せる相手を求められたら、私は絶対論外だ。

　東海林さんは、ゆっくりと頭を上げ、ばつが悪そうに目を逸らす。

「そのときは、君みたいな人間と出会って惹かれるなんて、想像もしてなかったから」

　普段はピンとしっかり立って、仕事もこなし、情けないところなんか微塵も見せない。そんな人が、弱々しく寄りかかってくるなんて。しかも、それが好きな相手なら、今の私のように、女性はそのギャップに心を鷲掴みされると思う。

「嘘をつきたくはない。でも、君を傷つけ、自分から離れていくかもと思うと、さっきは、咄嗟になにも答えられなくなった」

「東海林さん、が？　本当に……？」

「……本当、おかしいよな。たった数回なのに、自宅に君がいる光景が焼きついて、週末まで長く感じる。食事も味気ない。今日に至っては、仕事にも集中しきれなくて、この時間まで残業してるザマだ」

　大きな手のひらが耳上から挿し込まれ、頭を掴まれる。それから、額同士をコツッと当てられると、そのまま東海林さんは目を閉じた。

「その奔放さに惹かれたのは俺なのに、目の届くところに置いておきたくなるなんて」

　じわりとした熱が額から伝わってくる。

「……頼むから、どこにも行くなよ」

　私は東海林さんの両頬を挟むように手を添えて、額を離すと睨みつけた。

「鬱陶しいって言われても、私はそばにいます」

　私に涙目で睨まれて動揺したのか、東海林さんの双眸が大きく見開き、揺らいでいる。それから、都会の夜空に見え隠れする星のごとく、刹那的な微笑を浮かべたのを見た。

　次の瞬間、事務所に近づいてくる足音にハッとしてドアを振り返る。

「失礼しますー。今日はまだ残られてるんですか……って、あれ？　トイレかな」

　ガチャリと勢いよく開かれたドアと同時に、警備のオジサンの声が事務所内に大きく響いた。しかし、オジサンはひとりごとを呟きながら、すぐに去っていく。

「い、いいんですか……？」

「別に。ただの見回りだし」

　先ほど、出入口を振り返ろうとしたときに、東海林さんが私を引っ張り、身を隠すように本田さんのデスクの陰に座らされた。もちろん、向かいに東海林さんも身を屈めて死角に入っていたから、警備員からは人影が確認できなかったというわけだ。

「あ、あの……もう立っても大丈夫じゃ……？」

　足音が完全に聞こえなくなった今も、その体勢は変わっていない。

　デスクの側面に背を預けている私を、東海林さんが手で阻んでいる格好。東海林さんが立ってくれなければ、私は動けない。

　心臓をバクバクさせながら、目を頻りに泳がせていると、東海林さんはさらに顔を近づける。そうして、そっと唇を耳元に寄せた。

「規則違反ついでに、ここがオフィスということも、少しの間だけ忘れて――」

　陶酔してしまうような甘い誘惑を、囁くように蜜を含んだ声で言われてしまったらなす術すべもない。

「俺が考えていた以上に、ルールを守るっていうのは難しいな」

　おもむろにメガネを外す様がやけに妖艶で、心臓がさらに音を上げる。そのまま自然と瞼を落とし、身を委ねると、顎を掬すくい上げられ、深く優しいキスが降ってきた。ゆっくり鼻先まで離れたときに、うっすら目を開ける。

　それから数秒、視線を交錯させて、再び唇を重ね合う。それを夢中で繰り返したのち、名残惜しい気持ちで距離を置いた。

　目を開くと、視界にはいつも仕事をしている事務所の景色が映り込む。ここがオフィスということを思い出し、赤面してしまった。

「……その顔、誰にも見せるなよ」

「え……」

「この約束の拒否は認めない」

　チラリと見上げた先の東海林さんは、真剣な眼差しで――そして、ものすごく優しく微笑んだ。

　それは、かつてないほどの極上の笑み。

「そのままの君が、好きだ」

　類稀なる東海林さんの甘い雰囲気に、時が止まってしまう。

　私が目を奪われていることはおろか、その理由が自分ということすらも、どうやら東海林さんは気がついていない。

　彼は、そっと壊れ物に触れるように私の左頬を撫でる。ゆっくりと手が離れていき、スッとその場を立った。それに続き、私も慌てて立ち上がる。

　東海林さんはメガネをかけながら、デスクへと向かい、私のほうを見ることなく尋ねてきた。

「あの男と、次に会う予定は？」

『あの男』……？　っていうと――。

　ほんの今さっきまでの甘い感覚に、まだ脳が正常に働かない。

　ようやく冷静に考えることができて、小声で答える。

「卓也とは、特に約束は……。いつも突然、向こうから……」

　いきなりその話に飛ぶとは思いもしなかったから、どんな顔をすればいいのか困惑してしまう。けれど、東海林さんはすでにキリッとした表情で、デスク上のパソコンや資料をさくさくと片づけている。

　その姿を放心しながら見ていると、ノートパソコンを閉じた東海林さんが、信じられない言葉を口にした。

「そう。じゃあ、行こうか」

「は？　え？　ど、どこへ……」

　おどおどと聞き返すと、帰り支度を終えた東海林さんが、バッグを手にしてサラリと言う。

「谷口卓也の自宅に」




　事務所での発言に、天地がひっくり返るほどの衝撃を受けつつも、東海林さんの後ろを黙ってついて歩いていた。

　彼の速い歩調を小走りで追い、その広い背中を見つめて考える。

　卓也の家って、どういうこと？　私が知っている卓也の家の方向とは違うし。それに、家まで行って、いったいなにをどうするつもりなんだろう。

　不安だけが募る。考え事をするあまり、前も見ずに歩いていて、足を止めていた東海林さんの背中に衝突する。

「いった……！　す、すみませ――」

「ここだな」

　ぶつけた鼻を押さえながら顔を上げる。東海林さんの視線を辿った先には、私が住むアパートよりも綺麗な建物があった。

　三階建ての住宅は、私のアパートのような吹きさらしの階段じゃない。さすがに間取りは外観からはわからないけれど、築年数は明らかにうちのほうが上だと思う。

　なんでこんなところに卓也が？　私が知っている家は、それこそ言っちゃ悪いけれどボロくて、貧乏学生が集うようなアパートだったのに。

　狐につままれた気持ちで立ちつくしていると、東海林さんはいつの間にか三つある集合玄関のうち、中央の玄関前に移動していた。

「なにをしてる。早く来い」

「は、はい」

　堂々とした東海林さんに反して、そわそわしてしまう。

　だって、状況が整理できていない。東海林さんと一緒に卓也に会ったところで、私はなにをして、なにを言えばいいの？

　階段を上ると、東海林さんは二階のフロアで立ち止まる。ワンフロアには二軒入っていて、玄関は向かい合わせという構造だ。

　二階の二軒、どちらも表札は出されていなかったけれど、東海林さんは迷わず左手の玄関の前に立つ。そして、躊躇いもせずインターホンを押した。

「……不在か」

　インターホンの音が鳴りやむのを近くで聞いて、東海林さんが真顔で呟く。私は相変わらず、後ろに黙って立ったまま。

　なにも言わずについてきたけれど、こんな展開になって徐々に焦りを感じていた。それというのも、まだ、東海林さんには話していないことがあるからだ。

　東海林さんは、卓也が居留守を使っていると思っているのか、数秒その場で粘る。私は東海林さんの横顔を窺い、思いきって口を開いた。

「あ、あの！　私、まだひとつ、東海林さんに言ってないことが」

　勇気を振り絞って切り出したところに、階下からバタンとドアの音が響いた。反射的に言葉を引っ込めると、陽気な声が下から聞こえてくる。

「今ぁ？　家着いたとこだよ。あぁ。今日のコンパはパッとしなかったなー」

　この声は……卓也？　本当に、ここに住んでるんだ！

　驚いて階段を振り返ると、東海林さんの手が肩に乗せられた。目を大きくさせた私に、彼はスッと口元に人差し指を立ててみせる。

　階段を上って近づいてくる人の気配に、緊張感が高まる。

「金？　まーなんとかなるって！　つーか、〝保険〟は何ヵ所かあるからさ。そう。ひとりは看護師やってる女で。もうひとりは、なんだったかな？　……法律事務所？　いや、税理士事務所だったかな！」

　そんな中聞こえた話に耳を疑い、最後に言っていたのは自分のことだと確信すると、奥歯に力が入らずにはいられなかった。

　私の怒りを察したのか、東海林さんは制止するように腕を前に伸ばす。今にも飛び出していきたかった衝動を、その腕一本でグッと堪えた。

　そして、ついに階段を折り返してくる人影が見える。

「まぁ、焦らずに、これからまた信用させて……さっ、沙枝っ!?」

　電話の相手が誰だか知らないけれど、呑気にそんな会話を意気揚々としていた卓也が、私たちを見たときの反応は滑こっ稽けいだ。それもそのはず。この住すみ処かを私に知られているなんて、思いもしていなかっただろうから。

　卓也は、手にしていた携帯をスルリと落とし、階段を一段踏み外す。その拍子にバランスを崩し、踊り場まで後退していった。かろうじて転ばずにいた卓也だったけれど、背中を壁に打ちつけて顔を歪ゆがめる。

「な、なんでここに!?」

　卓也は、目を剥いて私たちを見上げる。

「自ら暴露してくれるとは、ありがたいな。時間が省けた」

　私の前に立つ東海林さんは、冷酷な視線を送り、冷ややかに吐き捨てた。横に並んでいた私も卓也を見下ろし、冷淡な目を向ける。

「卓也、今のはどういうこと？」

「い、いや。それは……」

　顔色が一気に悪くなる人間を、初めて目の当たりにした。その様子から察するに、相当マズイ会話を聞かれたと自覚しているんだろう。

　当然だよね。しおらしい演技をして私に縋りついてきていた目的が、懲りずにまたお金だったんだから。しかも、人に借金背負わせておきながら、自分はいいところに住んで、飲み会までする生活。それを知られたら、まともに顔向けできないのが当たり前だ。

　完全に言葉を失った卓也を、東海林さんが淡々と追い詰める。

「うまく説明できないのなら、手伝ってやろうか？　何度も微妙な額の借金を繰り返しては、女や遠縁の友人を利用していて、有川沙枝もその中のひとりだと」

「なっ……」

「ああ。ついでに言うなら、今、電話で話題に上げていた看護師という女には、訴えられそうになってるところだったか」

　仕事中とはまた違う、抑揚のない単調な口調からは、表情や声色こそ変化は見られないけれど、東海林さんが相当立腹しているのだとわかった。

　卓也も、東海林さんの氷のような目と、低い声でつらつらと並べられる言葉に冷罵され、畏い怖ふしているようだ。

　きっと、東海林さんはそれに気づいていながら、さらに追い打ちをかける。

「ひとつ、忠告しておいてやろう。有川にしたことは、私文書偽造罪……刑法一五九条により、三ヵ月以上、五年以下の懲役刑。併せて、詐欺罪でも懲役十年以下といったところだ」

　私も一驚を喫してしまう内容だけど、当然、卓也のほうが驚いて震え上がる。サーッと青褪めた顔で、狼狽えた目を東海林さんに向けている。

「さて。選択肢としては、服役するか。それとも――」

「すっ、すみませんでしたっ。すぐに、自分で返済をっ……」

　ペコペコと何度も頭を下げ、必死に懇願する卓也に私は酷薄な顔を向ける。

　まさか、自分の近くに、こんなにもダメな人間がいたなんて。それに当時気づかなかった私も私で、本当に大馬鹿だ。

　自虐心と共に、これで本当に卓也との関係が断ち切れると思うとせいせいする。

　東海林さんに「行くぞ」とひと声かけられて、階段を下っていく。俯いた卓也の前で、東海林さんは一度足を止めた。

「今の約束、破ったらどうなるか……忘れるなよ」

　上背のある東海林さんに、鋭い目つきで見下ろされる卓也は、ますます萎縮する。

　東海林さんのあとに続き、私は卓也を一瞥して横切った。さらに数歩過ぎたところで足を止め、振り返る。

「もう二度と、誰にもそんな馬鹿な真似しないで……！」

　奥歯を噛みしめながら絞り出した私の声を、卓也は微動だにせず、ただ黙って聞いていた。




「あの……。どうして、アイツの家の場所や事情を知ってたんですか？」

　卓也のアパートをあとにして、私たちは夜道を少し離れて歩く。私は東海林さんの革靴を見つめながら、ぽつりと質問した。

　卓也の今の居住地は、私が知らない場所だった。きっと雲隠れの流れで引っ越していたんだとは理解できるけれど、その最新の住居をなぜ東海林さんが、と疑問が湧く。

「なんかあの男、胡う散さんくさく感じて。弁護士の知り合いに協力してもらって、ちょっと調べた」

　夜空を僅かに仰ぎ、目を細めた東海林さんはそう答えた。

「じゃあ、さっきの話の内容は、その知り合いに……？」

　なんとなく、東海林さんなら、そういう知り合いがいてもおかしくはないかもしれない。

　忙しいはずなのに、私のことを気にかけていてくれたのだとわかると、不謹慎だけどちょっとうれしくなった。

　つい表情を緩めてしまったところに、厳しい口調で言われる。

「まだ支払いを始めていなかったからよかったものの、一歩間違えてたら、こんなふうにスムーズにはいかなかった」

　突き刺さる視線に肩を竦め、なにも返すことができない。

「一応、俺も弁護士の勉強してたから、時間もかからずにことなきを得られたけど」

「……え？　べ、弁護士も!?」

　東海林さんの引き出しの多さには、本当に驚かされるばかりだ。

　確かに、弁護士という職も似合う。常に冷静で、動揺を見せない敏腕弁護士。容易に想像できちゃう。

　まじまじと東海林さんの横顔を観察していると、キッと鋭い視線を向けられた。その厳しい目つきに、反射的に背筋を伸ばす。

「と、いうか。あり得ない。本当、君の行動は俺には理解不能だ。自らサインした覚えのないものに、まともに取り合おうとするなんて。お人好しの域を越えてる」

「えっ。いや……私の名前で契約されてしまったものだから、もうどうしようもないものなのかと……」

　言い訳がましくボソボソと答えると、かつてない盛大な溜め息が落ちてくる。

「なぜ、誰かに相談しないんだ。俺が気づかなかったらどうしてた？　俺だって暇じゃないんだから、君が口を割れば早い話だったのに。余計なことは言えるのに、肝心なことは言えないんだな」

「……確かに仰る通りですけど！　お金の話なんて、家族にも友達にもそう簡単にはできなかったんです……！」

　東海林さんの言う通り。ひとりで背負い込んで、あとで迷惑かけるくらいなら、そのときに誰かへ相談するのが正解だったんだろう。だけど、どうしてもそれができなかった。

　大切な人になんて、なおさら。

「……東海林さんだから、言えなかったんです……。忙しいなら、放っておけばよかったじゃないですか！」

　呆れられたと思えば次は責められ、なんだかいたたまれなくなった。その気持ちを、つい反抗する形で表してしまう。……だけど、それは言い訳だ。

　私は、頭を垂れて消え入る声を出した。

「……嘘です。ごめんなさ、い――」

　カツッと革靴の音が鳴る。視界にはその爪先が見え、気づくと頭からすっぽりと身体を包まれる。

　路上にもかかわらず、抱きしめてくれたことに驚いた。同時に、自分の不甲斐なさと、東海林さんの優しさに涙が込み上げる。

「馬鹿なくらいお人好しで、手がかかって目に余る。……それでも、放っておけないんだって言ってるだろ」

　頭の上で囁くように言われ、私は小さく頷くだけ。

　回された腕がゆっくり緩んでいく。そして、頬に手を添えられ、感情を剥き出しにしたひどい顔を覗き込まれた。

「悪い。つい、言い過ぎた。勘弁してくれ。俺は君の泣そきの顔に弱いんだ」

　眉根を寄せる東海林さんに、そっと目尻を拭われる。

　あまりに優しい目をして、温かい手で触れてくれるから、次々と涙が零れてしまう。

「本当に、ごめんなさい……」

「君は、そういう顔よりも、ちょっと生意気に俺に意見するくらいがちょうどいい」

　肩を窄め、掠れる声で何度も謝罪の言葉を口にしながら、広い胸に頬を寄せる。

　東海林さんは、私が落ち着くまで、大きな手で頭を撫でてくれた。

「……すみません。もう、大丈夫です」

　ズッと鼻をすすり、東海林さんからゆっくりと離れる。

　まだひどい顔をしている私を見て、東海林さんは眉を下げて微かに笑った。そして、くしゃりと私の頭に手を置く。

　再び歩きだした東海林さんの背中を見つめ、落ち着いた頭で、ふと思う。

「……東海林さんって、何者なんですか？」

　何者って聞いたって、東海林 充っていう税理士事務所の所長だってことはわかってるんだけれど。

　国税庁や、会計士。弁護士にもなれるみたいだったし。いったい、どういう学生だったんだろうとか考えてしまって、漠然と聞いてしまった。

　すると、振り向いた彼は、怪訝そうに眉根を軽く寄せた。少し間を置いたあと、目を細め、サラリと口にする。

「何者？　税理士事務所の所長で、君の上司で、恋人だろ」

　思いも寄らないその返事に、思わず赤面した。

「そっちこそ、いったい何者なのか、知りたいね」

　東海林さんはフイッと顔を戻すと、鼻で笑って逆に質問で返してきた。

「――それは……これから知っていってください」

　なんでも完璧にこなす東海林さんが、唯一困惑する存在が私なら、できればずっとそうやって翻弄されていてほしい。

　ずっと、ずっと、私のことを理解できずに気になって。

　それで、私のことを他の人とは違う、特別な存在と認識し続けてほしい。

「本当……いちいち、想定外の答えをしてくるな」

「それ、これからも期待を裏切りませんよ。きっと」

　そんなふうに、自信満々で答えてみたものの、本当はこれっぽっちも自信なんかない。だけど、このくらいハッタリをかまさなきゃ、東海林さんのポーカーフェイスは崩せないと思ったから。

　赤い目をしているくせに、ニッと強気に口の端をつり上げると、東海林さんも口角を微かに上げてフッと笑った。

「ま、どうやらそれがクセになってしまったようだから仕方ない」

　そして、目を優しく細め、私の頭に手を置いた。

「お手並み拝見といこうか」

　勝ち気な笑みを浮かべる東海林さんに、完敗した私。

　不覚にも、路上で彼に見とれ、他にはなにも見えなくなってしまう。

「……沙枝。だから、そういう顔を簡単にするなと言ったはずだ」

　いつか、また。近いうちに、東海林さんの鉄則ルールを破らせるくらい、心を乱して翻弄させてやるんだから。

　そう小さく心に誓いながらも、そんな決意もかき消されてしまう。

　――突然、唇に降ってきた甘い誘惑に。





おわり












あとがき




　こんにちは。宇佐木です。

　今回は、初の全編書き下ろしという、大変ありがたい機会をいただきまして恐縮しております。




　今作で書籍化は四作目。思い返せば、すべての作品に〝初めて〟がありまして、それを思うと、本当にたくさんの方々へ感謝の気持ちしかありません。

　初めての書籍化。初めてのベリーズ文庫。初めての書き下ろし番外編。そして、初めての全編書き下ろし。

　それらはすべて、私の力ではなく、読者の皆様の力で実現されたものだと思っております。そして、担当様やイラストレーター様など多くの方のお力添えで、今回も出版することが叶いました。心からお礼を申し上げます。




　そんな『冷徹上司のギャップに振り回されています』ですが、少しでもお楽しみいただけましたでしょうか。執筆中からそれが不安で不安で……。

　この作品は、東海林のような、なんとも言えない、掴みどころのない男を書いてみたいと思ったことがきっかけでした。そういうタイプのヒーローが翻弄されると、どんな感じか、と。結果、作者の私も掴めなくて振り回されるという……（苦笑）。

　逆に、ついつい首を突っ込みがちな沙枝は、私に似ている気がします。そのため、彼女は書きやすいキャラでした。




　前作から一年以上空きましたが、またこうしてご挨拶できることに喜びと感謝の気持ちでいっぱいです。

　これからも、一歩ずつ、頑張っていきたいと思っておりますので、引き続き温かく見守ってくださるとうれしいです。

　どうぞ、よろしくお願いいたします。





宇う佐さ木ぎ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










冷徹上司のギャップに振り回されています
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